


[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







目次




一章．ヨモツヒラサカ（第一形態）

二章．ヨモツヒラサカ（第二形態）

番外．名探偵比良坂れいの事件簿・野球編

三章．ヨモツヒラサカ（第三形態）

終章．ヒラサカゼロ

あとがき







[image: ]







[image: ]







「……せんせいにはわるいうわさがあるのです。文芸部の娘こたちに、次々にわるいことをしているとか、どうとか。もちろんわたしは、せんせいがいいせんせいだと知っていますから、わるいことなんてするわけがないんだって信じています。けれど、この状じよう況きようから顧かえりみるに、もしかしたらもしかするのではと思ってしまったのです。都会の男性に憧あこがれている娘も多いですし、男子はみんな丸まる坊ぼう主ずですし、娯ご楽らくというものがまるでないこんな孤こ島とうくんだりで、面おも白しろそうなものを見せられたらついつい誘さそいに乗ってしまう、というのも分からなくはありませんが、でも、でもわたしはわるいうわさを聞いてしまったのです。みんなは、乱暴に、無む理り矢や理りに、せんせいに、大人にされたんだ、とか。……そういう、わるいわるいお話を」

　後ろ手でドアノブをがちゃがちゃと鳴らしている。開かない理由が分からないのか何度も捻ひねる。瞳ひとみは僕ぼくを見み据すえつつも迷いに揺ゆれていた。少しでも視線を逸そらせば食われるとでも思っているみたい。精せい一いつ杯ぱいの虚きよ勢せいで前を向いている。

　内うち股またになって弱く震ふるえている。

　――せんせいはわたしを襲おそったりなんてしませんよね、と言われた。

　ただでさえ不ふ機き嫌げんであったのに苛いら立だちが募つのってしまった。大切な文芸部員の娘を無理矢理にだなんて、そんなうわさを流されるなどとんでもない話であった。

　部屋の内側であるために当然、錠じようを回すだけで簡単に開くのだが、頭が回らないほど慌あわてているのだろう。女子中学生に対して次々に欲望をぶちまける恐おそろしい人間を前にした少女は、だいたい今の比ひ良ら坂さかさんみたいな行動を取りそうだ。誤解でしかない。少なくとも今は、比良坂さんを襲うつもりなんてまったくないのだ。狭せまい島で煙けむりが昇のぼれば皆みなに見える。あっという間に悪い噂うわさが広まってしまう。それは困る話だ。

「ならなんで、わたしとせんせいが二人っきりになった後で、扉とびらが開かないのですか！」

　鍵かぎのことなら、たまたま誰だれかが間ま違ちがえて閉めただけだと答えると、「そんな偶ぐう然ぜんがありますか！」と返される。これだった。事実がすべて筋の通っているものであると勘かん違ちがいしている比良坂さんは、あらゆる偶然を信じない。この世の自殺・事故が実は他殺であるのだと信じている。好きな言葉は理路整然。やることもなくて退たい屈くつだからと、つまらないことを劇的にしたがるのは田舎いなかの娘の悪い癖くせだ。たまたま間違って閉めただけなんて言葉を「そんな偶然はありえません」として絶対に信じない。

　悪い噂が流れてしまったのはよろしくないことだった。どこぞの男子生徒が僕を都会に送り返そうとして出で鱈たら目めなことを吐はいて回ったのか、文芸部の娘が自分で噂にしたのか。携けい帯たい電話を持ちたがるような気持ちで田舎の娘は彼かれ氏しを欲ほしがるものだ。人と違ちがうことがしたいから、人より早く経験したがる。背せ伸のびしたがってそういう態度を取りたがる。子供の背伸びは僕のせいではない。

「なちだけじゃなくて、あさぎも、ことこも、ありすも、みんなみんなせんせいに、されたのなら、わたしにもその、せんせいは、しようとして、だから、逃にげられないようにと、閉めたんじゃ、ないんですか……？　ここは誰もいない暗い教室、叫さけぼうとも届かずに、逃げようとも遠すぎる、密室なんです。人を殺そうが、お、犯おかそうがなんだろうが、どうにだってできるからどうにだってなる。せんせいがいいせんせいだなんて分かってます。わたしはずっと信じていました。今だって信じています。やったかやってないかはともかくとして、せんせいはわるいことはしていないのだと。騙だましたわけでもなく、誑たぶらかしたわけでもなく、愛すべき教え子のための行動であったと、信じたいのです」

「……だから、本当にそんなことしないから」

「なら、わたしを残して他の娘を帰らせたのはなんでなんですか！」

　この娘は筋を通さなければ納なつ得とくしてくれない。人間はサイコロのようにテキトウに動くのだと言っても「そんなことはなく理路整然に動くのだ」と反論してくる。彼かの女じよが知るのは意味のある行こう為いだけだ。彼女が欲しがっているのは「それでもここでは手を出ださない」という理り屈くつだった。僕が犯人であろうがなかろうが、そういう核かく心しんの部分はどうでもいいのだ。

「悪い噂が仮に本当だとしてもただの噂だろ。証しよ拠うこがないから噂なんだ。比良坂さんを除く全文芸部員を襲ったわりには計画的で、実に用よう意い周しゆう到とうじゃないか。そういう犯人ならば下校時刻を過ぎたとしても、学校なんて場所で比良坂さんを襲ったりしない。ここは理科教室だ。少なくともこんなあからさまな所では手を出さない」

「悪い噂が流れてしまった以上、むしろ自分の部屋にわたしを連れこむほうが危険です。誰かがせんせいの寮りようをひそかに見張っているかもしれません。せんせいはそう危き惧ぐしたからこそ、学校の中でも死角の多い理科教室なんかで犯行に及およぼうとしたのでは」

「理科教室で、文芸部の部室で、文芸部員をこうも分かりやすく襲うかな。僕がひそかに見張られていると不安がっているならば、この場所は絶対に避さける」

「わたしに酷ひどいことをしたりしませんか？」

「嫌いやがってる娘にそんなことしないから」

　がちゃり、と今度は錠を解く音がした。冷静になれば扉なんて簡単に開く。

「……たしかにそうです。せんせいはいいせんせいなのでした。こんなところでわたしを襲ったりなんてしません。疑ってしまってごめんなさい」

　疑う方も疑われる方もいい気持ちはしない。胸を撫なで下おろしていると、比良坂さんは、でも、と繋つなげてきた。まだ続けるのか。

「でも、せんせいは、わるいうわさが仮に本当だった場合において、わたしを襲わないと説明しただけです」

「嘘うそだったならば襲う襲わないで話し合う必要すらないだろ」

「違います。わるいうわさが嘘であると説明できたわけではないと言ったのです。乱暴だったんですか。無理矢理だったんですか」

「クソめんどくさい娘だなぁ……」

「クソめんどくさい……？」

　比良坂さんはめんどくさいのである。

　扉は開いたのに比良坂さんはそのままそこにいる。名めい探たん偵てい気取りだからだ。犯人を追いつめているつもりなのだ。僕は犯人扱あつかいされていい迷めい惑わくだ。

「仮に僕がわるいわるい犯人だったとしてどうしたいんだよ？　比良坂さんだって逃げないと襲われる」

「せんせいがわたしを襲えば、それが証拠になるでしょう？」

　だろうと思った。だから僕はこの娘をここで襲うつもりなんてさらさらなかったのだ。

　悪い噂がそこまで広まっているなんてそんなまさかである。比良坂さんから教えてもらえたことは幸運である。僕は女子中学生が大好きだが、自分の身だって大事なのだ。

　たとえ犯すつもりであらかじめ鍵を閉めたのが本当であっても、たとえ文芸部員の娘たちを次々に犯したことが本当であっても、不安要因のできたここで襲うわけがない。いいせんせいだと僕を慕したっている比良坂さんが、まさか最後の最後で僕を犯人扱いしてくるなんてそれこそ酷い話だろう。最後の楽しみだったのに。今日という日を待ち望んでいたのに。ここで比良坂さんを強ごう姦かんしても、彼女を黙だまらせることができない。脅おどしてもバラされる。彼女はバラすために強姦させたがっているからだ。

　どちらにせよ理科教室での強姦は控ひかえるべきだ。この話の流れから彼女を寮に誘うことにも無理がある。だから今日は失敗である。だから不機嫌なのだ。今日で十六人目を犯せるはずだったのに、機き嫌げんも悪くなるものだ。ああ比良坂さんを犯したかった。泣なき叫んで嫌がる彼女から大事なものを無理矢理に奪うばってしまいたかった。

「……仮に僕が犯人であってもここで襲うわけがないんだから、証明する方法なんて一つしかないだろ？」

　なんだろうと比良坂さんは小動物みたいに首を傾かたむける。おっと、はずみで犯しそうになってしまったが堪こらえる。

「僕に襲う理由がなければ僕が犯人でないと証明できる。僕が女子中学生に興奮しないと分かればいい。裏を返せば、ここで犯人を押おさえるためには、比良坂さんは僕に自分を襲わせなければならない。比良坂さんが名探偵であるためには、僕を誘ゆう惑わくしなきゃいけなかったんじゃないかな。僕が誘いに乗れば事実が強姦だろうが強姦じゃなかろうが現行犯で逮たい捕ほできるだろ。それで比良坂さんは、僕に下着ぐらいは見せてくれるの……、って？」

　せめてからかって反応を楽しみたかっただけなのに、しゅるりとネクタイが抜ぬけてしまう。この娘は筋を通さなければ納得してくれない。

　筋さえ通してしまえば、どんな暴論さえも納得する。

「こうですか。せんせい」

　信条に反して恥はじらいぐらいはあったらしい。顔どころか全身を染めて、おずおずとセーラー服を脱ぬぎはじめた。フリルのついた可愛かわいらしい下着は成長過程の胸に栄える。その下着でさえも片手で隠かくしながら、逆の手で器用にスカートのホックを外し、ジッパーを下ろそうとする。はずみで犯しそうになってしまったが堪えた。下着姿に飛びついてしまうほど僕は素しろ人うとでない。比良坂さんで文芸部全員分だ。生徒を犯すことにかけてはベテランの域に達している。しかし強姦のプロである僕でさえ今はあやうく犯すところであったが、なんとか犯さずにいられた。

「むぅ。全然興奮しないんですね。違うみたいです。せんせいはいい意味でみんなのことを一いつ生しよう懸けん命めいに考えてくれるせんせいでした。今日は機嫌がわるいようでしたから、変な勘かんぐりをしてしまってごめんなさい。やっぱりせんせいは嫌がってるわたしを、無理矢理に犯したりなんてしませんよね」




　さて彼女は不思議である。言っていることとやっていることがちぐはぐだった。

　比良坂さん事件の真相を明るみにするためには、そして比良坂さんを上う手まいこと犯すためには、記き憶おくを掘ほり返かえす必要があるだろう。とある事情があって、僕の記憶は曖あい昧まいである。忘れないものは忘れないが、忘れるものは絶対に忘れる。だから出会いからしてあんまり覚えていない。

　いかにして僕が比良坂さん以外の文芸部員を犯し尽つくしたのか、改めて振ふり返ろう。

　彼女の証言を基もとにする、欠片かけらを集めるような作業をして、なんとなく形にしただけのあやふやな過去だ。強ごう姦かん魔まである僕であっても、誰も犯していないという純じゆん粋すいな時期があった。誰しももともとは初心である。初めて誰かを犯してやろうと思うようになった時、その時に初めて比良坂さんと出会った。ことの始まりは僕が中学生のときだった。

「わたしとせんせいがはじめて出会ったときのことですか？　全然覚えていないんです？　やだなあ、わたしは鮮せん明めいに覚えていますのに。せんせいがわたしのおねーちゃんを刺さしたのですよ。血液がつぅうっと垂たれて、一番奥おくまで刺さったのか進まなくなって、とりつかれたように何度も刺しては抜くのを繰くり返していましたね」

　僕が比良坂さんの姉を刺したらしい。きっと別れの前に顔でも見ようとしていたのだ。真夜中にベルを鳴らすのは憚はばかられたから、鍵がかかっていなかったというのもあって無断でお邪じや魔まし、鋭するどい棒状の得物を取りだして、眠ねむっていることをいいことに、刺した、とか。

「おねーちゃんがぱっと眼めを見開いて悲痛な叫び声ごえをあげたので、せんせいはやや驚おどろいたみたいです。ぬめりとした感かん触しよくがあったのでしょう。だけど悔くやんだのは一いつ瞬しゆんのようで、ああ、人を刺してしまったのだな、などと、部外者みたいな顔になって、それからはもう刺すことに没ぼつ頭とうしていました。おねーちゃんはシーツを力強く掴つかむだけで、やがて声も出なくなって、力も抜けて」

　もう少し抵てい抗こうしてくれると楽しめたのにこんなものなのかと、期待していただけに落らく胆たんも大きかったのか、ぬけがらとなった彼女を放って、僕はこの田舎を去ろうとした――、というのが比良坂さんの証言である。記憶を遡そ行こうして、事実と違うようなので修正する。これでは同級生を刺し殺ころしたとかそういう話に聞こえるだろう。勘かん弁べんしてもらいたい。この娘はなんでもかんでも犯罪っぽくアレンジしてしまう。

「その話はおかしい。僕が殺人をするような人間かよ。勘違いもいいところだ」

「だけど刺したんです」

　比良坂姉は亡なくなっている。僕に刺されている。そして血を流した。情報をただ並べるだけでは僕が殺人犯にもなろう。しかし記憶が失われているとしても事実が消えることはなく、過去に人を殺したならば僕は逮捕されているはずだ。しかし僕は逮捕されていない。

　つまり殺人はしていない。なるほどこれは殺人事件ではないのだ。血液の出所はおそらく破は瓜かにある。この矛む盾じゆんを消すための解かい釈しやくとして、多分、僕は刃は物もので刺したわけでなくちんちんで刺したのだろう。猟りよう奇き的てきに何度も刺したり抜いたりしていたのではなくて、腰こしを前後させていただけとした方がしっくりくる。つまり、殺人ではなく強姦だった。なんだ強姦かびっくりした。知らぬ間に人殺しをしてたのかと思ったじゃないか。

「そこではじめて、わたしとせんせいは出会ったのです」

　強姦を終えて、扉を引いた先に小さな女の子がいた。

「怖こわい夢でも見て、姉と一いつ緒しよに寝ねたくなった幼い妹がいた。つまりわたしがその現場にいたのです。そんな幼いころのわたしは、血に塗まみれて動かないおねーちゃんの姿を見てしまって、枕まくらを抱かかえて呆ほうけてました」

　幼少の比良坂さんの姿だけはぼんやりと浮うかんだ。確かな記憶はこれだけだった。

　素す通どおりしたつもりがうっかり躓つまずいてしまい、偶然にも押し倒たおしてしまい、貧相な胸を掴んでしまったという、何気ない日常の一コマみたいな出会いだった。誤解されても困るがこれは偶然である。普ふ段だんは嫌がる女の子の服を無理矢理に破る僕であってもこれだけは偶然だ。今の比良坂さんならともかくとして、まだ幼かった彼女にぶちこむなんてまさかそんなことをするはずがない。入らないのだ。とりあえず逃げようとしたら、足を掴まれた。

「部屋に籠こもりきりで、ほとんど誰とも喋しやべらなかったわたしが久しぶりに喋ったのが、そのときのせんせいだったんですよ」

　――あ、あの、どこにいくのですか。

　寝ぼけ眼まなこだった。抑よく揚ようのない声だった。

　――知らないとこだよ。僕はせんせいになりたいんだ。もうこんな島、捨てるから。

　――せんせいになれば、もどってくるんですか？

　二度と戻もどらないつもりだった。島暮らしなんてもうごめんだ。もっときらびやかな所で遊びたい。だから飛び出した。

　――誰が戻るか。僕は絶対に、戻ってなんかこないからな。

　しかし、あこがれの本土でいろいろあれやこれやしていたのに、こんな島くんだりに戻ってくるようにと言われてしまう。深刻になった島の人手不足に、学園長先生が出向くことになり、僕もまたその都合で戻るはめになった。横暴ではあるが一時的な処置だというし、断れる話でもなかった。そうして故郷の土をまた踏ふむことになった。

「なんだ戻ってきたじゃないですか。おかえりなさい。顧こ問もんが辞やめてしまいましたので、あなたが臨時として、わたしたちのせんせいになるそうですよ。それではこれからよろしくお願いしますね、せんせい」

　姉の三角ネクタイを結ぶようになった彼女と再会するなんて、思いもしなかった。

　もともと僕は最年長としてみんなの世話をしていたため、ここに住む子たちとは皆知った仲だ。子供たちの世話なんて慣れっこだったはずなのに、それが想像以上に成長して大きくなっている。少し目を離はなしただけだ。最近の子供は成長が早い。引ひき締しまっていない顔からは年相応の幼さが窺うかがえるが、身体つきだけはきちんと大人になっていた。

「セーラー服、似合います？」

　迎むかえてくれた島の皆みな様さまの中で、真っ先に一歩踏み出たのが比良坂さんだった。彼女だけは、あまり大きくなっていない。記憶の中の彼女と比べればほんの少しだけは背が伸のびているけれども、見送られたときのそのままの姿勢で、おかえりなさいと迎えられる。

　三本ラインのセーラー服は死んだ姉のおさがりだという。ならばそれには姉の血けつ痕こんも、僕の体液も染しみついているのではないのかと。

「……それで、僕が刺したのだとするならば、なんで黙ってるのかな」

「……ぇえ？　そ、それはですね」

　彼女は何な故ぜかそのときのことを秘密にしている。僕は強姦のことをすっかり忘れていたが、この娘は覚えていた。何故強姦のことを覚えていたのに野放しにしていたのか。それは不思議である。

「……そ、それは、あの、その、見てしまったことは謝あやまりますけれども。……その、おねーちゃんと、してるところを、見てしまって、あの、……ごめんなさい」

　その不思議に答えをくれた。強姦の現場を目もく撃げきしたとして、性せい行こう為いをしているところまでは理解できたが、しかし強姦されているとまでは理解できなかった。強姦なのに、大だい恋れん愛あいの末に至った行為なのかと勘違いしたから、目撃したことを黙ってくれている。乙女おとめ的な憧れだ。性行為がすべて尊いものだと誤解している。

「きみのおねーさん死んでるんだけど、僕のせいだと思わなかったの」

「それは当然思いましたよ」

　思ったのに人には言わない。口にするのが恥ずかしい。恥じらいが強姦の事実を二重に隠いん蔽ぺいした。この娘は、とても女の子であるようだ。

「違います。わたしはみんなに言いました。おねーちゃんが死んだのは、あなたのせいだって。あなたがおねーちゃんを刺し殺したんだって」

「そうだとすると、葬そう儀ぎのときにでも警察に突つき出されそうなものだろ。こうして日の当たる場所にいる僕ってなに」

「でもみんな、そんなの嘘だって、おねーちゃんが自殺したんだって決めつけるんです。おねーちゃんは自殺なんてしません。事故もありえません。だからわたしは、あなたが刺したんじゃないかって、言ってます」

「僕を殺人犯だと思っているならなんでこんなに普ふ通つうにしている。警察呼びなよ」

「そういうことをしておねーちゃんが死んでしまったというのは、分からなくもないですから。わ、わたしも、首ぐらい絞しめられてもいいかなとは、ときどき思います。いい恋こい人びとだったんですね。あなたと、おねーちゃんは」

　……ああ、そういう娘なんだ。

　比良坂さんはそういう娘だった。登場人物になりたがる。経験すれば群衆から主役に変われると勘違いしている。経験していない今こそが主役でいられるときだというのに、若さを失えば風景に溶とけこんでしまうだけだというのに、まったくこの娘は性行為に憧れがありすぎる。「身体を重ねた瞬しゆん間かんに生き別れた双ふた子ごに再会したかのような感情が湧わきあがって」「死んでもいいぐらいの幸福に包まれたがために」「恋人に首を絞めてもらいたくなる」。女子中学生に恋れん愛あい小説を与あたえるのは自殺幇ほう助じよだ。

　おねーちゃんは恋人に刺し殺してもらったんです、と主張しても、それは誰も信じてくれない。幼い乙女おとめ心ごころが強姦を三重に隠蔽していた。妹は姉の死を「それはそれで幸せだったのだ」と結論づけてしまう。「白馬の王子様に攫さらわれること」と「恋人に殺されること」が同列になる。だから「なら許しましょう。あなたを捕つかまえることは、おねーちゃんの望みではないでしょうし」とか言い出す。正気かどうか心配になった。

　こうして強姦魔を野放しにするから再発するのだ。この娘があまりにも少女だとするならば利用してやろう。いつまで黙っていられるか確かめてやろう。分からないならば理解させてやろう。誰にも言わなかったことを後こう悔かいさせてやろう。クケケ。姉の姿に成長した妹を同じように食ってしまえ。

　事実を知っているらしきこの娘は不安要因であった。ならば口の利きけないようにしてしまえ。生いき恥はじを曝さらしてもらい、生きた心ここ地ちを奪い取ってしまえ。強姦後に死んだことが幸福扱いされるなんて、まったく姉は酷い妹を持ったものだ。

　まず寮に案内して欲しいと告げた。荷物を置きたいし、部屋にさえ入れてしまえばもうこっちのものだ。さっさと犯したいので場景描びよう写しやは省く。さっさと移動した。

　靴くつを脱ぐ時間さえも我が慢まんならなかったので、玄げん関かんの扉を閉めた瞬間に抱だき締めてしまう。折れそうなぐらいに細かったので折りたくなった。黙らせたかったので薄うすい唇くちびるを強ごう引いんに塞ふさいだ。息が苦しくなるまで、窒ちつ息そく寸前まで口の中を貪むさぼる。姉と同じ制服を着た彼女を見たときから、僕はこいつの全部を奪いたくて仕方がなかった。

「……ぁ、え？　せん、せい？　あの！」

　一いつ旦たん口を解放したのは呼吸するためであってまだ奪い足りなかった。息いき継つぎしたらまたすぐにこいつの柔やわ肉にくを求めてしまう。いつの間にやら玄関で座すわりこんでいた。体操座りくずれをしているこいつに被かぶさる。こわいこわいと呟つぶやいている。じれったくなってきたので胸むね当てのフックをずらした。胸元を大きく開くと鎖さ骨こつが覗のぞく。童顔に相応ふさわしい乏とぼしい胸を爪つま先さきでなぞる。

　目を瞑つぶったまま力ちから一いつ杯ぱい食くらいつこうとしたら鼻と鼻がぶつかった。僕がせっかく顔を傾けてやったのに、こいつもまったく同じ角度ずらしてしまったのだ。

　……ずらした？　ずらされた？

「……せんせい、あ、えっと、その、……わ、わたしは」

　鼻の痛みのせいで冷静になった。唇を合わせやすいようにと、この娘はわざわざ顔を傾けてくれた。捕ほ食しよくされるものの諦てい念ねんがそうさせたわけでもなさそうだった。

　だったら頭がお花畑すぎる。

「……わたしは、おねーちゃんじゃありませんから、せんせいの悲しみを受け止めることは、……できないかもしれませんが、それでも」

　こいつ、強姦されている自覚がない。

　姉の代用として妹を使おうとした――、こいつの脳内恋愛物語における僕はそんな役回りなのだろう。「恋人が死んだ悲しみの果ての自じ棄き的てきな性行為」だと勘違いしているから受け入れられた。僕は姉にとってのいい人だとされた。だからこいつは顔を傾けた。

　まったく十三歳さいの女の子だ。わたしは姉ではありませんがそれでもいいですか？　それでいいわけあるか。幸福のままで散らすのならば普通に恋愛でもしていればいい。萎なえたわけではない。ただ惜おしい。この少女観念ごとまとめてぶち壊こわせたら、それはもう愉ゆ悦えつに浸ひたれそうだ。だから止めた。

　口止めは不要だった。この娘が何を言ったとしても、女の子の妄もう想そうだと苦笑いされる。さも分かったような顔をして着衣を整える少女は、僕の行為をなかったことにする。恋人を失ったという、あるはずもない空くう虚きよに勝手に同情している。

「そ、それではせんせい。行きましょうか」

　姉のことなんてさっぱり忘れてしまったが、この妹みたいな性格だった気がする。しかし、いくら僕であってもここまで完全に忘れるなんて珍めずらしい。余よ程ほど、比良坂姉がトラウマになっていたりするんじゃないだろうか。

　学園に案内され、比良坂さんになにやら説明してもらったが、どうでもいいので省略する。無む駄だな日常パートはＣｔｒｌスキップするのが信条である。要するに文芸部顧問代理にされた。文芸部員の十六人を受け持つことになった。みんな顔見知りなのに自己紹しよう介かいがあった。この娘の名前は、比良坂れい、という。

　うわあ久しぶりだねー、元気だったーとか、都会はどうだったーとか、女の子たちが華はなやかに僕を迎え入いれてくれているのを、話半分に聞いていた。そのまま犯すのではもったいないので策を練る。感動の再会とかどうでもいい。どうでもいいから誰でもいいからさっさと犯したい。とりあえず井いの上うえあさぎからにしようと思った（名めい簿ぼ順で一番早いので）。比良坂さんを帰宅させて、その他十四人も帰宅させて、荷物整理を手伝ってほしいからと井上さんだけ残した。先さき程ほどの強ごう姦かん未み遂すいが効いている。

　欲求不満だったので文芸部室の扉に錠をした。ぺたんと地べたに座って昔話をしつつ、鞄かばんの中を探さぐっていた井上さんの正面に回って、しゃがむ。

　てのひらでおでこに触ふれた。なにしているんですかと問われた。引っ繰り返したかったと答えた。

　彼女が後頭部を床ゆかにぶつけないように、加速度的に力を込めると、くるりと倒れる。井上さんは仰あお向むけになったのに起きようともせず、まずスカートを押さえていた。だから逃げ遅おくれるのだ。その上に跨またがるのは容た易やすいことだった。下半身を懸けん命めいに守りたいようだったのでそちらは最後にする。セーラー服のファスナーをじりじり開け、前中心に引っ掛かけるようにしてブラをどかした。叫ばれそうだったのでてのひらで口を覆おおう。懸命に歯を立てているがこそばゆいだけだ。両手でショーツが見られるのを防ごうとしたからもう手がなくなる。抵抗はそれだけだった。

　指を最大にまで伸ばして片手で圧あつ搾さくし、谷間を締める。擦こすらせてしまえば、聳しよう立りつしていたはずの僕の物もこの双そう丘きゆうに埋うもれてしまう。育ちが良い。歯でくすぐられなくなったので口を自由にしてやった。やはり片手では大きすぎた。両手で左右からでないと零こぼれてしまう。

「お、お兄さん、なに、掴……?!」

　僕はこれでも面めん倒どう見みのいいお兄さんだった。が、それとこれとは別の話だ。口を自由にしたからといってもそれは両手を使うため。叫んでいいとは言っていない。別の物で口を塞ぐつもりだった。谷を潜もぐったその先を咥くわえさせようとしたら、また歯が邪魔する。

「ぁ、あぅう」

　隙すき間まが開いたのでぶちこんだ。井上さんは優やさしいので歯を浮かせていた。もしくは歯で触れることすら嫌がっているのか。口内では小さな舌が逃げている。なにかやる気がないようなので胸から手を離して、代わりに真っ赤になっている頬ほおを挟はさむ。まだ余よ裕ゆうがありそうだ。まだ井上さんはどこかで僕が「うっかり強姦している」だなんて期待しているのだ。

　裁きは加害者のためにあり、更こう生せいのためにあるものだが、残念ながら強姦魔に更生の余地はない。強姦にうっかりはないからだ。偶然そこにあった灰皿をかっとなって振ってしまい、後頭部を強打して殺してしまったのならば、ある程ほど度たび加害者の立場にもなろう。だがしかし「偶然そこに女の子がいたので犯してしまった」などと証言されてもそんなものはただの嘘でしかない。強姦に理由をつける余地なんてどこにある。

　なにも考えない動物であったというだけ。判断ミスどころかそもそも判断すらしていない。詰つめたところで犯したかったから犯したというだけだ。悪意なき殺害はあるが、悪意なき強姦は絶対にない。クケケ。

　がちゃりと鳴る。

　文芸部室の錠が解かれた。鍵を持っているのは比良坂さんだった。扉の向こうに比良坂さんがいた。……目が合った。姉の強姦現場も見られているとの話だが。

　……またこの娘に強姦現場を見られた。

「……さ、さささ」

　不ま味ずい。叫ばれる。しかし僕の手は井上さんを黙らせることに忙いそがしい。はたしてこの娘は黙るのか。姉が犯されていたときのように固まるのか。見て見ぬ振りをして通りすぎるのか。これが正当なる性行為だと勘違いして見み逃のがすのか。

「さつじんみすいだぁー?!」

　……違う。強姦が殺人未み遂すいとは実に本質に迫せまっており、まったくその通りだと頷うなずきたいところだが、そこまで考えた発言ではなさそうだ。単純に、殺人未遂という意味で殺人未遂という言葉を使っている。大机に遮さえぎられているせいで、比良坂さんの位置からは仰向けになっている井上さんが見えない。見えないような位置で犯している。しかし僕の上半身だけは見えてしまう。遠目からすれば、僕がなにかに乗っかっているようには見える。

「ささささ殺人未遂です！　学園長先生、ひと、ひとゴロシ?!」

　それを人殺しだと判断されて人を呼ばれてしまった。学園長先生がいたのか。不在の確かく認にんをしたつもりだったが、予定を繰り上あげて早く到とう着ちやくしてしまったらしい。僕は比良坂さんと目を合わせたまま、妙みように手て際ぎわよく手の感覚だけで井上さんのセーラー服のフックを嵌はめファスナーを閉じネクタイを締め涙なみだと涎よだれを拭ふき取とり髪かみを梳すいてあげた（こういうのは得意である）。おっとずらした下着を直すのを忘れた。圧し掛かったままなのでどいた。脅きよう迫はくのネタを用意していない。黙るか黙らないかは井上さん次し第だい。ここで黙るような娘だからこそ、最初に犯そうとしたのだ。

「れ、れーちゃん、わたしは、お兄さんに」

「鈍にぶく光る凶きよう器きのようなものを口に入れられていたような感じでした！」

「間違ってはいないかなあ……？」

　比良坂さんに所持品検査をされるが、鈍く光る凶器のようなものは発見されない。「なにも凶器が刃物であるとは限りません。体内に隠したとか、食べてしまったのかもしれませんよ。凍こおったバナナでも釘くぎが打てるのです」などと、アホっぽいわりに何気に本質に迫った推理があったにしろ、証拠不十分でこの事件は比良坂さんの勘違いということで終わってしまう。

　凶器は発見されなかった。どこに、どうやって凶器を隠蔽したのか。そのトリックが判明しない限り、比良坂さんは僕の犯行を実証できない。そんなトリックがあるわけない。つまり犯行自体が不可能になった。実に不思議である。

　転んでしまって井上さんを押し倒してしまっただけという主張が通った。学園長先生としては「殺人未遂だ殺人未遂だ」と騒さわぐ比良坂さんをてきとうに取りなしたかったようで、面めん倒どうそうに事情を聞くだけだった。井上さんは僕が弁明しているので黙ったままだ。

「なんで比良坂さん戻ってきたの？」

「忘れ物があったんです」

　これはこれで命拾いだった。もし比良坂さんが現場を目撃していなければ、強姦はしばらくの間続行され、予定外の学園長先生に乱入されたおそれがある。比良坂さんだからこそ騙せたが（勝手な勘違いではあったが）、相手が大人であればさすがに発覚する。僕はまたこの娘に助けられてしまった。

　学園長先生に顧問代理を正式に引き受けたことを告げると、帰ってくれた。井上さんの後始末をするため比良坂さんにも帰ってほしい。忘れ物がなんだったのか、追ってみると、部室のロッカーに陳ちん列れつされた本の中から一冊抜いて鞄に入れていた。

　この島に本屋はないが、読書推進活動を行ってくれている団体がいて、月に一度だけ本が届く。リクエストは可能で、読みたい本を持ってきてもらえる。ロッカーを眺ながめるかぎり随ずい分ぶんと偏かたよった品ぞろえだった。

　驚くべきことに恋愛小説らしきタイトルがない。あったのは推理小説っぽいものばかりだった。もちろんタイトルだけでジャンルを区別できるのかというとそうではないだろうが、探たん偵ていと題した小説で恋愛劇をやるのはそれはそれでマナー違い反はんである。

　比良坂さんは恋愛小説を読みすぎたから、性行為に偏った憧れを抱いたのだと思っていた。だから強姦を純愛と誤解したのかと思っていた。「強く迫ったとしてもそれはそれで愛なんじゃないかな」なんて甘あまい考えの持ち主かと思っていた。ここには恋愛小説がない。推理小説がある。

　井上さんの強姦現場から発想したのは、愛し合う行為ではなくて殺人未遂で、姉が死んだのも自殺ではなくて殺人とした。ちんちんで刺したのに刃やいばで刺したことにしようとした。比良坂さんは何故姉の自殺を認めなかったのか。それは推理小説の自殺はだいたいが殺人であるからだ。この娘は名探偵のように、事件を殺人にしたがるだけだとしたら。

　……こいつは少女趣しゆ味みに加えて、ミステリ指向も兼かね備そなえていることになる。

「事件はひとまず迷めい宮きゆう入りです。でももしかしたら、本当に凶器がどこかに隠されていたのかもしれませんよね、せんせい。やったことが重要なのであって、氷の刃だって馬ば鹿かにしたものじゃありませんよ」

　これが比良坂さん視点によるミステリであれば、叙じよ述じゆつトリック的ななにやらで「強姦に見せかけておいて本当に井上さんの口に凶器を突き刺そうとしていた」という大どんでん返しでもなんでもあるのだろうが、犯人の僕が語かたり部べである以上、トリックもなにもない。まあせいぜい探していればいい。

　心底楽しそうに捨すて台詞ぜりふを吐いて、比良坂さんは大おお慌あわてで文芸部室から出ていった。

　僕の機き敏びんな動きに井上さんの判断が遅れる。ここで比良坂さんと一緒に帰らないと、帰れなくなるだろうに、また彼女は一人残された。もう誰も戻りはしない。開かないようにと扉を閉める。

　錠をして、振り向むく。




　強姦していくならばその女子中学生たちの人間ドラマを描えがいた後で、というのがセオリーなのだろうけれど（キャラ紹しよう介かい→強姦→後日談という一連の流れ）、前戯にはあまり興味がないのでそういうのは三行ぐらいで済ませたかった。となると探偵的な活動が必要だ。

　探偵とはいっても庶しよ民みん的てきなものである。難事件を解く華はな々ばなしい探偵なんて存在するはずもなく、もとより、探偵の仕事は地味なものだ。飼い犬を捜すとか、好みの娘を四六時中つけ回すとか、好みの娘の出したゴミ袋ぶくろを漁あさるとか、下着の色を調査するとか、風ふ呂ろを覗くとか、着き替がえを盗とう撮さつするとか、どうしてもそのあたりになってしまう。

　比良坂さんを付け回している間、その隣となりで沢さわ渡たりさんがうろちょろしていた。それが妙に仲良さげだった。手を繋いでいたり、一緒に風呂に入ったり、とか。女の子同士とは言っても、中学一年生とは言っても、ただならぬ関係なのかとあやしみもする。

　実際のところ、失しつ恋れんの悴かじかみを、友情の温かさによって解こうとしているだけだった。

　沢渡さんは想おもい人と上手くいかなくてさみしがっていたのだ。なら犯そうという話にもなってくる。沢渡さんはもう初体験を済ましているのではないのかという疑ぎ惑わくも浮かぶが、幸いなことにそれは違った。この島にいる娘の性格はだいたい把は握あくしており、彼女の相手となりそうなやつも特定できている。あの奥おく手てどもがそう簡単に性行為に及ぶとは考えづらい。

　言げん質ちも取れた。用意周到な僕は、こんなこともあろうかと比良坂さんと沢渡さんが風呂に入っている様子をビデオに撮とっておいたのである。強ごう姦かん魔まに向いていると評判の僕であるが、探偵も天職であった。沢渡さんは、何な故ぜ想おもい人との恋愛が失敗してしまったのか、比良坂さんに切々と語っていた。

　あと一歩で性行為をするところまでは進んでいたようだ。おっかなびっくり距きよ離りを詰めていって、奥手であった彼かれと彼女は案外あっさりと、近づいてしまったという。それっぽく話して、一緒に帰って、その日のうちに沢渡さんは服を脱がされた。しかし、胸を吸われているときに彼女が上の空だったのが不ま味ずかった。

　その想い人は母性に飢うえているとのことで、右の胸を吸っているときは左の胸を揉もみ、左を吸っているときは右を揉むというサイクルをひたすら繰り返していただけだった。それに沢渡さんが飽あきてしまったのだ。晩ばん御ご飯はんをどうしようか考え始めてしまったのである。

　退屈そうにしている彼女に気づいてしまい、相手は我に返ったのか、急に勃たたなくなって、結局しなかった。唇すら合わせなかった。どうしていいかさっぱりだったために、沢渡さんは上半身だけ裸はだかのままでしばらく待っており、彼のがんばりに期待していたのだが、シュールすぎる状じよう況きように噴ふき出してしまい、試合は終しゆう了りようとなった、とかなんとか。

　だが復縁は時間の問題である。だから早々に犯すべきと判断された。強姦するにしても、セオリーからして多少の人間ドラマはいるのだろうと、努力はする。一頁ページ程ほどの会話文があれば充じゆう分ぶんだろう。沢渡さんを寮に誘さそっておいた。

　チャイムが鳴ったので、扉を開けた。

「おはようございます、おにーさん。わざわざ呼び出してくれたみたいですが、さてなんのご用件でしょうか。……待って、入りません。話なら、ここで」

　警けい戒かいされている。何故。

「荷物の整理を手伝ってもらおうと思って。こういうのやってくれる娘こだったよね」

「なんですかまったく、そのいいぐさは。昔からよくあなたには貧びん乏ぼうクジを引かされましたね。ところでれーちゃんは。れーちゃんがここに来ているというから、私も来たわけであって、手伝うなんて言ってませんよ」

「比良坂さんなら先に入ってる」

　クケケ。嘘である。警戒されぬようにと二人同時に（一方的に）約束し、沢渡さんの待ち合わせ時間だけを一時間早めておいたのだ。一時間もあれば全部できる。

「……ふぅん。いるんだ。どうしようかな。私も私で、おにーさんとは久々ですしね」

「ほんとなつかしい。みんな中学生になったんだよね。そろそろ好きな男の一人や二人いたりするのかな。最近の子は展開が早くて、正直ついていけなくて」

「一人や二人ってまさか、いませんよ。朝あさ倉くらとだってなんにもないです。……ああ」

　意識しすぎているようで、問われてもないのに自分から想い人のことを口にした。朝倉という名前だったか。ふーん。

「どこか諦あきらめがある言いまわしだ。やってないだろうか不安になる」

「……はて、やったって、なにをです？　私にはなんのことだか。それに、むしろ私が訊ききたいですね。あっちではどうだったんです。何人と、ご経験なされたんですか？」

「えー、あー、そうだなー。小学生も含ふくめていいなら、結構な数だけど」

「またまたぁ。……その発言は冗じよう談だんでいいんですよね？　笑っとけばいいんですよね？」

　人間ドラマ終了。会話はこんなものでいいか。油断したのか彼女は一歩踏み入れた。それだけで充分だった。死角に入ったその瞬間だ。僕ぼくは沢渡さんを玄関に投げ入れる。錠じようの落ちる音が彼女の耳に届いたころには、もう伏ふしていたことだろう。

　性行為を年相応でないものとして遠ざけていた。好きであるのに欲ほしがらずに距離を空けていた。やけに正義感の強い娘だ。何人とご経験なされたんですかって、どこから情報が漏もれたのだろう。本土でのことが疑われている。委員長気質かたぎの彼女は、だからこそ僕と接せつ触しよくしようと考えた。裁きたかったからこそ、証拠の一つでも持ち返ろうとした。

　服が破かれるわけがない。爪つめ跡あとなんて残らない。少しでも抵抗できるとどうしても思えた。だが背に手は届かない。起き上がろうにも重たいものを背せ負おってしまった。外とは遮しや断だんされた。ばたつく様はさながらまな板の鯉こいであった。

　戦うつもりだったから余裕があった。食われるだけとなっているのに彼女はまだ呆けていた。腹と廊ろう下かに挟まれているはずの制服が、ささやかな抵抗をしただけで滑すべっていく。冷たいものを皮ひ膚ふに直接感じたけれども、これが身体を隠してくれるはずだという安心感があったようで、仰向けでなければ貞てい操そうは守られるなんてちゃちな考えに慰なぐさめられている。伏しておいてまだ戸と惑まどっているなんて随分と僕も舐なめられたものだった。

　黙ってろと言っただけで彼女は喉のどを潰つぶした。肺から空気が抜けていった。彼女の腹と廊下の間に太い関節を潜らせる。折ったり伸ばしたりして進ませる。下着の金具を乗のり越こえて、心臓まで指を減めりこませた。

「……」

　……なんだろう。彼かの女じよはまだ、まだ戸惑っている。

　沢渡さんの身体を引っ繰り返す。泣いてなんていなかった。泣くことさえできていなかった。瞳ひとみが焦しよう点てんを絞しぼっていないだけ。きょとんとしている。というか、まったく別のことを考えている。叫さけびすらしてくれない。最近こんなのばっかりだ。自信を失くす。お互たがいに固まっていると、扉とびらがどんどんと叩たたかれた。叫んでいるのは扉の向こう側だった。

　また比良坂さんか。

「なんですかなんですか、ことこ！　一時間ぐらい早めに行ってせんせいとお喋りしようと思ったらことこが先にいるみたいじゃあないですか！　時間に正確に行こうって嘘ついたな！　せんせい、せんせいいるんですか！　いろいろなにかと手伝いに来ました！　だからさっさと扉を開けろ！　わたしとせんせいを会わせてくださいいやいやいやいやいやなんでずっと無視するんです?!　なにかやってるんじゃないでしょうね冗談じゃないです！　一番乗りはわたしだったはずなのに！　わたしがいろいろしてあげるつもりだったのに！　ことこが盗とった！　ああーッ、最初からそのつもりだったな?!　なんですなんです男子生徒のことが上手くいかなかったからって鞍くら替がえですか！　駄だ目め駄だ目めそんなの絶対許しません！　わたしのせんせいを返せぇー！」

「……ああそうか、れーちゃん。……助かった」

　もとより、強姦現場を目撃させるつもりだったのだと？

「……終わりですね、おにーさん。れーちゃんのおねーさんのこと、忘れたわけではありませんから。まさかこんなにあっさりと決着が付くとは、思っていませんでしたよ」

　僕はいつもの癖くせで沢渡さんの服装を正し、なにごともなかったかのようにした。だけどこの娘は黙らない。僕は罠わなに嵌められたのか。比良坂さんを部屋に招き入れないとあやしまれるが、この状況は大変不味い。まさかこんなところで終わりなのか。

「おにーさん、……この状況で誤ご魔ま化かせるとでも。私は、あなたに乱暴されて、服を脱がされて、犯おかされそうになって、こうしてれーちゃんが」

「犯されそうだった?!　強姦未遂だった?!　危ない所を助けてくれてありがとう?!　なにを馬鹿なこと言ってんですか！　一時間ずれた時間を教えてわたしを来れないようにして、自分は早い時間に行って二人きりになってそうして自分だけ倒れてて、見つかったからって全部が全部せんせいのせいってそんな都合のいい話があるか！」

「……ちょっとちょっと、こら。れーちゃんや」

「扉とびら叩たたいてるのも全部無視してたのはなんでです、気づかなかったとか言いませんよね?!　逃にげようとも抗あらがおうともせず扉の向こうに助けさえも求めずに、聞き耳を立ててみれば衣きぬ擦ずれの音だけ！　それでわたしが叫んだらやっと反応するぐらいに夢中だったんですか！　怖くて逆らえなかったって本当に都合がいいです！」

「ち、違ちがう！　私は本当に、おにーさんに強ごう姦かんされそうだったんだ！　それとこれとは」

「ああもうむかついた！　そろそろ救えないので教えてあげます！　あんなの誰だれだって中断する、誰だってことことなんかやろうとしない！　自覚がない、だから男子生徒にも中断されたんだ！　どうせあのとき男子生徒に無む理り矢や理りにでも奪うばって欲しかったとか思ってるんだろ！　私はもう竦すくんでなにもできないのだから、犯してしまえばよかったんだとか思ってたんだろ！　だったらことこが全部悪い！　同意があればいいだと?!　愛があるのかどうかよく分かんないだと?!　なに馬鹿言ってんですか！　双そう方ほうが歩み寄ることによって行こう為いは成立する、男性生徒はことこに歩み寄った、だけどことこはなにもしないどころか意識が余よ所そ事ごとに逸それてしまった、だから破は綻たんしただけだ！　相手のことを考えなかったのはことこが先だ！　晩御飯のことなんて考えてそっちが男子生徒に強姦させようとしただけなんです！　だったらことこが強姦魔じゃないですか！　相手に無理矢理、自分を犯させようとしてたんだから！」

　……なんだろ。人間ドラマ？　人間ドラマが繰り広ひろげられている？　この娘たちは勝手に事件からなんらかの教訓を得ようとしている。沢渡さんの恋愛劇はさわりを知っているぐらいで、深く関かかわったわけでもない。こうして解決シーンだけを見せられても困る。

「……自分が飛とび越えられないからと相手に頼たよっていた。自分から溝みぞを掘っておきながらも相手が埋めることを期待していた。ことこは自分が突き飛ばしたという事実が欲しかっただけ。それでも相手が自分のことを好いており、この溝を飛び越えてくれるのならば、ことこは男性を突き飛ばすという正しいことをしているのだし、相手が勝手に飛び越えてしまっただけなのだし、自分が正しくありつつも恋愛が成立する。なんて、そんな恋愛物語を描いていた。それは、とんでもなく自分勝手なことでしょう」

「……無理矢理にでも奪い去って欲しかった、か。そんな私の言い訳に、せーいちを巻きこんだとするなら、実際その通りだ。壁かべを作っていたのに壁を壊して欲しかっただなんて、私も随分と女の子だった。情けないぐらいの、……ヒロイン願望だった」

　なに言ってんだこいつら。

「……まあ、さて、そのことは謝るとしてだ。あ、あのね？　れーちゃん、せーいちのことは私が全面的に悪かったけれど、それとこれとは話が違うのであってね……？　おにーさんは事実として私を強姦しようとして」

「そんな言い訳聞く耳持つかぁ！」

　この雰ふん囲い気きだと本当に強姦されそうになったのだと言いづらくなってしまい、沢渡さんも困っている。初体験が失敗であったのは沢渡さんが相手に強姦させようとしたせいだという、比良坂さんの説は気味が悪いぐらいにそれっぽかった。だからこそタチが悪い。この娘の推理はアホっぽいが何気に鋭い。それでも僕が強姦しようとしたことと、沢渡さんが強姦させようとしたことはやはり全然話が違う。

「強姦だ強姦だと喚わめいてる時点で寸分たりとも違わないです。ことこはまた同じ失敗を繰り返かえしたんだ。男子生徒で失敗して、自分はわるくないだなんてまるで反省しなくて、自分が正しいことを証明してやろうとわたしのせんせいでも実験しようとした。どうせことこはなんにもしなかったんでしょう。食べられるだけの魚みたいに相手を待っていただけで、呆けていただけ、強姦させようとしていただけ、だったらなにも進まない。ことこはいい加減保身ばかりしないで、自分が傷つくのも、たまには、いいんじゃないでしょうか」

　おお、まとめに入った。悲しいことにやはり比良坂さんの主張は非常に正しく、だいたい合っていると言っても過言ではないぐらいで、沢渡さんとしても猛もう省せいしたいところなのだろうが、どうにも肝かん心じんな部分がすっぽ抜ぬけている。しかし、ここは乗っかるべきだ。

「ああそうだな。比良坂さんの言う通りだ。僕は敢あえて強姦を演出することで二人の仲を」

「おいおいおにーさんも乗っかりやがったぞ……？」

　なまじ理があるために反論ができず、この場は沢渡さんが悪いということでお開きになる。二人はそのまま帰宅した。揉めてしまったので気まずいものもあった。

　荷物整理は延期した（もともとその必要なんてなかったが）。強姦する予定しかなかった僕は、こっそりと沢渡さんの後をつけることにする。胸を絞られた感かん触しよくがまだ残っているのか、沢渡さんは自宅に到着するやいなやシャワーを浴びていた。皮膚が擦り剝けるぐらいに石せつ鹸けんで擦って、ずっとシャワーを浴び続けて、痛みで痒かゆさを誤魔化すことでやっと納なつ得とくしたみたいだった。何食わぬ顔をして一緒に入ろうとすると、「なんで何食わぬ顔して一緒に入ってくるんですか！」とお湯をぶっかけられる。

「違う、誤解だ！　僕は強姦しに来たわけではない！」

「お風呂を覗かれているのにもかかわらずはたしてその主張は通るのか……？」

　立地からして沢渡家での強姦は無む謀ぼうだ。隣には例のこいつの想い人の家がある。名前はなんだったか忘れた。筒つつ抜ぬけであり、この風ふ呂ろ場ばさえも隣りん家かから覗こうと思えば覗ける。

「……ふぅん。でも、噂うわさに違わぬ強姦魔じゃないですか。でもこうして私にバレてしまったわけですし、さっきは丸めこまれましたがこれでもう終わりには変わりないでしょう？　れーちゃんには悪いですが、お別れですね。あととりあえずお風呂から出ろ」

「その件で続きがある。比良坂さん抜きで話したかったんだよ。狼おおかみ少年に本ほん性しようがバレたところで怖こわくなんかないんだと言ってやろうとして、わざわざ追って来たんだ。さっきの比良坂さんによる推理で僕はあらゆる状況をすっかり理解してしまったが、島の皆みな様は皆が皆、比良坂さんと同意見だろう。お前の言うことなんて、誰も信じやしない」

「わ、私が犯させたがってるとでも」

「比良坂さんのアホ推理なんて乙女チックな妄想だ。そうだったら面おも白しろいからそうしたかっただけ。素す敵てきな恋こい物もの語がたりになりそうだからと答えをそれにしようとしただけ。だけどそういうのに憧あこがれている人には、そう見える。田舎いなか者はドラマを求めて、お前に強姦願望があることにする。だから誰も信じない」

「おにーさん、実に苦しい言い訳です。ははあん、これは口止めか。信じてもらえないから喋っても無駄ということにして、喋らせないのですか。れーちゃんは信じてくれなかろうとも、これは証拠に成り得ます……、って、こら、ズボンを脱ぬぐな、脱ぐな、ぬーぐーなー！」

「なんの証拠もないんだよ。楽天家ゲルトが狼に犯されないことには人狼ゲームは始まらないのだから……！」

「かっこいいこと言ってますけど、それ狼少年と関係ないです……！」

「狼なんているわけないよと言うやつが死なないと、誰も狼退治に乗りださない。狩人かりゆうどだけが狼の存在を知っていたところで、最初の犠ぎ牲せい者しやを守ってしまっては駄だ目めだ。狼を処しよ刑けいするためには最低一人の犠牲者がいる。やられたやつがいない限り、お前は僕を裁けない」

「こうしてお風呂に乱入し、さりげなく全ぜん裸ら化しているのにもかかわらず、本当にそうなのだろうか……？」

「沢渡さんがここで叫ぼうとも、いつでも逃げられるように準備はしてある」

「全裸なのに……？」

　ささいな問題だ。

「証拠がないって、だとしても、おにーさんはもう強姦なんてできません。私がおにーさんを見張り続ける。誰かを犯したければその場には私もいる。いくら私の発言が嘘うそになろうとも、股またから血を流して訴うつたえれば通りもする。そうか、強姦が成功することが、そのままあなたの敗北条件なんですね」

　誰かに犯行がバレた時点で終わってしまう。やっても逃げる場所がない。だからこんな狭せまい島に帰りたくなんてなかったのだ。黙だまりそうにない娘はとてもやっかいだった。だけど沢渡さんには隠かくしていることがある。自らを犠ぎ牲せいにして証拠を作ろうとしたあたり、彼女が物的証拠を求めているあたりに、この南みなみ五ご坂さか島とうにはなにかがあった。

　信じる信じないに証拠はいらない。狼少年だから信じられないのではない。強ごう姦かん被ひ害がい者しやだから信じられるのだ。想い人の恋愛がどうのとかそういうのはどうでもいいから、強姦されたんだと言えばそれだけで通るだろう。女子中学生が切実に被ひ害がいを訴えれば誰だって助けてやりたくなる。それでも彼女には、証拠がなければ強姦が成立しないのだという、確信がある。強姦と吹ふいて回ったところで嘘うそ扱あつかいされるような仕組みがある。まさに狼少年ともなるような、なにかがある。

　ともすれば、僕は沢渡さんを犯せるのか。が、場所が悪い。この場で戦せん闘とうするには周囲への被害が大きすぎる。

「は、ここは引き分けだな、沢渡さん。我ながらいい戦いだったと思うぜ」

「何故引き分けになったんだろう……？　わ、私としても、まだ言わなきゃならないことはありますが、ええいとにかくお風呂から出ろ。決着を付けるのは、後でです」

　決戦の舞ぶ台たいは島の高い所らへんにある教会を指定された。準備があるので翌日だとか。

　教会は沢渡さんのホームグラウンドなのだろう。自分を犯させるぐらいだったら可愛かわいいものだ。真まっ直すぐ挑いどんでくるからこそ、犯されそうになっていた。彼女は自決攻こう撃げきこそが美徳だとしている。だけど中学一年生なりに頭も柔やわらかく、学習ぐらいするはずだった。さっきまでの沢渡さんだと思っていたら痛い目を見る。この僕に対して引き分けにまで持ちこんだ実力者が、本気を出してくるとは、なんて熱い展開だ。わくわくさせやがって。

　この僕が全裸にまでなって、なにもせずに帰宅することになった。引き分けとはしたが、これでは敗北となんら変わらない。恐おそるべき相手だ。まさか一人犯すのにここまで知略を巡めぐらせ、論理を積み上げる必要があろうとは。ヒットアンドアウェイの通用しない田舎は難なん儀ぎである。僕の「強ごう姦かん魔ま・性せい」が試ためされるときだった。

　これが女子中学生を攻こう略りやくするということだ。美少女ゲームの主人公などはもう随分と苦労しているのだろう。一個でも選せん択たく肢しを間ま違ちがえれば即そく座ざにアウトだというのに、複数攻略なんてしてよくもまあ逮たい捕ほされない。関心する。だけど作り話は作り話、ここは現実である。僕を殺すための罠をどう組んだ。敵地に丸まる腰ごしで突とつ入にゆうする程ほどに僕も馬鹿ではない。さすがに明日は服ぐらい着ていこう。

　強姦されても黙らない、壮そう絶ぜつな精神力の持ち主を、さてどう攻せめ落おとす。寮りように帰った僕はごろごろごろごろしながら考えていた。そのうち飽きた。僕は頭脳派ではなく肉体派であって（強姦魔だけに）考えるのは苦手であるし、役に立ったこともない。人の行動は気まぐれだ。サイコロで動いているのだから敵の行動を推理することなんてできやしない。たとえば比良坂さんみたいな、アニメ的な世界観に生きている娘でない限り、なにをやりだすかなんて予想できない。論理が通じるのは非実在青少年に対してだけだ。

　つまりまあ来るだろうなと思ったときに、比良坂さんは来る。恋物語に忠実だった。

「こんばんは、比良坂さん。カモがネギを背負ってくるってこのことだね」

「――ぶっ、ご、ごめ！　ごめんなさい！」

　夜間に訪問したことを謝罪しているのか。だがそこまでびっくりしているのは何な故ぜ。

「……せんせいって、自宅では服着ないんですね？　都会っぽい」

　僕が言うのもなんだが都会民に謝あやまれ。これを弁わきまえない格好とするならば比良坂さんもそうであろう。普ふ通つうにパジャマでうろうろしている。田舎民はこれだから助かる。ああ犯したい。比良坂さんの難易度は尋じん常じようじゃなく低いため、ここで引っ張りこんで犯してしまうことは実に容易かろう。だが推すい奨しよう攻こう略りやく順序というものは得てしてあるもので、僕は手て当あたり次第に食おうとするそこらへんの中学男子とは違う。

　全裸でいると比良坂さん側が発情しそうだったので、戒いましめのため、僕は寝ね巻まきという名の拘こう束そく具を装着する（なんだこの無駄にかっこいい表現）。彼女は便利なキャラだ。バーサス沢渡さんのためにも生存させておきたい。だから犯しては駄目だというのに僕は彼女を招いて、またしても締しめ殺すぐらいの力で抱いてしまった。我ながら決意したのならばせめて一行ぐらいは保って欲しい。上のボタンを全部外したあたりでやっと自制が効いて（まんざらでもなさそうだったので強姦魔としてのプライドが傷ついた）、冷静になって話を聞くことにする。

「……見境なく女の子を襲おそったらいけません。ことこも悪かったですが、せんせいだってそうですよ。寂さびしいなら寂しいって教えてください。わ、わたしは、あなたのことを、一人になんてしませんから」

　上から目線だった。比良坂さん側に支配権があった。これでは立場が反対だ。無自覚なんだろうがこの娘は人のプライドをずかずか傷つけおる。屈くつ辱じよくを覚えながらもボタンを付け直してあげていると、比良坂さんは体中のヘモグロビンを総動員させたような頬の染めっぷりで俯うつむきつつも上目使いで滅め茶ちや苦く茶ちやに照れながら死ぬほど消え入るような声で「……しないんですか？」と問うた。あまりの衝しよう撃げきに手が滑ってせっかく直していたボタンを弾はじき飛ばしてしまった。

　またやり直しかよ。証しよう拠こ隠いん滅めつは慣れており、僕は裁さい縫ほうがやけに上手である。たとえ破り裂さいた高級そうな服であっても五分で元通りに復元してみせる。パジャマを一度脱ぬがし、飛んでったボタンを律りち儀ぎに縫ぬってあげた。なにやってんだろ。

「悲しみを溜ためこむのがつらいのなら、わたしが受け止めてあげます。……だけど、他ほかの娘にするのはいやですよ。せんせいは、わたしのせんせいなんだから」

「分かったよ、もう自や棄けになったりしない。だけど比良坂さん、この衝しよう動どうをきみにぶつけるのなんて、それはいけないことだろう。僕はきみを、せめてきみだけは、大事にしたいのだから」

　こういう台詞せりふが好きそうだったので言ってやった（超ちよう棒ぼう読よみで）。口が腐くさる。

　パジャマを着せてやっているとだんだんむかついてきた。無言で二十分ぐらい見つめてやろう。恋こいに恋する女子中学生を照れ死させてやろうと、目と目を合わせて、じぃいっと見て、待ってみる。分かりやすいぐらいに照れた。目を逸らされた。照れ照れだった。乙女おとめ的にピークに達したらしい比良坂さんは呼吸していなかった。そのうち目がぐるぐるし始めた。顔が青ざめてきたので止めた。

　酸欠でばったりと倒たおれてしまう。なにしに来たんだこいつは。比良坂家まで運んでやるのはおっくうだったので、布ふ団とんにまでは運んでやり、うちわでぱたぱた扇あおいでやる。なかなか起きないので暇ひまになり、彼女の股こ間かんをぐりぐり弄いじって遊んでみた。違い和わ感かんがあったのでパジャマ（下）を下ろして、ぱんつを確認した。湿しめっているにも程度というものがある。舐めてみれば、これはおしっこではない。

　どこでそこまで好かれたのだろう。姉の恋こい人びとという要素が、彼女にとって重要なことだったのか。そんなにもおねーちゃんのことが、大好きだったのか。眠ねむっている間ならばノーカウントだ。これだけ焦じらされたのだから、初めてを奪うのはちゃんとした舞台を整えたいし、口でやらせようとして比良坂さんの顔面に便所座すわりをすると、どうやら目が覚めたみたいだった。

「――ぶっ！　せせせせ、せんせ、わた、わたし、そういうのは！」

「眠っている比良坂さんに姉の面おも影かげを見た僕は、懐なつかしむようにしてきみの口を使いたくなってしまい、自じ棄きめいた行為に走ってしまったのであってして」

「……別に、眠っているときじゃなくても」

　ちょろい。




「……用事、忘れてました。ことこがせんせいのこと疑ってるの、わたしのせいです。おねーちゃんのこと、話してしまいましたから」

「姉。僕が殺したっていう。なんでまたそんな余計なことを」

「どうしても、話題がなかったんです」

「お前ら仲良しじゃなかったの……？」

　沈ちん黙もくが苦しかったからって人が死んだとかそういう話をするなよ。どれだけ共通のネタがなかったんだ。全然知らないもの同士か。

　比良坂さんが夜間に訪おとずれたのは注意勧かん告こくのためであった。沢渡さんが僕のことを疑っているのは比良坂姉の話を知ってしまったから。「恋人に殺された」とでも聞けば、まともな頭の持ち主なら僕のことを強ごう姦かん魔ま扱あつかいぐらいはする。もう比良坂さんを犯す気は失うせてしまったし、彼女としても泊とまっていくつもりはなかったみたいだ。比良坂さんは首をごきごき鳴らしながら、頭を重たそうにして帰ってしまう。比良坂姉事件のことはだいたい分かった。




　陰いん鬱うつであった夜も終わり、淡あわい陽光が注ぎ始める。ステンドグラスを通して七色の光が刺さしこんだ。風が吹き通り、緑が伸のびやかに萌もえている。新たな朝が、すべての生命を祝福しているようだ。不思議と溌はつ剌らつとしてくる。

　ああ犯したい。

「そんな晴れ晴れとした強姦願望がありますか！」

　ツッコミは沢渡さんのものだ。

　教会にて決戦の時。これより己おのれの論理を、どちらがより見事であるかと競きそい合わせる。最初の娘はラクチンにちんちんを、つまりラクチンチンに犯せたというのに（？）、なんでこんな展開になっているのか。

「絶対に捕つかまえてやるんだから」

「こちらこそ、絶対に犯してやろうじゃないか」

　売り言葉に買い言葉でつい挑ちよう発はつに乗ってしまう。沢渡さんが黙ってしまう。どうしたものかと迷っている。またきょとんとしていた。この娘は人のことを忘れて自分の世界に入りがちだ。そのうち、彼女はポケットから申し訳なさそうにＩＣレコーダーを持ち上げた。

「致ち命めい的てきな発言をさせようとして、録音をしていたのですが、ええっと、言質、ありがとうございました……？　これでもういいのかな……？」

　録音された。瞬しゆん殺さつされた。さすが我わがライバル。鮮あざやかすぎる手際。こいつ頭いいな。

「……場所が場所ですし、罪つみ滅ほろぼしをしなきゃですよね。私はこうして、おにーさんが、のこのこ島に戻もどってきたというのが納得できないんですよ。すっかり忘れているみたいなのが気に入らないんです。はっきり言わしてもらいますけれど、私はおにーさんのことを疑っていますからね。れーちゃんのおねーさんのことですよ。おかしくないですか。愛し合ってもない男女が、はて、同じベッドで寝ねていたそうですが。れーちゃんの話からしてみれば、それを目もく撃げきした日とあなたが島から出た日が、不思議と一いつ致ちしているのですよね」

「不思議どころか納得の理由だろ。別れの日なんだから感かん慨がい深ぶかくて身体ぐらい合わせる」

「おねーさんがそれに納得したかどうかが知りたいですね。もうみんな忘れようとしている。忘れたがっている。れーちゃんのために掘ほり返さないようにしている。だけどわたしは、きちんとあなたを問とい詰つめないといけないと思いますから。死んだことに比べてはどうでもいいみたいな扱あつかいされているのが気に食わない。愛し合った結果だと思われているのが気に食わない。……ご、強姦が、どうでもいいわけないじゃないですか！　私は、おにーさんが強姦のことばっかり考えてるって知ってるんですから！」

「まあなんて失礼な娘だ。根こん拠きよもなく僕を犯人扱いしている。冤えん罪ざいがどれほど人の心を傷つけるのか、その身体で知るべきではないだろうか。なんだよオイ証拠は。お前まさか証拠もないのにそんなこと言ってるんじゃないだろうな。それならちょっとこっちだって怒おこるぞ。人を犯人扱いしてふざけんじゃねえよ。犯されてーのかよ、あァん？」

「言質ありがとうございますね……」

　しまったブラフか。こいつほんと頭いいな。まるで掌てのひらの上で踊おどらされているようだ。

「違う！　指し紋もんはちゃんと拭ふき取った！　……くっ?!　また引ひっ掛かけたな！　おのれえ！」

「なんというか、やっぱり私の勝ちなんですね。……こちらとしても追おい詰めるつもりはたしかにあったのですが想像以上にこうも早く終わってしまう。もう解決ですか。今何頁ページ目ですか。残りの尺はどうすればいいんですか」

　沢渡さんはこのぐらいで充分だろうと帰ろうとしている。なんたる余よ裕ゆう。なんたる強者。

「まだだ！　僕はまだ、負けていない！」

「またそんな死亡フラグを積み上げて」

「負まけ惜おしみじゃない。自白なんていくらでも撤てつ回かいできるんだ。僕のキャリア的に、こういうケースも経験済みだ。素人しろうとだと思ったら大おお間ま違ちがいだぞ」

「これだけ喋しやべったのに撤回できるのかなあ……？　……三自白ありますよ。一物的証拠と交こう換かんできたって不思議じゃないです。いや今のも結構な自白では。経験済みって。訴えられたことあったんですか。それで勝ったんですか。証拠ないからってそれはひどいな」

「僕の自白にはリアリティがないことで評判だった」

「それは一理ある。素でやってるんだからひどいですよ。まさに天性の強姦魔体質。やはりここで殺すべきです。……倒します、おにーさん。私があなたを捕まえるんです」

　沢渡さんの本来用意していた策が使用されていないにもかかわらず、前ぜん哨しよう戦せんごときで三自白も奪われてしまう。だが、手札を隠しているのはこちらも同じこと。中学一年生に遊ばれる僕も僕であるが。

「だけどここに誘ったのは、誰にも話を聞かれたくなかったから。それだけのことです」

「だろうな。どうにも比良坂さんの発言は矛む盾じゆんばかりで、それにお前にも隠していることがある。真っ先に解くべきものを解かずして戦えば、余計なものを壊こわしかねない」

「ふぅん、知ってるんだ」

　比良坂さんは僕を殺人犯扱いしている。比良坂姉は自殺として処理されている。沢渡さんは僕が比良坂姉を強姦したと思っている。はたして何故、その他の島の皆みな様さまは、僕が比良坂姉を強姦したのだと思わなかったのか。そんなもの、その死に、強姦が関かん与よしているなどとは欠片かけらも思えないまでに、別の要因が関わっていたからだ。

「比良坂さんからは詳くわしい話を聞かなかった。そのへんは沢渡さんが教えてくれるんだろ」

「……そうですね。言っておかないといけません。あなたは知らないといけないんです。どこまで知ってます？」

　姉の死体が発見されたとき、その枕まくら元もとには比良坂さんがいたこと。彼女は姉を殺した剃かみ刀そりの刃をべきべきに折って、血まみれになって泣いていたこと。彼女の小さなパジャマは血を吸っていない部分がないぐらいに真っ赤だったこと。とうに手て遅おくれだったのに必死になって止血しようとしたからだと、皆に思われたこと。

「テンポよくいきましょうか。はい、なぞなぞです。それらのどこがおかしいでしょう」

「体躯からだが小さかったとしても、全身が姉の血に染まったというのは不自然だ」

「手首から大量の血を垂たれ流すおねーさんを救おうと、身を乗り出すぐらいに懸けん命めいであったのかもしれませんけどね。それでも全身真っ赤なんて、どのような救命活動を行ったのか想像できますか。れーちゃんが死というものに混乱していたのだとしても、おねーさんから流れる血を隙すき間まなくパジャマに擦こすりつけるとは、なかなかありえない場景です」

　それに幼かった比良坂さんはこうも言ったのである。「リストカットでは人は死ねない。姉は恋人に刺されて殺されたのだ」。言い訳めいているというか、不可解な嘘だった。責任を逃のがれようとする子供でしかなかった。

「もちろん、手首を切られて殺された可能性もあります。れーちゃんはその犯人の名も口にしましたよ。たしかに、その犯人とされたおにーさんとおねーさんは、同年代で交友も深かったらしいです。恋こい仲なかであったという噂も、なくはなかった。後に関係を問うたところ、おにーさんは、そんな人のことは覚えていない、と返したみたいですね」

「その質問が事情聴ちよう取しゆだったとは思い当たらなかったんだ。まさか疑われていたとは」

「それにおにーさんは、おねーさんが死んだときに南五坂島にいなかったのです。発見がとても早かったので、れーちゃんがやけに血液に詳しいこともあって死亡推定時刻にほぼ誤差はなく、船の時間を考えるにおにーさんにはアリバイがありました。トリックを使ったのだとれーちゃんが主張していると、なだめられてしまったそうです。推理小説ではあるまいし、トリックなんてものを大人が真ま面じ目めに議論するわけがない。れーちゃんは喚いているのと同じだった」

　犯人が誰なのかなんて推理以前の問題だった。

「ええ、姉を殺したのは妹だった」

「パジャマを真っ赤にしたのは、浴びてしまった返り血を上から塗ぬり直すためだ」

「その通り。撒さん布ぷされたものを、塗と布ふされたものに書かき換かえるためです。隠いん蔽ぺいはしてあったけれども、現場には隠蔽された痕こん跡せきがあからさまに残っていて、誰もがそういう結論に至りましたよ。子供の偽ぎ装そうなんて大人には通じません」

　――これはさつじんです！　おねーちゃんはこいびとに、ころされたんです！

　紛まぎれもない殺人だった。幼い比良坂さんは姉の血を自分に塗りつけるような真ま似ねをした。なにを思いながらそんなことをしたのか。――わたしではない、わたしがやったんじゃない、わたしはわるくない、これはさつじんだ、ころしたのはわたしではない、あのひとだ。そういえばあのひととおねーちゃんが、同じベッドで寝ていたなあ。

　――あいしあったはてに、ころしてほしいんだって、おねーちゃんがたのんだんです！

　きっとそんな風に心を逃がしたに違いない。そうして自殺であると断定されたのだ。

「それはうっかりなのでしょう。なんらかのミスがあって、手首を切っていたおねーさんの剃刀をれーちゃんが奪おうとして、はずみで、れーちゃんが切きり裂いてしまった。これを誰が責めますか。誰がれーちゃんを殺人犯だなんて言いますか。あの娘は大好きなおねーさんの血を浴びたんですよ。血が噴き出すぐらいの深い感触が手に残ったのですよ。自分で塗りたくらないといけなくなるような精神状態って一体どういうものなんですか。そうでもしないと自分が姉を殺したことになる。殺したのはわたしじゃない違う誰かだ。だったら、……なら自殺でいいじゃないですか。これは事故ですらない。おねーさんが、一人で死んだことにするんです。れーちゃん、わるくない」

　学園に案内されていたとき、比良坂さんと事件の話をしてしまった。それはタブーであるそうだ。彼女に当時のことを思い出させる鍵かぎとなりうる。昨日、姉のことを滅茶苦茶思い出させてしまったのでこうして僕は怒られていた。自重してくださいと叱しかられた。そのためにわざわざ、比良坂さんから遠ざけて、こうして話しているのだ。

　そんなことをわざわざ、僕に言いに来たのだ。いい娘だ。敵ながらあっぱれである。

「彼女はちょっと変な娘ですけれど、それも全部あの自殺が悪いのです」

　島ぐるみの偽装工作がリストカットでの自殺を成立させる。僕の強姦もなかなか強固な秘密に守られているものだ。おおかた、そんなところだろうとは推測していた。

　確かく認にんできた。ならば沢渡さんは自決攻撃どころか自じ爆ばくしただけ。島ぐるみの偽装工作は僕にとって大変都合がいい。環かん境きようとしては理想的である。

　沢渡さんに強姦のことがバレても、島の皆さまには絶対に伝わらない仕組みがある。しかもこの娘、それに気づいていない。だから平然とバラそうとしてしまう。伝えるなら伝えるで僕は捕まるのかもしれない。だがそれには弊へい害がいが伴ともなう。余波で誰が死ぬのか、知った上での行動でないと、この娘が後こう悔かいするだけだ。

「ち、近寄るな！　な、なんですか、たとえ犯されようが脅おどされようがわたしは屈くつしません。おねーさんのことはうやむやだから裁けないかもしれないけれど、わたしをやってしまえば黙ってませんよ。口を封ふうじられようが意地でも叫んでやります。それとも、殺してしまいますか！」

　この犯したくなるような台詞は、おそらく素で言っている。犯しそうになってしまうがここは堪こらえる。

「正直、手を出させるつもりでしたよ。おねーさんへの強姦でおにーさんを裁けるのかどうかは、微び妙みようとするより、無理でしょうし、なら証拠を作るしかない。身を呈ていするつもりはありません。あなたが私に襲いかかりさえすれば、それだけでいい」

「島のみんなにバラすだけで充分裁きになると思うけどな」

「どうだか。おにーさんの場合、喜んで島から出てしまいそうですけれどね」

　ああそうか。島を出る口実ができるから僕にとっては得なのだ。そういう理由から沢渡さんはバラしていなかった。浅い。正しいものが見えていない。

「比良坂さんに強姦事件のことを隠したいのか、僕を裁きたいのか、どっちが本命なんだ」

「……あたりまえ。あなたのことなんかよりもれーちゃんのことが大事です」

　そんなことはない。れーちゃんが大事とは言ったが、そんなものは建て前だ。僕を殺すことしか考えていないから比良坂さんのことを考えずに僕を教会にと誘さそっている。親代わりだったのでよく知っている。こいつが人を好いたのも規律のためだし、その想おもい人を捨てたのも規律のためだ。恋こい心ごころを叶かなえるよりも、悪いことをして他人に怒られることが嫌いやだったという、筋金入りなのだ。

「ならもっとひっそりと僕を逮捕しなきゃ不ま味ずい。あの娘こなんて言ったよ。おねーちゃんは自殺じゃない。恋人に殺されたんだ、と言ったんだろう」

「……どこか不味いですか？」

「ここで僕ぼくが沢渡さんを襲ったとして逮捕してみろ。僕は強ごう姦かん魔まとして捕まる。つまり僕が強姦できるような人間であると比良坂さんに伝わる。そうなると比良坂さんは比良坂姉が死んだ理由に疑問を持つ。恋人に殺された発言に矛盾を覚える。純愛の末に、おねーちゃんが殺してくださいって頼たのんだのは違ったのか、となる」

　強姦された後に姉が死んだのだと、比良坂さんは知る。

「ちょっと考え直すだけで僕の殺人が不可能だって分かるんだよ。だから比良坂さんにちょっとでも考え直させるだけで駄目なんだ。幼かった比良坂さんはトリックを使ったのだという出で鱈たら目めな推理をして僕を犯人扱いしたが、落ち着いた今ならもう少しぐらい頭も回るだろ。不可能であるならその犯行をなかったことにしてしまう。では誰が殺したのか。リストカットで自殺はできない。現場にいたのは一人だけだ。比良坂さんは、自分が殺したことを思い出す。トラウマを掘り起おこす。あの娘が、殺人犯になる」

「……なに？　ちょっと、ちょっと待ってください」

「だから比良坂さんは無意識的になのか僕の強姦をなかったことにしようとしているんだろ。だから島の皆さまも僕が強姦してないことにしようとしてたんだろ。比良坂さんを庇かばってるんだよ。おおかた特別親しい娘にだけ、事件に触ふれないようにするために少しだけ教えておいたというぐらいで、子供にはそこまでの事情を教えない。少しだけすぎるからお前みたいに突とつ撃げきするやつが現れる。それで、沢渡さんは僕を捕まえるのか？」

「なんなんですかこの構造は……？　もしかしてこの状じよう況きようで」

　やっとこの島の秘密構造を察したか。この話にも矛盾はあるのだが、この勢いなら押おし切れる。

「この状況でおにーさんが私を犯したとしても、捕まえられない……？」

「比良坂さんを捨てるなら逮捕できるが、建て前としてれーちゃんの身が一番大事なんだろ？　クケケ。さて、僕を裁きたいのか、比良坂さんを助けたいのか、どっちだよ」

「そんな、そんなのだったら、私がここにいる意味なんてなくなるどころか……！」

　……さて、僕の論理は通ったようだ。隠蔽構造を気づかせたところで、まだ沢渡さんを犯すには難しいところである。物もの陰かげに誰かしらが潜ひそんでいたら面めん倒どうだ。沢渡さんの目的が僕に手を出させることだったとして、ここに誘ったのは人目を避さけるためか、罠を張るためか、どちらか。一人で僕に挑んだのか、複数人で挑んだのか。

「……犯そうが犯すまいが、結果は変わらない。だから私はもう詰んでいるとでも？」

「いや、どうもこうも逃げればいいだろ。お前は比良坂姉の強姦を見すごせないんだろ。でも比良坂さんを守りたいんだろ。なら、僕に強姦以外の犯罪をさせて逮捕しろよ。だったらこの場では準備不足、出なおしてこい」

「……それって、逃にがすつもり、あります？　むしろ逃げてくれれば私が一人であることがはっきりして、なんの躊ちゆう躇ちよもせずに犯すんじゃありませんか」

　読まれた。どこか余裕があるのは、自分が犯されないという確かなものがあるためか。

　いや、違ちがう。複数人でいるならば沢渡さんは逃げるだけで勝ちが決まっていた。やはり彼女は無策であり、自爆して僕を捕まえたかっただけであり、強姦される現場を誰にも見られたくなかったから、一人でいる。

　ただこの教会には時間制限がある。現状一人であっても、そのうち神父様が戻ってくる。彼かの女じよとしても、もう犯されるわけにはいかなくなっている。待つことが最善だ。

「……だ、だから近づかないで。まだ分かってませんよ。たとえここに神父様が隠れていたとしても、それで私が逃げるだけで勝ちが確定してましたか？　おにーさんは私を犯そうとする。強姦の現行犯で逮捕される。それは私としても、おにーさんとしてもよろしくない展開でしょう。強姦以外の容疑で捕まえないと駄目なんです」

「別に強姦ではなくて、乱暴にした、ぐらいなら比良坂さんのトラウマ判定もセーフになるんじゃないか。それでも僕は捕まるよ」

「どうしても逃げてほしそうじゃありませんか。セーフなわけないですよ。強姦魔でなければいいというわけではなく、……考えてみれば、れーちゃんとしてはおにーさんがいい人でなければならないんです。それに乱暴にしただなんて、やったことのわりには随ずい分ぶんと軽い罪じゃないですか。もっと相応ふさわしい罪があると思いますよ。……ああそう。たった今思いついたのですが、殺人罪を被こうむってはくれないでしょうか。れーちゃんが殺したのではなく、おにーさんが殺したことにするんです。それがすべてを正しく解決する方法ですよ。あなたが、おねーさんを殺したのだと自首すればいい。そうすればれーちゃんの純愛物語を成立させつつ、おにーさんを裁けるのです。愛すべき恋人を殺した罪を償つぐなう、ええ、れーちゃんの好きそうなぐらいに、実に乙女チックな展開です」

　最も正しい方法を選ぶことのできる娘が、そんな提案をした。

「れーちゃんにとって強姦が通らなかろうとも、殺人なら通る。だったら、私はあなたに殺させます。そうですね、愛し合った果てにでも、殺してもらいましょうか。ここで強ごう姦かんをなされるのならば、あなたが殺したかのように、私は背中でも刺して自殺します。そんな偽装が通用するとでも、とか思います？　さて、なにかと疑わしいおにーさん。二度目があるものでしょうか？」

「またカミカゼアタックか。死ぬ覚かく悟ごがなくても死ねそうだなお前。そうやって犯おかせなくしようとも、僕が殺せるような状況で自殺なんてさせるわけがない」

　……ここでいけるか。もう勝利は確定したか。だがこちらも誤算がある。僕を強姦魔として捕まえれば比良坂さんが殺人犯になる、というのを、沢渡さんは知ってて隠しているのかと思えば、どうやら違ちがうみたいだった。沢渡さんが物的証拠がないと強姦魔を捕まえられないと思っていたのは、どんな理由からか。やはり重罪で裁きたかったのか。島から追い出す理由ができれば、得するのは僕だからとか、その程度のものでいいのか。

「……おにーさん」

「なんだよ」

「私、録音してます」

　……忘れてた！　犯行計画がダダ漏もれしてしまった！

「じじじじじじじ自白は覆くつがえせる」

「どうだか。自白っていう程度ですかこれは。強姦としてじゃないのは癪しやくですが、取引の材料としては使えますね」

「……そうかそうか。ならば携けい帯たい電話やろう」

　作戦変更だ。沢渡さんに渡わたす。なにも現行犯で逮捕しなくとも、本人の所持品を探さぐれば証拠ぐらいある。

「携帯電話の中身を洗ってもらえば分かるが、強姦の証拠がうじゃうじゃと湧わくはずだ」

　確認すらしたくないのか、おっかなびっくりポケットにしまっていた。

「……なんだ。あるんですね。強姦の動かぬ証拠」

「ここでの事件は島中に伝わってしまうが、これには島外での強姦記録が残っている。外で捕まえれば島の皆様には伝わらない。比良坂さんにまでは伝わらない。お前がそれを持っている限り、自首しようが自首しまいが僕としてはあんまり変わらなくなる」

「こんなことして、おにーさんのメリットはなんなんですか？」

「クケケ。ここで神父様が物陰から登場すればお前の勝利確定だったが、登場しない。ゆえにお前は一人きりだ。とはいえ、ここで犯すのには制限時間的にやはりリスクがある。僕が無む理り矢や理り犯すというのは不味い。欲ほしいのはお前が拒こばまずに犯されてくれるという状況だ。そうなれば誤ご魔ま化かしもできる。だからこそ、お前の時間稼ぎに協力してやろうというのだよ。その携帯電話とＩＣレコーダーを賭かけて、勝負しようという提案だ。僕が勝ったら僕の命令に従えよ。従っている限り、僕は携帯電話を奪うばい返かえそうとはしないし、従わなかったら奪い返すだけだ。絶対命令権の奪い合あいはお互たがい様さまだ。神父様が帰ってきて、そこでお前がまだ犯されてなかったらお前の勝ちでいい」

「……おにーさんが携帯電話を奪い返すタイミングっていつです」

「それは奪い返すことを狙ねらってなければたしかにおかしい。しかしそれを持ってない限りお前は負けたとしても僕の命令を聞かないし、神父様が帰ってきた後で奪い返そうとすることは無理だろう。だから奪い返すタイミングなんてものは、お前が負けて僕の命令を聞いた後、なおかつ、神父様が帰ってくる前になる。お前が勝てばそのままだが、お前が負けたら無む抵てい抗こうで犯される上に物的証拠までも奪い返されるんだよ」

「それで肝かん心じんの、勝負方法とは……」

「じゃんけん」

「ああじゃんけんなんだ……、緊きん張ちようして損した……」

「野や球きゆう拳けんだよ。一秒後に神父様が帰ってきたら僕の負けなんだから、圧あつ倒とう的てきにお前の有利だろ。せいぜい時間稼ぎしてろ。僕が全裸になったとしても時間切れまで勝負は続くからな」

「疑わしい。おにーさんとしてはそんなリスキーなことしなくても、さっさとＩＣレコーダーを奪って日を改めればいいだけです」

「延期だと？　冗じよう談だんじゃない。こんなどうでもいい推理展開のせいで誰だれも犯せなかったものだから、もう我が慢まんの限界で……。お前が勝負に乗らなかったら、よりリスキーに無理矢理犯すというだけで……」

「ああそうなんですか……、と、流したいところですが、おかしいですね。野球拳なんてしてたらますます時間が無む駄だに費やされてしまう。だったらさっさと犯してさっさと逃げることが懸命だと思いますよ。しかしそれをやらない。……ふん、知ってるんだから。おにーさんが最初、私を強姦しようとしたのに、なんで固まったのか。……私は余よ所そ事ごとを考えていましたよ。幼おさな馴な染じみの顔が頭に浮うかんでました。彼かれのことを想像していました。私は彼に助けを求めたのか、死を間近にして最さい期ごの最期に大切な人のことを考えたくなったのか、まさかせーいちがしたこととなにがちがうんだろうだなんて思ってなんかないだろうなとか、そんなことを考えていたために、あなた、強姦した気にならなかったんでしょう？　だからおにーさんは、私に自主的に強姦させるために、命令権の奪い合いをせざるを得ないんだ。急ごしらえのわりにはきちんとした勝負を用意できたあたりに――」

「よぅし出ださなきゃ負けだからな、じゃんけん、ぽん！」

「――子供か！」

　律儀に出してくれた。不意打ちしたわりには僕は絶ぜつ妙みような加減で後出したのでそれはもう勝てる。野球拳慣れしているものとしていないものの力の差だった（インチキ）。

「負けたみたいだが、脱ぐのか、携帯電話を返すのか、どうするんだ」

「……げ。ずるい。今のノーカンですよ。そんな私やるって言ってないですし」

「じゃあ携帯電話返せよ。そんなのずるいよ。こっちだっていろいろ賭けてんだよ」

「……」

　七分ぐらい固まった。

「いや、あの、もう、いいですよ。ぬ、脱ぬげばいいんですよね、脱げば。いいですよいいですよ分かりましたよ。一枚ぐらい、どうってことないもの。どこから脱げばいいんです」

「脱ぐ場所は自分で選んでいい」

「じゃあ、靴くつでいいですよね」

　悪態を吐きつつも沢渡さんは長なが椅い子すの端はしっこに腰こし掛かけた。こういうのは恥はじらったら恥じらった分だけ損するものだ。頬ほおを赤らめた分だけこちらが得する。彼女は僕の方をちらちらで覗のぞきつつ、踵かかとに指を押しこんで靴くつ底ぞこをずらす。じりじりと靴を脱ぐ。別段片方だけでよかったのだが律儀に両りよう脚あし分脱いでくれた。実に律儀。

　脱だつ衣いのストックがまだあることに余裕が生まれたのか、二回戦がさっさと行われる。別に負けてもいいのでテキトウにグーにしたら、勝った。勝ってしまったのでまた脱ぐことを要求する。余計な推理展開のせいで頁がない。さっさとしろ。

「……じ、じろじろ見るな！」

　膝ひざまである靴くつ下したの口ゴムに指を入れるために、少しだけスカートが捲めくれる。ちらりと一いつ瞬しゆんだけ映った肌き理め細こまやかな太ふと腿ももが目に焼きついた。太腿から膝へ、ふくらはぎへ、踵へ、つま先へ、脱ぐほどに彼女はその美び脚きやくを持ち上げて、土つち踏ふまずが僕の真正面へと露あらわになったときにはついそのへこみに顔を突つっこみそうになった。あまりの素す足あしにパンチラとか本気でどうでもよかった。

　沢渡さんは素足で絨じゆう毯たんに立つ。靴に、靴下。この僕を前にして実に愚ぐ策さく。実に計画通り。僕としては、ここまで脱がすことさえできれば後はもうどうでもよかったのだ。次のターン、僕はわざと沢渡さんに負けた。脱衣の選せん択たくは敗北側に任されている。僕が選んだ着衣とは、ズボン。

　あまい、あますぎるぜ沢渡さん。

「……あの、おにーさん。あの、非常に言いにくいんですが」

　この勝負が長期戦になるわけがなかったのだ。もうすでに勝負は決まったようなものだ。

「な、なんで、なんでぱんつはいてないんですかあ……」

　何故ならばあらかじめ僕はぱんつを穿いていなかったのだから……！

　天才的な伏ふく線せんによって一ターンの節約をした僕は、次のじゃんけんにて、鬼おにのような後出しを行使することで（インチキ）勝ちを奪った。しぶしぶ服を脱ごうとする沢渡さんを止める。だからあまいというのだ。服を脱げと誰が言った。全ぜん裸らにしてから強姦するのだと誰が言った。得られるのは命令権であって、ならばこの時点でやれることはやれてしまう。




　意味ありげな行間があり（パイズリフェラはともかくとしてさすがに十三歳さいの女の子に足コキさせる描びよう写しやなんて様々な問題があり一文字たりとも書けない……）沢渡さんが教会から出てこられたのは日が落ちたころであったという。空気を読んでくれたのか神父様はまったく戻ってこなかった。というか比良坂さんをまんまと騙だまして足止めさせていた。野球拳の結果は一脱ぎ二脱がせ三十二足コキだった。圧勝である。

　さすがに三十二回も連続されると疲つかれたし眠くなったので眠ってしまった。途と中ちゆうから沢渡さんの作戦が僕を気絶させることになっていたような気がする。状況からして、眠る＝僕の敗北である。勝つまでやめないだろう彼女に花を持たせた形にもなろう。正義は最後だけ勝てるのだ。それでよかったのかはさておいて。

「せんせー、そろそろいいですかー？　あのー、ちょっといいですかぁああぇええ？」

「……れ、れーちゃん?!」

　例のごとくであるが、比良坂さんに（沢渡さんによる）強姦現場を見られた。比良坂さんはどんな反応をするのだろう。昨日の誰かしらを犯したときみたいに殺人未み遂すいだとされるのか、強姦だと気づくのか、はたまた純愛ゆえの行こう為いだと錯さつ覚かくするのか。

「さ、さつじんみすい……？」

　足コキが殺人未遂に見えるかとすればまったくそうではない。思わぬ足コキにさすがの比良坂さんも混乱する。ちょうど長椅子の背もたれに僕の下半身が隠かくれてしまい、沢渡さんがなにかを踏ふんでいるように見えるはずだが、いくら強姦を殺人事件にしたがる少女であろうとも、どう目を凝こらしたところでこれは女子中学生があれを踏んでいるようにしか見えない。むしろ僕が殺されそうな構図である。

　もちろん比良坂さんの登場と同時に、物音が聞こえた中学生みたいな勢いで僕はズボンを穿いて、いろんなものを処理している（長年の癖くせ）。それに伴って沢渡さんの素足がズボンに攫さらわれてしまった。重心を崩くずしてしまったのか彼女の全体重であれが踏みしめられてしまった。本当によかったと思う。

「……あの、ことこ、と、せんせい、ですよね。なにやってんですか。なに踏んづけてるんですか？　暴行？　ことこ、せんせいを殺そうして？」

「そうじゃない、そうじゃないんだよれーちゃん！　それはまったくの逆で」

「まさか、せんせいがことこを無む理り矢や理り襲おそったとか、そういう話じゃないでしょうね。おねーちゃんのいい人だったせんせいが、まさかわるい人だったなんてそんなわけがないでしょう。やだなあ、せんせいが強姦するわけがないじゃないですか。おねーちゃんとも恋人でしたし、せんせいがそんな人だったとしたら」

　こんなの強姦に決まっていると言いたそうだが、言えない。沢渡さんとしては比良坂さんに姉の自殺を思い出させないことが大前提だ。だから強姦の事実は消える。乙女おとめ心ごころが強姦の事実を更さらに厳重に隠蔽した。凶きよう器きが見当たらない多重の密室。たった一人の少女を守るために、何な故ぜなのだか僕まで守られる。

「はあ。そうなんですか。つまりゲームの結果なのだと。なに命令したんです？」

「女子中学生、足コキ」

「わー！　わー！　わあああああああああああああ！」

「なんですことこ。……まあ、ただの罰ばつゲームでしたか。なら問題なかったのですね。遊びを大おお真ま面じ目めに議論するなんて野や暮ぼってものです。てっきりせんせいが酷ひどい目に遭あわされているんじゃないかって心配しましたよ。大事件です。現代社会の闇やみじゃないですか。ああそう、わたしはせんせいに用事があって来たのですよ。せんせいを借りて行きますから、やらないといけないことは一人でやってくださいな、ことこ。せんせいはゲームなんてやっている暇がないんですよ」

　まあそりゃあそうであろうが、携帯電話に一応入れておいたのはテキトウに選んだハメ撮どりのビデオであって（確かめられもしなかったけれど）、こういうときのために沢たく山さん持っている言いい逃れアイテムである。ここに強姦魔歴の差というものが見られるのだ。

「実にいい勝負だったな、沢渡さん。僕はもう指先一つ動かせやしねえ、ははっ、やってくれやがって。お前こそ僕の、ライバルだ……」

「さわやかに終わろうとすんな！」

　そうして沢渡さん戦はひとまず終わることになる（ＩＣレコーダのことは完かん璧ぺきに忘れていたが別段どうすることもできなかったようだ）。比良坂さん問題を抱かかえているため、解決策を見み出いだすまで当分は黙だまってくれるはずだ。解決策が僕に殺人罪を押し付つけることならば、ひたすらに延期を繰くり返すだけで、その分だけ僕の時間は稼げる。

　さて、比良坂さんのトラウマ的なものを呼び起こさないために「強姦」がＮＧワードになっていた。

　比良坂さんはなかなかにいい設定をしている。強姦なんて信じられず、僕を死んだ姉の恋人なのだと勘かん違ちがいして、恩人だと慕したって、性せい行こう為いに対して微かすかでいて情熱的なまでの憧あこがれがあって、島の皆みなから蝶ちようよ花よと愛めでられて、自分のせいで他ほかの娘が犯されているのをまったく知らない。街中で強姦魔にどんな娘を強姦したいかとアンケート調査すれば彼女はおそらく上位に食いこむ。こいつは設定からして犯されたがっている。設定が犯されたがっている。設定を犯したい。心の中で比良坂さんに十票ぐらい投票していると背中を小こ突づかれた。

「でもせんせい。いくら罰ゲームだからって、ことこと、その、してないですよね？　せんせいの恋こい人びとはおねーちゃんなんですよね？」

「沢渡さん、服着てたろう」

　素足だったけど。

「……そこはせんせいを信じましょうか。でもちょっとだけ不誠実じゃあありません？　昨日わたしのことをおねーちゃんの代わりにしようとしておきながら、昨日の今日でことこと仲よくして。それは、せんせいはみんなを世話するために戻ってきたのですし、別にいいんですが、いや、別によくないんですが。あの、怒っていいですか。唇くちびる奪うばわれたぐらいで恋人気取りしたらいけない理り屈くつってなに。恋人扱あつかいしたのはそっちなんです。ねえ。おい。……なに考えてるんだか知らないですけど、わたしの立場にもなってくださいな。だってせんせい、会わぬ間に恋は育つんです。おねーちゃんの恋人がどこかに行ってしまって、おねーちゃんも死んでいて、それでわたしがなにかを期待しないってそれこそ嘘うそですよ。普ふ通つう意識しますよ。服脱がされて、未遂だとしても、あ、あんなことまでさせて、それでわたしのものじゃないっておかしいです。浮うわ気きだー浮気だー」

　乙女おとめ的な筋道ではあるが、論理的でもあった。恋に恋したいだけだからこそ、感情ではなく理屈を持ちだす。こうこうこういう理由だから、好きだとする。恋をするのに理由がいる。白馬の王子様だから、姉の恋人だったから。なにが好きってこいつは設定が好きなのだろう。物語の登場人物みたいに理屈で動く。現実に生きていない。現実を知らない。現実を知りたがらない。物語に生きていたい。

　恋れん愛あいと敬愛を履き違えて、無意味に年上を好きになるというのは十代にありがちなことだが、こうも慕われると盛大に裏切りたくなる。信じていたものがすべて嘘だと知ったとき、この娘はどう泣くのだろう。無む垢くな少女を騙していると思うだけで興奮する。

「しかし浮気の判定が厳しくないか？　比良坂さん的にはどこまでやったら浮気なんだよ」

「さきっちょまで」

「意外と寛かん容ようだ……！」

「嘘嘘冗じよう談だん。でも、わたし本当は知ってますから。なんにも知らないと思わないでくださいな。どんぴしゃなタイミングでわたしが登場するなんて変だと思いませんでしたか。わたし、ずっと見てたんですからね」

「まさか、ちょ、おい、お前、どこから見ていた！」

「結構前からですよ」

「どこからだ」

「おかえりなさいと言ったあたりから」

「一昨日おとといから……?!」

　全部聞かれたにもほどがあるわ。再会直後からじゃねぇか。ストーカーじゃねぇか。

「嘘嘘冗談。でも見てたのは本当です。途中からですが」

「どこからだよ……」

「こうしておにーさんのデスワームが土踏まずをうねりはじめましたとかどうとか」

　行間の内容がバラされた。パイズリフェラはともかくとして足コキさせたのがバレるといくらなんでも不味い。しかし内容として結構最後のほうだった。比良坂姉事件にはノータッチでいてくれた。

「ゴウカンの内容？」

「聞きき違えたのか、行間だ。お前さんはいつもアホっぽいようで鋭するどい」

「ん？　まあ、気に入らなかったから止めたのも本当です。なんだよ仲よくなんてして。でもしてなさそうなので安心はしましたけどね。それでもせんせいはわたしの罰ゲームでも受けるべきじゃないですか？　ええあああああちょっとちょっとズボ、ズボズボズボンを脱がないで脱がないでください！」

　性行為に興きよう味み津しん々しんなのに、いざ自分の番となると照れてしまう。さすが強姦魔が犯したい娘上位、やり口があざとい。ただこいつ、足コキを知らなそう。

「ズボンはいいですから。……じゃあ、おねーちゃんのことでも聞かせてくださいよ。生きているときの、おはなしを。……え？　そんなことすら覚えていないんですか？　覚えていないって、覚えていないわけがないです。おねーちゃん、あんなにも楽しそうにしてたのに。忘れてしまいたい過去？　それはそれで。……ふぅん。もしかしてあんがい不誠実なんです？　とっかえひっかえしてるのかな。遊んでる人なんですか？」

「素人に毛の生えた程度の娘としかしてない」

「素人に毛の生えた程度の事はしたのだと？」

「あ？」

「え？　……でもおねーちゃんのいい人だったんだし、優やさしい人であるには違いないんですよね。……ん、そういえば昨日あさぎとも変なことしてた。あああ、あれ殺人未遂じゃなくて、あ、あれしようとしてたんじゃないですか！　だから凶器が見つからなかったんだ！　おねーちゃんが死んだからって自じ棄き的てきな殺人をしたのではなくわたしにしたみたいな自棄的な性行為をしようとしていたな！」

　お前の中ではそういうストーリーだったのかよ。

「あさぎって誰だよ？」

「せんせいが井上さんって呼ぶ娘です！　……あれ、でも違うのかな。あさぎなんにも言わなかったし、……「一昨日おととい」も結局せんせいと最後までいたんだろうし？　無む理り矢や理りじゃないって言ってましたし、いい人だからいい人だからわるい人じゃないからあまり追求しないでって言ってましたし、なんだかよく分からないですけれどせんせい、あさぎとも仲よくしてたんだ。……どこまでやったんですか」

「さきっちょまで」

「誰が信じますか！」

「パイズリフェラまで」

「ああよかった、なんだそこまでなんだあ、まったくもう心配させないでくださいよ」

　いいんだ。なんでいいんだろ？

「だいたいさっきのだって正確に言えば強姦じゃねぇだろ。これは本当だ。神に誓ちかえる」

　命令によるものだから強姦ではなく準強姦だ。これだから素人は困る。

「……信じましょう。ことこも否定してましたし、強姦なんてすればいくらなんでもせんせいがこうしてのうのうと歩いているわけがありませんよね。……妙みように好かれているんですね。わたしも遊ばれていたのですか。……そうかもしれません。せんせい、とてもいいせんせいですから。みんな好きになるのも、無理はないかもしれません」

「馬ば鹿かで助かった」

「馬鹿?!」

「ところで用事ってなんだよ？」

「さらっと逸そらした……ッ！」




「夕方からなちを案内する予定だったんです。せんせいも一いつ緒しよに行きましょう。……いやなんで知らないんです。一昨日おとといせんせいと一緒に来たじゃないですか。せんせいには女子中学生の知り合いしかいないというのも、それはそれで問題ですが、なちも女子中学生です。向こうで一緒だったはずでは？　同じ島育ちで意気投合したとか、そう聞いています。並んで船から出てきましたよね」

　意味ありげな行間があったが、別段比良坂さんを犯おかしたということではなく、場所を移動しただけだ。行間の都度逐ちく一いち犯しているわけではない。水みず沢さわなちという少女をご存知かと問われて、僕はまるで知らないと返す。

　しかし謎なぞである。同じ島出身であるという。向こうで一緒だったという。一緒の船に乗っていたという。並んで船から降りたという。しかし僕はまるでその少女のことを知らない。それにその水沢さんとは女子中学生であるようだ。関西方面の女子中学生をすべて把は握あくしているはずの僕が何な故ぜ水沢さんを知らないのか。女子中学生だから美少女であるのだし、それなのに僕が水沢さんとやらに性的関心を抱いだいていないなんて不可思議である。

「おっと、せんせい。トイレ」

　せんせいはトイレではないぞと、比良坂さんのミスを訂てい正せいしようとしたら、漏れそうなのか話も聞かずに走っていった。まったく僕がトイレなのではなく、比良坂さんが僕のトイレだろう。やれやれ。なかなか戻もどらないので心配になって、白く塗られた木扉に耳を当てて、耳を澄すましていると、中から比良坂さんが全力で扉を蹴けったせいで耳が痛くなった。「聞き耳立てないでください！」。腹を下してトイレに籠こもってしまったらしい。「ぐぐぐ、なちの案内が無理そうですのでせんせいにお任せします……」と、案内を任されてしまう。というわけで案内をした。なにげない一日だった。雨が降ふった。御ご飯はんを食べて歯を磨みがいて風ふ呂ろに入って寝ねた。

　翌日、どうでもいい授業が終わったようなので僕も文芸部室に行った。愛すべき十六人の教え子たち、……おや数えてみれば十四人か。十四人の生徒たちを物色し、そういえば昨日雨が降ったので小こ雨さめさんを犯そうと、他の娘たちをさっさと帰宅させようとしていたら、比良坂さんに「なちの案内すごいテキトウに終わらせましたね?!」と怒おこられた。怒られてばかりだ。

「なちがせっかく帰ってきたのですから、そんな夏休みの日記帳みたいないいかげんな扱あつかいしないでくださいよ」

　なちとやらの案内にまるで興味が湧かなかったので省いただけであり、案内はしている。比良坂さんを取りなしていると小雨さんが帰ってしまった。おいおい、今日は誰を犯せばいいんだ。比良坂さんを犯すのは極力最後にしたいし、気分が乗らないので僕も帰ろう、としたら、ハンガーにかけておいた上着に違い和わ感かんがある。普ふ段だんよりどこか軽い。絶対に失くしてはならないものを失くした。ひやりとしたものに心臓を握にぎられたような感覚があって、予感があってポケットを探ると、携帯電話（大事なやつ）がどこにもなかった。

　やたらといい携帯電話を持たされているが、そんなの持っているのは僕と学園長先生ぐらいだ。電話としてはあまり使わない。むしろビデオカメラとして使っていた。これでハメ撮りしていた。ここで見み損そこなってほしくないのだが、なにも性処理目的に撮っておいたのではない。宵よい越ごしの金は持たない主義だ。女子中学生の裏モノとして売うり捌さばくなんてもっての外ほかだ。そんな酷いことができるわけないだろう。脅すために撮っただけで他意はない。

　その携帯電話がどこにもなかった。大方そこらへんの男子生徒が、えろいものを探そうと僕の上着からパクりやがったのだ。劣れつ情じようを催もよおすために女子中学生のハメ撮り動画を使うなんて学校でどんな教育を受けているんだ。これこそ現代社会の闇だ。犯人が特定できしだい容よう赦しやなく警察に突き出してやろう。

　僕は職員室にて、放送用のマイクをオンにし、全校生徒に告げた。「携帯電話が盗ぬすまれたので男子生徒は全員グラウンドに集まるように。犯人が分かるまで誰だれ一人ひとりとして帰宅を許さないので覚悟せよ。これは忠告ではなく宣告である。絶対に殺す」。事態を重く見ないと動かないことに定評のある学園長先生が動いたので、おっとこいつは解決も早いぜと喜んでいたら、僕が怒られた。犯人も慌あわてて名乗り出てくれた。そこまで大事にするつもりはなかったという。犯人はいつもそう言う。

　それでも返してはくれない。人様の大切なものを奪っておきながら悪びれもしないとは人じん面めん獣じゆう心しんの所行である。将来強姦魔にでもなるんじゃないかと不安にもなろう。だがこいつは一応女の子だったので、定義としては強姦することができないか。女が女を襲おそっても強姦にならないなんて、そんな言葉遊びに守られてそれでお前は幸せなのか。動画は削さく除じよしていないようだった。どこかしらにコピーしているんだろうと疑った。

「それはこっちの台詞せりふだね！」

　と、そろそろ無視できそうにないので、水沢なちの言葉に耳を傾かたむけてやる。

「……ふふん、すぐ犯せるようにと上着を脱いでいたのが、えーくんの失敗だったよ」

　なるほど、すぐ犯せるようにと靴下を穿いてなかったり、ぱんつを穿いてなかったり、ときどきズボンすら穿いてなかったりする僕の習性を逆手に取ったわけか。やりおる。だからと言っても、いつ犯す機会に恵めぐまれるのかは結局の所で不明なのだから、常に薄うす着ぎになってはおきたいものだろう。痛いたし痒かゆし。

「付け回ってたのはれーちゃんだけじゃなかったのさね。やっと証しよう拠こを奪うことができた。どこかしらにコピーしてるんでしょ。それを全部消せと言ってるんだ」

「なんだよ。お前に命令する権利なんてあると思ってるのか？」

「あるね。えーくんはあたしを脅せないし、黙らせることができない、だからあたしの命令を聞かざるをえない！」

　一ひと度たび強ごう姦かんされた者に恐おそれるものなどないという。お巡まわりさんにバラそうがバラすまいがどっちにしろデータは消される。しかし完全に消されるのかはあやしい。だから僕にデータのありかを吐かせようとしている。ははん。それでも僕には切り札があるのだ。強姦が絶対に発覚しないという南五坂島構造さえあれば僕は無敵だ。

「そっちだって同じだ。その証拠で僕を強姦魔にすると比良坂さんがどうなるか分かってんだろうな」

「……なに、どうしたの？　れーちゃんがどうにかなるの？」

「え？」

　水沢さんは島出身であるが都会育ち、比良坂さんの事情に疎うとい。水沢さんとて比良坂さんの親友である（沢渡さんは違ったみたいだが）。しかし僕がわるい人であると、どうして比良坂さんのトラウマが呼び起こされてしまうのかを知らない。説明してやろうにも長かったので上う手まくできない。どういう仕組みで僕が守られていたのだっけ？　難しい……。

「ど、どうなるの?!　えーくんが強姦魔だとバラすとれーちゃんはどうなるの?!」

「ク、ククク、それはだな、ふふふ、はははははは！」

　ここは笑うしかねえ。

「一体どうなるっていうんだよ！　れーちゃんは知ってる?!」

「はあ、知りません。せんせいが強姦魔になるとどうなるか、ですって？　それは大変なことです。せんせいは捕つかまってしまいますし、そうするとなるとあさぎやことこが強姦魔に犯されたということで島民から変な目で見られてしまうでしょう。それはよろしくないことです。誰も得しませんね」

　比良坂さんいたのかよ。常に湧いて出てくる娘だ。ずっと見てるんじゃないだろうな。

「要するに、なちも撮られたと。せんせいとやってるところを撮られたのだと」

「……そう、そうそう。そのためにわざわざ島まで戻ったんだよ。データを消すために追っかけ回してるのに、えーくんはずっとわたしのことを無視してたんだ」

「……ふぅん。撮られたんだ。撮るみたいなことしたんだ。ふぅん。ああそう。強姦されたわりにはへらへらしてますよね、なち、案外余よ裕ゆうそう。合意の上だったと思われかねないです。もっと強姦というものは、凄すさまじいものでしょう」

「合意だったらじゃあなんで撮ってるのさ?!」

「ああ、ええっと、思い出？」

「記念でそんなもん撮るか！」

「なちが怒るのも分かる気がします。出産を真下から撮さつ影えいすると怒られますよね」

「なんにも分かってねえ！」

　やれやれどうせ浮気されたから逆さか恨うらみで怒ってるんでしょう、みたいな勘違いをしてくれている。さすがに何回目かにもなるとその芸風で貫つらぬき通とおすには無理が出てきそうだ。比良坂さんはウルトラ級の乙女であるが、そろそろバレそう。僕ぼくも方針を変えていくべきか。

「なちがせんせいのこと嫌きらいで、せんせいもなちのこと嫌いなんです？　それなのに撮られたと」

「どう考えても強姦じゃん。お金払はらわなかったし、お金払わなかったんだよ！」

「与あたえられた情報からはたしかにそうだと読み取れる。けれどもその情報から導いた結論は本当に真実なのでしょうか。そもそもとして情報の真しん偽ぎはどうなのです。まだ与えられていない情報があった場合、結論は変わってしまうでしょう。どう考えたところで問題に答えなんて出てこないのですよ」

「……れーちゃん、とても言いにくいのだけれど」

「なんです」

「そういえば推理小説にハマってるんでしたっけ？」

「ええその通りですよ悪かったですね！　昨日今日知った言葉を得意気に語ってごめんなさいね！　推理小説をちょっと読んだだけの人にありがちなことして悪かったです！」

　ああ推理小説に手を出したのは最近なんだ。読んだばかりのものに影えい響きようされていたんだ。痛いところを突かれたのか比良坂さんはぷんすかぷんすか怒って乱暴に文芸部室から退散した。比良坂さんが帰ってくれた。すごい邪じや魔まだったから助かる。

「……あの娘こ、せーこーいするのがうらやましいと思ってるから、自分もされたいと思って強姦を否定してるだけであって、決してえーくんの人格を愛しているわけじゃないからね。木き之の本もと桜が雪ゆき兎とさんに抱いた感情だよ。老教授に犯されたがる女研究員みたいなもん」

　その二つはイコールでいいのかいな。

「で？　えーくん、どうするのさ携帯電話。この強姦日記、脅おどしに使ってるんだから壊されればえーくん死ねるよね。れーちゃんが帰宅した時点で形勢逆転？　ぶん殴なぐってでも取り返す？　もっと後々のことを考こう慮りよしなよ」

「いやいやおいおい、勝った気になるな。比良坂さん推理も馬鹿にしたものじゃない」

「ははあ。なにかなえーくん、この状じよう況きようから引ひっ繰り返す術があるのだと？」

「僕は完全にお前のことを忘れているので推理するしかない。与えられた情報の真偽がそもそも定かではないとしても、それでも矛む盾じゆんがあるね。比良坂さんも言ってたが、お前、強姦されたわりには余裕なんだよ。やはりここが変だ」

「はん。えらそーに。無理矢理犯おかされた女の子が全員心折るとでも思ってるのかよ。ライオン気取りか。すかすかやってただけのくせして性行為してたつもりだった？」

「たわけ。僕の強ごう姦かんは性行為なんて生易しいものじゃねーんだよ。ちんちんによる暴力だ」

「ちんちんによる暴力……？」

「そうだよお前は強い娘だったんだ。いや、軽い娘だったんだ。僕は強姦を撮影しようとしたのだろう。しかしそれに成功したとは誰も言っていない」

「なんだよう」

「お前は現在非処女であるが、僕が強姦する以前に処女であったとは限らない。都会に毒されたお前はほいほいと彼かれ氏しを作って性行為をし、男遊びを満まん喫きつしてきたころに僕を罠わなに嵌はめたのだとしたら、どうなる。そして過去回想するたびに忘れたとか覚えてないとか言うのがそろそろ面めん倒どうになってきたので、いい加減僕の記き憶おく障害の秘密も明かしておくべきであろう」

「……おっと、なんの話だ？」

「僕はライフワーク的に強姦をしようと水沢さんを罠に嵌めたつもりだったのだろう。そこでさきっちょだけ入れて気がついた。――こいつ、処女じゃない。まんまと騙された僕は大おお慌あわて引き抜ぬいて強姦を中断して逃げたに違いあるまい。ただ僕が普段通りに撮影を開始したことがお前にとっての誤算だった」

「……あの、なんの推理なんでしょうか？」

「非処女のくせに僕を嵌めやがったな！」

「だからなんの推理だよ！」

　そうだ、僕は非処女のことを完全に忘れるという特性を持つ。このせいか比良坂姉のことを全然覚えていない。水沢さんのことなんて微み塵じんも覚えていない。よってこれは僕の推理でしかないのだが、現状にある手札から過去に起きたことを推測していけばこのような結論に至るはずだ。

　水沢なちは非処女であるが、ここにトリックがあった。なんと僕が強姦する以前から、もともと非処女であったのだ……！　現状も非処女であることでその事実を偽ぎ装そうしていた。あたかも僕が強姦したことで非処女になったかのように。なんと巧こう妙みようなトリック。これを考えたやつは天才に違いない。ゆえに僕はこいつを犯せなかったはずだ。なにせ僕の処女信しん仰こうは筋金入りである。水沢なちなる存在をさっきまで知覚できなかったぐらいだ。犯せなかったのに、ぱんつ脱がすところまでは撮影していたので、その動画データを破は棄きしろと脅しているのであろう。そんなさきっちょまでのものを強姦扱あつかいするなんてこれではまるで冤えん罪ざいではないか。

「なんだ僕はやってないじゃないか！　この野や郎ろう騙だましやがったな！」

「えーくんの処女非処女判定なんて知るか！　さきっちょ刺さしただけでも強姦だ！」

「僕側から非処女犯すなんて大変困難なことに決まってんだろ！　よく非処女がどうとかでビリビリにされたやつがネットにアップロードされてたりするよな?!　あれやってんの僕たちだからな！」

「てめえ、お前たちだったか！」

「ああ消してやる消してやる。非処女だというショックですっかり消すことすら忘れてたんだ。そこは素す直なおに謝あやまるよ。ほら携けい帯たい電話返せ」

「……ああそう。消したからって、それでいいことはないよね」

「他の娘を強ごう姦かんしたことは黙っておけよ！」

「それはなんででしょうかね……？」

「ブルーレイレコーダーやるから」

「くッ?!」

「あとかんなぎやるよ」

「ビリビリだね！」

「だがこれではまるで援えん助じよ交際じゃないか。援助交際だけはやらないのに」

「……なに言ってるのさ。強姦も援助交際も似たようなもんでしょうが。お金の問題、金払ってやるのが嫌いやなのかな。……ちげぇな。処女じゃないからだな」

「しかし、えっと、なんだっけ、お前の名前。沢渡さんみたいな名前だったことは覚えているんだが、まあ、ええっと、そうモブ沢ざわさん」

「誰がモブ沢さんだ！」

　非処女描写は省略していく。これは比良坂さん以外の文芸部員が強姦により非処女化を果たすまでの回想である。伏線になりえる描写があるはずなのでわざわざモブ沢さんを思い出してやったが、だいたいこれぐらいでいいとして、話は飛ぶ。




　そいつが漫まん画が本ぼんを文芸部室に持ちこんだので、推理小説一色だった本ほん棚だなが随ずい分ぶんとまろやかになった。南五坂島くんだりでは娯ご楽らくに乏とぼしい。都会の娘は非処女のくせにありがたいことをしてくれる。「十八歳未満購こう入にゆう禁止の登場人物はみな等しく十八歳以上であって、ロリではない。ロリもののエロ本とはそれだけで矛盾したものであり、真なるロリは少年誌にしか存在し得ないのではないか」とかどうとか語っていたら、漫画本を取り上げられた。比良坂さんは『スパイラル～推すい理りの絆きずな～』を読んでふんふんと頷うなずいていた。

　推理小説は最近読み始めたらしいのだが、具体的にどれぐらい前からだろう。一年前であっても「最近読んでる」は通じる。比良坂さんの「情報が全部出ているとは限らない」発言のように、調子に乗って本格云うん々ぬんと語りだすにはそれなりに時間がかかる。子供が推理小説を読む場合、たいていメフィスト賞系列から逆走していくものであって、ならば何年前からになる。

「ときにせんせい。最近の子って、全然ミステリを読まないそうですよ。どこぞのアンケートによれば一番読みたくないのがミステリなのだとか。ミステリってだけで本閉じてしまうそうなんです。それは娯楽として読むのですから、謎があると面倒、悩なやむことがあると面倒、それで読まなくなるとすれば、納なつ得とくはできますが」

「……ああそうなの？　あらゆる物語に謎ってあるもんだろ」

「そんなに推理しながら読む人なんてほとんどいないと思いはしますが、テレビのようにまったく要求してこないかとすればそうではない。それに、文化が古いことは問題だと思います。きっと時間の流れが早くてミステリが積み上げてきたものが踏とう襲しゆうされなかったのですよ。パロディネタなんてものは若者文化を知らないとさっぱり面おも白しろくないのであって、若者も古いミステリを知らないからこそ、ミステリを好かないのではないか。面白くないのならば、だったら要求の少なくなる漫画を手に取る。別に活字であれば高級というわけじゃありませんし、だいたい漫画と違ちがって、小説ってだいたいが古いじゃないですか。ミステリって、だいたいが古いです」

　平成生まれだからこそできる意見である。だいたいの小説が古い。豪ごう快かいだ。古いミステリを内輪ネタ扱いしてしまう。

「文章が永遠に色いろ褪あせないわけがなく、古い小説が現代の子供に合うわけがありません。時間を積み重ねているのは大人だけであって、子供はそんなことを知らない。わたしはつい最近まで名めい探たん偵ていが犯人であることが斬ざん新しんだと思っていましたし、また、つい最近まで名探偵を犯人にすると探偵小説のルールに違い反はんすると思っていました。ゆえにわたしは思うのですよ。子供は過去なんて知ったことではないし、知ったとしても少し齧かじったぐらいなのだと。それは読書量がどうしても少なくなる子供だからこそです。時間の問題上、子供は読書家ではない。これは仕方がないことです」

「語りたがってたしなあ」

「べ、別にわたしは本格云々と語りたかったわけではありませんから！」

　思わぬツンデレ。

「……それにもう一つ、聞く話によると若者は叙述トリックにばかり御ご熱ねつ心しんで、物理トリック離ばなれをしているのだそうで。ああ叙述トリックがなにかは説明しなくていいですよね」

「ふふん。『殺さつ戮りくにいたる病』を読んだことがある」

　ニチャンネルでやたらと勧すすめられた。なお、ネタバレが困る方はこの頁を読み飛ばしていただきたい。

「いたるところにネタバレ書かれてるからさらっとネタバレするが、まさか息むす子この正体がちんちんだったとは驚おどろきだったわ。叙述トリックだと知って読んだのにまんまと騙された。確かにちんちんのことを息子って言うよな。やべえ超ちようフェア。意思を持つちんちんによる連続強姦事件だったとはまさか誰だれも予想だにしない。最後の一行の意味はちょっとよく分からなかったけど」

「あれ、そんな話だったかな……？」

　昔のことなので記憶は曖あい昧まいである。今日読んだ本すら忘れる。

「でもああゆう愛情表現って、わたし嫌いじゃありません」

「どういう話かそこまでは覚えていない」

「……まあ、ですが、叙述トリックだと知って読んだということは、結構とんでもないことです。若者はあらゆる名作を名作だと知った上で読む、つまりトリックを知った上で読む。だからこそああこんなものなんだと、この程度のものだったのかと落らく胆たんしてしまう。その名作が名作である前に読むことができた年配の方に称しよう賛さんされたのだとしても、若者には貶けなされてしまう。ええっと、だからなんでしたっけ。そうそう、それでそれで若者にとって、ミステリは叙述トリックから始まったのであって、時刻表を使ったものだとか、機械的なトリックとか、そういう特にネタバレが致ち命めい的てきであるものは合わないのでしょう。大人にとっては違う、だけど子供にとっては古いものなんてとっくの昔に廃れてしまっており、古典を読むのは推理小説が好きなんじゃなくて、歴史が好きなだけ。積み上げてきたものが継けい承しようされていないのならば、……ならば逆に、歴史的な名作のネタを思いっきりパクってしまっても、子供たちには斬ざん新しんだと言われるのではないかと思ったのです。このご時世にあえて物理トリックを使えば超斬新扱あつかいされるんじゃないですか。わたし、『六枚のとんかつ』を読んで思いついたトリックがあるんです！」

　……大変だ。なるほど歴史は継承されない。平成生まれは元ネタからは遠い。先に触ふれたほうをオリジナルであるとしてしまう。しかしそれをパクるとなると歴史が繰り返かえされてしまう。ちなみに探偵学園の方は読んだことがあるらしい。そこまで年ねん齢れいは離はなれていないつもりなのにジェネレーションギャップがあった。最近の子はどこから入るか分からないからこわい。「正解はひとつじゃない、ってやつでしたっけ？」など繋つなげており、どこからボケが飛んでくるか分からなくてこわい。

「なんですか。せんせいはあんまり好きじゃないんです？　六枚のとんかつ」

「あー、えーとな、僕ぐらいになると、こう、こだわりがあるわけだよ。１巻はちょっとなあ。やっぱり３巻を読まなきゃ語れないと思うんだよね」

「へー。ちょっと語ってほしいかもです」

「……やれやれまったく仕方ないな」

　語るとかキャラじゃないんだけど、そんな中学生みたいなことやりたくないんだけど、比良坂さんが語ってほしいなら仕方ないな。

「――まず表紙を見ろ。デフォルメされた絵だから年齢がはっきりしないが硬こう貨かの大きさから推測するに百十一円を持っている。実に幼女然としているから幼女でいいだろ。幼女がなけなしの全財産と『六とん３』を見比べて、買おうか買うまいか悩んでいるんだ。じぃーと頭の中で、買った場合の利益と損失で天てん秤びんを揺ゆらしながら、買わなかった場合には果たして納得できるのか、後こう悔かいしてしまうのか、ぐるぐるぐるぐる悩んで、でも、結局自分は買ってしまうんだろうなぁだなんて思っている――、そんな瞬しゆん間かんを見事に切り取った素す晴ばらしい表紙だ。そして裏表紙。結局買ってしまった幼女は切り株の傍そばでとても嬉うれしそうに読んでいる。素す足あしだし。ページを大して捲めくっていないあたり、手に入れたこと自体、読んでいること自体が嬉しくて仕方ないんだ。昔は僕だってそうだった。ゲームとか、そういうのを買うのが楽しかった。でも今はあれだ。やってみてつまんなかったらポイだろ。悲しいね。単純な商品の性能だけでなくて、それを持ったことを喜べる。いい買い物っていうのは、きっとこういうことなんだと、思い出ださせてもらった」

「内容のほうはどうなんです」

「ごめん忘れた」

「ジャケ買い……？」

　ほほう、だが、なかなかいいアイデアだった。強姦現場を目もく撃げきする比良坂さんがいつまでもオモシロ事件扱いしてくれるかとすれば怪あやしくなってきたし、純愛の末の行こう為いだと勘違いすることも、どこぞの非処女の件から訝いぶかしい。子供の知らないトリックを利用して身を隠かくす必要もある。僕も若く、読書家ではないのでネタに乏しいし、内容なんて片かたっ端ぱしから忘れてしまうのでなかなか難しいだろうが、がんばって考えてみよう。

「トリック？　なにかに使うのです？　御ご多た分ぶんに洩もれず物理トリックに疎いので全然知りませんけど、なちの通ってた小学校では、四階から子供が集団失しつ踪そうするとかいう事件があったらしいですね。でもそれは大きかったから成立したものであり、この狭せまく低い校舎で仕し掛かけるのは難しいのでは？」

「大おお掛がかりだからこそ、中にいる人間にとっては把握が困難になるものか。莫ばく大だいな時間もないし下準備なんてなにもないから、そういうのじゃなくて、もっとこじんまりとしたものがいるんだよ」

「さ、殺人するんですか?!」

　比良坂さんはびびってない。むしろ目をきらきらさせている。

「……なんだしないんですか。殺人でもしないと密室を作るのって大変そうですね。無理？」

「そうでもない。なにか画期的な方法を読んだような気がするんだが、思い出せないんだ」

「そんな方法があるんですか。興味深いです。わたしはネタバレ歓かん迎げいですよ」

「ううん、なんだっけか。思い出したいときに思い出せないよな。メモっときゃよかった」

「がんばって思い出してください！」

「たしか、障子が」

「思い出すな！」

　比良坂さんは何な故ぜ僕ぼくの記憶振り出し作業を止めたのか？

「なんですかなんですか。障子越ごしに射殺でもするんですか」

「惜おしい！」

「……なにが惜しいんだろ？」

　障子がなかろうとも排はい気き口こうはある。理科教室に換かん気きは必ひつ須すである。僕のあれは想像を絶するほど長いので、被ひ害がい者しや側の全面的なバックアップさえあれば密室環かん境きようにしても犯すことが可能だ。おお、これはいけるのではないか、なんて、現実は上手くいかないものだ。換かん気き扇せんが回ったことを想像するだけで身の毛がよだつ。あとそんなに長くないわ。

「たまたまあった障子を利用するというのも、あながち馬鹿にしたものではないですね。障子紙越しに刺せば、返り血を防げて、顔も隠せます」

　障子越しに刺すというのがまず不可能だろうというそんな常識が些さ細さいになるほど、さすが比良坂さんの推理は馬鹿っぽいようで鋭い。死角を狙ねらった実に画期的なトリックであった。もちろん刃やいばでなくちんちんで刺すのだが、障子越しにやることで東京都としてもあまり深く突つっこめなくなるはずだ。文学の死角を利用しているという意味では叙述トリックにあたる、前ぜん代だい未み聞もんの強姦トリック。これを考えた僕はやはり天才である。いや何故東京都にトリックを仕掛けねばならん。

「でもやっぱりですね。やっぱりせんせいが、おねーちゃんを殺したんです」

「そうそう。愛し合った末の性せい行こう為いだったわけなんだなこれが。クケケ」

「さて、どうでしょうね？」

　……さてどうでしょうね？　僕がやったならば強姦であるのだし、まったくその通りで恋愛なんて含ふくまれない状況だったのだろうが、僕を姉のいい恋人だったと見なしていたのは比良坂さんだ。比良坂さんがそれを否定してどうする。

「わりかし正確だったおねーちゃんの死亡推定時刻に、せんせいは乗船しているはずでした。だからアリバイがあって、島のみんなはわたしの言うことを信じてくれなかった。さて、おかしくはないでしょうか。わたしはせんせいがおねーちゃんを刺しているところを見ているにもかかわらず、なんでアリバイがあるんです？」

　それは当時の比良坂さんの頭が幼かったからであり、問われても困る。おっと比良坂さんがタブーに触れてしまった。

　僕は比良坂姉の強姦をさっぱり忘れているため、比良坂姉の過去のことは推理するしかない。けれども、過去に比良坂さんと出会ったことだけは覚えている。呼び起こした過去は真実かどうかさえ危あやうい、断だん片ぺん的てきな記憶と比良坂さんの証言とを組み合わせただけのものだ。妙に信しん憑ぴよう性せいはある。誰が強姦したかとすれば僕以外に誰がやる。

　僕が殺ころしたのだとすれば、比良坂さんは姉が刺し殺された現場まで見ていることになる。ただし、そんなものを見ているわけがない。比良坂さんとの記憶は確かなものだ。僕が殺したのだとすれば、殺人後に「――知らないとこだよ。僕はせんせいになりたいんだ。もうこんな島、捨てるから」とのやり取りをしていたことになり、ありえない。彼かの女じよの中で「刃で刺した」のか「ちんちんで刺した」のかが曖昧になっているから、比良坂さんによる「殺したのは僕」説が通るのだ。

　比良坂姉を殺してしまったのが比良坂さんであるから、僕にアリバイがある。そういう話を聞いた。強姦は歯向かうことにも生きることにも諦てい念ねんを与える。毒はじわじわと蝕むしばむものであり、生存のためにと、比良坂姉はせめてリストカットで抵てい抗こうしようとしたのだろう。それを妹が止めようとして、誤って縦方向に深く抉えぐってしまった、というのが本当に筋の通るお話だ。僕が島にいなかろうが無問題である。

「ですがわたしは刺したところを見たのです」

　……はたして、僕は比良坂姉を殺したのか？　いやまさか。比良坂さんが殺したから偽装が通用する。比良坂姉とは同級生。ならば犯したとされる僕もまた中学生だ。中学生による強姦殺人の偽装に騙だまされる馬鹿なんていない。僕は比良坂姉を殺していない。僕のために真実は隠すべきだ。この会話は止めさせるべきだが、語りたがりの比良坂さんは意地でも語ってしまう。ならば乗ってやる。

「……そう、比良坂姉を殺したのは僕であり、死亡推定時刻に乗船していたのもまた僕。トリックを使って、空間の密室を作り上げたのだよ。クケケ。だが分かるまい！」

「ええ、おねーちゃんを殺したのはせんせいであり、ですが死亡推定時刻に乗船していたのはせんせいではありません。これは時間の密室なのですよ」

　……おや、乗っかられたぞ。

「だってせんせい、六枚のとんかつ知ってたじゃないですか」

　……知っててどうなるんだ？　傍ぼう点てん的なもので強調してきてあたかも犯人側にとって致命的な一いち撃げきをしたっぽい名探偵みたいな台詞であったが、こちらとしてはそれがどうして核かく心しんを衝つくようなものなのかがさっぱり分からない。なんか「ブラフに引っ掛かけてやったぜ」みたいな顔をしている比良坂さんの面子メンツを守ってやりたいという気持ちはやまやまなのに、さっきのミステリ談がここでどうして伏ふく線せんになる。

「えへへー。わたしは見み逃のがしませんでしたよ。六枚のとんかつから物理トリックを閃ひらめいたと言ったとき、せんせいはびっくりしてましたね。トリックがバレたのだと焦あせったのでしょう。さすがせんせい、とんかつを増やしたトリックを人間に応用してしまうなんて歴史に名を残しそうなぐらいの大おお仕じ掛かけです。こんなものを考えられるなんて天才に違いありません。つまりこのトリックさえ使えば、せんせいは船にいながらも島にいられるのです」

　……七人ぐらい共犯者がいればあるいは物理的には可能か。物理的に可能であるということは、実際不可能であるということだ。

「きみは探偵ではなく推理作家にでもなったらどうかね……？」

「犯人はみんなそう言うんですよ」

　こんな推理には「お前馬鹿だろ」と一いつ蹴しゆうしてやりたい。だが悔くやしいが、認めないといけないのだ。僕がそのトリックでやったことにしないと、比良坂さんの設定が台無しだ。それにトリックを使ったと自分で言ってしまった。

「そ、そうだ、僕が殺した！　比良坂姉が殺してって言うから、どうしても殺してやりたかった、だけどそれでは僕が捕まる！　そこで若いころ読んだ六枚のとんかつを参考にしてトリックを閃き、実行に至ったんだ！」

　屈くつ辱じよくである。僕まで馬鹿みたいだ。

「やっぱりですか！　ほらほらそうなんですよね！　おねーちゃんを殺したのせんせいだったんですよね！　わたしはずっとそうだって言ってたんです！」

　超ちよう嬉うれしそうだった。なんでこんなに喜んでるんだろうというぐらいに喜んでいた。推理が当たって嬉しいのだ。喜びのあまり軽く飛とび跳はねている。かわいさのあまり思わず犯しそうになる。かくして名探偵比良坂さんの推理は真実にまで鍛きたえ上あげられたのだ。

「せんせいせんせい。それではみんなを集めてください！」

　もう犯人を暴あばいたのに今から推理ショーするのか。何故？　そんなにみんなに話したいのか。話したそうだった。どうせこんなアホ推理誰も耳を貸さない。これでは比良坂さんが相当恥はずかしい人になってしまう。人はサイコロで動いている。推理なんて通用しない。

「……ええ？　やらないんですか。やらないほうがいいですか。……ううん、そうですね。せんせいだって殺人犯になってしまいますものね。分かりました、黙だまっていましょう。黙っていましょう……。だ、だけど、ええっとなんでしたっけ。そう、どんな理由があったとしても、人を殺したらいけないんですよ、せんせい？」

　ここで認めてしまったのが大問題であった。比良坂さんは甘あまやかされすぎた。これより比良坂さんは調子に乗り、ここに名めい探たん偵ていは生まれ、暴走することになる。みんなから推理を否定されない。比良坂さんの考えたシナリオはみんな受け入れてしまった。それは彼女を守るためのことであったが、勘かん違ちがいしていた彼女は益ます々ますその勘違いに磨きをかけたのである。

　推理は必ず事実と結びついているのだと。世界は理路整然にできているのだと。あらゆるものには理由があるのだと。そしてわたしの推理は無む謬びゆうであるのだと。かの銘探偵はかく語ったそうだが、比良坂さんはあまりに幼いために、みんながあまりに優やさしいために、事実を捻ねじ曲まげている自覚もなしに事実が捻じ曲がっていく。

　僕の強姦を隠いん蔽ぺいする多重の密室は、比良坂さんという名探偵により深みを増した。「せんせいが強姦するわけがない」という台詞が、絶対に覆くつがえせないものとして島に君臨してしまう。
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　なにかしらの使命感を覚えているわけでもなし、教育熱心でもない僕が文芸部の顧こ問もん代理になったのは女子中学生が好きだったからだ（いい意味でもあるが、わるい意味でもある）。やりがいもなければ追加のお駄だ賃ちんを貰もらえるというわけでもない。けれど不満もなかった。

　何故ならば、僕が働くのは労働の喜びを感じるためでも、お金のためでもないからである。そんな低てい俗ぞくなもののためなどではなく、もっとかけがえのない大切なものを生徒たちから感じ取るためなのだ。野球選手は人生に必要なものをすべて野球から学ぶらしい。ならばおそらく、せんせいというものは教え子からすべてを学ぶのだろう。

　だから僕は、小さなころからずっとせんせいになりたかった。

　こんな素晴らしい体験をさせてくれてありがとうと、彼女たちの清純さに感謝する。ずっとそうしていたい。中学生という一生に一度の体験の傍にいられるだけで、僕の人生は満ち足りるのであった。

　だがしかし普段の学園生活はクソめんどくさいものがあり、役得もない男子の相手をするのは特にめんどうだ。今日も今日とて文芸部員から人生で最も大切なものを教えてもらおうとしていたのに（天気がいいので小こ雨さめさんあたりを犯そうと思っている）、どこぞの男子生徒が「お前おいちょっと相談があるから放課後いいかよ」と生意気に言ってきたのだ。

　当然、部活が忙いそがしいことを理由に断った。思春期のお悩み相談なんか余よ所そでやれという話である。そこを、男子生徒がこう返したのだ。「文芸部の琴こと子こについて相談がある」と引き止める。大切な文芸部員についてと言われては聞き捨てならない。思春期の男子に掻かき回まわされては堪たまらない。文芸部員の大半はまだ僕の大切な教え子であり、教えて欲ほしいことはまだまだ沢たく山さんある。

「いいだろう。だけどちょっとでも悪いことをしようならばいくら温おん厚こうな中学生思いの優しい僕でも怒ど髪はつ天を衝つく」

「そこまでキレなくても……」

　僕の顔が変わったことを了りよう承しようの合図と見てとったのか、男子生徒は一歩距きよ離りを詰つめた。

「おい男子生徒。名前は」

「なんで覚えてないんだ、朝あさ倉くらだよ。な、なら放課後、約束だからな」

　首を縦に振ふる。男子生徒の個人的な相談を受ける――、そんな意味もなければお金にもならない余計なことを何故するのかと、人は笑うであろう。笑いたければ笑うがいい。余計な虫はここで潰つぶしておかないと大事な文芸部員たちに悪い影響が及およんでしまう。彼女たちの大切な時間は一度しかなく、それを守るためならば僕は残りの一生すべてを捧ささげても構わない。理解されたいがための理念など持ち合わせはない。すべては生徒のためで、それだけでいいのだ。処しよ女じよ膜まくさえ破れればそれでいい。

　しかし琴子とは誰だろう。少なくとも大切な生徒の名前ぐらいは覚えている。

　ホームルーム終しゆう了りようの鐘かねが鳴ると同時に生徒たちはおのおの散っていく。大たい抵ていの生徒には部活があり、僕も理科教室に向かうことになるのだが、今日は男子生徒の相手をせねばならなかったので、理科教室の鍵かぎを持っている比ひ良ら坂さかさんに代行を頼たのむ。素直でいい娘の彼女は僕の頼みにこくりと頷うなずく。その純真さに心を洗われてしまう。なかなか気難しそうだったので指導を後回しにしていたけれども、さっさと犯したいなあと、どこか幸せに悩む。

　どさくさに紛まぎれて犯すのが僕である。行間の度に犯しているわけではないが（だいたいは犯しているのだけれど）、章が変わったということは、そこそこ犯している。これで折り返し地点、男子生徒なんかに邪魔されるわけにはいかなかった。保健室で待ち合わせをする。いつまでもどこぞの男子生徒という呼こ称しようではいけないと思い、名前を問う。

「……え?!」

　名前を問うただけなのに驚かれた。男子の名前なんて覚えているわけがない。

「……朝倉だよ。覚えろ」

「昼にも言ったが僕にも用事がある。早めに済ませてくれ」

「それはお前次し第だいだ。というより、もうだいたい言いたいことなんて分かってるだろ？」

「……ほう？」

「だったら、話は早い」

「……ああ、そうだな」

　なんて頷いてしまったが、さて、なんの話だ。本気で分からない。何故この男子生徒はさも当然のように僕が相談の内容を知っているのだと勘違いしているのか。いちいち否定すると長くなりそうなので乗ってしまったが、こいつの言いたいことなんて一いつ切さい合がつ財さい見当がつかない。というかこいつは誰なのだ。名前すら忘れてしまった。

　文芸部員についての話ということは予告された。こうして改まった話ならばどうでもいいことでもないはずだ。男子生徒のどうでもよくないことなんてちんちんをまんまんにぶっこみたいとかそれぐらいしかないのだから、そういう低俗な相談に違いあるまい。

　男子だから野球部なのだろうし、野球部には正しよう真しん正しよう銘めいの悪い噂うわさもある。古いにしえの悪あしき風習ことヤリ小屋というけしからんシステムが田舎いなかには残っているものだ（発案は僕であるにしろそんなことはここではどうでもいい）。野球部の女子マネージャーにでもなったらマワされるだけである。文芸部員には小屋に近寄らないようにと念を押おしているし、見張ってもいる。だからこそ僕の顧問代理という立場を利用して、文芸部の清純な女の子一人くださいって話だろうか。冗じよう談だんではない。この性欲の塊かたまりめ。

「……だから、分かるだろ。琴子の話だ」

　たった一度だけだからこそ、かけがえのない思い出足り得る。綺き麗れいな記憶は過去にしか残せず、僕の心の奥おく底そこに大切に仕し舞まい込まれている。つまりその琴子とかいう娘のことは覚えていない。さすがに「琴子って誰？」と訊きくのは不ま味ずいので、回り道をして質問してみる。

「きみと琴子ちゃんはどういう関係なんだ？」

「幼おさな馴な染じみ」

「……ああ、なるほど。幼馴染か」

　あまり分からなかった。もう少し踏ふみ込んでみる。

「大切な幼馴染だったのか」

「……あ、いや、……いや、まあ、そうだ」

　子供心を読み取ることに関しては関西方面随ずい一いちの僕だ。今の一言だけで、琴子ちゃんとこの男子生徒という二人の関係は理解できた。男子生徒は琴子とやらに対しての淡あわい恋こい心ごころを秘ひめていた。告白できずにずるずると成長してしまい、もう関係は進まないのだという諦あきらめを込めた台詞せりふが「あ、いや」。次いで「いや、まあ、そうだ」と肯こう定ていしたが、これはもう終わってしまったからこそ認めることのできた、またしても諦めを込めた肯定である。

「……俺おれと、琴子と、もう一人、雪ゆき音ねって娘の三人で、小さなころにいつも遊んでた。遊んだり、してたんだよ」

　男子生徒があえて「もう一人」と付け足したぐらいなのだから、「雪音」とは僕がそもそも知らない娘だろう。言い方からして、恐おそらく男子生徒よりも年下。何年も年齢が離れていては幼少期に同じ遊びをできないから、ひとつかふたつかみっつかよっつくらいの年下か。それはさすがに年代が遠くて知らなかった。

「ある日を境に、琴子が前を向いて歩かなくなったのは知ってるよな」

　それも知らなかった。こちらがご存知であることを前提に喋しやべられても困る。この男子生徒は自分の興味のあることは、誰も彼かれもが興味を持っていて当然だなんて勘違いをしている。中学生らしい無意味な尊大さだと笑ってあげよう。

「そのことについてお前、なにか知ってるだろ？」

「……ああ、そうだな」

　知らねぇ……。

「……お前は」

「……ああ、そうだな」

「……た、達観しているように見える。もしかしてもう、こうして俺が来るということも分かってて、なにもかも理解していて、覚かく悟ごもできている、……そういうことかよ！」

　なんの話だ。

「お前が嘘うそに嘘を重ねようとするならば、俺は悪いやつだと割り切って、学園長先生にすべてを告白するつもりだった。……だが、やはりお前は」

「……ああ、もちろんだ。やはり、僕はそのつもりであった」

「それはあんまりだ。恨うらむに恨めない。お前は琴子に酷ひどいことをして、今もこうしてのうのうと生きているのだと思って、俺は殴るつもりで来たというのに、お前ときたら自分のしたことを反省して、謝罪するつもりまであって、そんな、そんなに琴子のことを真しん剣けんに考えていただなんて……！」

　だからなんの話だ。

「だけど俺は琴子のためにお前を裁かねばならない！　琴子はお前とのことを後悔しているんだ！　だから、だからお医者様に行くとき、お前じゃなくて僕を父親役に……！」

「……ああ、なるほど」

　ようやく分かった。そういうことか。僕は「おろす」とか「はらむ」とかそういう言葉ならばたちどころにあらゆるすべてを把は握あくできる。

　その琴子とかいう文芸部員に子供ができてしまって、おろすためには父親役が必要で（そんなもんデタラメでいいのに変なところで真ま面じ目めだ）、だけど琴子とやらが僕にそういう頼みができるわけがなく、困った琴子は幼馴染であるこの男子生徒に相談して、彼が勝手に憤ふん慨がいして、こうして学園長先生にチクるぞと僕を脅そうとしていたのか。

「ああ、足コキの娘こか！」

「足コキがなんだって……？」

　名前だけは思い出してきた。琴子とは、あの足コキの娘である。足コキで妊にん娠しんはしないにしろ、章替がえの際にいろいろあった。あれは凄すごい戦いだった。きちんとやることはやった。どうにも抵抗されると思ったらそういえば彼氏持ちだったか。

「ふぅん面白いじゃないか。正体を隠しているかと思えばそういう人間だったとはな」

「何度も何度も自己紹しよう介かいしているよな……？」

　僕がかけがえのない一度きりの思い出を好んでいるのは、誰も知らない未開の地を踏むことに優ゆう越えつ感かんを覚えるからだ。他人が踏むはずだった、比ひ喩ゆ表現がめんどうなのでやめるが、こいつがちんちん突っ込んで破るはずだった処女膜を僕ぼくが奪うばえたという事実は、独どく占せん欲よくを大変満たしてくれる。やる前に沢さわ渡たりさんが彼氏持ちの処女だという前情報さえもっと詳くわしく知っていればより楽しめたのに勿もつ体たいないことをした。人間ドラマも大切である。今いま更さら興奮しても遅おそい。

　ああそうか。ならまだチャンスはあるのか。

「――用事ができた。早く済ませよう」

「はぁ？」

「それで、証しよう拠こもなしにきみは僕が沢渡さんを強姦したとか言って訴うつたえようとしているわけなのかな」

「態度が、変わった……？」

「なんで僕が犯人だと思いこんでいるのだろう。琴子とやら、なにも言わなかったろう？」

「……言わなくても分かるんだ。琴子がお前に怯おびえだしたことなんて、ずっと一いつ緒しよにいた俺が分からないわけあるか！」

「強姦されたんだから男になら誰にだって恐きよう怖ふを覚える。それこそ琴子とやらはきみにも怯えていたんじゃないか。話は知ってる。田舎に鍵を掛ける風習がないからって、どこぞの都会の人間が琴子を襲おそった、というのがおまわりさんの言い分なんだろう？」

「……あやしい都会の人間がここにいるからな」

「残念だけどその強姦されたらしき日に、僕は京都にいたんだ。嘘かどうかは学園長先生に訊いてみたらどうだ」

　わざわざ琴子とやらが隠蔽してくれるのだから僕にアリバイがないほうがおかしい。それに時刻表を使った時間差トリックなんかする以前に、神かみ業わざ的乗のり継つぎなんてしなくても半日もあれば日本のだいたいのところへ行ける。だから最近の若者は物理トリックから離れてしまったのだと比良坂さんが得意気に語っていた。僕が京都にいた事実はあるかもしれないが、真実、いなかったかもしれないし、いたところでだからなんだ。

　京都にいましたーだなんて、そんな馬ば鹿かみたいな時間の密室、主張したやつが犯人に違いあるまい。ゆえに僕が犯人である。ただ田舎者は騙される。

「なんでその娘がきみに父親役してくれって言ったのか分からないのか。騒さわぎ立たてたくないからだよ。今時の都会女は強姦されたってへらへら笑う。あたし超ちよう可か哀わいそうとかほざいてるから誰からも強姦されないのに強姦願望だけは持ってるようなやつらばかりだ。けれども田舎の女の子は純真だから強ごう姦かんされると頭を下げて生きるようになる。犯されながらなんでもしますから殺さないでくださいと自ら腰こしを振り出してしまう。そのとき心が死んで汚きたならしく壊こわれた失敗作なのだと思いこんで前を向いて歩けなくなる。自分がこんなにも汚いものなのだと誰かに知られると死ぬしかなくなるから事を荒あら立だてたくなくなって黙りこむ。というのに大人が勝手にわいわい騒いでこの有様。彼女はみんなに事件のことを知られてしまった。強姦魔まはその犯行からして冷静に物事を判断できるので現場を離れるときに跡あとを残さないようにするものだ。でも知られているのは一体誰のせいなんだろうね、男子生徒。強姦されたなんて事実を初めに、そして唯ゆい一いつ彼女から告げられたのはきみなんだろう？　ちゃちな正義感で傷つけたのは誰なのか一度考えてみた方がいい」

「……わ、分かりすぎてて怪しすぎるわ！」

「強姦事件からそれなりに時間を経へているにしろ酸性ホスファターゼは検出される。しかし犯人および被害者は注意深く服装やらを処分したはずだ。本人を調べれば動かぬ証拠はたしかに出てくる。それでも死体ならともかく彼女は生きており、年とし頃ごろの娘が自分の身体を調べさせるものか。調べさせたくないからこそずっと黙っていたのであって」

「なんでそんな専門用語知ってるんだ……？」

「知らねえのかよ。リン酸エステルを加水分解することを利用して検出し――」

「詳しすぎる……?!」

「――ているんだ。おいおいお前男のくせに今までまあよく知らないで生きてこれたな。ああ、ところでお前、見手殺人って知ってるか？　例えば、火曜日は燃やして、水曜日は溺おぼれさせて、木曜日は木に吊つるして殺すというものだが、なんでこんなことをすると思う？　どうしても溺でき死しさせて殺したい人がいたけれど、普ふ通つうに溺死させると犯人が自分だとバレる恐れがあるからって、見手殺人として溺死させたと警察に勘違いさせるようにわざわざそう演出した、というのが普通の推理小説だろう。そう、奇き妙みような殺され方をした死体はたいてい死因を隠蔽するために、そんなことをされるものなんだ。だったらリン酸エステルを加水分解するような成分が仰ぎよう山さんある場所に、強ごう姦かんして殺した死体を捨てておけば、もしかしたら強姦の証拠を隠蔽できるかもなと思い、ずっと気にしていたんだがあいにくとそんな場所に心当たりがない。今度からそういう場所に捨て置くようにしたいからもしそういう場所を知っているなら教えて欲しい。これは切実な問題なんだ。沢渡さんはそこに捨てておけばもっと安心できおっといけないいらないことまで喋りそうだったあっぶねえ、セーフ……」

「もうお前が犯人でいいだろ！　今までの会話をしっかり録音させてもらったから――」

　げ、録音してたのかよ。さすが田舎、レコーダーとか前時代臭しゆうのする文明を使いたがる。しっかしどいつもこいつもレコーダー大好きだな。入にゆう荷かされたばっかなんだろうか。電化製品それしかないのか。

「――判断するのは、学園長先生に任せようか。京都の件も詳しく知りたい」

「ちょっとおいこらこら」

　それは困る。学園長先生の扱あつかいは苦手なのだ。証拠がないとは言っても都合の悪い噂を立てられると動きづらい。ただでさえ少数には疑われているというのに、これ以上監かん視しの目を増やすのは不味い。

　女子生徒は犯おかせば黙るが男子生徒を黙らせるためにはどうしたらいいのだろう。犯せばいいのだろうか。迷いは一いつ瞬しゆんで、一瞬もあれば逃にげられるのに充じゆう分ぶんだった。男子生徒は教室から飛び出そうと、扉とびらをスライドさせたのだが。

「……すみません。せんせい」

　比良坂さんが申し訳なさそうに扉の向こうにいた。男子生徒はびっくりしつつも、関係ないとばかりに横をすり抜ぬけようとする。けれど比良坂さんはどかなかった。むしろ道を塞ふさいだ。それでいて彼を無視して僕に話かけた。

「部活、みんな帰ってしまいました。せんせいがいなければ普ふ段だん通りに振る舞まう必要なんかないのだそうです。みんな、せんせいの前でいい格好したいだけなんですよね。ごめんなさい。代行、頼まれたのに」

「ああうんそれはいいよ。どうせ行けなくなったし」

　そのことを伝えに来たのならばもう少し早めに扉を開けてもいいはずだった。狭い学校だから理科教室を往復するだけに時間はかからない。比良坂さんは教室の前でずっと待っていたのか。まさしく、僕の邪じや魔まをしないようにと待っていたのだろう。男子生徒の秘密の相談を最初から最後まで聞いていたかもしれない。

　普通に喋り始める比良坂さんに、男子生徒は苛いら立だった。

「どけよ比良坂。俺にはやることがあるんだ」

「はぁ。勝手な正義感でまた人に迷めい惑わくをかけようとするんですね。ことこだって、あなたが騒がなければ俯うつむかなかったのに、全然反省していない」

「どうしてだよ！　話聞いてたら分かるだろ?!　どう考えたってこいつが悪いんだ！」

　それは僕も同じ意見だ。

「せんせいが悪い、ですって？　思い上がりも甚はなはだしい」

「じゃあなんでこいつはこんなにも分かってるんだよ！」

「分かってないのはあなただけです。現代において警察は繊せん維い片へん一つ残さずに拾い上げる能力を誇ほこる。それなのに警察の言い分は、どこぞの都会の人間がことこを襲った、という程度のものなんでしょう？　強姦事件において警察が手て抜ぬきすることは、ことこはかわいいですし、心情的にありえない。この程度しか分からなかったということはまったく証拠がなかったということなんですよ。証拠がなかったからせんせいだと警察は断定をしなかった。あなたもお医者様に行ったときに知らされたぐらいですから事件より少しは日が離れていたことでしょう。ならばことこは保護者にも話してない。気づかれないようにことこだって掃そう除じもするし、ことこじゃなかろうと掃除ぐらいされてしまう。せんせいは推理し、いくらなんでもそんな現場を鑑かん識しきに頼んでも無む茶ちや振ぶりだということを察した。そしてそれなのにどうして犯人が都会の人間ということにされていたのかをせんせいは考えたんです。証拠も残ってないのにどうしてでしょう。そんなのあなたが相当に騒いだから以外の理由がありません。そこまで推理できればもう事件の全ぜん貌ぼうなんてするすると理解ができます。せんせいが分かりすぎているのも当然でしょう。このひとはわたしのせんせいなんです。襲われた女の子の心情を理解して、あなたを叱しかるつもりで、事件のあらましを推理し伝えた。自分がわるいようにと見せかけて、陰かげではしっかりと、教育している……。ほんとうに、いいせんせいじゃないですか。理解してないのはあなたです。どこぞの男子生徒」

　これである。名めい探たん偵てい化を果たした比良坂さんは、こういうことをするようになった。

「……そんな、そんなの納なつ得とくできるか！」

　この男子生徒の主張は実に正しい。比良坂さんの弁なんて同じくお花畑な脳の持ち主にしか通じない。あらゆることに理由なんてなく、やりたいからやるという単純な背景しかないものだ。人はサイコロで動くと本能的に理解しているから、こんな嘘には納得できない。「そんなの納得できるか」とは実に人間らしい台詞だ。理に適かなう行動など、名探偵のような後付け感が漂ただよう。違い和わ感かんを感じ取れてこそ実在する人物である。

「まったく。これだから田舎の坊ぼう主ず頭あたまは馬鹿ですよね。言ってやってくださいよ、せんせい」

　ああまったくそうだよなぁ。なにが。

「あなたは気づけなかったのかもしれませんが、京都に行ったというのはせんせいのアリバイ工作です。こんなの誰だれがどう見たってアリバイ工作以外のなにものでもないです。こんな伏線、わたしが見逃すわけがありません」

「……ああ、そうだな。いや、え、えぇ？」

「妊娠させてしまったのはせんせいでしょう。証拠がなかったというか現場が違ちがったんですよ。だいたいわたし、見てましたし。ことこは律りち儀ぎにも完かん璧ぺきな偽ぎ装そうをしたんです。ですが、それは紛れもなくあなたのためなんです」

「ちょっとちょっとこら比良坂さん」

　腕うでを伸のばしたが掠かすっただけだった。比良坂さんは自信ありげにちょっと前に出る。ここに集まってもらったのは他でもありませんとでも言わんばかりだった。

「――さて、男子生徒の心の解決編と行きましょうか。いえ、謎なぞこそありませんので心の考察編とでもいきましょう」

　近ちか頃ごろはこんな展開ばっかりである。この女の子は複雑な結末を求めている。比良坂さんは奇き想そう天てん外がいなオチがないと納得できない。

　真実にそんな多面性があるものか。優しいみんなは彼女の推理を肯定して、いつもいつも彼女の推理が真実になるものだから、中学生である彼女はてっきり自分が名探偵なのだと誤解した。しかも彼女はとても女の子だったから、世界を乙女おとめ色に染め上げてしまった。

「結末の分かっているせんせいは暇ひまでしょう。せっかくなのでせんせいにも問題を出しておきます。田舎者は前時代の文明を使いたがる、わけではありませんが、わたしがせんせいたちの話を聞けていたのは探偵七つ道具の受信機を置いておいたからというだけで、別段扉の前でずっと立っていたわけではないのです。ごめんなさいずっと盗とう聴ちようしていました。というわけで、理科準備室からここに来る前に、ちょっと寄り道をしたのですが、わたしがどこでなにをしていたか当ててみてください。せんせいなら、分かりますよね？　そ、それで、今日は一緒に、帰りましょう？」




「さて始めます。

　知りなさいそこの男子生徒。だいたいですね。こんな田舎で未いまだにくっついていないことに問題があるとは思いませんか？　ネット回線もなければジャコスもない娯ご楽らくのないこの世界において、男と女の子を一つの部屋に入れたらやることなんて一つしかないんです。ちょっとためしに実験するような気持ちで性行為するのが田舎なんです。それも幼馴染のくせに、家近いくせにそれなのにくっついていないということはどういうことなんでしょうね。そんなのあなたがとてつもない奥おく手てで臆おく病びようだということです。気軽に誘さそえる状じよう況きようなんてごまんとあったはず。なのにことこが処女だったということは、このままでは一生関係が進まなかったってことなんです。どうせ、あなたとことこは結ばれなかったというだけなんです。

　けれども今はどうでしょうか。お医者様に一緒に来て欲しいとことこに言われたんですよね。父親役をやって欲しいと頼まれたのですよね。ならばこんな話を教えてあげましょう。ネタバレが致ち命めい的てきなのでタイトルは伏ふせますが、せんせいから借りた本で、こんなミステリがあったのです。

　男性嫌ぎらいで主人公にさえ性行為を許さなかったヒロインがいました。主人公はヒロインを愛するがゆえにやりたくてやりたくて、それでもヒロインを思って苦しみながらも必死になって性欲を抑おさえていました。しかしそのヒロインは主人公のライバルたちに輪りん姦かんされて心を壊してしまいました。壊れてしまったヒロインは、主人公に一つのことを頼むのです。どうか犯してください。

　どうせ犯されたならば、せめてあなたのものがいい、と。

　つまりそういうこと、鉄てつ壁ぺきの女の子との止まってしまった関係を再び動き出ださせるには、他の男とやらせることが有効である。あなたとことこはですね、強姦事件によってやっと動き出せたんですよ。どうせ頼まれたんでしょう？　父親役になってくれって。強姦された真実を隠してくれって。まさか処女じゃなければ嫌いやだ、なんて言いませんよね。他人に汚よごされた女の子は抱だけないという話ですか？　それだったらそれまでです。あなたの思う気持ちがその程度だったというだけ。それこそことこが恐れていたことなんですから。

　自分が汚らしい人間だと誤解している娘は、無理にでも抱き締しめてやらねばならない。言ってみれば、あなたはことこと繋つながる理路整然たる理由を手にしたのですよね。

　理路整然たる理由、それこそが人間の行動原理。人間は伏線を敷しくためにしか動けず、伏線に沿ってしか歩めない。超ちよう絶ぜつ奥手の男子生徒がことこに手を出すため必要だったもの、それがことこが犯されたという事実なのだとしたら、どう転がりますでしょうか。

　せんせいが強姦した犯人だとしたら、せんせいは何故、あなたたち幼馴染を身を呈ていしてまで繋げようとしたのでしょう。何故わざわざアリバイまで作って、強姦事件を演出したのでしょうか。せんせいはあなたとことこが幼馴染であったということを忘れていたようです。ですが、せんせいはあなたを知らなくてもことこは知っていた。

　ことこを指導しているうちに、せんせいは気がついてしまったのです。この娘は恋れん愛あいに関する悩なやみを持っているのだと。いいせんせいなのですから気づいてしまうのです。どうせ幼馴染あたりと距離が埋うめられずに困っているのだとせんせいは一瞬で見み抜ぬいてしまいました。

　そして同時に、ことこは新たな恋心にも戸と惑まどっていました。こんないいせんせいを好きでない文芸部員はいない。みんなみんなせんせいのことが好きでしたから、ことこは余計に迷ってしまった。男子生徒かせんせい、どっちを愛せばいいのだろうと、雁がん字じ搦がらめに縛しばりつけられて動けなくなってしまったのです。

　せんせいはそのこともすっかり見抜いてしまいました。自分の存在が生徒の足あし枷かせになっている。ならば、と、せんせいはことこに淡くも儚はかない一夏の思い出を見せ、綺麗さっぱり忘れさせました。

　けれどもこれでは男子生徒が面おも白しろくないのです。足枷のなくなったことこが男子生徒の下へと歩んでも、処女じゃないと判明したらどこの誰とやったのだという話になる。ことこも長い付き合いで、あなたがどうしようもない処女主義者だと知っていた。いや、違わないですよね。強姦された強姦されたとぎゃーぎゃーぴーぴー騒いだあなたが、どの口で愛がすべてだなんて言えるんですかね。

　あなたの性格に問題があるので、ことこは初体験がせんせいであると言うわけにはいかなくなりました。だってほら、事実こうしてあなたはせんせいに迷惑をかけている。ことこはそういうのが嫌だったから、せんせいが相手だと分からせないように、誰が初めての相手かあなたに分からないようにと、自分で強姦事件を演出したとしか考えられません。

　さて、こうしてあなたが騒いだせいで大事になってしまい、警察まで出てきて田舎中の噂になってしまいましたが、それはことこの見通しが甘かったということで、彼女にも少なからずの責任はあります。あなたが本当に本当にどうしようもない処女信者だったことを、幼馴染のくせに見抜けなかったせいで、自作自演の強姦事件は事実として広まってしまった。だから、前を向いて歩けなくなってしまったんです。

　まあいいじゃないですか。失ったものは多いかもしれませんが、手にしたものはかけがえのない大切なものでしょう。

　ことこはあなたに縋すがってこれから生きるようになり、あなたはことこと歩む未来を得た。ことこも小さな罪悪感ぐらい持っているでしょう。捨てられたとはいえ、ことこはせんせいを愛してしまったのですから。知らない振りをしてあげた方がいいんじゃないですか？　ことこは強姦魔にやられた。それをあなたが救った。そんな物語の方が、ことこにとって綺麗なのですから。ことこの自作自演を暴いてしまえば、また幼馴染の二人の間に溝みぞができてしまうだけですよ。

　あなたがことこを信じてあげてください。せんせいに振られた傷を、強姦魔につけられた傷だと一生勘違いし続けて一生癒いやし続けてあげてくださいよ。たとえことこが強姦されたと告白しても、せんせいのことを掘ほり返かえさず、黙って優しく包みこんであげればそれでいいんです。わたしの友達を、幸せにしてくださいね」

　――と、まあ比良坂さんは持ち前の乙女ミステリ観を持ち出して男子生徒を説とき伏せた。なにを言っているのかよく分からないがとにかく凄い自身満々に喋る比良坂さんに対して男子生徒は「あ、ああ？　わ、分かった」とだけ返し、とりあえず沢渡さんとやれと言われたのでやりに行った。男子生徒なんて大方そのぐらいの頭しか持っていないのだ。僕としても、存在すら覚えていない女子生徒がどうなろうがどうでもいい。

　比良坂さんは「あー他人の人生ぶち壊した―」と名探偵みたいな笑え顔がおで満足げに息を漏もらした。どうでしたかどうでしたかと僕の感想を欲ほしそうな目でこっちを見る。名探偵とは、他人の言われたくないことを人前で言いたがる人種だ。だからみんなを集めてから推理をする。

　そういう子供っぽいところがかわいいのだけれども、男子生徒の思春期お悩み相談は終わったのでさっさと帰ろうとした。僕には用事がある。比良坂さんは後回しだ。

　そんな僕の態度が気に入らなかったらしく「せんせい。問題解けました？」と言いつつ比良坂さんはぶすーっと口を尖とがらせる。問題ってなんだっけ。たしか「比良坂さんはここに来る前にどこでなにをしていたか」というものだったか。そんなの知らないし、どうでもよかった。

「せんせい。一緒に帰るって言いました」

「ごめん。今日は忙しくて」

「忙しくないです。せんせいの用事、わたしが代わりにやっておいてあげましたから」

　……どういうことだ。

「雪音さんを、野球部の小屋に誘ゆう導どうしておきました」

「……はあ？」

「よかったですねせんせい。用事なくなって」

　たしかに僕はあの男子生徒のもう一人の幼馴染である雪音ちゃんとやらに会うことを用事としていた。女子中学生が好きではあるが、たまたま文芸部員が沢山いたからと文芸部の皆みな様さまを食い散らかしていたに過ぎず、別段その年ねん齢れいにこだわりはない。中学生がベスト、小学生以上ならば嬉うれしい、高校生はもう立派なお姉さん。あの男子生徒による彼かれ氏し持ち属性を保有した初等部の雪音ちゃんを最優先で処理しておくべきだと判断してさっさと帰りたがっていたのだ。

「やだなあせんせい。わたしが見み逃のがすわけないじゃないですか。もう一人幼馴染がいるなんて伏ふく線せん以外のなにものにも見えませんでしたよ。ことこを犯してあげたせんせいが、その雪音さんなる存在を知れば同じようなことをするだろうと推理しました。悩みを抱かかえていた少女は一人ではなく二人だった。さすがに初等部は守備範はん囲い外がいで知らなかったんですよね。ですがせんせいは多た忙ぼうの身、あまりせんせいだけで抱えこむのは宜よろしくないです。だからこうしてわたしが代わりに雪音さんをってせんせいちょっと待ってくださいわたしを置いて帰らないでくださいよう！」




　比良坂さんを守るという大人の事情によって、僕の強姦は隠蔽されていた。強姦事件の第一段階である。ならばこれよりは第二段階だ。比良坂さんが、推理によって強姦を捻じ曲げる。比良坂さんのために強姦が強姦でなくなってしまう構造があった。そこに推理が加わって、比良坂さんのせいで強姦が強姦でなくなってしまう構造ができたのだ。

　いい加減そろそろ不思議になってきた。もはや比良坂姉のことなんてどうでもいい。比良坂姉の死亡の謎よりも、そこを起点として始まる比良坂さんの謎が大分と深まってしまった。比良坂さんがいることで何な故ぜ、僕の強姦は隠蔽される。

「分かっています。せんせいが何故二人まとめて文芸部員の娘を抱いてみせたのか。何故あやめとましろを同時刻に寮りように連れこんで同時にいやらしいことをしてみせたのか。傍はたから見たら、一人連れこんで食べるよりも親友の二人を束ねて同時に食べたほうが美お味いしいんじゃないの、とでも言いたげな犯行にしか見えませんが、わたしは分かっています。

　これまたネタバレが致命的なのでタイトルは伏せなければなりませんが、なちにこんなミステリ漫まん画がを借りました。二つの争あらそっている勢力がありました。戦争を止めるにはどうしたらいいでしょうか。

　答えは、より強大な第三勢力を持ち出すことですよね、せんせい。

　わたしには分かりませんでしたが、おそらくあやめとましろは喧嘩をしていたのでしょう。さすがせんせい、生徒のことを本当に分かっていらっしゃいます。せんせいはわるいことをしたのかもしれませんが、つまりそれは悪役を演じてみせただけなのですよね。

　いがみあう二人の目線を無む理り矢や理りせんせいのほうへと向けさせることで怒りの対象をすり替えた。せんせいが悪になることで二人の喧嘩を止めたのです。なるほどたしかに事件の後には二人ともとても静かになりましたし、喧嘩をしている場合ではなくなってしまいました。同じ傷を持った、仲間として、支え合って生きていくしかなくなったわけです。

　つまりはそういうこと、こんなにもいいせんせいが二人まとめて生徒を食べてしまうわけがないという大前提の下にて思考を巡めぐらせ考察さえすれば真実はこんなにも簡単に浮うかび上がってくるのです。まったく本当にいいせんせいです。

　というわけで男子生徒、つまらぬ訴えは取り下げなさい」

　比良坂さんの乙女ミステリ観をきくのがだんだん楽しみになってきている僕であるが、今回ばかりはさすがに無理だろうなーと思いつつ実験的に二人同時に食ってみたらこれである。やはり彼かの女じよは、この世に伏線があると勘かん違ちがいしている。

　ただ、彼女自身も無理があると心の奥底では感じているのか、傍ぼう点てん的なものが多い（意味のない言葉に深い意味があるように見せかけるために括弧で括ったり傍点をつけたりするのは名探偵のよくやることだ）。男子生徒は首を掲げつつ帰宅した。こうして僕は難なく文芸部員を食うことを続けた。最後には比良坂れいを残し、彼女を犯せばすべてが終わる。……じゃなくて。

　いくらなんでも無理がすぎる。この無理に気づけない男子生徒はどれだけ馬鹿だ。たとえトラウマを抉えぐるわけにはいかないという背景があろうとも、さすがに僕がここまで野放しにされていいものか。「せんせい、一緒に帰りましょう？」と誘う比良坂さんに薄ら寒いものを感じたので雑務があることを理由にして断った。密室なんて現実に存在しないのに、まるで彼女という檻の中に閉じこめられているようだ。

「そう、こんなミステリがあったのです。ネタバレにつきやはりタイトルは伏せねばなりませんが、監督は何故選手と関係を持ってしまったのか、というものがありました。答えとしては、出産を経験することで飛躍的に体力が向上するというデータがあったため。優れた走りにするためには子供を産むことが有効である。足が遅くて運動会を憂いていたみらいもまた、そのミステリを読んでいたはずです。だけど彼女には相手がいなかった。相手を探す彼女を見ていられなかったのか、そこでせんせいが力を尽つくしたのです。妊娠はしなかったそうですが、どんな結果であろうと、せんせいの目的はそんなことのために妊娠なんて馬鹿らしいのだと、みらいに教えてあげたのでしょう。というわけで男子生徒、つまらぬ訴えを」

　いくら僕が子供の扱いが上う手まいからとはいえ、疑いを知らない純じゆん粋すいな子が多いからと、文芸部員全員と寝るなんてそんなに現実が上手く進むはずがないのだ。




「えーくん、なに考えてんのさ？」

　誰だっけか、こいつは、と言ったら殴られそうになった。水みず沢さわさん、水沢さんか。三頁ページは覚えておこう。その水沢さんに、頼まれていた進路希望調査表を渡わたす。二秒もあれば書けるだろうと、僕は頬ほお杖づえをついて野球部の練習を眺めていた。それがまったく面白いものでもなかったので比良坂さんについて考え、黙だまっていると、うーうーという唸り声が聞こえた。未だにまっしろな調査表があった。

　三年生なのは水沢さんだけだ。希望を調査しているだけであって「この場で決めろ」と言っているわけではない。「なんでもいいから書きなさい」と無理矢理書かせてみると「えーくんはなんでせんせいになりたかったの」と逆に問われた。

　そんなもの、子供が好きだったからである。

　目標を見つけることのできた中学生は稀有だ。働きたいとでも考えていない限りは、夢があろうがなかろうがそのまま進学すればいい。

「でもやっぱりさ、あたしだけ行くってのがいやなんだ。みんなと一緒に卒業したいもん」

　人間関係が強制的に初期状態に戻されてしまうのならば、それは人生のリセットボタンにもなろう。新天地はどこかゲーム的で現実味がなく、本当にそこを現実だと見なせるのかどうか不安にもなる。生活も友達も全部捨てろと言っているのだから、水沢さんが希望調査表を出さないことの理解はできた。人生を賭かけるには、高校生活というものは彼女にとって曖あい昧まいだったのだ。

　足元さえ確かく認にんせずに歩くなんて狂気の沙汰でしかない。けれども資料を見たところで、話に聞いたところで、幾重にも束ねた靴くつ底ぞこでなぞっているみたいでよく分からない。実際に裸足はだしで歩いてみる以外に地面が確かなものであるかを調べる方法なんてない。希望調査なんて、ええっと、その、なんとかさんを突つき飛とばすような真ま似ねだった。

　――だなんて台詞は吐けるけれど、そういう悩みを、僕が分かるわけがなかった。僕は単純にリセットボタンを使ってみたくて島を出たのだ。この景色を見飽あきたならば、初期化してしまえばいい。知ったことも覚えたこともすべて置き去りにしてしまえばいい。またここ戻されると知ったときには、それなりに落らく胆たんもした。

　少しだけ小さくなった故郷を見れば、それなりに興奮もした。

「なんかずるいよえーくん。夢もあれば故郷に未練もなしでさぁ。全然相談相手にならないよ」

「ありがたい教育的指導が欲ほしいなら学園長先生に頼たのみなよ」

「あの人遠まわしに自分のやりたいことをやりなさいって言うだけだもん。二時間かけて。やりたいことなんてないんだから困ってるんだよう」

「好きなものの一つぐらいあるだろう」

「三つもあるよ。お金かエンタメか男の子だよ。だけどそれが将来の夢になるかは全然別の話じゃないのさ。たとえば漫画ばっか読んでていい仕事ってなぁに？」

「漫喫のレジ」

「レジの人に失礼だね！」

「印刷所」

「超ちよう偏見！」

　園長先生が幼児好きでないことのほうが問題だ。宅配便のあんちゃんが人妻好きでないことのほうが問題だ。目の前に沢たく山さんの餌があればそれはつまみ食いもする。逆に飽きてしまうということもあるだろうが。

「やりたいからやるみたいなさあ。疑いのない理由もあって、間違いのない結果が導きだされるみたいな、そんなきちんとした物語みたいに、人生決められない」

「……まあ、動機なんてものはだいたいが後付けか。人生行き当たりばったりだ」

　ここにいる理由なんてここにいたからできたものだ。

「問題を作る以前には作者の心情などどこにもなかったんだよ。問題ができたから回答ができた。人はサイコロで動いて、サイコロで決まったマスに止まってから、ここがどれだけいい場所かを考える。自分がここにいたい理由はそこに行った後で考えられる。自分で次に行く場所なんて、自分では決められないってば」

「……サイコロって」

　人はサイコロで動くとは、僕が比良坂さんに突っこみを入れるときに持ち出す言葉だった。人はいちいち理由を持って行動しているわけでないから、予測なんてものが成り立たない。人を操ることなんてまず成功しない。人生には予期せぬ事態しか起きない。それなのに推理が成立すると思っているから、比良坂さんはかわいいのだ。

「……サイコロってなにかの台詞だっけ？　小説とか漫画で出てきたやつだっけ？」

「え、違うよ」

「あれ。じゃあ僕がそんなこと言ったのか？」

「れーちゃんのちっちゃいころからの口癖くせ」

「……れーちゃん？」

　比良坂さんのことだ。疑問だったのは比良坂さんがどうしてサイコロなんて口にしたのかだった。人は理路整然たることわりに従い、伏線に沿うようにしてしか進めないと信じているからこそ、彼女は横道に外れた考察をしているのではないのか。言ってることとやってることが違う。

「まさか。だってあの子、ミステリ脳だろ……？」

「ミステリ脳ってなにさ」

「ミステリばっかり読んでるから、推理小説に出てくるような人間模様が現実にあるものだと、勘違いしているような娘じゃないの？」

「読んだ本に影えい響きようされるってね。英語の教科書読むだけで英語が喋れるようになるってことかな。なに言ってるのさ。英語を喋しやべりたいと思ったから教科書を読むのであってだ」

「ミステリ脳だから、ミステリを読むのだと」

「さて。フィクションになんて影響されるわけがないけれど、自分より年下の子はもしかしたらフィクションに影響されてしまうのかもしれないのだと、案外みんなが思ってるものだよ。中学生でも、小学生でも、いくつになっても、年下の子ならもしかして、ってね」

　それがたとえ、四歳さい児であっても。

「わたしはわるくないからきっとあのゲームがわるいんだ、ぼくはわるくないからあのゲームもわるくないんだ、とか。お互いの言い分はとても正しいと思うけれども、そういう風に親子でゲームの取り合いしたって、誰もわるくないのにね。とにかくさ、れーちゃんはミステリばっか読んでるけど、それは娯楽がなくて暇だったからで、そんな論理がすべてだぁッ、なんて、思っているわけがないんだよ」

「……比良坂さんは、ミステリ作家になるのが夢なんだろ？」

「ミステリ漫画の原作者とか殺人やりたい放題じゃん、こんなに密室知ってるなら完全犯罪ぐらい何回もしてるんじゃないの、とか？　あたしもれーちゃんに言ったことあるな。なんでミステリ書く人は殺人しないのー？　って。でもそしたらこう返されたんだ」

　比良坂さんの口調を真似て、水沢さんは言う。

「人は人を、殺せない」

　全否定だった。比良坂さんがどの口でそんなことを言う。あらゆる事故を他殺だと勘違いし、理由さえあればなんでもするはずの彼女がどうして人を殺せないだなんて言える。

「だから現実に密室なんてできるわけがないんです」

　それは当然のことだ。冷静でなければ密室を作れず、冷静であれば人は人を殺せない。つまり現実に密室を作る方法は存在しない。現実においてはかッとなってたまたま近く置いてあった灰皿で撲殺することでしか殺人は成立しない。そんなことは誰でも知っているが、他ならぬ比良坂さんは知っていてはならないはずだ。

　密室なんてない。あの乙女推理も嘘うそだったのか。現実に比良坂さんなんてキャラクターがいるわけがない。比良坂さんは地に足のついた普通の女の子でしかない。

　ならば彼女はいったい誰だ。

「人が理路整然たることわりに従って人を殺さないから、わたしは困っているのです。人に人を殺させるためにはどうしたらいいのでしょうかって、ちっちゃいれーちゃんが言ってたんだ」

　比良坂さんは考察を続けてきた。結ばれるたびに理由をつけて、あるはずのない真意を読み取って僕を救い続けてきた。ミステリという非現実を狂信する彼女がいたからこそ、世界はミステリィに染まり真実は葬られ虚構に書き換えられてきた。

　――だから、これから先もそうではないのか？

　誰かを犯しても比良坂さんが肯こう定てい的に解かい釈しやくし、丸く収まるはずだった。僕も馬鹿ではない。繰くり返されれば彼女という存在がどれだけ僕の首を繋いでいるかぐらい分かっている。じゅうさんさいとかと寝るのはわるいことである。

　どんな変則的強姦を行ったとしても比良坂さんは暴論を以て真実を叩き伏せる。比良坂さんは怒おこられない。否定されない。過去の事件によって傷ついているとされ、性格が歪んでしまったとされ、かわいそうだと愛めでられる。だから名探偵として調子に乗っている。

　島の皆みなさんもさすがに僕ぼくが強姦したのだと気づいていることだろう。だが対処が遅おそい。最初は比良坂さんのためにと見逃した。二度目もそうだった。まさかここまで連続するとは誰が予想したか。強姦の容疑で逮たい捕ほしては不ま味ずいのならば、真っ先に僕を島から追い出すべきだったのだ。比良坂姉を強姦したという、そんな少女の小さな主張を反ほ故ごにしたしっぺ返しを食らっている。どう対処すればいいのか方法を見つけさせないまま、比良坂さんを暴れさせてしまった。

　比良坂さんの推理を受け入れた後で僕が追い出されようものならば、比良坂さんの推理を否定することになり名探偵が揺らぐ。比良坂さんは名探偵であり続けなければ殺人犯になってしまう。それに今いま更さら僕を追い出そうにも遅い。喜んで島から出てやろう。

　もう比良坂さんへの強姦を我が慢まんする理由がなくなった。文芸部員は彼女を除いて全員倒たおした。比良坂さんで完成である。僕がいいせんせいではなく、わるいせんせいだと告げてやり、比良坂姉を殺したのも比良坂さんであると教えてやり、自分のせいでなにもかもが壊れてしまったのだと後こう悔かいさせて、恋こい心ごころを踏ふみにじった上で犯してしまえ。

　それでも僕の背後に崇高なる理念があるのだとまた勝手に彼女が読み取って、理路整然たる虚構に誤ご魔ま化かされて穏やかにまた普段通りの生活が進んでしまうのだろうか。いつまでも田舎いなかで燻くすぶっているつもりなんてない。人生にはリセットボタンがあるのだから使えばいい。事実が発覚する前に都会に逃げてしまえばいい。どのみち、学園長先生の都合によって半月後に僕はここにはいないのだ。

　他人の人生を無む茶ちや苦く茶ちやにする名探偵のような推理ショーによって真実が包み隠されている。だからこそ、その比良坂さんが地に足をつけているようでは僕がここに残っているわけがない。比良坂さんは、そういう女の子だ。彼女が密室の見える人間だからこそ比良坂さん以外の文芸部員を食えたのだ。

　ならばこれで決着である。僕は比良坂さんを打倒する。少なくとも彼女は僕に好意を持っているはずなので、誘いこむのは簡単であると思っていた。なにせ彼女は僕をいいせんせい扱いして、強姦を正しいものへと変換していたぐらいなのだ。自分の番に限って普通の女の子になったりはしないだろう。

　ところがである。

　比良坂さんは、ここで僕を拒絶したのだ。







[image: ]







「こうなったら野球で勝負するしかないと思う」

「然しかり。この状況、最早野球で勝負するしかありません」

　生徒が少ないのだから部活動も少なく、男子野球部と女子バレー部と文芸部しか活動していない。男子はほぼ強制的に野球部に入部させられ、女の子は運動神経の有無でバレーか文芸かを決める。問題になっているのは文芸部であった。

　文芸部というとなにをするのだかさっぱり分からない。なにか文化的なことをやるのだろうが、文化的なことが世の中にありすぎて困っている。昨年の実績といえば、なにもせずに遊んでいるだけで、本当になにもしていなかった。それは教育上あまりよろしくないのではないかと、学園長先生が僕に命じたのである。方向性を定めろと。

　文芸部を任されたものとして僕は、生徒の自主性を尊重した。そういう都合便利な言葉を用いて他のみんなに決めさせた。もともと僕は教育熱心ではなく、女子中学生が好きだからという理由で（わるい意味でもあるがよい意味でもある）顧こ問もん代理になることを承諾したのだ。教育にやりがいを覚えるような人間ではない。本来野球部をやらねばならなかったのだが、足に怪我があることを言い訳に文芸部へと移っただけだ。

　文芸部の娘こたちは勝手に話し合って、勝手に二つに分裂してしまった。小説派か、漫画派か、に分かれてしまった。それがミス研か、漫研か、になったのだ。

　もともと十六人いた文芸部はちょうど八人八人となり、ならば両方作ればいいじゃないという提案があったにしろ、却下する。そうすると僕の受け持ちが二つになってしまう。生徒の数は変わらないにしても面めん倒どう事は増える。どうでもよかったのだ。今いま更さらである。強ごう姦かんするかしないか、何な故ぜ強姦するに至ったのか、何故強姦が隠いん蔽ぺいされたのか、という僕の視点において、比ひ良ら坂さかさんがバットを持とうが持つまいがそんなことはどうでもいいだろう。そうして僕は、「方向性を定めるために部名を変えるのだから、一つに決めろ」と教育者っぽい台詞せりふを吐くことになる。

　しかし、決める方法で揉めた。じゃんけんの勝ち負けとかで決めて欲しいのに、納得しないものが現れた。比良坂さんと、もう一人は誰だこいつ。

「文芸部ならばそれでよかったのです。けれど漫研になるのは嫌です。馬ば鹿かっぽい」

「文芸部ならそれでよかったんだよ。でもミス研になるのは嫌。頭堅そう」

　とても感情的な理由だったから、話し合いで解決するわけもなかった。

　そこで野球である。これはまたとてつもなくさわやかな展開だ。これまでのはなんだったんだよと言いたくなるぐらいの急展開に胸の高鳴りを抑えきれない。セーラー服が好きな僕とはいえ、体操服もそれはそれでありかと思ったのである。入れやすい。

「まるで番外編へと流されて誤魔化されたかのような展開に関しては憤りを覚え切れない僕ではあったのだが、スポーツならスポーツするでそれはそれでいいよ」

「憤りを覚え切れないって全然怒っていないって意味なんですかね」

「いやいや逆だ。意味ぐらい伝わるだろう。同じ土俵のまわしをつけた仲なんだから」

「せめて実在する慣用句を使って欲しいです」

「弾ける汗、迸ほとばしる汗、肌は瑞々しく、潤った彼女らが覗のぞかせるのは艶やかな透け下着、流れる汗が太ふと腿ももを伝い、垂たれた先にあったものは小便を飲みたがる飢えた狼おおかみのような地面だった。零こぼれる汗を飲み干して色濃く染まった土からは、あたかも少女らが小便を漏らしたかのような印象を受け、野球というとてもさわやかなスポーツに更なる色どりを」

「無理してスポーツの素晴らしさを語ってくださるのは大変ありがたいことだとは思いますがもう少し分かりやすい描びよう写しやをなさったほうが。あとどれだけ汗を推すんです」

「場景描写は苦手なんだよ」

「苦手というか。せんせいって、以前わたしが弁当を作ってあげたときも、雄々しくそそりたった肉棒が濡れそぼちながら待ち構える口に捻じこまれたような味がするとかなんとか表現なさってましたよね」

「それは比良坂さんが食べさせたものがそういう味だったから」

「おっとここでわたしのせいにするか」

「これだから現・文芸部は言葉にうるさい。小説ばっかり読んでいるから心が狭せまくなるんだ。どうせ誰とも会話が合わなくなって一人寂しく暮らすことになるんだよ」

「すさまじい責任転換しましたね」

　男子は全員野球部のために、文芸部は女子だけだ。数が集まらないとチームが作れないどころか練習すらできないため、運動神経の優れた娘は強制的にバレー部に入らされる。文芸部は運動音痴の娘しかいなくなる。問題なのはミス研派も漫研派も野球のルールを知らなかったことである。

　まったく知らないというわけではない。ボール投げて打つ、三回空から振ぶりしたらアウト、三回アウトで攻守交代、内野とか外野とかがある、大勢でやる、ぐらいは知っている。野球漫画の多さから、漫研側に野球をやってみたがる女の子は多かった。「あたしキャッチャーやりたい」と言っているやつもいた。

　問題だったのは僕を含ふくめて誰だれ一人ひとり、野球のルールをそれぐらいしか知らなかったことである。野球部があるのだから質問すればいいのだが、そこまでやってやる意欲が僕にはなかった。

　勝負は明日の放課後に決行される。最後まで部に残っている比良坂さんと話していた。

　僕は理科教室に錠じようをするために彼女を待たねばならない。

「せんせい、わたしだって話題のために話題作ぐらい読むんですよ」

　ミステリ作家は子供時代に少年探偵団を読んでいるものであるが、ミステリ研究会を作りたがっている比良坂さんは平成生まれの中学一年生だ。平成を生きる彼女は江え戸ど川がわ乱らん歩ぽではなく今流行りの東ひがし川がわ篤とく哉やを読んでいる。何故比良坂さんが野球勝負に乗ったのか不思議でならなかったのだけれども、おおかた読んでいた本にでも影響されたのだろう。

「カラマーゾフにツァラトゥストラ、ライ麦畑に村むら上かみ春はる樹き、あと夏なつ目め漱そう石せき。中学生が読書家を気取ろうとしてとりあえず手に取るだろう基本セットは押おさえてあるのです」

「意外。てっきり有名所を頑なに読まないタイプだと。それ最近みんな読んでるやつだよね、って言っただけでマジ切れしたことあっただろ」

「それはせんせいの言い方が悪かったんです。流行の追っかけしてるだけの人扱あつかいされれば気に障りもしますよ。このアイドルは今でこそ有名だけれども地下時代のころからずっと応援していたんだから、とか、別段そういうことを言いたいわけではないのです。有名であればミステリではない、というのはとあるミステリ作家が連呼していますが、わたし的にはややそれに異議申し立てですね。わたしはこう言います。古ければミステリではない。新しきこそがミステリです。この現代においてはモルグ街とてただのホラーであって、使い古されたトリックを使っている古い探偵小説が、どうしてミステリィなんでしょうか」

　馬鹿にするようにミステリィと伸のばした。

「そう、わたしは古いのが嫌いなのであって、有名だろうがなんだろうが新しいものというのにはこう輝きというかなんというか」

「比良坂さん」

「なんですか」

「出版社が売りたがってる小説を面白いと思うのは悪いことじゃない」

「べ、別にそういうのじゃないんですから！」

　素す直なおな娘だった。

「……とりあえず野球、野球ですから。野球しますから。運動はしたことありませんが、なんとかなると思います」

「勝算があると」

「もちろん。それではせんせい、また明日」

　運動をしたことがないらしい比良坂さんは理科教室から出ようとする。そこで止まった。鍵かぎが掛かかっていたのだ。そうして不思議そうにドアノブをガチャガチャ鳴らしたのである。

「……なんですかこれ。古典部シリーズですか」

　知らない単語を呟かれた。

「けれどこの中学校に用務員なんて雇うお金はないはずです」

「結論ありきで推理されてもネタが分からない」

「せんせいが鍵持ってるのにどうして理科教室の鍵が掛かっているのですか。内側から鍵を掛けることは可能ですが、内側にいるのはわたしとせんせいだけです。他の人がわざわざ巡回にくるなんて理由がない。鍵をするにしても内側くらい確認する。むしろ今日はみんな帰ってしまう日だったような。一人ぐらいは残っているとして、たしかにわたしとせんせいは静かにしてましたから、誰だれもいなくなったと勘違いするかもしれませんけれども、それでも静かなのはいつものことであって、閉めてしまうのはちょっと考えにくくて……？　あ、ああ、そう、ですか」

　自分の脳内だけで話を進められても困る。彼女的には繋がっている話でも傍から見ればちんぷんかんぷんだ。

　そこから冒頭に繋がる。




　その後、比良坂さんは帰宅した。

　せんせいにはわるいうわさがあるのだと、せんせいはわるいせんせいなのではないのかと、僕はやっと疑われた。今更の今更だ。何故今なのか。強ごう姦かんを幇ほう助じよし続けた彼女が、僕をわるい人なのだと疑った。僕がわるい人だと認めれば、彼女は自分で自分の首を絞めることになるだけだった。比良坂姉への性せい行こう為いが恐おそるべき強姦になる。僕が比良坂姉を殺す理由がなくなる。比良坂さんが殺人犯になる。

　しんとした理科教室に開閉音が響いた。学園長先生だと思って振り返ると、見知らぬ男子生徒がいた。

「だ、誰だ！」

「朝あさ倉くらだよ！」

　誰だ。名前覚えてない。

「……番外編、ご苦労なこったな。強姦魔まは廃業か。比良坂犯おかすのは諦あきらめたのか。……なにを延期している。先延ばしにしてどうなる」

「それは僕が聞きたい。比良坂さんが僕を避さけるなんてまさかのことだ」

「まったく馬鹿か。まったくなにが番外編だよ。いいかげんにしろ。まさかでもないんだ。こうなることはある程度予想できた。推理もどきの事情は琴こと子こに聞いている。俺おれがまんまと騙だまされたわけがない。いくらなんでも不自然だ」

「ああうん。それは分かっているんだが」

「違ちがう。比良坂の台詞が不自然なんじゃない。比良坂みたいなやつがいることが不自然なんだ。現実において密室は存在しない。ならば比良坂なんて女子生徒だって存在しない」

　なに言ってんだこいつ馬鹿か。

「なに言ってんだこいつ馬鹿か」

「……話すなって言われたが、だがこんなのおかしいだろ。そのトラウマ、比良坂は利用しているんじゃないか？　みんなの良心を利用してお前の強姦を幇助しているんじゃないか？　問題は、何故比良坂が密室なるものが存在すると勘違いする必要があったのか、じゃないのかよ？」

　モブキャラのくせに核心を衝ついている。現実にそんなキャラクターがいるわけがない。ならば比良坂さんは演技をしている。何故わざわざ乙女おとめミステリ観なる演技なんてしているのかと、このモブは問題を現実的に置き換えたのだ。比良坂さんは何な故ぜ強姦魔を庇かばい続けているのか？　比良坂さんは何故文芸部員にちんちんをぶちこみ続けさせたのか？

「謎なぞでないものを無む理り矢や理り謎にする比良坂が謎なんだ。演技をしてまでお前を庇い続けることでどこに得がある。なにがしたい。なにをしようとしている。なにを企んでいる」

「ただインパクトのあることしたいだけじゃないの？　そういう時期だろ？　中学一年生にありがちなポエミーな病にかかっていたからじゃないの？」

「そんな出で鱈たら目めな結論でいいの……？」

　そっちの方がまだリアリティがある。

「比良坂さんはなにも考えていない。お前が勝手に考えているだけだ。お前の推理なんてやっていることは比良坂さんと同じだろ。あの娘はな、あたまが幼いんだよ」

「……それは分かってるが！」

「ああはいはい。分かった分かった。比良坂さんは中二病だったわけだ。中学一年生にしては背伸びしてるんだな。なぁんだそんなことかよ、帰ろ帰ろ」

　ただでさえ非処女だらけの文芸部にて胸が苦しくなっているというのに、男子生徒なんかと話していると心が死んでしまいそうだ。

「だから待てよ！　ここに来て野球漫画展開だぞ。どういうことだよ。比良坂はてっきりお前のことが好きなんだと思っていた。愛しているからこそ庇っているかと思っていた。それで誰もが今日、比良坂がお前に犯されるんだと思ってたんだよ。それはそれで結末だった。だってあいつは、お前の死んだ恋こい人びとの妹という、乙女チックな物語に浸ることで自分を守っていたんだ。もとより夢の中に生きている。だったら嘘でもお前と比良坂がさっさと繋つながるのが比良坂にとっての最善だったんだ。ここの島の人は本当に本当に、あいつのことが大好きなんだろう。それでなんだ？　延期に延期を重ねて、やっとのことで比良坂以外の選せん択たく肢しがなくなり、お前も比良坂を犯すのかと思い、それで比良坂はあっさり受け入れるかと思えば、こうしてあからさまに話を逸そらしているだと？　違う物語になっているだと？　野球？　余よ所そでやれよそんなもん。比良坂だってこれは意図的だろう。いくらなんでもお前が比良坂を犯したがっていることを察していないわけあるか。だってお前の強姦気は島中に届いているんだぞ。だから誰しもが今日はその日だと察したんだ」

　強姦気ってなんだよ。僕の強姦レベルが新たな階かい梯ていへと昇華したのかよ。

「比良坂には、お前に強姦されるわけにはいかない事情があったと考えられないか」

「だからなんだよそれ。もともと比良坂さんが僕を愛していなかったとでも？　恋に恋する女子中学生が姉の恋人とされる人物を好かなかったのだと？　それなのに僕をいいせんせいだとか言って、みんなの強姦を見逃していたのだと？　どんな理由からだよ。強姦させる理由って、一体なに？」

「お前が比良坂の姉を犯している現場を、比良坂は目もく撃げきしたのだと、琴子に聞いた」

　……おっと全然難しくない。ただ逆だっただけだ。むしろそちらとした方が話は単純だ。好いたのではなく嫌きらった。好意ではなくて悪意。足コキ娘と同じような殺意があれば、僕の強姦を幇助する理由たりえる。だけど比良坂姉ってそういう話だっけか。

「比良坂も随ずい分ぶんなガキとは言っても、子供だから分かりやしないなんて言葉は四歳でも理解できる。ひそかにお前の犯行を目撃していて、覚えていて、恨んでいるならば、比良坂の考察に理由をつけることはできる。比良坂は子供ながらにお前が姉を犯していたことを覚えており、姉の心を砕いたお前を許すことができなかったけれども、名めい探たん偵ていがいなかったからお前を裁くことができなかった。この島に戻もどってきたお前を見てどうにか裁こうとしたけれども、どうすることもできなかった」

「……どうすることだってできる。比良坂さんがなにもしなかろうと僕は勝手に女の子を犯す。比良坂さんはそれを知っているのだから通報すればいいだけだ。姉のことがどうこうと言うならば、それも重ねればいい。トラウマがないなら簡単だろ」

「だけどその程度で納なつ得とくできるか？　女の子を一人犯した罪程度で納得できるのか？　この人は昔にも女の子を犯していたというだけで、お前の人生は終わるのか？　全然足りねぇだろ。檻の中に閉じこめられたとしても数年もせずにお前は出てくる」

　人生にはリセットボタンがある。逃げ場はどこにでもある。半日もあれば、誰も知らない土地に旅立つことができる。人間関係を捨てて消え去ることができる。

「琴子のやろうとしたことと同じで、強化版だ。あいつはお前を殺したかったんだよ。こんな田舎のそんなありきたりな強姦事件、どこに事件性がある。ロジックもない密室のどこにエンタメ性がある。お前を本気で潰すには、その程度の告発では全然足りない。ならばどうするのか。人は人を簡単に殺さない。密室はない。名探偵はいない。大きな事件なんて起きやしない。だったら――、――比良坂が自分で名探偵を演じるしかない。お前を潰すためには全員犯したという盛大な事件が必要なんだ。世界中に響き渡るようなとんでもない事件がどうしても必要だった。比良坂自身が事件性となることで、全国に放送させることで、世界中のお前の居場所を潰さねばならなかった。比良坂はそもそもお前を殺人犯にしようとして失敗してるんだろ。またやろうとしただけだ。一人犯したという事件ではお前を捕まえさせない。名探偵になることでお前を守り抜ぬく。また名探偵であることでお前に事件を起こさせる。そして全員犯したところで、徹底的に叩き潰す。やつは復讐のために文芸部員の全員を犠ぎ牲せいにするつもりだった。それでもお前のことが嫌いだから犯させるつもりはない。もう強姦の被ひ害がい者しやは整っている。後はバラすだけ、その舞ぶ台たいを整えるだけ。野球はその時間稼かせぎじゃないのかよ？　比良坂がお前を庇っているのは、決定的な一点を奪うばうための、友達を生贄として捧げる傍はた迷めい惑わくな犠牲バントなのだとしたら……？　い、いやおい、べ、別にお前を守るために教えてやったわけじゃないからな！　比良坂が変なことする前に止めてやらないと、どうにも大変なことになるような気がしてならなくて、それで、お、俺はだな……？」

　そんな推理に、僕が返す言葉など一つしかない。

「考えすぎだろ」

「えー」

「きみさ、比良坂さんに影響されてるよ。いくらなんでもそんなわけないだろ。よぅしッ野球だぁあ！　試合後にとうとう比良坂さんを犯すぜ！　うおおおおおおおおおお！」

「ちょっと待て話を聞け、帰るな、話を聞けぇえ！」




　翌日、ああくっそう犯してぇなあと思いつつ普ふ段だん通りに学園に通う。テキトウに授業を済ませ今日こそは比良坂さんを食ってやるぜと決意を新たに文芸部室まで寄ると、なんか野球がどうのこうの言っていたので、昨日のやり取りをすっかり忘れていた（覚えるつもりがなかった）ためにもう一度最初から説明してもらった。

　野球部員たちはそれほど猛烈にがんばっているというわけでもなく、つねにグラウンドを使い続けたい理由があるわけでもないので少し頼んだらどいてくれた。そうして特訓とかそういうものがあるわけでもなく文芸部員たちはグラウンドに集まったのである。

　八人と八人が向かい合った。

　みんなセーラー服だった。

　悲しいことだが運動音痴軍団に体育の常識を説いても無む駄だなことであり、激しい運動なんてそもそもできなさそうだし、着き替がえさせる時間がもったいないのでそのまま続行することにする。

　野球道具一式を貸してもらったので後はやるだけである。先攻はじゃんけんによってミス研チームとなり、漫研チームはそれぞれ持ち場につくはずだった。けれども茫然と立ちすくんでいた。「私たち、どこに立ってればいいんですか？」と、問われた。守るではなく立っているというあたりに、彼女らの運動しなさがうかがえる。

　全員がまとまってぞろぞろと歩き、ひたすらに遠ざかっていく。どこまで離はなれるつもりなんだろ。バッターから見て右側だから、ライトと呼ばれるポジションだ。そこらへんに七人集まっていた。別段そこが球の飛んでこないポジションというわけではない。キャッチャーをやりたがっていたやつはバッターの立つところにある五角形の白いやつの上にヤンキー座ずわりをして構える。なにか間ま違ちがっている気がする。スカートだからぱんつが見える。

　小さくなっている他七人を呼び、まずはピッチャーを決めることにした。さすが漫研チーム、ピッチャーの重要性に気づいているようだ。弱小チームが甲子園に行くためには優秀なピッチャーが必要なのだとはあらゆる野球漫まん画がが証明している。努力よりも友情よりも、勝利は一人の天才が掴みとるものだ。

　誰もやろうとしなかった。こいつら何な故ぜ野球勝負に賛同したのだ。なんとなくか。弱小チームと自分らを被せて感動したからやりたくなっただけなのか。運動神経の一番マシな娘にやらせようとは思ったが、やはり目糞鼻糞だ。ぎゃーぎゃーわいわいと揉もめて、選ばれたのは一番大人しい娘となる。どう考えてもやらされている。

「あーちゃん！　あたしの配球通りに投げるんだよッ？」

　おそらくこいつは左右に投げ分けろとか緩急つけろとかそういうものを要求しているのだろう。素す晴ばらしい配球があればそれでいいと思っている。素晴らしい配球を野球漫画で学んだと思っている。あーちゃんとやらにそんなコントロールがあるわけがない。あの小枝みたいな腕うででなにをどうするつもりなのか。打てる場所に入れることができない。いや、投げたボールが届かない。

　その他メンバーも外野の取り合いをしたそうだが、ピッチャーじゃなければ安心だとそれぞれてきとうに別れた。こんな茶番をさっさと終わらせたい僕としては、攻こう撃げき側もまた揉めているんだろうなあと思って手伝いにいってやったのだが、ミス研チームはきちんと並んでおり、妙みようにやる気な比良坂さんがバットを持っていたのである。

「――さて、一番はわたしです。せんせいは審判をしてくださいね」

　このクソみたいな野球にも関心がある。なにせ比良坂さんはオモシロ系名探偵である。運動能力のない彼かの女じよが、論理だけでいかにして野球に勝利するつもりだったのか。論理にて我々をどのように失笑の渦に叩きこんでくれるのかが気になるところだった。

　どこぞの男子生徒がこの野球を時間稼ぎたと言っていた。そうだろうか。比良坂さんに悪意があるとしよう。強姦だと見なしているとしよう。姉を殺したのが自分であると知っているとしよう。島の皆さまの良心を利用して強姦を幇助していたのだとしよう。それだと相当に悪魔的な娘であるが、だからこそ文芸部の全員を生いけ贄にえに捧ささげてへらへら笑っているのだとしよう。

　そこまで真としたところで、時間を稼いでどうなる。むしろ目的を果たした比良坂さんはさっさと自分を犯させるべきだった。たとえ僕に強姦されるのが猛烈に嫌なのであっても、昨日犯すことはバレバレだったようだから、学園長先生にでも目撃者になってもらって強姦を未み遂すいにすればいいだけだったのだ。そして僕は現行犯で逮捕される。「いいせんせいだと思っていたのに、実はわるいせんせいだったなんて」などとそれっぽい台詞を呟けば、騙されていただけなのだとされ、比良坂さんはいい娘で通る。最後の一人を犯そうとしたところで、偶ぐう然ぜん居合わせた学園長先生に拘こう束そくされ、失敗となる。実にドラマチックで劇的な筋書きだ。

　そうしなかった。つまり比良坂さんに悪意はなく、素で名探偵をやりたかっただけで、ただ犯されたくなかっただけ、ということだ。あの娘はとても女の子であり、とことん強姦魔が犯したがる性格をしているために、肝かん心じんなところで怖気づく。いざ自分の番になるとビビっているだけだ。物語に浸りたい気持ちと、第三者的視点で眺めていたいという気持ちが、混在している。ならば時間稼ぎとは、覚かく悟ごのため、告白のためのものだ。これは比良坂さんが勇気を振り絞るための時間だ。僕が恐るべき強姦魔だとは、これっぽっちも思っていないはずだ。

　五角形の上に乗っかっているやつを微び妙みように後ろに下げて、比良坂さんはバッターがいつも立っていたような覚えのある位置（繰り返かえすようだが僕には全然野球の知識がない）に立った。秘策あり、とかなんとか言っていたか。それゆえの自信なのか。

　驚おどろくべきことにお約束のバットを持つ手が逆ということはなかった。しかし膝ひざが一切曲がっていないし肘は身体にくっついているしで実に奇き妙みようなフォームだった。あの体勢からどうやってスイングにまで持ちこむのか。

「……ええ、じゃあ、始めていいよ」

　あーちゃんとやらに言ったつもりであるが、なかなかボールを投げない。メンバー全員に確かく認にんを取るようにして目配りし、投げる許可でも貰ったのか一いつ旦たん僕ぼくのほうを向いて、またきょろきょろとあたりを見渡わたす。全員に挨拶しないと投げてはいけないというルールでもあるのか。

　その後も様々な葛藤があったらしく、解決したり解決しなかったりして、多くの問題を抱えながらもあーちゃんの手からボールは離れた。放物線を描くどころか綺き麗れいに斜め下へと放られ、バウンドすらせずに転がっていった。あと三倍は遠くに飛ばしてもらわないと比良坂さんも打てやしない。恥ずかしかったのか顔を染めて俯いてしまった。ボールを小走りで自分で拾いにいく。ピッチャーの場所に戻るとき、とぼとぼと歩く小さな背中が哀愁を誘さそっていた。また投げるんですか？　と、目を潤ませながら無言で僕に問う。

「タイム」

「どうしたの？　れーちゃん」

「終わりません。あさぎ、もっと近づいて投げていいですよ」

　ピッチャーが四回外したら一個進めるのだっけか。このまま続ければそればっかりのような気がする。

　あーちゃんは遠慮がちに三歩ほど近づいてくれたが、もう三倍は進んでくれないと届かない。打たれたボールが飛んでくるのが怖こわいのか。勘かん違ちがいしているようだが、投げる方も投げる方なら打つ方だってそうなのだ。運動したことがない比良坂さんが打てるとは思えないし、まぐれで当たったとしてもボールはそのまま下に落ちるだけだ。あの体勢からスイングできるなら話は違うが。

　申し訳なさから三歩しか近づけなかった、その優しさはともかく、今はさっさと試合を終わらせることが大事である。届くだろう距きよ離りまで僕が引っ張ってつれていった。こうでもしないと動きそうもない。なんかまだいろいろ問題がありそうだったので、審判の位置に戻らず、あーちゃんの傍そばにいたままで試合を再開させた。

　秘策ありと、不敵に棒立ちする（？）比良坂さんに興味があった。この運動音痴軍団の戦いに戦略もなにもないのだ。キャッチャーの采配は優れたピッチャーがいなければ成立しない。未知なる力を覚醒させるためにはやはり才能と努力が必要である。今日までになにもしてこなかった女の子がこんな場面でパワーアップするわけがない。

　それなのに「勝ちます」と彼女は言った。誰もやりたがらない一番のバットを我先にと持ったのだ。あーちゃんがボールを投げた。また斜め下に真まっ直すぐ落ちていったが、近いのでそれでもぎりぎり届く。

　比良坂さんがバットを振った。必死なのか目を瞑つぶって振っている。かわいいがそういう問題ではない。腕だけが動いていた。身体の芯だけは不動だった。

　当たるわけがない。ボールはそのままキャッチャーミットに吸い込まれる、ことすら叶わず、当然のようにトンネルして後ろに転がっていったのをキャッチャーが走って取りに行った。ぐだぐだである。そして飛んだのはバットだった。しっかりと握っていないからぶっ飛んだ。

　審判の位置に戻らず、あーちゃんの傍で見ていたことが悪かった。比良坂さんの手からすっぽ抜けたバットが上う手まい具合に僕に向かって飛んできた。この展開をしっかりと予想しつつも、あえて僕は避けなかった。

「ああせんせい！　ごめんなさい大丈夫ですか！」

「……どうだろ」

　まだ二球しか放ってない。攻守交代が十回ぐらいあるのだっけ。先は長そうだった。痛みのせいでやる気が急激に萎んだ。保健室で寝ねていよう。

「ごめん。保健室行ってくるから。後はまかせた」

「せんせい？　痛みますか、本当に大丈夫なんですか？」

　痛みはすぐに引いたが、比良坂さんを連れて行こう。この野球が告白の時間稼ぎだとするならば、僕は彼女の背中を押したい。

「腕動かないし、包帯ぐらいは巻いてくれるかな」

「は、はい。分かりました」

　そうして、保健室で包帯を巻いてもらっていた。

　野球の試合は始まったのだが、そもそも彼女らは宙に浮うかんだボールをキャッチすることができない。ボールは届かず、打つこともできず、転がっているボールを拾うことしかできない。バレーボールの落下地点さえ予測できないのだから野球のボールは小さすぎた。この状じよう況きようで勝負もなにもあったものか。

　野球のバットよりも僕のバットを持って欲ほしい、ではなくて、野球とは一人の超ちよう天才の力によって勝利するものであり、比良坂さんがそうなのかと勘ぐれば、まったくそうではなかった。比良坂さんの考案した謎の打法はとんでもない失敗に終わり、今でも試合はぐだぐだに続いている。僕と比良坂さんは試合から抜け出だして保健室にいる。

　運動能力的にはミス研チームも漫研チームもだいたい同じぐらいだ。目糞鼻糞なのだ。運動神経が存在しないのだから、ゼロをどれだけ並べてもゼロなのである。この勝負を決める要因とはなんだろう。ただ比良坂さんが勝てると言ったのならば、どこかに勝つ理由がある。あの名探偵はあらゆる伏ふく線せんを回収しないと気が済まない。この世のすべてに理由がなければ気持ち悪いと思ってしまう。彼女が勝利を予見したのならば、それに相応することわりがある。

「せんせい。私は古いミステリがきらいなのです」

　またミステリ談だった。

「前例となってしまった以上、古いミステリに斬ざん新しんなものは存在しません」

　矛む盾じゆんしているようだが比良坂さんは十代である。彼女が生まれたその時点で、ミステリは新しくなっていた。古いものと新しいものが同じ時間に発生しているからこその台詞だ。

「殺した方法なんてどうでもいいのです。前例のない殺し方というのは、たしかにあるでしょう。だけどそんなものにはなんの価値もない。科学とは魔法のようで時代は物理を駆逐しました。どんな殺し方にだってどんな理由でもつけられる。ならば優先すべきは動機であり、心理でしょう」

「なんの話なのかと」

「野球の話です」

　物理の檻に閉じこめるのではなく、心理の檻に閉じこめる。それのどのあたりに野球要素がある。心理的に勝てると思えば勝てるのだという感情論か。それはたしかに野球漫画っぽいが、野球漫画の弱小チームだって一人一人はある才能に特化しているものだし、ひたすらに努力をしているものだ。感情だけで力が生まれるわけがない。それこそ、比良坂さんらしくない。

「物理的に開かないのではなく、心理的に開かないのだと思わせる。そうすれば、勝てるのですよね。実際に密室を作らなくとも、実際に力がなくても、ようするに扉とびらが開かなければいいんですから」

「はぁ。密室。密室？　どのあたりに」

「わたしが今さっき作りました。心理の檻。もちろん、チームメイトだけには密室の鍵を渡しています。檻の外で、漫研側が心砕けるの待ってるわけです」

「……ふぅん」

「分かりました？」

　若い娘に教えられることは多い。今回もそうだ。そういう考え方もあるのか。物理的に鍵を掛けないでも、心理的に鍵が掛かっていると思わせればあの扉は開かなかった。どうしても逃にげられない状況にすれば、この娘も虚きよ勢せいぐらい張る。

　期待してはいなかったが、包帯の巻き方が下手糞である。

「本当にごめんなさい。せんせい。動きませんか。……動くけど、動かすと痛いと。……それを動かないと言うのです。今日は早めに帰って下さい」

「早く帰るのはちょっと無理かな。野球部との約束があって」

「約束？」

「……あ、いや」

「なんです？」

「……ううん。なんでもないから」

「……そうですか。なんでもないのですか」

　意味ありげに呟つぶやいて、比良坂さんも戻ることだし、勝てるという試合に戻ることにした。

「現実はシナリオ通りに進んでくれないものだよ。人はサイコロで動いてるんだから」

「サイコロで動かないのがミス研チームなのですよ。理が感情より強いのです」

　保健室から戻るとミス研チームの攻撃は終わっていた。誰一人として打てなかった、というより、誰一人としてバットを振りすらしなかった。そのまま三つアウトを重ねてチェンジとなる。

　ああわたしがピッチャーやりますねと、やはり比良坂さんは妙にアクティブだった。それでいて投球に自信があるわけでもない。あたりまえのようにバッターとの距離を詰つめている。あーちゃんとやらと同じく、比良坂さんも普ふ通つうに投げたら届かないのだ。バッターの娘はバットを逆手に持っていた。絶対『リトルスラッガー凛』を読んでる。

「こぉい！　れーちゃん！」

「いきます、なち」

　まだミス研チームのみんなが守備位置についていない。こいつらもなかなか動きやしない。ピッチャーである比良坂さんの周囲に固まり、外野には誰もいなかった。そのまま始めてしまった。もはやなんでもありだ。

　比良坂さんの投げるボールはあーちゃんとは決定的に違う。なにが違うかと説明すれば、斜め下ではなく真上に飛んだ。誰と戦っているのだろう。しかも投げる力は重力にすら勝てなかった。勝てないどころか余よ裕ゆうで負けてしまっている。ボールはほんの数瞬しゆんだけ空を飛んだ後に比良坂さんの頭にぽかりと当たった。

　その比良坂さんはなにが起こったのか分からないという顔でぽかあんとしていた。地面に転がっているボールを拾って、目をぱちくりさせ、考え事をしていた。何故頭に衝しよう撃げきがあったのだろう、不思議なこともあるものだなぁと強ごう引いんに納得したのか、また投球へと移る。今度はやや前に飛んでくれた。どうにも上に投げないと飛距離が伸びないとか思っているらしい。そもそもの距離が短いこともあり、届くには届いたので彼女的には成功だ。

　バッターは居合抜きの要領でボールを打ち抜こうとしていた。その要領でバットは吹っ飛んだ。素人しろうとはバットを投げたがる。僕ぼくはきちんと審判の位置（キャッチャーの後ろ？）に立っているので、飛んだバットが当たるという心配はない。ミス研チームに命中することもなく、無事に終わったので僕は逆手持ちを禁じておいた。

「そこに固まってるとバットが飛んできてあぶないから、きちんと守備位置つきなよ」

「いえこれで構いませんよせんせい。むしろ外野なんて不必要なのです。どうせ打てようがなんだろうがそんなところまで飛びません。近場にごろごろ転がるだけ」

　一塁から三塁までの三人（律りち儀ぎに塁の上にしっかり乗っかって落ちないようにバランスを取っている）に加えて、比良坂さんの左右後ろに三人がついている。まあたしかに打ったところでごろごろ転がるだけなので、外野はいらない。

「ルール的にありなのか、それって」

「ピッチャーがこんなに近くで投げている時点で、なにを言っているのですか」

　守備力の高まったミス研チームは漫研チームの得点を許さなかった。守備以前に振っても当たらないし、振らない娘こが多かった。この試合続けたところで意味あるのか。

　一順の攻守交代が終わり、二順目となる。誰も打たない代わり映えのしない試合を見、飽あきたので寝て、起きると、試合が終わっていた。

　比良坂さんは勝利し、文芸部はミス研になることが決まっていた。




　頼たのまれてもいないのに体育倉庫の掃そう除じをしている。痛くもないのに右腕を動かさないようにしているので進みが遅おそい。石灰の入った赤いやつを蹴けっ飛ばしたので、白いモヤモヤが辺りを包み、目と鼻の調子が悪い。黙々と作業をしていた比良坂さんに、答え合わせを頼んでみる。何故、ミス研チームが勝てたのかだ。

　心理の檻に閉じこめられた漫研チームの心が折れたから、という、比良坂さんの説明通りでしかなかった。見ている側が飽きたのならば、やっている側もやっていられなかったのである。野球は九順（？）もやらねばならないらしい。一順だけで充じゆう分ぶんすぎた。どうせ当たらないバットをどうして何回も何回も振り続けなければならないのか。どうせなら打ちたいと思う。けれどどうしても当たらない。必死になって目を瞑って振っているから当たるわけがない。振るのが怖くて振れない娘もいる。

　こんなのやめようという提案が出るのも不思議ではなかったのだ。

　だが、比良坂さんは却下した。ミス研チームの士気は高く、九順どころか延長戦までやってしまいそうな勢いだった。だから漫研チームは負けを認めた。「こんなのもうやだよ。だったらミス研でいいよもう」と、心を折ったのである。

「――ええ、たったそれだけ。せんせい、わたしは試合前にチームメイトにこう言いました。どうせ相手はすぐ飽きる。こちらも飽きますが、むこうからやめようと提案してくるのを待つのです。そしてこちらはやり続けるという意思だけは見せつけましょう。そうすれば、相手は勝手に負けを認めてしまうのですから。こんなつまらない野球、長々続けたいだなんて誰も思いません。今までのものが面おも白しろいとでも一いつ瞬しゆんでも思いましたか？」

　つまらない野球という檻にみんなを閉じこめて、自分のチームメイトにだけはその密室から抜け出す鍵を与えていた。九回も繰くり返さなければならないと思っていた漫研チームと、二回もやればむこうが勝手に負けを認めると思っていたミス研チームの差が勝敗に結びついた。

「わたしが一番でバットを持ったりピッチャーをやったりしたのは、一番の人が失敗すれば後の人の気が楽になるからです。どうせ得点なんか入らないこの試合で重要なのは、心理的な負担だけ。一番最初に恥をかいてあげれば、みんなも楽になるでしょう」

「……それで、比良坂さんはなにしてるの」

　比良坂さんは掃除をしている。

「態度でばればれでした。野球部から野球道具一式とグラウンドを貸してもらう代償に、なにかやっているのだろうと思って捜してみれば案の定です。体育倉庫の掃除を引き受けたのですよね。やっぱりいいせんせいじゃないですか。みんなに黙だまって、みんなが帰った後に一人でやるなんて、みずくさいです」

「体育倉庫せまいし、一人でできることだったから」

「左腕、動いてないです」

「比良坂さんが悪いわけじゃない」

「左腕分ぐらい働かせてください」

　左腕は動く。動かしていないだけだ。野球部に約束なんかしてない。勝手に掃除しているだけだ。

　比良坂さんは一応理詰めで野球に勝利したが、そんな論理があろうが普ふ通つう上う手まくいくものではない。心理の檻が成功したのは、ミス研チームが意地を張っていたからだ。あらゆるものに理由をつけて、徹底的にその理由に従おうとしているからこそ、感情さえも変化させて論理だけで勝利を掴つかんだのだ。

　伏線があれば確実に回収にくる比良坂さんの行動を操るのは簡単だった。名探偵の前で「なんでもないから」と言うのは、ここに証しよう拠こがありますよと言うようなものである。わざとらしく野球部との約束をほのめかせば絶対に捜しに来る。

　比良坂さんは、僕の物語に従ってまんまと体育倉庫に現れてしまった。

　あらゆる事件を他殺だと思っている。地球上のあらゆるすべてに理由があるとでも本気で思っている。この娘は理由さえあればなんでもする。理由付けができればどうにでもできる。比良坂さんのバットが僕に命中した時点で、もう一つの心理の檻は完成していた。彼女を密室に閉じこめたのは僕だ。物理的に理科教室に閉じこめなくても、心理的に開かないのだと思わせればいい。

　もう扉は開かない。鍵はこちらが預かっている。比良坂さんのせいで左腕が動かないことにすれば、比良坂さんは確実に僕の左腕を演じてくれる。理由さえあれば、感情さえも変化させるのが彼女なのだから。ミステリ脳でめんどうだと思っていたが、実際は誰よりも簡単な娘だったのだ。

「学園長先生に用事があったんじゃないの？」

「いえ、先に帰ってしまわれたので、せんせいが施せ錠じようしておしまいです」

「……しまった。誰もいなくなったのか」

「せんせい？」

　荷物が多くて左腕が動かないと持ち返れない、というのが僕の主張だ。

　わざわざ持ち帰らなくてもいい荷物を持ち帰ってきたので右腕だけでは持ちきれず、その分を比良坂さんは頼んでもないのに持ってくれた。ごく自然に彼女を部屋に入れた。次は晩ばん御ご飯はんが作れないと言ってみた。すると彼女は張り切って、自分のせいだと詫びながら作ってくれた。完全な左腕になってくれていた。

　悪いから家まで送るよ、と、送る気もないのに言ってみる。自転車一つまともに運転できなくてどうやって送るのですかと実に予想通りの返答をしてくれた。じゃあ比良坂さんはどうやって帰るの、ええっとどうしましょうか、よかったら泊とまっていってもいいんだよ、そんなそれは悪いです、いや僕は気にしないから、と、喋しやべりながらも頭の中では比良坂さんと一いつ緒しよに寝ることばかり考えている。

　わざわざ身体を汚しておいたのは風ふ呂ろに入らねばならなくなるようにだった。さすがの比良坂さんであっても、石灰まみれだからお風呂に入れという提案はできなかった。なにせ僕の左腕は動かない。僕がお風呂に入ろうとすれば、僕の服を脱ぬがすのは比良坂さんとなる。彼女から言われるのを待っていたが、焦れてきたので自分から言うことにする。「体育倉庫で結構汚れたなぁ……？」とわざとらしく言った。理由付けされたならば彼女はそう動く。だから野球勝負にも勝てた。

　比良坂さんに僕の服を脱がさせた。彼女はセーラー服を着たままで浴室についてきた。扉を閉める。比良坂さんは見ないようにしているらしいが、気になってしょうがないだろうにちらちらと僕の下半身を覗いている。まだ僕はいい人なので、後は挿入するだけみたいな状態にはなっていないがもう食ったも同然だ。

　逃げられないのだから比良坂さんも観念して勇気を振ふり絞しぼってくれるはずだった。内に秘めた性行為への願望を吐露してほしい。いいせんせいである僕に告白でもなんでもして、あたかも恋れん愛あいしているかのような自然な流れで性描びよう写しやの直前にまで移ってしまいたい。

　そのとき壊せばいい。彼女が愛を告白すれば、僕は罪を告白する。名探偵を支えているものを外して、信じていたものをすべて失った彼女を強ごう姦かんとして犯おかしてしまう。舞台を整えたのは比良坂さんではなく僕の方だ。この決戦は僕の勝利で終わるのだ。犯された比良坂さんは心を砕いて、許しを乞い、頭を垂たれ、僕に支配されて死んだままに生きるようになる。僕をわるいせんせいだと言う口なんて、どこにもなくなってしまう。

「せ、せんせー？　あの、わ、わたしはですね。みんなとせんせいが、してしまうのが羨ましくて、いい思いをしたくせにあーだーこーだ喚くのが気に入らなくて、でもせんせいはいいせんせいですから、わたしの恋こい心ごころにも気づいてくれていて、だから、こうやって」

「酷ひどいもんだよな。お前を守るためにみんな犯されて、黙らされていたんだから。お前の姉も、みんなも、無む理り矢や理り犯されただけだというのに、お前のせいで僕を裁くことができなかっただけなのに」

「……はあ」

　そうしてこの物語は、比良坂さんが僕のバットを持った、僕の十六番目のバッターは比良坂さんだったんだよ、というそれらしいオチをつけて終わることになるはずであった。比良坂さんの視点からすればとんだどんでん返しなのだろう。これまでの事件が全部誤解で、純愛だったはずのものが全部強姦だったのだ。大破局は目前だ。わざと手をすべらせてシャワーを比良坂さんに浴びせた。不意にびしょぬれになって、セーラー服が体にべったりと張りついた。より鮮せん明めいに彼女の本質が暴露されていく。胸部にスペランカーがぎりぎり死ねる程度の小さな尾根が形成されている。

　中学一年生は十八歳さい未満なので具体的な描写をすることはできないが、中学一年生らしい性せい行こう為いをさせてもらうとだけは語っておこう。処女じゃなくなればこいつなんて他の十五人と同格だ。もうさっさと食って都会に帰りたかった。しかしこいつは先端すら触れさせないままに処女であり続けた。なにか言いたそうにしていた。まだなにかあるのか。もうなにもないだろう。なにを言い残した。僕はなにを間違えた。伏線なんてない。ここより先は、手のつけられないただの中学一年生の妄もう想そうでしかない。

「……なんだかよく分かりませんが、ええまあ、野球は時間稼ぎです。それ以前に名探偵も時間稼ぎです。わたしは全部が全部時間稼ぎしかしていないんです」

　これまでの経緯を話した。比良坂さんのやってきたことをすべて伝えた。その結果どうなってしまったのかを懇切丁寧に解説してやった。それなのにこいつはここまで来て。

　――未いまだに、強ごう姦かんされている自覚がなかった。

「悪意？　殺意？　せんせいがわるいせんせいだった？　一体なんの話をしているのでしょう？　いやまさか、そんな大どんでん返しなんて期待してませんって。わたしはですね、こじんまりとした幸せを、ちみちみと守っていただけなのです」

　こいつは想像を絶するほどに筋金入りだったのだ。

「わたしは名探偵やりたくて、名探偵やってたわけじゃないんです。わたしとしても事情が変わったのです。ええわたしはたしかに一時期、せんせいを守っていました。でもそれは強姦だと見なされて誤認逮たい捕ほされることを恐おそれたためです。あさぎのときは学園長先生がいるのにせんせいがせーこーいしはじめてしまったので、そのままでは危険だと乱入して有う耶や無む耶やにしました。さつじんみすいだぁーなんて本気じゃありません。わたし、気づかない振りしてあげてたんですからね」

　……この娘はなにを言っている。悪意もない殺意もない、比良坂姉に関する恨みもなしに、名探偵が演技であって、時間稼ぎだっただと？　それでは一体なんの時間を稼いでいたのだ。

「学園長先生のこともありますけれど、むしろせんせいのせーこーいを妨害しようとする意図がありました。せんせいはわたしのせんせいです。誰だれにもあげたりなんてしません」

「……性行為の妨害だと？　なんだよそれ。やってることがあべこべだ。お前のせいでみんなが犯おかされることになったんだぞ。自分のことを棚に上げてなんだが、お前の推理のせいで女子中学生がぶちこまれ続けることになったんだ。それは事実だろう」

「そうですね。だってそれは最初の方の話ですから。でもわたしにはある大目的ができました。時間稼ぎが第二段階。だけどわたしは時間稼ぎが無理だと悟り、これより第三段階に移ろうと思っているのです」

　この世のあらゆる物事が伏線になると思ったら、それこそ大おお間ま違ちがいなのだが、やはり彼女にとってそれは真なのであって、彼女にとっては動機が大事なのであって、彼女を終わらせるためには解答よりもなによりも、必要なのは考察だった。

　何故か比良坂さんは服を脱いだ。びしょぬれなので脱ぎにくそうだ。なにをどうしたらいい。強姦魔まであるこの僕が女子中学生ごときに翻弄されている。スカートだけは躊躇ためらったのか、結局脱がないことにしていた。ぱんつを指に引ひっ掛かけてくるくる回している。なにやってんだこいつは。

　急に比良坂さんが僕の膝に座った。危険な部分は隠かくれて見えなくなる。中でどうなっているかはスカートを捲らないと分からない。僕が言うのもなんだが、入っていない。比良坂さんにも入れるつもりはなさそうだった。

「ええまあ、これで時間切れですから。――さようなら、せんせい」

　そしてこの娘は唐突に鳴いた。高い声で喘いだ。普通にびっくりしたので風呂椅子から引っ繰り返ってしまい、後頭部をスノコにぶつける。仰あお向むけに倒たおれたら、乗っていた比良坂さんは僕の顔の上に座った。さもわたしは無理矢理犯されていますよーと言わんばかりの比良坂さんがいた。

　……あわわあわわと慌てふためく学園長先生がそこにいた。

　なにをやったらいいのか分からんので僕は警察が来るまで全ぜん裸らで待機していようと思った。学園長先生に乱入され、反射的に警察を呼ばれたわけであったが、来るまで十分ぐらい時間がかかる。比良坂さんはぐすん……、せんせぇ、ひどいですよぅ……と演技っぽく呟き、学園長先生は長い間あわわわわわわあわわわわわわわわと言い続けていた。

　だからなんなんだこの展開は。おまわりさんに関しては話をすれば理解ぐらいしてくれる。事情が事情だけに合意の上での性行為でしたと説得すればいいはずだ。他の娘はともかくとして比良坂さんだけは和姦で間違ちがいない。……そうなのか？　比良坂さんによるアシストなしで、僕の強ごう姦かん隠いん蔽ぺいは成立するのか？　どう転ぶかなんて比良坂さんの証言次し第だいだ。時間切れだとされた。さようならと言われた。どういう意味だ。こいつは僕を逮捕したいのか。

「……あのさ比良坂さん。突然どうしたの」

「……せ、せんせいがぁ、わたしをー、むりやりー」

　比良坂さんが上だった。どちらかとすれば顔面騎乗位寄りだった。性に関心のあった比良坂さんがちょっとした火遊びをしようと僕を誘ゆう惑わくしている場面だった。

「学園長先生！　どちらが悪いかジャッジを！」

「あわ、あわわわわわわ！」

「くそッ、僕が悪く見えるのか……ッ！」

「ほらせんせいが悪いんじゃないですか！」

　……まあいい。そうか理由は知らんがこいつは僕を悪者にしたくなったのだ。そっちがそのつもりならこちらにも考えがある。さすがに逃げる。ふんだもう都会に帰るもん。比良坂さんを犯せなかったことは名残惜おしいが自分の身が一番大事だ。

「ぇえ、ちょ、せんせ、待ってくだ！」

　しっかりシャワー浴びてから着替えて歯磨みがいて靴くつ履はいて扉開けて扉締しめて一応錠をして逃げた。後ろでばたばたしていたと思えば比良坂さんが僕を追ってきた。余よ程ほど慌あわてているのか着替えきれていない。制服の前が開いており、残念賞の景品みたいなブラ（第二次性徴用）も着けていなかった。わざわざ屈んでスカートの中を確認してみればぱんつは穿はいていた。惜しい。

　運動音痴の癖くせに走ったせいで、僕に掴みかかると比良坂さんはそのままぐだっと身を預けてくる。僕の腕を支えに辛うじて立っている状態であり、半脱ぎの格好ではぁはぁと息を切らしているその様は、どう見たって性に目覚めた娘が僕を誘惑しているようだった。

「……は、犯人が、現場から、こうも普通に逃げるとは！」

「ここのおまわりさんはぐうたらだからなかなか来ないぞ……」

「……が、学園長先生！　学園長先生が、……い、るのに、逃げます?!」

「どかせばどくだろあの人……。なんだかんだで僕には甘あまいんだよ……」

「……はぁ、ああ。どちみち、帰れません、帰れません、せんせいは、都会になんて！」

　田舎いなかでわいわい騒さわがれようが僕はこんなところに二度と戻もどってこない。それに、こんな辺境の地は世間と無縁である。ここは隔離されている。絶海の孤こ島とうだ。強姦事件は騒がれもせずにいつの間にか消えてしまう。

「それに、お前が勝手に騒いでるだけだろ。こんなの事件でもなんでもないのに犯されました犯されましたーってさ。ガキじゃあるまいし。ああ犯したい」

「お前、って。せんせい……？」

「まんまとハメやがって。処女なのに非処女の真ま似ね事しやがって。そんな不潔な生徒を持った覚えはありませんね。で、黙っててやるから僕になんかしろと？　学園長先生にも誤解だと言ってやるから命令を聞けと？　そういうことだろ？　ああ犯したかった」

「……ええ、もちろん。わたしは取引を持ちかけているのです」

「だからなんだよ。あーあ犯したい」

「それはですね――。……なんか雑音が混ざってるのかな」

　ここで比良坂さんによる名推理が繰り広ひろげられ、真実が暴かれる予定だったが、あんまり真実とか興味なかったので、それに案外時間に余裕がありそうなので、犯したくなってしまったので犯してから逃げることにした。テキトウな描写で申し訳ないところだが、そこらへんにある草むらに押おし倒す。

「って、ちょっと、せんせ?!　ぁあう、だ、だから、話を聞いてくだ！」

「ほら。そこの枝掴んで、こっちにお尻を突つき出して」

「なに真しん剣けんにレクチャーしてるんですかあ！」

「大きく息を吸ってー、うんこを逆流させるような気持ちでー」

「そっちは違、違いまぶ?!」

　あっれくそ入んねーなあ暗いし見えないしスカート邪じや魔まだし穴が小さすぎるんだよもう、前だろうと後ろだろうと処女は処女だしさっさと奪うばわないと時間ないってのにさっきから全然入らねーなあくそう、おっと狙いが定まってきたぞそろそろいけるか？　ああもうずれたじゃんかさっきから後ろで誰かが邪魔してんだよいいところなんだから邪魔すんじゃねーっての。だから誰だよさっきから肩叩たたいてんのはさ、もうまたずれたじゃねーかよオイ邪魔すんじゃねーって言ってんだろ！　て、えー！　おまわりさんじゃないかあ！　というコントの後、本格的に言い訳が通用しなくなってきたので盛大に逃げ出すことになってしまった。

　比良坂姉のアリバイトリックを補強するようでなんだが、実は僕は水泳がとても上手であり、本土までは無理であるにしろ（サメがうようよいる）、その距離の半分ぐらいは泳いで渡れる。定期船がなければ死ぬ気で泳いでなんとかするつもりであった。泳いだらなんとかなった。本当によかった。

　ああ都会に帰って来た。比良坂さんは僕を悪者にしたかったそうであるし、おまわりさんまで呼ばれたので、僕は強ごう姦かん魔として認められて、捜されるのだろう。見つかれば逮捕されてしまうのだろう。やはり自分がどう扱われるのは注目していきたいところなので、都会にて新聞やらテレビやらをチェックしていた。小さな島の事件なんて、数平方センチメートルの欄に小さく記載されるものだと思っていた。

　比良坂さんの目的はさっぱり不明である。あいつはなにがしたかったんだ。強姦幇ほう助じよしているくせに性行為を妨害していた。時間稼かせぎをしていたのに時間切れだとした。せめてものヒントがあればいいと、新聞を眺めていると、なんかとても親近感の湧わく事件がある。テレビを見た。……ハメられた。――女子中学生。全員。悪戯。最後の一人が暴行を加えられそうに。逃走し。……強姦というキーワードを避けつつも、テレビの人は辺境の地の事件を劇的にして伝えている。ドラマチックだった。男子生徒の推理は半分正解だった。被ひ害がい者しやは名めい探たん偵ていだった。

　ちょっとしたインタビューのつもりだったのだろう。学園関係者のコメントが欲しかったのだ。教師の証言よりも生徒の証言にしようとしたところまでは普通だった。実際に強姦された娘に訊きくのは駄だ目めなので、違う娘にしようとした。生徒がほとんどいなくて適役を選んでいると、なんと唯ゆい一いつの生き残りがいるではないか。ならばこいつに強姦したやつがどんなやつだったのかを訊こう。顔も映さず、声を変えて、比良坂さんに、せんせいは何な故ぜ女子中学生にちんちんをぶちこみ続けたのかと問うてみたら、これであった。

　ちょうど、僕としても真実が知れて、すっきりしたところではあった。




「……さて、始はじめましょう。

　木の葉が落ちる様を予測することは困難ですが、別に完全なるランダムで運動しているわけではありません。不規則な動きを見せるのは風や重力等のさまざまな力が加わっているせいですが、力の一つ一つはきちんとした秩序に支配されています。

　この世に偶然なんてものはありません。運だとかなんだとか言う人は、多数のパラメータによる動的挙動の変化を理解していないだけです。混沌とは幾重もの秩序が重なった様をさします。秩序一つ一つはきちんとした関数でしかありません。木の葉だって力を分けて考えれば、その動きのシミュレートは可能なのです。それが木の葉に限らずとも、どれだけ複雑なものであっても、それこそ世界の破滅をＷＯＲＬＤ３が想像してしまったように、偶然なんてものはあらゆる伏線によって棄却されてしまいます。

　万物には理由があり、人間は設定に従って動いている。全部が全部必然なのに、その理由が分からないせいで偶然だったなんて言うのが人間ですが、伏線によって破滅を予想してきたのもまた人間なのです。

　言葉一つ取ってみてもそう。せんせいは保健室で野球部の約束がどうだとか呟いて、いやなんでもないと繋げました。だけどわたしは知っていました。せんせいはとてもとてもいいせんせいなのです。答えはするすると導けてしまい、木の葉の動きをシミュレートするように、わたしはせんせいを体育倉庫で見つけることができたのです。このことは体育倉庫でも言いましたよね。

　けれど言っていないことがあるのです。理科教室のことです。せんせいが言った、たまたま誰かが間ま違ちがえて閉めただけだろう、というやつです。覚えていますか？

　やだなぁ、わたしがそんな台詞せりふを信じるわけがないじゃないですか。あの場面では信じさせたつもりだったのかもしれませんが、わたしを誰だと思っているのです。ええわたしは全然信じてませんでした。偶ぐう然ぜん鍵かぎを掛けられただなんて信じるわけがありませんでした。わたしと二人っきりになった後で、せんせいが鍵を掛けたのだと確信していていました。

　せんせいのわるいうわさもそう。うわさがあるからには原因があるのです。そんなあからさまな伏ふく線せん見み逃のがすものですか。幾重もの秩序が隠されているのです。真実でないわけがないのです。みんなみんなせんせいに大人にされてしまったのです。これを疑う余地はありません。

　けれど不思議だったのです。せんせいはいいせんせいでした。大人の力で襲おそってしまうような人ではない。せんせいがわるい意味で生徒に手を出すわけがない。それはせんせいの生徒であるわたしが一番よく知っていることでした。わたしを閉じこめて無む理り矢や理りえっちなことをするようなせんせいではないのです。

　それでもせんせいはわたしを閉じこめました。せんせいに下心なんてあるわけないのに。けれどもみんな抱かれたのだし、事実扉は開かなかった。それでもせんせいはいいせんせいだった。つまりせんせいには、わたしたちと性交渉しなければならない止むを得ない事情があった、ということになりますよね。

　考えれば分かることです。わたしたちはみんなせんせいのことが大好きだったのです。まるで恋こい人びとを扱うかのように丁寧な教育的指導をしてくれる、こんなにもいいせんせいを放っておく女の子なんていないのでした。みんなだってそうでした。だからせんせいは、みんなのことを思って、恋心を叶えさせてあげるために、仕方なくえっちなことをしてあげたのですよね。

　わるいうわさがたった後、つまりせんせいとみんなが深く結ばれた後、せんせいはみんなに対する扱あつかいを変えました。注意深く観察していないと分からないぐらいでしたが、突き放すような態度を取るようになっていました。まるでその他大勢を扱うかのようでしかありません。なちとかをモブキャラみたいに扱っています。視界に全然入れないのです。

　こんなにもいいせんせいが、どうしてそんなことをするのでしょうか。まるで処女さえ奪えれば後はどうでもいい、そんなわるい大人みたいな行動です。せんせいに限ってはそんなことありえないので、やはりこれにも深い理由があるのだと思いました。

　そういえばと、覚えがあります。なちだけじゃなかったのです。あさぎもことこもみらいもやよいも、ある日突然モブキャラになっていったのです。みんなみんな、せんせいと繋がって、捨てられた、みたいな感じでした。どうしてせんせいはそんなことをしているのかと不思議でなりませんでした。

　文芸部にてわたし以外のみんながただの背景になってしまうと、せんせいはわたしだけを見てくれるようになりました。まるで恋人を扱うかのように丁寧に。あのときだけはわたしだけの恋人になってくれていました。

　そうです。せんせいは誠実なのでした。みんなまとめて愛するなんて節操なしなことしないのです。せんせいのバットは一人用なんです。バットを持って、やることやったら、次の人に回してあげる。あまりにもいいせんせいすぎるから、みんなせんせいのことを好きになってしまって、いいせんせいだから、みんなを愛することなんて節操なしなことはできないからと、誠実に一人一人順番に愛していったのです。そうとしか考えられません。

　みんなが嫉妬してしまわないように隠していたのですよね。生徒みんなを愛してあげることと、誠実であるということを同時に行うためには、一人一人順番に愛するしかなかったという、苦肉の策なのでしょう。なんてストイックなのでしょうか。

　家宅捜索の際に、みんなとせんせいが性行為してる動画が見つかったのは波乱を起こさないためなのでしょう。全員ではありませんでしたが、ほぼ全員分でしたね。たしかに彼かの女じよらはある日突然せんせいを恐きよう怖ふの目で見るようにはなっていました。おそらく彼女らはわたしのように伏線に感づいて、せんせいがみんなを順番に愛していることを知ってしまったのです。せんせいへの深い愛情があったからこそ彼女らは嫉妬に狂ってしまったのです。

　せんせいは生徒のために、この絶ぜつ妙みようなバランスを保たねばなりませんでした。せんせいはみんなのためにみんなを愛さないといけなかったのです。変なことをしないようにと、口封じのために犯しながら撮さつ影えいしたのでしょう。しかたのないことです。だってせんせいはみんなを愛さねばならないのです。

　みんなを愛するためには、誠実であるためには、独どく占せん欲よくの強い女の子は黙らせねばなりません。そういう娘は贅ぜい沢たくなのですよ。ちょっと満足できなかったからって、わたしより激しいこと一杯してもらっておきながら、せんせいを一人占めしたいからって泣いて喚くからわるいのです。彼女らはせんせいがいいせんせいだと知らないから、生徒を順繰りに犯して回ることがとても生徒思いの策だと気づけなかったのです。

　だけどわたしも独占欲の強い娘でした。せんせいを一人占めしたかったのです。一順女の子を愛し終わったら、せんせいはまた別の女の子の恋人になるに違いありませんでした。

　ああ、せんせいがわるいせんせいだったならばよかったのに。無理矢理女の子を犯せば捕まってしまいます。だけどせんせいは捕まるようなことをしてくれません。誠実なのです。いいせんせいだったから、みんなみんなせんせいを愛してしまいます。これからもずっとせんせいと生徒の性交渉は続くのでしょう。

　だったらわたしはもう恋人にはなれないのでしょうか。わたしもせんせいと交わってしまえば、それより先はずっと見てもらえなくなってしまうのでしょうか。せんせいがもう恋人になってくれないと知っているのはわたしだけです。他の女の子はまだせんせいと恋人でいられるのだと勘かん違ちがいしているでしょうが、せんせいはストイックなので一人ずつしか愛さないように決めています。わたしだけがせんせいがいいせんせいだと知っていて、わたしだけがせんせいの愛し方を分かっていたのです。

　ほんと、わるいせんせいだったらよかったのに。みんながせんせいのことを好きにならなければ、せんせいはわたしだけのものになったのかもしれないのに。でもやはり、ほら、何度も言いますようにいいせんせいですから、いいせんせいですから、まだまだせんせいを愛してしまう女の子が沢たく山さんいて、多分、中学校の女の子全員愛するまで、わたしのところに戻ってこないのではないでしょうか。

　ねぇ、せんせい。

　わたしはこんなにもせんせいのことを愛しています。それはおねーちゃんの恋人だったので愛しているに決まっています。檻に閉ざされてしまいました。逃げることもできずに、閉ざされた世界で二人で愛し合いたいと願いました。けれどもせんせいは分かっていなかったのです。せんせいは逃げなきゃいけなかったんですよ。

　せんせいは密室の鍵を持っていなければいけなかったんです。密室で殺人したらすぐ出てかなきゃいけないんです。密室の中にずっといてはいけないのです。ずるずるとわたしの話なんか聞いているから逃げ遅おくれるんです。

　せんせいはですね、トリックばかりを優先していたのです。結果さえあればいいと思っていたのです。結果しか見てなかったのです。女の子を犯してあげればそれでいいと勘違いしていたのです。違いますよ。そんなことはどうでもいい。大事なのは動機です。何故そこに至ったのかという理由付けです。男は性行為そのものを楽しみますが、女の子は性行為に至る過程を楽しむのです。他の女の子は犯せばそれでよかったのかもしれません。だって知っていませんから。せんせいがみんなを平等に犯しているだなんて知っていませんから、自分一人のものだと勘違いして話を終わらせたのです。

　けれどわたしはせんせいを知っていました。理科教室のときから、ずっとせんせいは次はわたしを犯してくれるのだろうと分かっていました。わたしには伏ふく線せんが見えましたから。知っているものと、知らないものとの戦いは、野球勝負で見せた通りで、わたしも檻から抜ける鍵を持っていたのです。それで、閉じこめようと思ったんですよね。せんせいを。

　それまでの流れを見れば、左腕うでの動かないせんせいを見れば、石灰に塗れたせんせいを見れば、それだけの伏線があればその後の展開なんて容易に想像できます。だって人はサイコロで動いていないのです。少なくともそのときのせんせいは、シンプルな秩序でわたしを動かそうとしてくれていたのですから。せんせいもまたサイコロで動くことを止めたのだから、予定通りに性交渉して、わたしがせんせいの恋人になって、予定通りにそこで終わらせようとしたんです。せんせいは自分で敷いた伏線に縛られたんです。自分で敷いた伏線に、絞殺されてしまったのです。

　わたしは嫉妬深くて、せんせいが他の娘を愛することを仕方ないと思いつつも、どうしても許せなくて、これが終わったらすぐに他の娘を愛してしまうのだと思うとせつなくてせつなくて、だったらせめて、最後の恋人になりたかったのです。

　学園長先生に用事があったんじゃないの、だなんて、わざとらしく伏線を敷いていただきましたが、もちろん学園長先生には用事がありまして、これから犯されるのだとわたしは分かり切っていましたから、あらかじめ頼んでおいただけなのです。

　十一時ごろにせんせいの寮りように来てくださいねって。

　鍵あけときますから勝手に入ってくださいねって。

　まるで生徒を連れこんで強引に性行為を求めるわるいせんせいみたいな図柄が欲ほしかったのでした。わたしを最後の恋人にして二度と他の女の子から愛されないように、せんせいを檻に閉じこめたかった。せんせいの教え子は最初から最後までわたしだけでいいんです。勝手に入ってきた学園長先生はわざとらしく大声で喘いでいたわたしの声に誘われて、現場を目もく撃げきしました。被害者ぶらせてもらいましたが、すみません。本当は強姦されていたわけじゃなくて、おまわりさん呼んでもらいたかっただけです。嘘うそ吐ついてごめんなさい。

　えっと、以上です。せんせいがテレビでうわさされてるみたいな強姦魔じゃないって、わたしは知っています。せんせいのことはよく考えていますので、よく知っているのです。せんせいはわるいことなんてなにもしていなかったのです。せんせいは捕まってしまえばしばらく戻ってこれないのでしょうが、それでもずっと、大きな岩の向こう側で、わたしの幸せ願ってくれているはずです。そしてせんせいがわたしの最後の恋人であり続けてくれる……。わたしが永遠に処女であり続けることで、永遠にせんせいはわたしだけのものになるんです。

　そう。

　だから。

　せんせいは。

　独房の中、くらいやみの底、光射さぬ地獄めいたせかいで、たった独り永遠に、わたしのことだけを思い自慰し続けてくれればいいんですよ？。

　せんせいの指導は一度きり、わたしはそれを受けないようにするために逃げ続け、時間稼ぎを続けていたのですが、やはりせんせいは受け持ちが多いみたいで、忙いそがしいみたいで、わたしの番もさっさとこなしたかったみたいです。でもわたし、嫌いやでしたから。時間稼ぎができない状じよう況きようになったので、こうするしかなかった、と言いますか、って、え、あの、みなさんどうしたんですか？　わたし嘘なんてついてません。全部本当のことなんですから！」







[image: ]







　回想終わり。読み説くためにも少し昔のことを振り返っていた。比ひ良ら坂さかさんがするのは単なる考察。これは考察を元にした僕ぼくの解決編だ。比良坂さんは何故あんなことをしたのか。答えを出ださねばなるまい。

　――さて、たとえば全員犯した中学教師、とすればそれほど事件性はない。教師であれば犯すのは普ふ通つうである。水泳の先生ならばスクール水着の股またの部分をずらして犯すのが普通であるし、新体操の先生ならばロープで縛って犯すのが普通であるし、ピアノの先生ならば調律中に洗脳して犯すのが普通である。たとえばミス研の顧こ問もん代理ならば事件めいた犯し方をするのが普通であろう。

　せんせいというフレーズ自体に教え子を犯すものという意味合いが含ふくまれている。お茶の間のかわいいおくさまが「教え子を抱だいた」というワイドショーを見たところで「あらやだでもまあそういうこともするのかしらね」と思うだけだ。まったく嘆かわしい話だが、全然珍しくもない普通のことである。教え子全員だったとしても被ひ害がいのわりにそれほどインパクトが強くなるわけでもない。ならばどこに事件性があったのか。それは比良坂さんなる名探偵にあった。

　事件性があるから名探偵が必要なのではなく、事件性のある事件を現実に持ちこむために名探偵が必要だ。普通なる連続強姦にエンタメ性を付与したおそるべきインタビューにより、比良坂さんは世間を煽ったのだ。

　想おもい人の最後の恋人になるためだけに処女であり続けるのだという意味不明で不可思議な子供。愛するがために恋人を独房に閉じこめるという歪ゆがんだ子供。物語の世界に影えい響きようされてしまい名探偵であると勘違いしてしまった子供。子供の持つ心の闇やみが新たな領域に達したのだと世間は大いに揉めた。

　脳裏を鋭く貫いたのは、見知らぬ男子生徒による警告だった。いったいどこからこんな記き憶おくが呼び覚まされたというのだろう。まるで現実に起きたことのように、脳内では鮮あざやかに再生されている。こんな男子生徒、僕は出会ったことすらないはずなのに。あれ、出会ってたっけ？

　比良坂さんが比良坂姉の件で僕を恨んでいたのならば、強姦事件被害者の生徒によるインタビューにおいて嘘を並べたことになる。こうして僕という人間が大々的に世間様に発表されたならば、僕はあらゆる意味で抹殺され、比良坂さんの復讐は成功したことにはなるのだろう。

　だがしかし、本当にそうなのか。モブキャラ未満の男子生徒の推理が真であってよいものか。違い和わ感かんはある。疑問点もある。ここが、田舎であるからだ。新たな草原を探して彷徨さまよう僕は、東の方まで足を延ばしていたわけであったが、テレビに映った被害者少女の奇怪な演説を見て、ともかく戻ってきたわけである。

「なぁ比良坂さん。こんなことをしたらどうなるかなんて、分かりそうなものだろう」

「ええ、分かってました。けれども目的のためにはこれしか方法が、って、はぁ、せんせい。……あれ。なにが、いや、その、……せんせい?!」

「なにさね」

「とんでもなく普通に帰ってくるんですね……？」

　理科教室の鍵は財布に入れっぱなしだった。寮はおまわりさんが漁ったそうなので戻れない。だからそのまま学校に来た。頬ほお杖づえをついて、反対の手で小説を開きながらも、つまらなそうにグラウンドを眺めている比良坂さんがそこにいた。

「せんせいは絶賛追われてる身の犯罪者様なのでは……？」

「まさか警察もテレビ見てすぐ帰ってくるとは思っていないのだろう」

　しかも泳いで。サメを避けつつも。

「まあわたしも滅め茶ちや苦く茶ちやびっくりしましたが、おまわりさんぐらいいたはずです」

「山から回ってきて崖を下った」

「そんな逆落としみたいな」

「上う手まくやった」

「なんかせんせいは牢獄に入れられても上手く脱獄したの一言で帰ってきそうですね」

「こうしてわざわざ戻ってきたのも理由がある」

「……なんです？」

「お前の本心を訊きに来たんだよ」

　いったいなにが真実だったのか。比良坂さんが僕の連続強姦を幇ほう助じよしたのは何故だったのか。比良坂さんは僕の最後の恋人になりたかったのか。それとも比良坂さんは僕に恨みを持っており復讐をしたかったのか。

「わたしの本心が分かってるから、迎えに来てくれたんですか？」

「許さないだろうから」

「ええ、そうですね。許されることではありませんでした」

　強姦事件は許されることではない。だから僕は許されない。

　だからみんなは比良坂さんも許さない。僕を肯こう定ていしてしまった比良坂さんもまた、この田舎に居場所をなくしたのだ。あんな奇怪な演説をした比良坂さんのせいで、この田舎は随ずい分ぶんな形で宣伝されることになった。被害者の顔も名前も伏ふせられるとしても、あのような発言、誰が比良坂さんでないと思うのか。誰が今後とも彼女に関わろうと思うのか。もうこんなやつを守ろうとなんて、誰も思えやしないだろう。

「そうですね。他ほかの人は思ってたよりもわたしを怖がりました。それはもう想像以上に」

　弱く告白する。

「どこか、せんせいは戻ってこないと思っていました。人はサイコロで動いているのです」

「比良坂さんはサイコロで動かないんだろ」

「ええまあ。せんせいもまた、わたしの不可解さを訝いぶかしがり、名探偵的な行動をしようと思ったからこそ、サイコロで動かなかったのです。とても謎なぞだったから気になって推理してしまったのです。わたしの心理の檻に嵌って、ですよね。自分から、足を突っこんでくれて」

　比良坂さんは栞しおりも挟はさまず本を閉じた。両手を広げて寄ってくる。小さな体で精せい一いつ杯ぱいに僕を包みこもうとする。胸に彼女の顔が埋まった。背中に爪を立てているのはなんのつもりか。僕のシャツに口をつけて息を吸っては吐はいている。頬を擦こすっている姿は子犬みたいだ。匂いをつけられている。

「だだ甘えだなあ」

「甘えもします」

　男子生徒の推理には矛む盾じゆんがある。比良坂さんが本当に強姦を憎んでいるのならば、事件演出は成功したと言えるが、やってることがおかしい。文芸部員全員を被害者にしてしまったことは目的からして避けられなかったにしろ、なにも初等部の雪ゆき音ねを野球部の小屋に誘ゆう導どうする意味などはどこにもない。

　強姦を恨うらむならばどうして雪音を非処女にする。事件性を高めたいのならば僕にやらせればいいのに、わざわざ僕を妨害してまで野球部にやらせたなんておかしな話だ。僕が雪音を犯したのだと比良坂さんが言い張ることで、話を曲げられる可能性もゼロではないが、そんな微び妙みような効果を期待して強姦を恨む比良坂さんが強姦を幇助するものか。

　文芸部全員、というのは演出において外せなかったのだとしても、ついでに初等部の娘むすめも一人抱いたという事実を追加して、いったいなにが変わるという。

　ただ僕に余計な娘と関かかわって欲ほしくなかったから、関心を薄めるためにと雪音を野球部に捨て置いた。この娘に良心なんて期待できない。初等部の一人の人生をぶち壊こわしたところで比良坂さんにとっては今いま更さらのことだ。もとより友達のはずの文芸部員を僕に犯させ、隠いん蔽ぺい工作をしているぐらいである。そして強ごう姦かんの恨みを除外できるならば、結論など一つしかない。

「ええ、結論など、一つしかありませんよ」

「ああ、そういうことだろう」

「そうなんです。そういうこと、なんです」

「……つまり、雪音は僕の子供なんだな？」

「……はあ？」

「比良坂さんはこの田舎に僕の子供を量産しようとしていたんだな！」

　――今、全ぜん貌ぼうが明らかになる。これが少女のおそろしい計画だ。

　比良坂さんは過疎化・少子化に悩なやんでおり、どうにかして子供を増やそうとしていた。そこで僕を利用して女子中学生を次々と孕はらませることを思いついたのだ。僕は一回ぐらいで妊にん娠しんなんかせんだろと楽観視しているために避妊なんてまるで考えていない。だから誰かさんに子供ができてしまったのだが、それこそが比良坂さんの目的だったのである。

　僕が比良坂さんの姉を強姦したときもまたそうだったのだ。これから都会に出るというのにどうしてわざわざ避妊しなければならないのか。比良坂姉では産むチャンスはなかったろうが、別に他の同級生を犯してないだなんて言ってないだろう。多分だが僕は同級生のだいたいを犯しており、そこで幸運にも誰かが妊娠してしまい、雪音という子供を産んだ。おそらくその雪音が恐ろしく優秀な子供であり、比良坂さんは閃ひらめいたのだ。

「……あの、あのですね。せんせい」

　この雪音を量産できればこの田舎は救われる。僕と女子中学生をひたすらに混ぜ合わせることで同じような子供が作れるに違いない。僕の習性からして圧あつ倒とう的てきな速度で次々と子作りが行われることも分かっている。だから僕でなければならなかった。また、だからこそ雪音を犯させなかった。近親相姦は遺伝子に異常が起きる可能性が高い。どうせ雪音は僕と混ぜ合わせることができないので野球部あたりにやらせておけばいいだろうと比良坂さんは考えた。比良坂さんは男子生徒に妊娠した誰かさんを幸せにしろと言った。つまり子供をおろすなと遠まわしに伝えたのだ。

　ならば何故比良坂さんはあのような奇き妙みようなインタビューを演出したのか。それは、それこそ宣伝目的だったのだ。観光客が来るように……！

「すべては、この田舎を救うための苦肉の策だったんだな……」

「なんでわたしが過疎化・少子化に悩んでなきゃいけないんですか……」

「違うだと……？」

「違いますよ……」

　違うらしい。違うに決まってんだろ。

「……人は人を殺さないのです。人は簡単に人を犯おかしたりしないのです。冷静でなければ密室は作られない。冷静である人が事件を起こすわけがない。だから密室なんてできない。わたしは、せんせいと、結ばれない。ましてやせんせいは、一回しただけで姉を忘れてしまったぐらいで、処女以外をモブとして扱うような人でした。せんせいの信条は、みんなを平等に扱うことですものね。わたしを愛させるためにはまずせんせいの守備範囲に入る娘全員を犯させ、わたしだけを優先させる必要があった。ずっとずっとわたしだけを見てくれるように。また、全員強姦事件が同時に切り札にもなります。取引、指名手配されたくなければわたしを抱くことなく愛し続けろ、って」

「撃たないからこそ抑止なんだ」

「まったくもう。せんせいが逃にげたからじゃないですか。帰って来ないと思ったじゃないですか。でも、撃てばせんせいが戻ってわたしを救ってくれるんですね？　わたし的にはむしろそっちのほうが好みです」

「捕つかまったらどうすんだよ」

「それこそわたしは千年でもせんせいを待ちましょう。むしろ、そっちのほうが好みです」

　乙女おとめミステリ観を芸風とする比良坂さんは、ミステリ脳である前に、やはりとても女の子だったみたいだ。

「どうですか。わたしの行動、矛盾あります？」

「……ああうん超ちよう女の子っぽいよ。比良坂さん」

　女の子の化粧道具はミステリだったけれども、それはそれでかわいく見える。ああ犯したいが、この娘はあれこれ手を尽つくして、犯させないようにするのだろう。

「せんせいはいい意味でもわるい意味でも、全生徒を平等に扱うという信条を、頑なに守っていたのですから。ほら、やっぱり」

　せんせいはいいせんせいなんですと。言いながら、比良坂さんは理科教室の鍵をかけた。わるい噂うわさがどうのこうのと言ったあのときのように、しゅるりと三角ネクタイが抜ける。「わたしは独占欲が強いので処女は差し上げられませんが、それでも方法はあるでしょう？」なんて生意気なことを言った。

　いくら名探偵のふりをしていたからとしても、好きでもない相手の前で自主的に服を脱ぬぎ出すだなんて普通ではない。頭のネジが外れ切っているエロ小説の登場人物はともかくとして、一応一般人であるはずの比良坂さんが理に合うからというそんな理由だけで簡単にえろいことをしてくれるわけがなかった。推理のためではなく、キャラ付けのためでもなく、下心から比良坂さんはそうしたのだ。好きでもない人間に肌を晒すなんてただの痴女である。恋こいでもされていなければ冒頭からしておかしかった。

　犠ぎ牲せいは多かったけれども、比良坂さんは望みのものを手に入れる。わるい娘はわるいことをして自分だけを救った。それを正しいとするのは間違ちがいだけれども、世界中に嫌われようとも、世界中に嫌われるからこそ、僕だけは彼女の手を握っていよう。

　そうして、すべてが終わったように感じた。

　そうして少女の推理小説は終わったのだ。

　……終わったか？

　致ち命めい的てきな違和感がある。解決したようで不可思議な点はまだまだ多い。さて、いったいどこでそんなに愛された？　彼女の恋心はどこで育った？　僕が比良坂さんを愛するのは信条からだ。だが比良坂さんの場合はどうなのだ。あらゆる行動に意味なんてないのならば、比良坂さんの恋心の発生起因を無視していいかもしれない。思春期特有の意味不明さとして百歩譲ろう。

　しかし実際この状況、彼女にとっての幸せか。僕が比良坂さんを愛するようになるには文芸部員に事件を起こすしかなかった。比良坂さんは世界を敵に回すしか方法はなかったのだが、これでは僕が捕まってしまう。現代における警察能力の秀でたところは比良坂さんの知る限りである。警察が本気で捕まえようとすればだいたいは捕まえられる。繊せん維い片へんを拾い上げられるようにして僕は捕まる。他ならぬ比良坂さんが、僕が捕まらないだなんて考えるわけがないのだ。

　これも譲れとするのか。普通、一いつ緒しよにいられるに越こしたことはないはずにしても、幸せの形は人それぞれである。比良坂さんが語ったように最後の恋人となることが彼女の幸せなのかもしれない。名探偵は演技であったとはしても名探偵を選んだからには名探偵に愛着ぐらいあるはずだ。推理小説ばかり読んでいたことは事実である。想像の世界に生きていた比良坂さんならば「千年でも待ちましょう。そちらの方が好みです」との発言を冗じよう談だんと切り捨てることなどできない。比良坂さんが近づく。それにしても、あのインタビューをした理由が弱すぎではないか。これが違和感だ。インタビューによって得られる比良坂さんのメリットは唯一、僕が確実に捕まることでしかない。考えてみれば他の娘が黙だまっている以上、比良坂さんさえ黙っていれば僕は逮たい捕ほされないのだ。男子生徒が騒いだせいで強姦の事実が広まったように、比良坂さんが騒いだせいで広まってしまった。それまではなにごともなかった。比良坂さんが近づく。

　僕に愛されるためには比良坂さんが処女であり続けなければならない。そのためにはなにもここまでする必要なんてまるでない。僕から犯されない方法なんていくらでもあるだろう。たとえば誰だれかを四六時中見張らせておけばいいのだ。島の皆みな様さまだって協力してくれるはずだ。そうなれば比良坂さんはただ僕を牢獄に入れたかっただけだ。比良坂さんは本当に千年待ちたかったのか？　そんな恋れん愛あいに憧れていたのか？　だったら狂っている。いや、病んでいる。比良坂さんが近づく。

　ご主人様を玄げん関かんで待ち構えていた子犬みたいに比良坂さんは近寄った。懸けん命めいに僕の身体を上ろうとし、舌で唇くちびるを舐なめてくる。愛情が人それぞれであると認めるならば話は変わる。彼女の真なる目的とて不明瞭だ。絶大なる独占欲から僕を拘こう束そくすることこそが比良坂さんの恋愛行こう為いであるならば、究極的にすれば僕の殺害こそが彼女の愛の形ともなろう。いや待てそれを認めれば話が反転する。比良坂さんが一般人であると仮定したからこそ普通に考えて下着姿を好きでもない人間には見せないだろうとして愛情があるとしたのだ。病んでるならば少なくとも一般的ではない。前提がおかしかったから推理できなかった。本当に比良坂さんは僕を愛しているのか？　いやいやそもそも平常な人間がどうして奇行に走ることができようか。演技していようがしていなかろうが比良坂さんは実行した時点ですでに狂っている。普通の人間に事件なんて起こせてたまるものか。目的のために自分を含めた文芸部員全員の純潔を犠牲にした彼女のどこが普通だ。「こうですかせんせい」と言いつつ服を脱ぐ娘なんてミステリのように現実的ではない。手段を選ばない少女が今この瞬しゆん間かんのために服を脱いだのだとしたらどうなる。好きであろうが嫌きらいであろうが彼女が僕を殺す理由はある。愛情の有無などもうこの際どうだっていいのだ。愛していようがいなかろうがインタビューによって得られるものなど一つしかないだろう。ミステリを排除して現実的に考えなければならない。

　人は人を殺さない。だから比良坂さんは困っていた。比良坂さんは僕を殺したくても殺せなかった。人体模型にすら嫌悪を抱くように人の心はできている。ナイフを突き刺さす感かん触しよくを想像しただけでも吐き気がするようにできている。どれだけ憎い相手でもどれだけ殺したくても足は竦む。精神的な問題だけでなく物理的にも比良坂さんのような少女が僕を殺すことは難しい。殺すことより、殺さない我が慢まんをする方が簡単だ。それに大問題として人を殺せば罪となる。罪人に罰ばつを与えようとする彼女が、自らも罪人となることに納なつ得とくするか。僕を殺したという十字架を背負う覚かく悟ごがあるか。

　部員全員犯させれば誰か一人ぐらいは衝しよう動どう的に殺してくれると思った。だから他の娘に殺させようとしたのにやはり人は人を殺さなかった。千年閉じこめれば満たされるなんて嘘だ。ほら僕はこうやって、比良坂さんの理に従ってここに辿り着いてしまったのだから。中学一年生である比良坂さんならば「おおむね十二歳さい以上」という定義に嵌り刑事責任能力を持っており、人を殺せば殺人鬼になる。大人でない者に対する処罰が甘あまいと騒さわがれていようが現実的には結局のところ裁きを受ける。殺人鬼の烙印が社会的に比良坂さんを確実に抹殺する。隣人に石を投げられ比良坂さんは死ぬ。今だって島の人間に石を投げられている。しかし希代の強ごう姦かん魔まとなった僕ならば殺したところでそれはただの勇者だ。殺したところで石は飛ばなくなった。人は人を殺せるようになった。

　……ああ、そうなんだ。

　今なら比良坂さんは理路整然たる理由を以てして僕を殺せるんだ。

　目的が僕を殺す価値のある大罪人に仕立てあげることだとしたら、今ならばほら、人を殺せる気がしてくる。だってこの娘は自分の姉すら殺している。え、ああ、ああ？

　この娘は、自分の姉すら殺しているんだっけ……？

　両腕が背に回っている。爪が立てられている。

「わたしはずっと、こうしたかったんですから」




　ええ、さて、話は終わったのでなんだかよく分からないがこれよりバスケ編である。喜べ諸君、バスケ編だ。いやっほーい！　じゃなくて、ひとまず納得してもらいたい。比良坂さんが「事のあらましを全部すっきりと説明するにはとりあえずバスケをしたいのです」と言ったのである。納得できるか。なお、行間があったからといってもまだ比良坂さんは犯せていない。

　比良坂さんは古いミステリが嫌いである。斬ざん新しんでないからである。昭和の表現者に向かって「表現が昭和で古い」と言うような無む茶ちや苦茶ではあるのだが平成生まれなのだから許してあげよう。「現代においてはモルグ街とてただのホラー」と彼女は言った。たしかに、時代が変わればゴリラも窓から入れまい。新しい文明は古い犯罪を駆逐して新しい犯罪を作った。窓が頑丈になったせいだ。時代がほんの少しでも動いてしまうだけで犯罪は輝きを失ってしまう。

　この島では道路が整備されていなければ法も整備されていない。文明だけ与あたえられて秩序が用意されていない。事件について、比良坂さんが想像以上に恨まれたのは、警察方を呼び寄せてしまったせいだ。痛くもない腹を探られたわけでもなかった。島民のだいたいは悪いことをしていたようで御用になった。学園長先生は不法投棄と脱税疑ぎ惑わくにあわわあわわとしていた。なにやってんすか学園長。悪者ばっかりだった。南みなみ五ご坂さか島とうそのものが解体され、なんか大変なことになっている。

　野球部は廃部になった。強姦事件の捜査線上に悪あしき慣習であるあの小屋が乗ってしまい、被ひ害がい者しやが声を出したのである。これには同情の余地はない。因果応報というものである。女の子を集団で襲うなんて絶対に許せない。三年生の男子生徒数名が逮捕されたのだが、残りは少年院送致にすらならず児童自立支援施設送致だったという。おいおい、法は子供に甘すぎる。輪りん姦かん事件なんて絶対に許せない。少年法の欠陥をまじまじと見せつけられてしまった。死刑にしろ死刑に。強姦魔が更生なんかするわけねーだろ。

　小屋に関わっていなかった他の野球部員は、人数的に野球を続けることもできなくなったので別のスポーツに鞍くら替がえすることになった。バレーはコートを女子が使用しており、同じ場所でやらせるとまた問題になるため却下され、結局、バスケ部になった。

　そういう背景があって、比良坂さんが「分かりました。こうなったらバスケで勝負するしかありません」と言ったのである。なにに影響されたのかと訝しがっていると、後ろらへんで誰かが『ロウきゅーぶ！』（漫まん画が版）を読んでいた。

「つまり野球部童貞チームＶＳミス研非処女チームというわけだな。比良坂さん」

「お願いですからそういうチーム名はやめてくださいせんせい」

「勝算はあるのかよ。非処女のくせにバスケ経験はもちろんないんだろ」

「当然です。わたしは運動をしたことがありません。あとわたしはまだ処女ですから非処女のくせにはやめろ」

「野球勝負みたいに心理の檻に閉じこめる作戦をすると」

「……心理の檻って。そんなミステリみたいに上手くいくはずないじゃないですか。素面でよくそんな恥はずかしい台詞せりふ言えますね」

　馬ば鹿かにされた。

「み、ミステリ脳のくせに！」

「せんせい。わたしの推理は演技だったということで結論がついたはずです。野球勝負が上手くいったのはミス研チームがみんなしてわたしを信じてたからです。ミステリを信じてない今のわたしは、ただの女の子なんですよ」

「……なにそれ。あんまりにもみんなから気持ち悪いと怖がられたからって今更キャラ変えるの？　今更女の子ぶっても遅おそいわ」

「……そ、そういうことではなく。わたしの推理はもともとからして嘘でしかなくて、もともと信じされるために演技していたわけであって」

「相手を信じさせるための演技だったと」

「そうです。わたしはもともと普通のキャラクターをしていて、ミステリ脳だと勘違いしていたのがせんせいだった、というだけです」

「比良坂さん」

「なんですか」

「僕もちっちゃいころはそういうことやっていたかもしれない」

「べ、別にかっこいいと思って名めい探たん偵ていやってたけど不評だったから辞めたわけじゃないんですからね！」

　だが名探偵を辞めた比良坂さんが、どうやってバスケの試合に勝つという。ミス研チームに運動神経はないが、野球部チームには運動神経ぐらいあるだろう。仮に比良坂さんが名探偵を演じたところで、野球部チームは信じない。名推理とはミステリの登場人物しか聞き届けてくれないものだ。なんらかのトリックで勝利したところで「そんなトリック認められるか」と言われればお終いである。普通に戦えと言われれば、名探偵も素す直なおに頷うなずくしかないのだ。

　いつだったか、名も知らぬ男子生徒が、「文芸部二人同時強姦事件」やらなんやらの乙女推理をまるで信じなかったことがあった。ここが現実だからだ。策謀によって非正規にバスケに勝利したところで、普通に試合をして正規に勝利したものが正しいに決まっている。比良坂さんが皆みなを集めて推理したところで、登場人物は「いや、俺おれたちが普通に勝っただろ？」と返すだけだ。

「まあわたしたちが普通にやって勝てるわけがないので、トリックするしかないのですが。それはわたしがバスケ勝負を挑いどんだのですから、心理の檻（笑）作戦を使って勝つのは、たんなる前提でしょう。勝算なければ挑みません」

　だけどミステリなんて野球部チームには通用しない。

「だから問題なのは、どうやってわたしの論理を野球部チームに認めさせるか、ではないですか。それは勝てますよ。田舎いなかの坊ぼう主ず頭あたまと知恵比べして負ける道理がありますかね。だから勝利なんて前提でしかないのだと言ってます。でも、馬鹿だから論理を覆されるおそれがあるのです。常識的な反論をされればトリックなんて一発で棄却されます。名探偵は、馬鹿に弱い」

　耳を塞ふさいでしまうかもしれないという危き惧ぐだ。

「ええ。ですからバスケ勝負は、どうやって一般人に馬鹿みたいなトリックを認めさせるのか、ということになりますね」

「ところでバスケって五人でやるんだろ？　どの五人だよ」

「あれ、五人って知ってるんですね？　バスケのルール知らないのでは？」

「モブ沢さわさんに借りたんだ。でもあれはねぇよな」

「はぁ。なちが言うには、スポ根捨ててると見せかけて実は大事なところはしっかり押おさえていたとのことですが」

「さすがの僕でも小学生全員犯すのはないと思うわ……」

「ああそれでこそわたしのせんせいです……」

　メンバーは、比良坂さんとＡさんとＢさんとＣさんとＤさんであるらしい。モブばっかりだなこのアニメは。簡単に股開くＡさん（モブ沢）と、基本的にビビっているＢさん（ピッチャーだったやつ）はともかくとして、その他の面々は大丈夫なのであろうか。Ｃさん（男子生徒の幼おさな馴な染じみ）は男子生徒との間で一悶着もあったことだし、Ｄさん（誰かは知らない）は純じゆん粋すいゆえに「あかちゃんってどうやってつくるんですか？」と質問するようなタイプだったので「こうやるのさ、クケケケケケ！」と割と強ごう引いんに襲おそった娘である。泣き叫さけばれたので大変興奮した。

「どうせならもっと軽い娘を選んでくれよ。僕は追われる身。泣かれたらどうする。合意の上だった娘と強姦だった娘は意外にも半々ぐらいだったろ」

「……半々じゃないです。もしやあさぎのも合意の上だったとカウントしてるんですか」

「嫌って言わなかった」

「言えなかったんですよ……」

「逆らわなかった」

「逆らえなかったんですよ……」

「せんせぇのせーえきなかにだしてくださいって言った」

「それは無む理り矢や理り言わせたんだろ……？」

　いろいろあってバスケ勝負をすることになったのである。さすがに学園の運動場を堂々と使っていると問題があるので広ひろ場ばへと向かったのである。断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきの傍そばにあるので崖がけの前まえ広場と呼ばれている基本的に球遊びしかできない田舎において、どこに行こうがバスケのゴールぐらい吊るされている。

　野球のルールを知らなければバスケのルールだって知らない。こんな試合はさっさと終わらせて欲しいというのが本音であるが、やはり、比良坂さんの企みに興味がないと言えば嘘にもなる。

「……おい比良坂。なんでこの強姦魔がここにいる」

「さてまあ帰ってきてしまったものはどうしようもないじゃないですか。わたしとしても性せい行こう為いをされるのは困りますし、また時間稼かせぎしたいですからね。男子生徒だってことこの件でせんせいになにかしらの謝罪をして欲しいところでしょう。もう捕まえていいんですか？」

「……まあ、なんだ。スルーしてやるとしてだ。だいたいルールすら知らなくてどうやって勝つつもりだ。その仕組みを理解していなければ罠わななんて張れないものだろ」

「バスケで勝負するつもりなんざこれっぽっちもないってことですね」

「だけど俺らはバスケ勝負に絶対勝てる。俺らは絶対に負けを認めたりなんかしない」

「けれども男子生徒。たとえばことこを人質に取られたとしても負けを認めないんですか」

「そんなことするぐらいならそっちはそもそも勝負を挑まない」

「ええまあそうですよね。悪事を働いて勝っても無効にされかねませんし」

　野球ができなければバスケもできない。比良坂さんとその仲間たちが珍しく運動している。ボールを上に放っている。野球ではない。バスケである。ブルマではない。セーラー服である。

　農作物を引っこ抜ぬくようなフォームでボールを投げ、落ちるまで待つ。ボールが落ちたらようやく動き出す。一度に二つのことをできない。一球だけ奇跡的にも網を潜くぐった。五人がかりで十分ぐらいずっと籠を目掛けて投げ続け、たったの一球しか入らないことが奇跡的だった。名も知らぬ男子生徒率いる野球部チームは、ミス研チームの練習風景に言葉もないようであった。「何な故ぜこんなのと戦わねばならないのだ」と僕に目で訴えている。

　いつまでもこんな不毛な練習を続けてどうする。時計を見れば五時になりそうだったので、比良坂さんを呼んで試合を始めることにした。

　ここは遊び場として普ふ段だんから使われている。枠線を描くまでもなく、踏ふみ固められて土の色が変わっている。僕はバスケのルールをさっぱり知らないために最初の段取りを男子生徒に訊きいた。野球部チームがコートの中心に整列する。ミス研チームはコートの外側で整列している。試合に出ないことがデフォルトだった彼かの女じよたちにとってベンチこそが初期位置だった。始まらないのでコートの中に引っ張る。

「あーそれでは野球部童貞チーム対ミス研非処女チームの試合を開始する」

「だからその呼こ称しようはやめてくださいと言ったではありませんかせんせい」

　とりあえず並んでお辞儀する。

　審判がボールを上に投げ、選手がジャンプしてボールを取り合って試合開始らしい。野球部チームは散らばった。ミス研チームは整列したままだった。ボールを投げる。男子生徒が飛ぶ。比良坂さんは飛ばない。飛べ。

　男子生徒が弾いたボールを別の男子生徒がキャッチし、さらに別の男子生徒にパスされ、その別の男子生徒が鮮やかにボールをゴールに入れた。その間、ミス研チームはなにもしなかった。その間だけではなく、ミス研チームはかれこれ八分ぐらいずっと呆ほうけて野球部チームの攻こう撃げきを眺めていた。僕がいちいちボールを上に投げ、男性生徒が飛んで、野球部チームに得点が入る。攻撃を防がないのではなく防げるだけの運動神経がないことは分かっているが、これでは試合にならず、野球部チームも飽あきてしまうだろう。

　もしやそれが比良坂さんの作戦かもしれない。この前の野球勝負での作戦をそのままなぞるつもりであろうか。こんなことを繰くり返かえすだけならば、たしかに男子生徒だって止めたくなる。だいたいなんでバスケしてるのかさっぱり不明だから今すぐにでも止めたくなる。なにやらバスケとは八分の試合を四度やるそうだ。今一回戦目が終わり、二分休憩後に二回戦目をはじめる。休憩中に、男子生徒が比良坂さんに話かけた。

「――だけど無む駄だだ、比良坂。この前の文芸部野球勝負がどうだったかを俺は知っている。こちらが飽きるのを待つ作戦をしているのだと知っていれば、ギブアップなんてしてやる道理はない。容赦無しにゴールし続ければそれで俺らが勝てるんだ」

「……はぁ。そこの男子生徒、もしかしてわたしがそんな作戦をするつもりだとかなんとか思っていたわけでしょうか。ミス研チームがまったく動かなかったのを、作戦だとでも思っていたのでしょうか。違いますね。ミス研チームは、動かなかったのではなく動けなかったのです」

「なんだと？」

「――まさか試合中に動けるほどの運動神経がわたしたちにあるとでも」

　傍ぼう点てんをつけるレベルの台詞ではない。

「ああそうなんだ……。じゃあなんでバスケ勝負しようなんて言ったんだよ……」

「試合中の八分は動けませんが、休憩中の二分ならば動けるからです。それにわたしたちにはきちんと必殺技がありますから。余りものの寄せ集めであるあなたたちと違い、わたしたちはずっと仲良しのミス研チームなのです。バスケは一人でやるものではありません。一人でできないことも、みんなならばできるのです」

　一人でなにもできない人間を五人集めてもなにもできない。試合の勝敗に友情パワーが通用するはずがなく、必要なものはやはり才能だ。ある一つの才能に特化している人間が五人集まり、それぞれの長所を生かしてやっと勝てるのだとはあらゆるスポーツ漫画が証明している。天才にしか勝利はない。飛びぬけて足だけは速いとか、ジャンプ力だけは凄すごいとか、背だけは高いとか、シュートにだけは自信があるとか、そういう才能を保有する生徒などミス研チームにはいない。

「あはは。では見せつけてあげようじゃないですか。ミス研チームによる必殺技を。最初の休憩はこれで終わり。さあ二回戦目、せんせい、ボールを上に投げてくださいな」

　ボールを投げると男子生徒は飛んだ。比良坂さんは飛ばないと思えばちょっとだけ浮いたような気がしないでもなかった。いや浮いていない。浮けていない。比良坂さんにジャンプなんかできるわけがない。

　別の男子生徒がボールをキャッチする。審判としてやることはやるが、男子生徒の運動している姿なんざ見たくないので極力描びよう写しやは避さけるとしよう。なんかいろいろあってボールがゴール付近にまで動いた。

　ここまでは一回戦と変わらなかった。この八分間も最初の八分間と同じ、というわけではなかったのだ。なんとゴール付近には比良坂さん以外のミス研チーム四人が突っ立ってるのである。動いたのではなく、あらかじめそこに突っ立っていたのである。ああなるほど、攻めるどころか動くことすらできないからあらかじめ防御に回していたのだ。

　外野に配置せず全員内野にしたように、どうせ意味がないからと大事な場所だけに一点特化させたのだ。男子生徒は邪じや魔まな四人を無視してシュートした。ボールは入った。ディフェンスとはいったいなんだったのか。驚おどろきを返してもらいたい。ミス研チームも突っ立ってないでちょっとは妨害してほしい。

「なにしてんですかなち。ちゃんと作戦通りにやってくださいよ」「れ、れーちゃんこそ。ジャンプ終わったらゴール守ろうよぅ」「わたしがそっちまで行くころにはもうゴールされてます」「あたしがクリティカルジャッジメント使うのやなんだよ」「じゃあクリティカルジャッジメントを誰が使うのです」「ことちゃんがクリティカルジャッジメント使えばいいんじゃないかな」「あの男子生徒と因縁があることこにクリティカルジャッジメントを使わせるとはいくらなんでも鬼では」「ならあーちゃんだねクリティカルジャッジメント使うの」「いつも貧びん乏ぼうクジ引かせますよね。この前ピッチャーやらせたんだからクリティカルジャッジメントまで使わせるとかいくらなんでも鬼です」「じゃあありすしかいないじゃないのさクリティカルジャッジメント」「ありすって。○○ちゃんとか○○くんとかで呼ぶのがなちのキャラじゃないのですか。ありすもあーちゃんって呼ばないといけないんじゃないのですか」「何故今そんなことにツッコミを入れる。……いや、あさぎとありすなんだから被るじゃないのさ。紛らわしいからありすはありすって呼んでるんだよ。キャラ付けなんてしてるのれーちゃんだけさね」「べ、別にわたしはキャラ付けしてたわけじゃなくて！」「クリティカルジャッジメントと名付けたのはれーちゃんだからね、えーくん」「……ぐぐぐ。で、でも、せんせいのこと怖がってるありすにやらせたら駄だ目めでしょう。なちがやればいいんですなちが。クリティカルジャッジメント」「いや待って待って。よくよく考えたらこれれーちゃんにしかできなくない？」「なんでです？　……ああそうでしたそうでした。はいはいわたしがやればいいんですねわたしがやれば」という一連のやり取りがあり、ミス研チームの友情の結晶であるらしき必殺技をみんな使いたがらないのはどういうことだと訝しがった。

「……どうせまた比良坂のはったりだろ。一歩も動けない運動音痴に必殺技なんてあるものか。クリティカルジャッジメントと連呼しているところからしてミスディレクションでも狙ねらっているんだ。『黒子のバスケ』でも読んだんだろ。必要以上に意識させることで別のなにかを隠かくしている。だったら気にしないだけだ。まともに勝負をすれば絶対にこちらに負けはない。比良坂のミステリ脳はもう分かり切っている。……だからもうこんな勝負は。ああもう。……おいそこのお前、ちょっと話したいことがある。バスケしてる場合かよオイ。絶対これ時間稼ぎだろ。なにか企んでるに決まってんだろ。あまりの唐突さにびっくりしてみんなほいほい来てしまったが多分ヤバイ状じよう況きようだよこれ」

　男子生徒がくいくいと僕ぼくの袖を引く。腐くさるから止めてほしい。ガン無視してたらわーわー騒がれたので、うるささのあまりつい耳を貸した。

「……お前さ、あんなことやられてまだ比良坂信じてるのか？　絶対ヤバイだろあいつ。お前のこと愛しているとか嘘うそに決まってんだろ」

「なんかもうなんでもいいやって気分だわ」

「……一応、推理できたはずだろ。疑問を解消しなかったから痛い目を見たんだ。じゃあお前、サイコロのたとえをどこで知ったんだよ」

　サイコロのたとえ？　そういえば疑問だ。モブ沢さんが語った比良坂さんの疑惑である。しかし盗み聞きしてやがったのか。なんて趣しゆ味みの悪い。

「んなもん忘れている。なんだなんだこれがそれほどの問題か？」

「大問題だ。お前がサイコロのたとえを口にしていないのに比良坂がサイコロのたとえをしたのは」

　僕がその言葉を知った場所で同じように比良坂さんもその言葉を知った、ということか。

「そう。比良坂は田舎に籠こもっているので、お前と比良坂がいた共通の場所はこの田舎でしかない。お前もどこでサイコロのたとえを知ったのかを覚えていないぐらいなのだから、ずいぶんと昔に知った言葉ということになる。つまり、せめてお前が都会に行く前に知った言葉なんだろう。そのころならお前も結構なガキだ。田舎とはしても一人で大冒険させる年ねん齢れいではない。ガキのお前と比良坂が同じ人物に会えるとしたら、ありそうなところで、比良坂の家族。また、お前が関わりそうな人間に限定すれば、初等部から中等部ぐらいの女。お前の特性からして女子中学生。その頃比良坂は何歳だ。とにかく共通部分で括れば、比良坂の姉か、そこらとなるはずだ。お前と比良坂の姉、同級生だったよな。それなりに交友もあるだろう。ならばサイコロのたとえは、比良坂の姉が言い出だしたと考えられる」

「うわあ推理。正気か」

「……現実的に考えれば仮定に仮定を重ねた推理などありえないのは分かっているが、自分でも推理なんて馬鹿らしいとは思うのだが、だが確率が違う。同じようなたとえが被るなんて、むしろこんな偶ぐう然ぜんありえるか？　というか、なんで問題なのか分かってないのかよ。お前はな、非処女のことを記き憶おくできないんだろ？」

「何故それを知っている……?!」

「態度だよ……」

　なんだ態度か。

「……お前が非処女のことを忘れるとはしても、……足コキがどうとか言ってたし、つまり、その女の子が非処女でなかったころの記憶は残っているんだよな？」

　処女だった娘をどう犯したのかは忘れていない。

「ならどうして、お前は比良坂姉のことを全然まったく覚えていないんだ」

「……なに？」

「それはつまり比良坂の姉なる人間はもともと非処女であったからではないのか？　比良坂の姉は言わば水みず沢さわのポジションだった。だからお前はサイコロのたとえを誰に教えてもらったのかを記憶できなかった」

「……ちょっと待て。それはどんな推理だよ。だいたい非処女だったら僕は比良坂姉を犯さないだろうが」

「――それだ。お前、本当に比良坂の姉を犯したのか？」

　……なんだと？

「比良坂の姉とお前がやった云うん々ぬんの話は、比良坂が言いふらして広まったものだ。真実を知るのはあいつだけだ。あまりに信しん憑ぴよう性せいがあるので信じていたが、真実だと確定はしていない。お前が強姦したことを忘れていたのか、それともそもそもそんなことはなかったのか、まだ不確定だよな？　あいつ、とんでもない嘘うそ吐つきだぞ。まあ強姦したのかもしれないが、さて、お前が比良坂の姉を強姦していないことで、話がどう転がってくる？　……うわ、比良坂が寄って来た。話は後にしよう」

　……休憩が終わり、試合再開だそうだ。また僕はボールを投げた。比良坂さんは飛ばない。

　男女の差もあり、普ふ通つうに勝負するだけで不公平なので、一点でも入れればミス研チームの勝ちということになっている。ところで疑問なのだが、ならばどうして野球部チームは点を入れ続けているのだろう。ボールを持って、試合終しゆう了りようを待つだけで勝ちではないのか。どうせミス研チームは動かないのだし、お互い止まっているだけでも野球部チームの勝利は揺るがないはずだ。そうかそんなことも気づけないぐらいに馬鹿なのか。

「ば、馬鹿なのはお前だ！　ボール持って何秒以内になにかしないと反則ってルールがあるんだよ！　審判なのになんでそんなことも知らないのか！」

「……え、そんなルールあるんですか？　わたしもてっきり馬鹿だから点を入れ続けているのかと」

「勝負挑んだならルールブックぐらい読め！」

　あ、ボール持って歩いたッ、と最初抗議してみたのだがまたルールブックぐらい読めッと怒おこられるだけだった。男子生徒はボールを投げるのではなく、持って飛ぶのである。投げて入れられないのなら直接持っていけばいいじゃないと言わんばかりだ。

　ぱっと見、ずるい。ルールブックに書いてあればなんでもしていいと思ってるのか。地上からボールを放ってこそバスケではないのか。まったく最近のガキは法の目を掻い潜るようにして犯罪を行う。やれやれであると比良坂さんと一緒に嘆いていたら男子生徒はお願いしますからルールブックぐらい読んでください……、と何故か頭を下げてきた。あまりに情けない姿だったので審判として許すことにする。

「まあレイアップぐらい許してやるよ」

「ちゃっかり知ってんじゃねーかよ！」

　男子生徒の行動なんて一回戦より飽きるほどに見たので丸分かりである。なにせミス研チームも決まって同じところにしか突っ立っていない。同じことをされて同じように点が取られるだけなのだ。

　ボールが両手に挟はさまれる。三歩ならば歩いていいというルールぐらいは知っている。女の子たちは手すら伸ばさず、男子生徒を遮るものなどなにもない。

　まったく同じコースで、まったく同じフォームでシュートされる。ミス研チームが同じことを繰り返しているからと、野球部チームも同じことを繰り返す。心理の罠だなんてたいそうなものではない。男子生徒はただ面めん倒どうであったから、油断していたから、手を尽くす必要などまるで感じなかったから、手間を省くために頭を使うのを止めていた。

　手を伸ばすことすらできないならば、相手の行動を縛ってしまう。今までぴくりともしなかった比良坂さんが動いただけで男子生徒の心は揺れた。ガーゴイルでも見たのだろう。

　動いた石像にコースを塞がれたというのに、もうボールを持って飛んでしまっている。ここに比良坂さんのトリックがあった。

「――引っ掛かりましたね」

　そうしてクリティカルジャッジメントは発動した。

　グラウンドが抉られる。足の外側面は鋭するどいカンナのように地面を削る。踏み込む一足の勢いは火花すら散らす。土埃が宙に伸びる。足首を返す、腰こし→手首まで力のままに流す、真まっ直すぐに突き進む拳を九〇度まげ、狙うはアゴだ。燃え尽きた火花と土の奥おくには同じくカンナのような瞳ひとみがあった。貫き通った瞳の奥には信じられないものを見たとばかりに目を見開いている男子生徒の姿が映った。目指すものに向けて、最後の踏み込みは盛大に、地雷でも踏みしめたのかと思わんばかりの爆発的な一歩にて大地は十字に裂け、力は手のひらに流れこみ――、衝しよう撃げき波はは男子生徒を吹き飛ばした。猛々しく。哮たける。

　僕が。

　僕が全力で男子生徒をぶん殴なぐったのだ。宙に舞った男子生徒がぼふんと落下してくる。

　ははん。なにが起きたか分からないだろう。僕も夢中であったためになんだか分からなかった。比良坂さんに解説を求める。

「――さて、試合終了ですね。この男子生徒がリタイアした以上、交代要員のいない野球部チームの敗北は決定しました。わたしたちの勝ちです」

「ちょ、比良坂、馬鹿なこと言うな！　俺はまだリタイアしてない！」

「だったらまだやりましょうか。もう一度クリティカルジャッジメントを発動させれば、いくら頑丈が取り柄の馬鹿でも崩れはする。バスケは一人でやるものじゃなんです。その点、この必殺技はミス研チームの絆そのもの。知ってるはずでしょう。せんせいはミス研の娘こにちょっとでもちょっかい出そうとすればいきなり怒ど髪はつ天を衝つくなんです。男子生徒がわたしにぶつかりそうになったから、せんせいは男子生徒を殺そうとしたんです」

　道理で僕はこの男子生徒を殺そうとしたのか。比良坂さんは男子生徒とぶつかるような位置に立ち、僕の怒りを誘発させたのだ。ちょっと触っただけで衝動的に殺害しようとするその姿はまさに致命的クリテイカルな審判ジヤツジメント……！

「致命的すぎる！」

「ミス研チームだけでは野球部チームに勝てない。顧こ問もんありきのチームですから。これはせんせいを参戦させるために仕組んだ罠なのです。さあ負けを認めなさい野球部チーム。クリティカルジャッジメントは一度限りの必殺技ではない。次もまたせんせいの拳が男子生徒を打ち貫く。せんせいがブチ切れる限り何度だって」

「そんな審判認めるられるかぁ！」

　怒られた。あたりまえだった。

「……だがどうする男子生徒。比良坂さんのクリティカルジャッジメントは止めることができない。このままではお前が僕の暴力に耐えきれず死に、次の四回戦目にて問答無用でミス研チームの勝ちが決まってしまうぞ」

「それはお前次し第だいだろ……。ちょっとぐらい我慢しろよ……」

「そんないったいどうやって」

「……ああもうおい比良坂。次こいつが誰か殴ったら、ミス研チームの反則負けにするからな」

「そ、そんな！　いくらなんでもそんなルールを追加するなんてあんまりです！」

「俺は至極真っ当なことを言ったつもりだったのに！　ええいタイムだ！」

　男子生徒の主張が認められた。あたりまえだった。ルールも満足に知らない僕が満足な審判をできるはずもない。僕のささいなルール間違ちがいを選手側からも訂てい正せいできねば進まない。審判は選手を殴ってはいけないらしい。

「まあ別にいいですけど。じゃあ次の技の準備しますから」

「えぇー……？　ちょっとおいこら比良坂……」

　野球勝負のときは相手のやる気を失わせることによって勝利していた。バスケ勝負では相手のメンバーを欠けさせることで勝利するつもりだったのか。試合続行を困難にさせ勝利を掴つかむ点では共通している。しかし野球部だからか根性だけはある。意地でも続行する男子生徒を相手に、比良坂さんの術では分が悪い。

「……おいこらお前、俺の話の続きだ。ところで疑問だったんだが、比良坂の姉のキャラ設定がイマイチ伝わってこないんだ。俺は普通に接点がなかったから知らんのだが、比良坂はお前と比良坂の姉が恋こい人びとだったとする。琴こと子こからしてみればお前と比良坂の姉は愛し合ってなかったとする。しかし島の皆様としても一応、お前と比良坂の姉は恋人で通ったんだよな。偏見があるとしたら琴子の側だろう。つまりお前と比良坂の姉は、他人から見れば恋人同士に見えてしまうような関係だったんじゃないのか。そこでサイコロのことだが、これってもしかして比良坂の姉の性格のことを表わしているというか、比良坂も訳分かんない行動しているあたり、むしろあいつがサイコロで動いているようにしか見えないというか。つまり比良坂と比良坂の姉の性格って」

「ああ休憩終わったわ」

「だから話を聞けよ！」

　重大なヒントだろうとも僕は男子生徒の声を耳に入れるだけで気分が悪くなる。休憩が終わり四回戦目となる。僕はバスケで忙いそがしいんだ。クリティカルジャッジメントを封ふうじられたミス研チームに為す術はなく、むしろ野球部チームに触るだけで（僕がマジ切れして男子生徒を殴ってしまうため）反則負けとなってしまい更さらに状況は宜よろしくなくなった。ミス研チームに深刻な空気が流れるもどっちにしろ突っ立ってるだけだった。男子生徒たちはだるそうにボールを籠に入れ続ける。どこぞの男子生徒ももうどうとでもなれとばかりにだるそうにボールを運んでいる。「これだけは使いたくなかったのですが奥の手を出さざるを得ませんね」と比良坂さんがぶつくさ言ってる間にもシュートされていた。僕が言うのもなんだがそろそろ真ま面じ目めにやれと言いたくなる。

「れ、れーちゃん、トライアングルリバーストを使うの?!　そんなの駄目だよ！」

「……止むを得ないです。わたしたちに残された手段はもうこれしか。というかなち、さっきそうしろと言ってませんでしたっけ」

「そんなことしたら、あの男子生徒の心が崩壊しちゃう！」

　こいつらは話を劇的にして楽しんでるだけだろう。

「分かってください！　肉体的にタフならば精神的に殺すしかないのです！」

　普通に戦え。トライアングルリバースト発動によりミス研チームの娘が一歩だけ前に進んだ。男子生徒が動けなくなる。動けなくもなる。意識しないように努めていたのだろうが、こうにも前に出てこられては男子生徒も対処をせねばならなくなる。

「いや、おい、それはなしだろ普通……？」

　グラウンドの中央で例の妊にん娠しんした幼馴染が消える寸前の蝋ろう燭そくみたいに沈んでいた。鬼の所業だ。まったくどうして人間にこんな酷ひどい真ま似ねができるのだ。比良坂さんによる精神攻撃に男子生徒はあからさまに動揺している。処女だとか処女じゃないとかで揉めたのだっけ。背中を押されたくせしてまだこの二人は上う手まく行っていないらしい。二人に溝みぞができた元凶が僕であると考えるだけで何故か興奮してくる。

「……こ、琴子。俺は、お前のためにこいつらと試合を、しているん、……だろうか？」

「……誰だれが頼たのんだの？」

「いや、だって！」

　沢さわ渡たりさんは目を合わせずに言う。

「……いい機会だから言うけど、勝手に勘かん違ちがいして守ろうとしないで。迷めい惑わく。父親役頼んだの、朝あさ倉くらしかいなかったからって、それだけだから」

　想像以上に酷い言葉を吐く幼馴染であるが、子供心を読み測ることにかけては南八坂島一の僕としてはこれをツンデレだとする。

　弱者扱あつかいされたくないから強がっているけれども、本当は抱きしめて欲ほしがってる女の子の台詞だ。ツンデレに気がつかないからこそ、男子生徒とその幼馴染の距きよ離りが全然埋まっていなかった。言葉通りに受け取った男子生徒は精神的に死ぬ。人ごとだと思って僕と比良坂さんは「なにもそこまで傷つけなくてもいいのにな」「ええ、酷い話ですね」とかなんとか言い合っていた。

「……普段通りに接して欲しいだけなのに、どうして分かってくれないのかな」

　勇気ある一言だったと、幼馴染を褒めてやろう。

　そのまま死んで試合終了の流れと思いきや男子生徒が吹っ切れた。こいつはなかなかに主人公的である。もう言葉なんていらないとばかりに男子生徒はボールを捨て、両手を広げて幼馴染を抱きしめようとする前に僕がうっかりクリティカルジャッジメントを発動させそうになり（非処女だがなんかむかついた）感動のシーンが後一歩のところで台無しになりそうだったところで比良坂さんが僕を止めた末に幼馴染は男子生徒に抱き締しめられた。一いつ瞬しゆんの出来事であった。

「ごめん。意識しすぎてた」

「分かればいいさ。うん。私はもう、元気だから」

　変わっていないつもりだったのに、彼かれは劇的に変化を求めてくる。それが幼馴染には嫌いやだったのだ。強がりだけれど、そんな強がりを彼だけには気づいてもらいたくなかった。気づかないふりをしてもらいたかった。そしてついに二人の心は通じた。一瞬を終えると二人は仲良しに戻もどっていた。とりあえず僕は「ファールだからミス研チームのボールな」と横槍を入れてみる。珍しく比良坂さんに殴られた。トライアングルリバーストを使うと決断したやつはどこのどいつだ。

「……あ、憧れますよね。ああゆうの」

「試合は？」

　いろいろあった末に、時間がなくなって試合は終了した。野球部チームの得点を数えるのをすっかり忘れていたけれどまあ七億点ぐらいでいい。多分野球部チームが勝った。

　負けてしまったではないか。ボロ負けである。一点入れただけでミス研チームの勝ちというルールでもまだ運動神経の存在しない彼女らにとっての不公平だったのか。一回もボールに触ふれていない。試合が終わってしまった以上敗北は確定した。どんな論理を持ちこもうとも覆すものがなくなってしまった。

　相変わらず整列するという常識のない彼女らは試合が終わってもまだゴール下に突っ立っていた。そこで比良坂さんはやっとボールに触れ、なにやらゴールに向かって投げている。全然届いてはいない。それでも何度か投げている間に、ボールは少しずつ網に近づいていった。

　終わってしまったのに今いま更さら悔くやんで練習している。あのときああすればよかったのにと反省しつつ即そく座ざに行動するとはなんともスポ根っぽいが、比良坂さんにそんな精神の持ち合わせがあるわけがない。後こう悔かいすることすら胡散臭い。こいつらは、なにもやっていなかったのだ。だから違い和わ感かんを覚えたのだろう。男子生徒が振ふり返った。あいつが動くからには意味がある、だが試合が終わったのに意味なんてあるのかと、考えていそうな顔だった。比良坂さんがボールを投げて籠に入れようとする。入らない。まだ入れようとする。試合は終わっているはずだった。意味のないことを彼女はやらないはずだった。

　男子生徒が気づいたのだ。

「……ああ！」

　比良坂さんが一回ボールを放る作業をする間に男子生徒は百メートルは進める。まだ試合中だと知った途端に男子生徒にボールを奪うばわれた。田舎の坊主頭を馬鹿にしすぎたのか、あるいは比良坂さんのキャラクターに慣れてしまったのか、タネのばれたトリックは効力を失ってしまう。

　時間のトリック、それも時計を動かしただけとはチープなものだ。この程度かと失望しつつ、まあ男子生徒を騙すだけならばこの程度で充じゆう分ぶんであるようにも思える。しかしいかんせんヒントが多かった。こうしてゴールにボールを投げ始めることに違和感を覚えない方が無理があるし、第一試合にてまったく動いていなかったこともまた伏ふく線せんとなってしまう。

「こんな崖の前だ……、時間を測るには腕時計しかない、それも比良坂があいつに渡したものでしかない、――そういうことかよ。最初からこれを狙っていたんだ。試合時間を狂わせて最後の最後に勝ちを攫う。お前のやりそうな手じゃないか」

「気づくのが早いですね」

「試合開始は五時、試合終了はその四〇分後。この腕時計が意図的に十分進められていたならば今はまだ五時三十分で」

「突然時間並べられても困ります。タイムテーブルなんて作る人いないでしょうから結論だけ言ってくださいな」

「十分ずれてたんだよ。ただ比良坂が黙だまっているだけで、ルール上では試合の真っ最中でまだ第四ピリオドなんだ。だからお前がこうしてまだボールを投げ続けている」

「へへえ、それでそれで？」

「……いやだから、分かりやすすぎたんだ。比良坂はこのときのためだけにこれまで動いていた。クリティカルジャッジメントとやらも俺を退場させるためのものではなかった。あんなやり方で勝てるだなんて本気で思えるわけがない」

「だったらなんなんです？」

「……なにって、なのに何故あんなことをしたかとすれば、そんなもの、審判がルールを間ま違ちがえていた場合に選手側が忠告できる、というルールを追加するためでしかないんだ」

「はてこれまたどうしてそんなことを？」

「……そんなの、このルールさえ追加できれば、審判が時間を間違えていたのだとして、比良坂は時間の流れを正常に戻せるだろ。十分違いますよと言えば戻さざるを得ない。それが正しいルールなのだから。回収するための伏線を敷きすぎたことで企みがバレバレになったな」

「それで、どうなるんです？」

「……あァ？　なんだよもう。だからな、こうして俺がボールを奪った以上、試合が続いていようが比良坂の負けだろ？」

「負けじゃないです。男子生徒の推理が本当ならばまだ試合は十分あるのです」

「ならやってみろよ。あと十分で一回ゴールを決めてみせろよ」

「言げん質ち、ありがとうございました。これで正しよう真しん正しよう銘めい、わたしたちの勝ちです」




　人は知られざる過去とか因縁とかに従って生きているわけではない。キャラクターキャラクターしたキャラクターなんて存在しない。何故比良坂さんは僕のことを好きになってしまったのだろうと、そんなことは考えるだけ無駄だった。ああゆう設定があるからあのキャラクターを愛してしまっただなんて、普通そんなことで恋れん愛あい感情を抱くものか。

　特に思春期となればそう。あらゆる登場人物が理路整然に動くミステリとは特に相性の悪い時期である。なに考えてんだか分からない中学生という病は乱雑さを余計に増やす。謎なぞすぎる乙女おとめミステリ、それこそが中学一年生・比良坂れいの恋愛観でありミステリ観なのだ。

　大人の恋愛はともかくとして、女の子たちは人に恋こいしているわけではない。恋に恋している。まだ幼く、あどけないからこそ、分からない恋愛を彼女たちなりに楽しんでいる。

　キャラクター的であった比良坂さんは勝手に過去回想を始めていた。比良坂姉を襲ったあの日がどうたらこうたらと言っているが、会わぬ間に育ってしまった恋とは設定であり、そんな風に生み出された恋心なんざ胡散臭いと、僕が全然話を聞かなかった。

　ご主人様を玄げん関かんでずっと待っている子犬のように、比良坂さんはずっと恋い焦がれて忍んでいた。ようやく叶った願いに我が慢まんなどできずに、盛大に甘えてくるので僕もその気になってしまった。謎の男子生徒の主張する比良坂さんが恨みを持っているという説はとうとう却下された。

「さて、せんせい。もしミス研の女子部員が、ジョンディクスンカーの密室講義を読んだらどうなりますでしょうか」

　それは古いミステリだ。

　名が示すように密室の講義である。新しいミステリにもちょこちょこ登場するものなので比良坂さんでも知っているのだろう。もしや、古いミステリをあれほど嫌きらいだと騒さわいでいるぐらいなのだから、結構読みこんでいるのかもしれない。本格を語りたいがために覚えたという線か。

「ほんと、みんなが読んでる本が大好きだなあ比良坂さん」

「……ち、違います。わたしはみんなが読んでるからという理由じゃなくて自分の意思で選んでですね！　……違います違います。古いのなんてだいっきらいなんですから」

　そういえば比良坂さんは台詞せりふがツンデレだ。

「……あのですね。『われわれは推理小説の中にいる人物であり、そうでないふりをして読者たちをバカにするわけにはいかない』のです」

『密室講義――、この章は、フェル博士が自分たちが小説の中の人物であると自認する発言をするなど、他の章とは多少趣が違う観があり、その点からメタミステリのはしりであるとの評価もある』

　説明が面倒だったのでウィキペディアからそのまま引用した。

「われわれはそう、推理小説の登場人物なのです。何故ならば、わたしは名めい探たん偵ていを演じ、せんせいもまた名探偵を演じ、男子生徒もまた名探偵を演じてしまったのですから」

　ここが現実であろうとも、やっていることは物語的だ。人はサイコロで動くはずなのに、それを排して勝手に設定を作って設定に従って進んでいた。名探偵を演じた比良坂さんのように、僕もまた比良坂さんのことを推理してしまっていた。現実的なことをするのを止めた人はまるで推理小説の登場人物のようだ。まるで推理小説の登場人物がやるようなことをみんなしてやっていたのだ。

「バスケ勝負で勝利したのは男子生徒が名探偵になってしまったからです。男子生徒はわたしが推理小説の犯人のようなことをすると勘違いしていた。そう勘違いしていることを利用して、わたしは男子生徒に推理をさせた。時間をずらしただけなんていうとても簡単なトリックを使って、とても分かりやすく伏線を敷いていたのはもちろん、馬ば鹿かでも推理ができるようにしただけのこと。自分で見つけた伏線をみんなに教えたくて教えたくて仕方なくなってしまう名探偵ならば、わたしの伏線を勝手に回収して勝手に披露する。

　名探偵の推理は正しい。男子生徒は事件を解決してしまったことでわたしのトリックを認めてしまった。トリックに気づかなかったら負けていたけれど、すんでのところで気がついたから勝ったのだ、だなんて。誇らしげに、トリックに気づかなかったら負けていたことを認めてしまったのです。

　あれができていなかったら負けていたなぁと、勝つ瞬しゆん間かんには謙虚になってしまうもの。敗者は勝利の可能性に悔いるものですが、勝者は敗北していた可能性を簡単に認めてしまう。勝ったからこそあそこでああしていたら負けたかもしれないと認めることができる。認めた時点でわたしたちの勝ちなのです。だって、もうずっと前に、試合以前にボールはゴールに入っていたのですから。わたしは腕時計を十分進めていたのではなく、十分戻していました。一点なんてものは試合開始前にもう取っていたのです。

　練習していると見せかけていたあのときですね。単純に試合開始前にこんな主張をしても認められるわけがありません。実は試合はとっくに始まっていて、もう一点は取ったのでわたしたちの勝ち、なんて言っても、馬鹿だろお前の一言で一いつ蹴しゆうされてしまう。だから黙っていました。あの無駄な試合は、わたしの道理を通すためのもの。試合終了後、必死なってわたしを止めた男子生徒がどの口でそんなトリック認められるかなんて言えますかね。十分進めたことは認めたのに、どうして十分戻したことを認めないのでしょうか。認められないのになんで止めたのかという話になります。

　こんなあからさまな伏線、自分が犯人だと言っているようなもの。わたしが盛大に十分進めたと宣伝していたから、男子生徒には十分戻っていた可能性が見えなかった。試合前に入れていたものでわたしが勝つつもりならば試合前に主張するはずだ、まさか時間が戻っているはずがないだろう、と、男子生徒が奥おく底そこで思っていなかったとは言わせません。わたしの目的が相手からの勝利ではなく相手からの承認であることに、気がつけなかったために男子生徒は負けたのです。

　田舎いなかの坊ぼう主ず頭あたまと知恵比べしても負ける道理がない。つまり知恵比べに持ちこんだ時点で男子生徒の負け。わたしは推理作家のように何日もかけて作戦を練りましたが男子生徒にそんな考える時間なんてないですから。野球のときはああも言いましたが、物理トリックが飽和したからミステリは終わりを迎えただなんて馬鹿の言うこと。古いトリックでも使いようだってことです。なんとも若者らしい勝ち方じゃないですか。まあ、某漫画の冴さえたやり方を参考にしたんですがね。

　こんなトリック現実には通用しないけれども、通用するようにとみんなが推理小説の登場人物になってしまいました。わたしがはじめに名探偵を演じたせいで、皆みなも思わず演じてしまったのです。

　あの、せんせい。

　絶対に不可能であると思われることでもなにかを覆すことで簡単に解決してしまえるからこそミステリは素す晴ばらしいものなのです。現実ではそうもいかない。悪いことはできないし、犯罪者は捕まるし、悪人に喋しやべる権利なんてないし、正常でない恋愛観を持っている人間は石を投げられてしまう。強ごう姦かん魔まなんて最低であることに疑いはありません。救われるなんて許されない。刺さされて死んでしまえばいい。一切の擁護なんてできない。わたしはせんせいが好きだからそんなことはどうでもいいけれど、やはりこの感情は間違ったものとして扱われる。せんせいが幸せになっては駄目なのでしょうか。駄目に決まってます。生徒を次々と強姦する教師なんて許されません。わたしが幸せになっては駄目なのでしょうか。駄目に決まってます。強姦魔は殺さねばなりません。呼吸する権利なんてあるものですか。

　ああどうしましょうか。決して届かぬ星に手を伸のばし、そのまま死ぬしかないのでしょうか。名探偵様に頼んだところで強姦魔は救ってくれないでしょう。だってせんせいが真犯人なのですからどうしようもないのです。わたしが名探偵を演じても誰も救えない。でも名探偵でなくとも、ミステリならばこの状況を覆すことができるのです。だってミステリは、策を弄ろうして奇を衒てらい、是が非でも都合のいい結末へと結びつける最強最低のご都合主義なのですから。われわれがミステリの登場人物であるならば、たとえばミステリならばこの詰つんだ状況を改善する方法なんていくらでもあるのです。

　それは承認を鍵かぎとして世界を矛む盾じゆんなく壊すもの。

　自らの心象をそのまま裏返す禁呪。一切の嘘もなく世界の裏側は表側へと返る、踏ふんでいた地面を実は雲であったと逆転させる外道の術。あらゆる記述に矛盾のないように天と地を逆転させる邪道中の邪道、作者に頼ることしかできない読者をすべて叩き落とす卑怯者の奇術。登場人物単位に行使する破戒どころではなく世界そのものを変革する――、それが。

　――それこそが、叙じよ述じゆつトリック。

　わたしが事件を起こしたのはわたしのため。せんせいに恨みがあったわけでもない。せんせいを捕つかまえることで独占したかったわけでもない。わたしはせんせいが大好きですから、ずっとずっと一いつ緒しよにいたい。ずっと一緒にいるためにわたしは言ってやります。

　せんせいのあらゆる罪を消し去ります。いえ、もともと罪なんてどこにもなかったのです。だってせんせいは先生なんかじゃない。わたしが勝手にそうやって呼んでいるだけです。誰も先生だなんて言っていない。一言たりともせんせいが先生だったなんて言っていない。だってそれはそうですよね。




　せんせいは中学二年生なのですから。




　ああこれであらゆる問題が解決しました。そうですそうです。なんだかせんせいがせんせいっぽくなっていましたがそんなの気のせいで、せんせいは先生じゃなかったのです。だったらいいじゃないですか。やだなぁせんせい。中学生が中学生と性せい行こう為いしたって、逮たい捕ほなんてされませんって。

　この島ではわたしもせんせいもわるものなのです。だったら二人で都会に戻ればいいのです。あしきうわさはどうしたって拭えるものではありませんが、むしろそれはわたしが狙ったもの。せんせいは未成年のため実名報道されないので事件を劇的にしたのです。わたしとせんせいがセットでいれば世界の誰しもがあの事件を連想するでしょう。ずっと二人きりでいられるんです。

　どうせ学園長先生もスキャンダルでまた飛ばされて、せんせいだってついていかざるを得ないのでしょう？　わたしも一緒に行きたい。これで一生一緒にいられる。どこに悩なやむことがあったのでしょうか。なにを不安がっていたのでしょうか。たしかに少しは捕まるでしょうが、だけどせんせいは中学二年生なんですよ。

　わたし以外にせんせいだなんて呼ばれたことはないですよね。足を壊しているから野球部に入れなくて、教員不足でもあるし学園長先生の息むす子こであるからと文芸部の顧問として仕事を手伝っていた。文芸部全員襲おそった話が劇的になってしまったのはわたしのせいであり持ち上げられるようなことでもなかった。ちょっとわたしの独どく占せん欲よくが強かったというだけです。でも都会に帰るせんせいをあらゆる場所で束縛するため、わたし的には必要なことだったのです。

　われわれは推理小説の登場人物である。これは絶対に否定できないこと。何な故ぜならばそうであるから。だからこうして叙述トリックだなんて解決法が使えてしまう。十八歳さい未満との性行為はいけないことですが、それは片方が十八歳以上であったらの話。両方とも中学生ならばそもそも裁くことすらできやしないのでは。ああわれわれは推理小説の登場人物なのです。そうでないフリをして読者をバカにするわけにはいかない。これまで名探偵が何度も登場しミステリ的なことをしていたというのに、これでミステリでないなどどの口で言い張れましょうか。せんせいもまた男子生徒のように言質を取られて承認せざるを得なくなったのです。せんせいはもとより教師ではなかった。中学二年生だったのです。

　これであらゆる問題が解決しました。完全無欠のハッピーエンドです。せんせいに罪はなく、たとえなんらかの処罰ばつを受けようとも軽い軽い。そうしてせんせいとわたしは結ばれてこれから永遠に幸せに暮らしていく。せんせいはなにもわるくなんてないんだ」




　――女の子にぶつかって偶然胸を触っているような小学生だった僕も成長し、女の子にぶつかって偶然セーラー服の中に頭が突っこまれているような中学生になっていた。転校生と隣となりの席になったり、男友達とのホモ疑ぎ惑わくを持ち出されたり、体育倉庫に閉じこめられたり、教師にクズ呼ばわりされて切れそうになるのを女子生徒に止められたり、いじわるな生徒会と闘ったりしていた。「こ、こいつ、なんでこんなにボコボコになってるのに倒たおれないんだよ！」「おいこいつやべぇって、逃げろ！」「……へへ、ざまあみやがれってんだ（バタリ）」「きみは、どうして私のためにここまでやるの……？」「……お前が困ってるのに、助けないわけがあるかよ」「……きみって、変なやつだね。でも、優やさしい（そっと唇くちびるを重ねる）」のような展開でヒロインを助けるなど、まるで主人公みたいな学生生活を送っていた。

　子供に取り柄が見つからなかった母親は、その子供を褒めるさいに「優しい」と言う。特になにも褒めるところがない人を褒めるような評価だ。つまり、優しいとは無個性なのであり、僕ぼくがなんとも評価できない人間だったからこそ、僕が優しかったからこそ、他人は僕を鏡にしていた。

　主人公とはヒロインを映す鏡でなければならない。さもなくば、あらゆるヒロインと結ばれないからだ。個性は個性と衝突する。心を冷やして振動を止めて、抵てい抗こう値をゼロにしなければ主人公は務まらない。ヒロインを描くために主人公の色は邪じや魔まなだけだ。

　彼かの女じよたちは自分を見たいがために僕と関かかわった。「でも優しい」。好かれるところなど探しても見つからないのに何故か好かれていたのは、僕がそういう主人公的な子供であったからだ。誰だって自分のことは好きにもなる。僕を通して自分を見ていたのなら、僕に向かって好きであると言いもする。

　中学生になる以前から将来の夢は決まっていた。「将来はなにになりたいの？」という問いに対してはいつも「せんせいになりたいです」と答えている。だから比良坂さんは僕のことをせんせいと呼ぶのだろう。

　進学していけばそういう嬉し恥ずかしなハプニングに遭遇することが少なくなると分かっていた。中学生らしいポエミーな病は大きくなるにつれて癒えてしまい、現実に引き戻される。主人公なんているわけがない。そんな物語みたいなことはあるわけがない。主人公が成立するのは、ぎりぎりでも高校生までの話だ。

　現にモテ期というものがあると信じている人間は「小学校や中学校のときモテ期だったけれども、その後は全然異性と関わらなくなった」と言うのではないか。優しいだけの人間は、現実に引き戻された女の子の鏡にされない。他人を鏡にしようと考えるのは小中学生までであり、人間は大人になると無個性をただの無個性として見もしなくなる。

　何故ならば、子供はまだ他人を愛することができないから、他人を愛する機能が未発達だからである。性的本能のない状態の女の子は人に恋しているわけではない。恋愛をしている自分が好きであるだけだ。女の子も大きくなれば、きちんと他人と恋愛でき、主人公的な人間への興味は薄れる。

　ずっと学校で暮らしたかった。社会にはこんな風に女の子と偶ぐう然ぜんぶつかる場所なんてなさそうだったからだ。セーラー服の女の子相手にしか主人公体質は働かない。偶然女の子とぶつかって、服が脱ぬげたりする。そんなの考えてみれば、女の子がまったく主人公を視界に入れてなかったからでしかないだろう。

　他人よりも主人公のことが見えていなかったからぶつかる。主人公が鏡であるから、通り抜けられると勘違いされてぶつかってしまった。魔ま法ほうがかかるのは中学生まで。ならばずっとここにいたい。教師になれば、ずっとここにいられるに違いない。

　人を選り分ける観察眼さえ得れば、優しいだけの大人など、ただの変なやつとしか映らなくなる。主人公であった人間は鏡でなくなり、見られなくなり、好きと言われなくなる。道具として利用されなくなった主人公は、隅のほうで埃を被るだけだ。

　やはり僕はせんせいになりたかった。願いを決めた日は親の都合で都会に移る前日だった。少しだけ大人になってしまった僕は、女の子がまるで僕を見ていないことに気がついたのだ。

　その日、僕は人を刺したのだろう。僕は、比良坂姉を刺したのだろう。当時中学一年生だった（？）僕が島から出ることになって、最後の最後にと強姦して、そこで小学六年生（？）の比良坂さんに出会ったのだ。島から出てからたった一年しか経っていないのに、戻ったときには比良坂さん以外のみんなはそれなりに大きくなっていて、驚おどろいたものだった。

　比良坂さん事件より月日が流れ、僕は都会に戻り高校生としてつまらない授業を受けている。子供心を理解するのに定評のある僕であっても高校生相手にはあまり機能しない。女の子を犯おかそうにも比良坂さんに監かん視しされヤンデられては難しかった。何度も何度もいろいろな意味で抹殺されてはたまらない。

　なんの罪も持たない僕はともかくとして、比良坂さんはどこまで逃にげてもその名を轟とどろかせている。自らがトラブルの原因となりエンタメ性を大量に抱え込むことによって、彼女は常に一人で在り続けた。もしかしたら例の島の中学生なのではないか、という噂うわさが絶えたことなど一度もない。比良坂さんに関わると人が死ぬだとか、尾びれ背びれまで生やして悪い噂はぐんぐんとその勢力を伸ばしている。彼女の手を握る僕は人からどんな目で見られているのだろうか。少なくとも女の子には逃げられてしまう。

　ただ一人孤独な少女を癒いやし続けることに僕が不満を覚えないわけがないのだが、それも仕方のないことだ。僕は比良坂さんに敗北してなにもかもを奪われてしまったのだから。僕がせんせいでなくなった時点で彼女の檻は完成してしまった。彼女はその手で、希代の強姦魔であった僕を殺し尽つくしたのだ、って……、おいおい。

「――ってなると思ったら大おお間ま違ちがいだぞこの腐れミステリ脳が！」

「ノリツッコミ長ッ?!」

「ちょっと恥はずかしいよ比良坂さん。そんな中学生の妄もう想そうみたいなこと真面目に言わないでくれるかな。なになに叙述トリックって。突然なんでそんなこと言い出だしたの？　僕が突然中学生になったりするわけがないだろう？　ええ？　なになに、先生って書いてたのはせんせいは先生じゃなかったからでしたぁとか本気で言ってるの？　頭大丈夫？　それってトリックじゃなくて単なる嘘うそだろ？」

「解決編を中学生の妄想だと一蹴した?!」

　いや、おかしいのだ。

「おかしくない！　詭き弁べんだって筋は通しました！　どこにも矛盾なんてない！　これが完全無欠の解決なんです！　……どうしてです。なんでなんです。みんなキャラクターを演じていた。そうでないフリをしてはいけません。これはわたしの描えがいた推理小説、ならば最後にどんでん返しがあるはず、叙述トリックが使えるはず、幸せな結末を望んでもいいはず、せんせいを救えるはず、わたしは幸せになってもいいんですから！」

「やっぱりあの名探偵ごっこは素だったのか……」

「……あれれ、おかしいなあ。なんでなんでおかしくないですか。今普ふ通つうに解決したところだったんじゃないですか。なにかこう伏線がぐわっと収束して見えなかったものが見えて世界が綺き麗れいになってハッピーエンドになる流れだったのに」

「こ、このミステリ脳は本物……！」

「ち、違！　違います！　分かった分かりました、せんせいがミステリアンチなんだ！　ここまで信じないことの方がおかしいんだ！　だいたいあらゆる行動に理由がないわけないじゃないですか！　恋にだって理由ぐらいありますよ！　理由なき恋ってホラーじゃないですかあ！　下半身だけで動いてるのはせんせいだけですー！　だから分かんないんだ！　あのですね今解決したんですよ分かります?!」

「うん分かる」

「でしょう?!」

「僕も中学生の頃は自分の世界は作られたものであってもう一次元上の世界があるとか本気で思ってたかもしれない」

「違いますってばあ！」

　これまでずっと比良坂さんに何故か守られてきたがそろそろ反論してやらねばなるまい。比良坂さんには説教せねばなるまい。僕は自分がせんせいだなんてこれっぽっちも思っていなかったが、今だけはせんせいをやってやろう。まともに授業一つやってやらなかった僕がついにそれっぽいことをしてやろうじゃないか。

「仮に、仮に世界がミステリ的だとして、叙述トリックなるものが成立するとして、僕が中学生になるとして、あらゆる罪が本当に消失するのだとしても、そんなもん僕はお断りだ。さて比良坂さん。こんな話をしてやろう」

「……なんですなんです」

「とあるえろげーで、兄妹が結ばれる際、妹はこう言ったんだ」

「そんな話するんですか……？」

「でも義理だよね、と言った。――禁忌なる恋愛を超こえる術として妹は〝義理だから大丈夫〟なのだと言った。兄と妹は結ばれてはいけないけれども、義理だから別に問題はないのだと、言ってしまった。義理だから大丈夫なのではない。妹だから駄だ目めなのだ。駄目だからこそ二人の愛は育まれたというのに、最後の最後でその妹はこれまでの兄との生活を全否定してしまった。兄は兄でやれるならそれでいいと妹を受け入れてしまう。そうして二人は恋こい人びとになり、兄妹でなくなった。ならば何故二人は好き合っている。なにが叙述トリックだ、比良坂さん。我わが教え子ながら情けない。罪じゃないから大丈夫じゃねーよ。罪じゃなかったらそもそも不成立だ」

「み、見くびらないでくださいよ。わたしはせんせいが先生だったから好きになったんじゃありませんから！」

「僕は自分の教え子を犯すというシチュエーションじゃなきゃお前のこと犯そうとしなかったぞ」

「えぇ……？」

「外見も中身も、境遇も立場も全部ひっくるめて、それでも愛していたくせに、どうして結ばれるためにわざわざ条件を変えなければならない。前提が狂ったならそんなものは全くの別物だ。それまで我慢していた意味がなくなり、その恋物語は成立しない。たとえるならば、コスチュームを汚すまいとわざわざ脱がしてから事に及およぶ、コスプレもののアダルトビデオのようにお前のやったことは破たんしてる」

「なんかよく分かんないたとえですけど……」

「襲える女の子がいれば襲うし、他人の不幸なんて一切考えないし、自分がよければそれでいいし自分が救われるならば飛びつく。比良坂さんも僕が無条件で認めると思ったからこそこんな暴挙に出たんだろう。だがお前こそ見くびるなよ。あらゆる原因が過去にあってたまるか。悪いことをしたけれど過去にこんな酷い事件が起こっているから許してくださいなんて通るか。病気の母親を救うために他人を殺していいわけがあるか。悪いことをしたけれども許してなんて、そんなぶれてる人間になったつもりはない。人殺してごめんなさいなんて言うやつは最初から人なんて殺してんじゃねーよ。

　僕は謝らないし、許されようとも思わないし、反省なんて絶対にしない。文芸部の娘こたちを全員犯して、そんなことをしておきながらごめん嘘だったわと掻き消したりしない。正しいことをしているつもりもないし悪いことだと自覚している。過去に原因なんてなくて全部が全部僕の自分勝手による犯行だ。

　捕まりたくないから逃げるし、今だってお前を攫って逃げ出そうとしている。他人の不幸を踏みつけて自分だけは幸せでありたい。だからってお前の詭弁が真実だったらいいだなんて思えるか。犯罪じゃなかったら人を愛したりしなかった。外見も中身も、境遇も立場も全部ひっくるめてそれではじめて愛と言え。

　犯罪者に理なんてあってたまるか。僕はやりたいからやっただけだ。僕は理由もなく悪いことだと思って悪いことをしたんだ。それを、僕も中学生だったから大丈夫なのだと？　実は法的には悪くないんだと？　なら今から手続きしてお前ら全員僕の義理の妹にすれば十六人同時プレイやってもいいのかよ」

「……世界征服のために町を滅ぼしたというのに、後になって違ちがいましたでは町も報われない。大義の下での犯罪でなければ奪われた側にも失礼である、と」

「……ん？　ああうん」

　他人のことなんて考えていない。徹頭徹尾、比良坂さんが僕の生徒でなければなんの魅力も感じないというだけだよ、と言いたかっただけなのだが、なんだか比良坂さんに綺麗に纏まとめられてしまった。この娘は僕の発言を全力で肯こう定ていしてしまう。名探偵は最後だけ道徳的に締める。

「……言いたいことなんて分かりませんよ。わたしはわたしが幸せであればそれでいい。悪役の美学とかどうでもいい。モブなんて全員わたしのために死ねばいい。だってせんせいが先生じゃなくならないとせんせいがどこかに行ってしまうじゃないですか。千年なんて待てません。十分だって待っていられない。わたしは今すぐ欲しかったから手を伸ばしたんだ。悪者というならばわたしの方が悪者です。誰が悪いってわたしが一番悪い娘なんです。欲しいから欲しい。そんなことに理由なんてない。せんせいはわたしのだ。もう誰にもあげたりなんてしない。二人で永遠に仲良く暮らすために、これまでがんばったんだ。

　……せんせい、地味に用よう意い周しゆう到とうなわたしがせんせいに拒絶される可能性を考えてなかったとでも思いますか？　バスケ勝負を持ち出したのは男子生徒からではありません。男子生徒の復讐なんかじゃない。勝負に負けていたらせんせいが信条を捨てて土下座するなんていう条件はどうせ負けないからとテキトウに取りつけたもの。試合の後、敗北した男子生徒に特に意味もなく土下座をさせましたが、あれはいったい誰が得したのでしょうか。とにかく勝負はわたしが持ち出したんだ。せんせいを捕まえさせないため。せんせいを逃がさないため。もし受け入れなかった場合せんせいを包囲するため、せんせいに対する殺意を持っている人間で壁かべを作って逃がさないため、わたしから逃げた場合、確実に殺すため。捕まえさせるよりも、殺した方がいいのではという意見が多数であったため。分かるでしょう？　わたしはとてもとても独占欲が強いんです」

　それは知っていた。比良坂さんに殺意がないのはあくまでも僕が比良坂さんを受け入れたという前提ありきのことであって、僕が受け入れなければ彼女には殺意しか残らない。奪いたいものを奪えなければ、僕を殺す理由なんて掃いて捨てるほどにある。恨みはなくとも人は殺せる。反転した推理はふたたび反転して元に戻った。比良坂さんは僕が推理した通りに僕を殺そうとするだけなのだ。

「一人では人を殺すことは難しいけれども、みんな集まればいじめのように簡単に殺せるんです。わたしから逃げると言うならわたしは鍵を閉めるしかありません。密室の鍵はわたしの手の中にある」

　大罪人である僕を殺してもただの勇者、ミス研部員らが社会的に抹殺される可能性は皆無だ。集団で事に及ぶことで精神的苦痛も激減する。いじめのようにとはなかなか冴えた表現だ。みんなでやれば小石を投げる気持ちで他人に刃は物ものを突き刺すことができるだろう。

「無む抵てい抗こうな人間は殺しにくいですが、ここで無様に逃げていただければわたしたちは確実にせんせいを殺せる、わたしが一番にバットを持ってあげれば、後の人は続いてくる、……だから、わたしを認めないなんて、いやですよ」

　崖の前だ。それも遮しや蔽へい物ぶつのない広場において比良坂さんに服を掴まれ、やや離はなれたところにいると思っていたミス研の娘らも男子生徒らもきちんと僕を囲んでいる。それに人数が増えている。ミス研部員全員がいる。

「人は人を殺せないからこそトリックなんてどうでもよかった。重視すべきは心理であり動機なのです。人を殺すという心構えがなによりも手に入れるに難しい。でも今ならみんな殺したがってる。せんせいなんて殺してしまえばいいと思ってる。逃げられません。みんなみんなせんせいを殺したい。答えはなんですか。……そうですね。せんせいは自分の信条を貫いて死ぬタイプですか。じゃあ死ね。本当は他の娘がせんせいに触るだけでもいやなんだ」

　乙女ミステリ、その名称からしても超ちよう絶ぜつに自分勝手だ。わがままで格好つけで、椅子に踏んぞり返って人が死んでいくのを楽しんで、靴くつ底ぞこを擦り減らさずに最後だけ美お味いしい思いをして、自分の結論が絶対に正しいものだと信じ切っている。真犯人である僕とまったく同じものではないか。願いが叶わぬならば殺しにかかる。素す直なおに受け入れられないのは僕も彼女も同じなのだ。欲ほしい物が手に入らないならば力尽くでも奪い取るだけ。欲しいから欲しい。奪いたいから奪う。殺したいから殺す。

「……でもこうするしかなかったんだ。せんせいはわるい人だから真犯人だから純じゆん粋すいに悪者だからわるいことばかりするし反省しないし人が嫌がることをしてもまったく悪びれないしやりたいことやるだけやって死んでいくような人だってわたしが一番知ってた。まるでわたしみたい。だからどうしようもなく惹ひかれたんだ。だけどどうすればいいの？　こういう人を好きになってしまった人はどうすればいいの？　欲しい物はなんでも手に入れてきた。わるいことだって沢たく山さんした。だからせんせいが戻もどってくるようにおねーちゃんも殺した。それでもせんせいをわたしのものにする方法がまったく分からなかった。世界中のすべての財を手中に収めたい、そんなわたしたちが、お互いを手に入れるためには、どちらかがどちらかに殺されるしかないんだもの。大人しく心折らないならじゃあ死んでくださいよ。死んでわたしだけのものになればいいんだ。もう我慢なんて、しないんだから！」

　こんな比良坂さんがナイフを突き出すことを躊躇ためらうはずがなかった。僕にとって幸いなのは相手が子供であるということで、比良坂さんには運動神経がないということだ。ポケットに突っこんだ手を掴つかんで引っ張り上げる。得物を出されるまでもなく押おし倒した。草の揺れる音がする。ミス研部員か男子生徒か、比良坂さんが倒されたことでスイッチが入る。今なら殺せる。大義名分の下で僕を殺そうとする生徒たちがいる。多対一で囲まれている状じよう況きようで相手にしっかりと殺意がある、これが詰んだ状況じゃなくてなんなのかとしたいところだが、やはり比良坂さんは子供なのだ。

「包囲されて逃げ場もなくせばまあ普通勝てると思うだろうが」

「なんだよもう！　乗るな！　えらそうにするな！　せんせいじゃないくせに！」

「こんなもの、大人の横暴で解決する」

「……ああ？」

　伏線もなにもなく、子供の浅知恵なんぞ殴ってしまえば解決するのが現実だ。運動神経的に一番乗りで僕を殺そうとした男子生徒を殴り飛ばし、次なる男子生徒も殴り飛ばした。なんか僕を説得しようとした男子生徒がいたような気がしたが殴った。子供が一いつ生しよう懸けん命めいに考えた檻を、鼻で笑いながら壊こわし尽くすのが大人なのだ。

「足が悪いんじゃないの……？」

「んなもん野球部顧こ問もんになりたくないから嘘ついたに決まってんだろうが。その設定が一度でも守られたことあるのかよ」

　雪崩なだれこんでくる子供たちの対処は容た易やすい。密室が瓦が解かいする音がする。詰み重ねたものが消え去ってなにもかも失って比良坂さんは泣いていた。

　どうしてこんなのも上う手まくいかないのだろう。どうして欲しい物が手に入らないのだろう。わたしはこんなにも頑張っているのになんで認めてくれないんだろう。僕も中学生の頃は似たようなことを考えていたかもしれない。ミステリなんてまやかしを信じてあらゆるものに解決編があるとでも勘かん違ちがいしていたかもしれない。論理を以てして詰めていけば確実に結論に達するだなんて馬鹿なことを考えていたかもしれない。

「いやだ、いやだよう……、わたしは、どうしてせんせいを手に入れられないの……？」

　不条理だった。論理の到達した果てにある密室が力で壊れてしまうなんて。だったらなにもかも無意味だったではないか。どうしてこんなにも現実は現実なのだろう。あらゆるすべては報われない。目を閉じたくもなる。前を向いて真まっ直すぐ歩けばいいだなんて教師は綺麗事を吐くのだろうけれど、前を向いて真っ直ぐ歩いた結果がこれだ。

「だけど比良坂さん」

「……なんです」

「僕だって同じことを考えていた。僕だって比良坂さんが欲ほしくてたまらない。どうしたって奪うばい去る。ここでお前を掻かっ攫さらう」

　ちょこっとだけ彼女の頬ほおが染まった。だけど比良坂さんの口から出たのは諦めの言葉だった。

「……そんなの無理です。誘拐なんて絶対に成功しない。密室はこの世界に誕生しない。警察に捕まる前にどうせわたしがせんせいを殺してしまうだけです。一生一緒にいられません。どうせせんせいだってわたしに飽あきてしまうでしょう？　好きだ好きだなんて言ってられるのは性欲がある間だけじゃないですか。ずぅっとそうだったじゃないですか。もう離れるのはいやなんです。一生一緒になんてせんせいとわたしじゃ無理なんです。わたしがせんせいを欲しいんです。わたしのものでなきゃ駄目なんです。わたしが監禁しようとしてたんだ。でもそんなの無理だから、耐えられないから殺したいんだ」

　物理トリックが飽和したからといって心理を優先しすぎていた。心理的に殺せるようになったところで物理的に比良坂さんは僕を殺せない。

「ばかたれ。それでも頭使って考えろ。子供を集めたところで僕を殺せないのは本当か？　ただ一つの暴力にすべてを覆されるというのは本当か？　たった一つでも抜け道があるとは思えないか？　欲しい物があるならもっと死ぬ気で考えろ。一度崩されたぐらいで投げてんじゃねーよ。自分が自分であることを諦あきらめたら解決するものも解決しない。道を逸れた時点で違う物しか手に入らない。だったらお前の信条、貫いてみせろよ」

　――だなんて僕が言って、比良坂さんは俯いて、じっと固まったまま、不意に顔を上げて、小さく、こくりと頷うなずいた。

　それが少女の成長だと、僕が誤認した。

「……では、ならば、戦いましょう。己おのれの信条を賭して、最後の決戦と、いきましょう」

　……だがおそるべきことに比良坂さんは、まだ叙述トリックを隠かくし持っていたのだ。いや物理トリックである。――忘れたか、彼女は若者の物理トリック離ばなれを嘆いていた。叙述トリックにばかり頼たよってしまう現状を嘆いていたではないか。だから比良坂さんは頼っていなかった。もともと物理トリックをするつもりだったのだ。

　撃たないからこそ抑止となりえる。比良坂さんの一本目のミサイルは発射されたが、そんなものはただの伏ふく線せんでしかない。強姦していた事実を暴露されれば檻にぶちこまれるがそれでも出てこられる。更こう生せいの余地があるとされてその罪は償える。僕だってそこまで損得勘定をしていた。檻が一時的なものであるならばまだ構わない。同様に、だからこそ比良坂さんは躊躇うことなくインタビューを行い僕を強姦魔にしたのだ。

　されど彼女の攻こう撃げきは二段階であり、最初の一手を利用して生み出された新たなミサイルは抑止という言葉などでは軽すぎた。正しよう真しん正しよう銘めいの一いち撃げき必殺、比良坂さんの匙さじ加減で僕の首は簡単に飛ぶ。いくら未成年であるとしても容よう赦しやなく逃のがれようなく死神の鎌は振ふりおろされる。数年檻の中に入れられたところで信条は曲がらぬが、比ひ喩ゆでなく文字通りの死を前にすれば生物は簡単に自分を曲げる。生き残るために僕は変態したのだ。

　そうして僕は中学生になり、やがて高校生になり、比良坂さんと共に学園生活を送ることになった。

　無限大の罪をゼロと偽ぎ装そうしている。僕が比良坂さんを裏切れば二人きりの世界は壊れ、あらゆるすべてが僕を殺す。檻とするよりもはや籠だ。幸いこの小さな籠の中であっても、誰だれからも愛されていない少女を愛すことは僕にとっても満たされることであるし、比良坂さんがとてもかわいいので我慢はできるが、高校を卒業して、進学するなり就職するなりしていく間に、この関係がどう変わっていくのかさっぱり分からず恐ろしくもある。比良坂さんに飽きた、だなんて言っていられず、比良坂さんに飽きられないようにせねばならない。彼女の手の中でしか僕は生きられない。

　比良坂さんによってせんせいは死んだ。今の僕は、朝倉くん、である。とある男子生徒と同じ名前を冠するに至る。




「ねえ朝倉くん。本来十八歳未満の女の子が性行為するのはいけないことだけれども、それが法的に認められる方法があるのって知ってる？」

「僕が知るわけがないだろう」

「結婚することだよ。結婚すれば大人であると認められて、十八歳にならなくても合法に、堂々とできるんだ」

「でもそれだと十六歳が限度だろ」

「わたし十六歳」

「……僕も十六歳か。それなら男性は結局十八歳が限度になる」

「海外で結婚してその証明を日本に持って帰れば法的には可能だよ」

「……なにが言いたい」

「赤ちゃんが欲しい。法の網を潜り抜ぬけて、咎とがめられることなく皆に祝福されて生まれてくる赤ちゃんが今欲しい。結婚しよう？」

　タメ口をきくようになってからも比良坂さんは相変わらず超女の子っぽい発言をする。

「えへへ、おりこうだなあ。大丈夫。わたしだって朝倉くんをまだまだ満足させてあげられるんだから。まだやってないこといっぱいあるものね。でもちょっとわたしを裏切りたいなーとか思ったときは、昔のことを思い出そう。あのときのことを思い出せば、もう二度と、わたしに逆らおうなんて――、思えないよね？」

　あのときは比良坂さんに余よ裕ゆうがあったとは知らず、比良坂さんがただ演技していただけとは知らずに偉そうに説教なんかしていた覚えがある。

「……あれ、思い出してる？　わたしも思い出したなあ。理り屈くつもなく信条だけで押し通すなんてミステリよりも不可解だったよ、あのときの朝倉くんはさ。きっちり殺す算段してたのにまさか力で全部なんとかしてしまうなんて。でもまあ、朝倉くんは、あのときのせんせいは、ミステリ脳を馬鹿にしてたよね。勝っていたと勘違いしていたからこそ油断していた。わたしに偉そうに説教するぐらいに余裕があった。だからこそわたしの提案の裏に気がつけなかった」

「あのときの僕は比良坂さんが本物の人でなしだと思ってなかったんだ」

「同じ部活の友達を全員生いけ贄にえにして平然としてるような子をまだ人間だと思ってたんだよね」

　どう考えても僕らは結ばれないのだと比良坂さんが自分で言っていたのだ。だからこうこちらとしても譲歩してやろうと懸けん命めいに考えて、彼女の最後だと思った提案を呑んであげたのだ。

「でも気づかなかった朝倉くんが悪い。現実で叙述トリックなんて訳分からないこと提案するわけがないでしょうが。そんな詭弁になんの意味があるの？」

「お前のミステリ脳が本気でヤバイと思ってたんだよ……？」

「あのころのわたしの言い分によれば、本心ではせんせいを逮捕したくないそうなのだけれども、せんせいが逮捕されるような真ま似ねしかしていないことも矛盾でしかないよね」

「お前の乙女おとめ心ごころが本気でヤバイと思ってたんだよ……？」

「だからそう、わたしがどうしてもせんせいを殺したかったのだと、せんせいは勘違いしてしまったのさ。言ったじゃない。わたしの名めい探たん偵ていは演技だって。わたしは最初から最後まで、ずっと演技していたというのにね」

　僕を殺したがった少女の願いを叶えてやろうと、わざわざチャンスを与えてしまった。

　……では、ならば、戦いましょう。己の信条を賭して、最後の決戦と、いきましょう。

　僕が物理的に破壊することができないものであっても無敵ではない。力がすべてを覆したが結局のところ僕は人間なのだ。寝ねている間を襲われれば死にもする。自覚していればそんな致ち命めい的てきな隙を見せるわけがない。これより比良坂さんを攫さらって監禁したとしても寝込みを襲わせることなんて許すわけがない。僕に致命的な隙があるとすれば、それはただの一点のみでしかなかった。僕は女の子を犯し、比良坂さんは女の子を犯させる。これはそういう戦いだった。

　三十二回連続でやれば僕は眠ねむくなることを、比良坂さんは知っている。足コキじゃんけん（なんだこの名称）からだ。足コキが三二回だったのは、その回数で僕が眠たくなって止めたから。比良坂さんはそれをきちんと見ていたろう。そうして僕の限界を計測していた。ここにはミス研部員全員が揃っている。この娘は全員で挑めば一人頭二度で済むという計算をしていたのだ。

　やれるときにやる僕は比良坂さんからのこの戦いの提案を呑んだ。ミス研部員はそろいもそろって非処女であるが、僕は犯すということでしか女の子の扱あつかいを知らない。向かってくるのならば犯すのみ、ここで戦わねば強姦魔の名が廃ろう。男子生徒らをしばらく眼が醒めぬように叩き潰つぶし、女の子を襲った。己の信条をかけた戦いであった。負けるつもりなどない。奪えるものはすべて奪いさらねばならぬ。全員気絶させて比良坂さんを攫ってそれで僕の完全勝利だ。四十を超えたあたりで意識が飛び始めたが、まだまだ僕は戦えた。十五人を気絶させ、わざわざ最後に残しておいた比良坂さんを倒そうとしたとき、彼女は壮そう絶ぜつに微笑んだのだ。

　朦もう朧ろうとする意識の中で、僕は自分の目を疑った。

　比良坂さんが担っていたものはいつぞやの野球勝負のときのバット。本物のミステリ脳が所有した人を殺すための凶きよう器きを、倒れている男子生徒らへと次々に――。

「本当は六枚のとんかつやろうとしたんだけど死体をあれすることが難しかったの。だからちょっと不安だけど妥協するとして、こんな田舎いなかで死体をきちんと鑑定されるわけがないと期待して、歯型さえ潰しておけばバレないと思ったんだよ。それに唯一の生き残りであるわたしが証言すれば信じてもらえるだろうと踏んでいたのだしね。いや、生き残りは三人だったか」

　いや、生き残りは比良坂さん一人でいい。あの場にいたのは男子生徒五人にミス研部員十六人と僕であり、現場にあったのは顔のない死体四つと刺さし殺ころされた十五人。男子生徒一人とミス研部員一人と僕が残っていることになるが、そんなものは事実とされたことであって真実ではない。残ったのは比良坂さんだけ。残りはみんな死んだ。

「顔面を潰されてもかろうじて生き残った男子生徒と思われる人間と、刺されていたが浅かったために生き残った女子生徒。そういう構図を見て、女子生徒が錯乱しつつもどうにか状況を訴うつたえればどうなるでしょうか」

　……希代の強ごう姦かん魔ま、学校に舞い戻り、被ひ害がい者しやであった女生徒と居合わせた男子生徒を、全員殺害して逃亡、……惨劇の中、奇跡的にも生き残ったのはわずか二人であった。名は伏ふせられたが中学一年生である朝倉聖せい一いちと、同じく比良坂れいのみである。

「本物のあの男子生徒、朝倉少年の死体は体操服だけ奪って鞄かばんに詰つめてちょっと隠しておきました。それでせんせいはわたしの命令に従わざるを得なくなったの。

　この体操服を着なさい。

　強姦魔は逃げた。

　ならばこの顔の潰れた男子生徒と思われる人物は、たとえその正体が実際誰であろうとも事実として朝倉少年でしかなくなる。せんせいはこれから叙じよ述じゆつトリックではなく本当に中学生となるのです。だからこれからずっと喋しやべらず黙だまっていなさい。生徒たちを虐殺したのは巷で評判のあの凶悪な強姦魔に間違いないのであるし、そんなことに今いま更さら疑いを持つ人間などどこにもいないし、生き残りの被害者もまたそう証言しているのだから」

　比良坂さんが叙述トリックどうこう言っていたときは拒否できた。だがこれを拒否すれば僕は強姦魔から殺人鬼へと変わってしまう。どの口で「殺したのは比良坂さんだ」と言えようか。更生の余地がなくなれば死刑になるだけだ。なんの意味もなく、強姦魔としてでもなく、冤えん罪ざいでただ死ぬだけという不条理が残るだけなのだ。

　朝倉少年が入れ替わったと気づくものはいなかった。あの学校の他の男子生徒は殺されたものを除いてヤリ小屋の問題で出てこられなかったし、もとより体躯からだが似て血液型も一いつ致ちするからと入れ替わりに彼かれが選ばれたのだ。そんな理由よりなにより、まさかそんなミステリみたいなことが現実に起こるわけがないという思いこみが比良坂さんの犯罪を支えた。

　よくもまあどうして器用に僕の顔面だけを潰せたのかと質問してみれば「五回も練習できたんだからできるようにもなるよ」と言われた。比良坂さんが刺し殺したのだからなんらかの痕こん跡せきは残るものではないかと質問してみれば「気絶して一切抵抗しない人間相手にどう痕跡が残るのよ」と言われた。

「こんなこと予想できるか。釣り合ってない。目もく撃げき者を消すためだけに比良坂さんは友達全員殺したのか」

　そう言ったら、「独占欲の強いわたしがどうして他の娘とせんせいを繋げるような真似をしたのか、まずここがとんでもない矛む盾じゆんだと気づいてくださいよ。そんなの、最終的に全員殺すからに決まってるじゃないですか。一人でも残すと思ってたんですか？　おねーちゃん、含ふくめてね」と言われた。

「まさかわたしが本当の本当に人を殺せる悪魔だと、朝倉くんは最後まで見み抜ぬけなかったんだよね。詰まらない現実に縛られて人は人を殺せないだなんて人みたいなこと言って、まるでミステリみたいに人を殺す計画のできるわたしを知らなかったんだ。でもおかしいよね。なんで強ごう姦かんはできるのに殺人ができないとでも思ってたのかな？　あのときのせんせいだって悪魔みたいに平然と女の子ぶち壊してたじゃないの。それで裁かれずに自分だけ安全な位置に立ち続けていたじゃないの。強姦だってまともな神経していたら殺人と同じぐらい――、ううん、殺人以上に不可能なこと。けどわたしもおんなじ。人殺しても裁かれないようにして安全な位置で奪いたいものを奪いたいだけ奪う。物理でなく心理を以てして閉じこめる。これが心を砕かれるということで、諦念を得るということだよ。せんせいがみんなにやってたことと、まったく同じ。強姦魔と似たもの同士。それが名探偵、比良坂れいの在り方なんだから」

　そうして僕は、比良坂さんと永遠に共に過ごすことになったのであった。僕たちの闘いはまだまだこれからだ。（了）。と、なるわけがなくて。

「……馬ば鹿かかお前。こんな入れ替わりトリック成功するわけないだろ。こんなことになると思ったら大間違いだぞこのミステリ脳が」




「……え」

　そうなると思ったら大間違いだ。だいたい顔と歯型さえ潰せば入れ替わりがバレないってそんなわけないだろうが。それにこいつが人を殺せるわけがない。姉を殺したというのもどうせ嘘だ。中学生らしい見栄を張っただけだ。名探偵なんていない。事件なんてない。トリックもなにもない。ここはありふれた日常だ。どれだけ違い和わ感かんがあろうとも矛盾があろうとも、比良坂姉は、自殺したのだ。

「え、でも、せんせい。ちょっと待ってください。そこを否定するわけないじゃないですか。なに言ってるんですか。もう少しでハッピーエンドだったんですよ。ここで否定したらどうなるか分かっているんですか。どうにもなりません。むしろ最悪じゃないですか。わたしは、できると思います。だからやろうとしたんですよ……？」

「ああもう、ならおまわりさんに言ってみろよ。みんな死んでいて、不自然に顔のない死体が並んでいて、最初だけは信じてもらえるかもしれないがどうせすぐにバレる。こんなトリックがオチだったらとんだクソミステリだ。作者の正気を疑うわ。どうあがいたって、たとえ高校生編の二巻の構想があったところで、もう僕ぼくとお前は高校生編なんて絶対に送れないんだよ」

「あの、せんせい。だってもう、これは。もうみんな、倒たおれてるし、あとは、やるだけで完成するのに……？　それなのにせんせいはわたしのトリックを受け入れないんですか？　え、え、どうしてです。叙述トリックのときみたいに物理トリックさえも否定するんですか。せんせいはどうしてわたしのことを全否定するんです……？」

　僕は強姦疲れによって行動不能だ。だからこれは命乞いだ。歯型だけを選せん択たく的に破壊するなんて芸当、この比良坂さんにできるわけがない。そんなことをしたら比良坂さんは大量殺人鬼として世間の皆みなさまに大々的に宣伝されることになるだけだ。比良坂姉の事件まで掘ほり返かえされる。

「どうして、どうしてです。できますよ。入れ替わりは成功します。だってこれまでだってわたしはずっと成功してきたじゃないですか。受け入れればせんせいは生き残れます。高校生になってわたしと一いつ緒しよに高校生編をお送りすることになります。それをなんで否定してしまうんです。馬鹿かお前って、成功するわけないだろって、成功するんですよこれは。成功させるんです。成功させなきゃ駄目じゃないですか。せんせいが、あの男子生徒になればいいんです。なれます、なれますから、それ以外に方法なんてないんですから、お願いしますから、なってください」

「……甘あまやかされすぎだ。やっぱりお前は名探偵を信じてたんだ。自分が名探偵だと思ってたんだ。子供の偽装なんて絶対に成功しない。お前が上手くやってたのは、ルールを作る側の大人が偽装してたからだって、もしかして知らなかったのか」

「どうでもいいです！　ち、違う、わたしは、わたしはせんせいが欲しかっただけなんですから！　幸せになりたかっただけなんですから！　なのになんで上手くいかないんですか。なんでせんせいは、わたしのものになろうとしないんですか。叙述トリックも駄目、物理トリックも駄目、名探偵なんてどこにもいない、……じゃあせんせいは、どうやったらわたしのせんせいになるんですか！」

　比良坂さんの詭弁が通って、僕が高校生になるという未来があるのかもしれない。まどろみに身を任せて、微かな奇跡を頼ってこのまま寝てしまうのもありかもしれない。だがそれでいいのか。比良坂さん以外のミス研部員が倒れている。男子生徒が倒れている。戦場には僕と比良坂さんの二人だけ。そして僕は倒れている。捕つかまるのも時間の問題だ。

　とうとうここが終末だ。探たん偵てい物語を語るなら事件を教訓にしろ。全員犯そうとした。だが比良坂さんは犯おかされなかった。それでもう話は終わっている。なのに続けてどうする。叙述トリックでも物理トリックでも終われないから話を続けた。僕にとって救いのない形で終わり、比良坂さんにとっての成長物語であったら、すっきりと終われる。むしろこいつが成長しない限り次々と詭弁が並べられて終われない。

　比良坂さんに与あたえられるなんらかの教訓。教訓とはなんだろう。名探偵を卒業してくれるような一言を与えてやりたい。だが強姦魔が人になにを教える。さっき教師ぶって失敗したばかりじゃないか。僕が善人ぶるのか。ぶれすぎだろう。盗人猛々しい。お前が言うな。馬鹿も休み休み言え。僕に道徳があったものか。わるいことばかりしておきながら、奪ってばかりの僕が、人に与えられるものなどありはしない。僕の説教なんて千人が千人聞き流す。正しいことは言えるだろう。だがそれは誰しもが嘘だと分かっている。僕が使おうとも、その言葉に意味を持たせられない。僕が教育できると思っているのならばそれは教師への冒ぼう涜とくだ。だから彼かの女じよは聞かなかったのだ。

　どうする。比良坂さんは意地でも推理を重ねるだろう。永遠に詭弁を並べて、僕が頷くまで推理を続けてしまう。だけど頷けないではないか。僕はもう動けないのだ。僕が女子中学生にちんちんをぶちこみ続けたことをこの南五坂島だけで抑おさえておけばよかったのに、暴走した乙女心が爆発してしまった。僕はもう捕まる。もう詰んでいる。詭弁は終わらない。与えられるものもない。

　そもそもの問題として比良坂さんは何な故ぜ乙女おとめ推理を続けるのかというものがあった。これが最初に間ま違ちがっていたものだ。

　これがそもそもの過ち、幼い女子中学生による最大の勘違いだ。

　教えは与えられないが、自分を変えるのはやはり自分だ。比良坂さんはまず、自分の気持ちを証明しろ。どうせもう犯せないのだから、さっさと気づけばいいんだ。

　そんなものは証明できない。そんなものはもともとない。比良坂さんの乙女推理を構成する要素さえ消してしまえば、トリックだのなんだの言わなくなって、あーだこーだ馬鹿みたいな理屈を捏こねなくなる。それが少女の成長だ。ならば論争である。乙女論争である。乙女論争にて比良坂さんを撃破し、この乙女推理を終わらせる。乙女心をぶち壊すのに、僕ほどの適任もいない。

　だるさの中に満ち足りたものがあった。生物の宿命を果たしたのだと錯さつ覚かくし、身体が現世への興味を薄くした。まるで賢者のように穏やかに、僕はこのまま終わろうとしている。だけど打算はあったのだ。どれだけ潤ってもやがて渇く。そのとき僕はまた少女たちを犯そうとする。その予感があるからこそ、なんの不安もなく、穏やかに眠ることができる。強姦魔を封じることはできる。でも、ここにいる中学生たちも、おまわりさんでさえも、僕を殺すことなどできやしないのだから。

　打算があったから余裕だった。余裕だからこそ最後の長なが台詞せりふなんてものを決めようとしていた。そんな猶予はどこにもなかった。かっこよく決めることさえできず、言い訳をする暇ひまもなく、あたりまえみたいに審判がそこにある。

　この場でまだ立ち上がれるものはいったい誰だったのか。そよ風にも消されそうなぐらいに小さく「なにか最さい期ごに言い残すことは？」と囁ささやかれる。とっておきの台詞を言いたかったのだが残念ながら余白が足らない。なので僕は「一生のお願いだから殺さないで欲しい」と答えた。
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　これをミステリとするならば遅すぎるぐらいに遅すぎるが、残念ながら今更ながらに人が死んだ。さて、問題は誰がおにーさんを殺したのか、ということである。ここでのおにーさんとはかの強姦魔のことであり、れーちゃんのせんせいのことだ。

　私の兄、沢さわ渡たり警部が目撃した光景は不思議なものであった。女子中学生が、強姦魔に跨またがって意識を飛ばしていたという。彼女の名前は比ひ良ら坂さかれい、れーちゃんである。おにーさんから血が噴ふき出だしていたことと、れーちゃんのセーラー服が背まで真っ赤であったことから、ぱっと見、彼女がおにーさんを刺殺したようであった。

　れーちゃんは黙して語らなかった。それは、真下で人が死んでいたのだ。彼女が殺したのだとしたら、その精神が真っ当でいられるはずがない。年ねん齢れいもまだ幼く、衝しよう撃げき的な光景に魂も抜けてしまうはずだ。猛烈な違和感はあった。彼女があまりにも血まみれだったからだ。返り血を浴びたにしては、浴びすぎだった。

　震えることすらやめてしまって、身を縮めていた。役割は終わったとばかりに、現実から退場しようとしていた。だとしても問わねばならないことがある。誰がおにーさんを殺したのか。現場で動けたものは彼女だけ、彼女しか真相を知らないのだ。

　相手が強姦魔であれ、殺人の責任は誰かしらに与えねばならない。言葉が抜け落ちてしまったらしく、れーちゃんがふたたびまともに会話できるようになるまでには期間が空いた。ひさかたぶりに喋った言葉は「わたしが殺しました」であったという（はっきりとではなく、消え入るような声をなんとか繋ぎ合わせて、やっと意味を持ったという程度であった）。それがあっさり嘘うそだと見破られてしまう。

　発見された当初、れーちゃんはおにーさんに馬乗りになっていた。凶器はナイフで、心臓を一突きしていた。どのように刺したのか、と問うだけで、ぼろが出る。両手でナイフを持って、渾こん身しんの力で振り下ろした、ならばそれは嘘である。死体を検証する限り、一撃必殺だった。一度の失敗もないというのは見事だった。れーちゃんのやったという方法では、刃はは縦向きとなった。つまり肋骨に引っ掛かかって刺さらない。刺さったとしても、その非力で心臓を突き破れるかとすると、嘘臭くさかった。

　しかしながら、れーちゃん以外に殺せる人物がいなかった。現場にいた他の生徒たちは行動不能。その他の生徒は別件で退場中だ。島民はそのまた別件で御厄介になっていた。たまたま、島の中では彼女以外の人間が全員、その行動を把は握あくされていたのだ。

　それは警察組織の中で強姦魔に殺意を抱いだいているものもいるだろう。彼らが勝手に殺した可能性もなくはない。おにーさんを最初に発見した警部、私の兄はこの島の出身者だ。兄が殺したという可能性も確かに、なくはない。ただ個人的には、ないと思う。兄が人を殺すならば射殺だろう（私の兄は人を射殺したいがために刑事になろうと思ったのだ）。

　少なくともあの場に手は残されていない。だからおにーさんは殺せない。れーちゃんであっても、たまたま一撃で殺せる場合もある、などという説はある。おにーさんによる自殺でもいい。そうするならば話は簡単だ。そうしていいのかという話だった。彼女が殺したことにしてもいいのか。あの強姦魔が、自殺を選ぶのか。

　最終決戦の時、私（沢渡琴こと子こ）はれーちゃんに協力していた。正義で人が殺せる娘こだとおにーさんに評価されていたが、その通り、私には理屈さえあれば人を殺せる自信がある。だからこそれーちゃんに乗ったのだ。おにーさんを殺すことに、協力してくれと頼たのまれた（実際のところ、れーちゃんは謎なぞ理論をしておにーさんを救う算段であったのだろうか）。

　私はおにーさんにあっさりと敗北してしまい、行動不能になってしまう。それでも都合よく、耳だけは機能していた。聞くに、おにーさんはれーちゃんに命乞いめいたことをしていた。

　打算はあったことだろう。おにーさんとしてはあそこで死ななければそれでよかったのだ。どうせ捕まることなんて分かっている。捕まったとしてもそれは永遠ではない。いつか檻は崩れる。強姦魔の再犯率をご存知か。これはただの数字であるが、定義の問題であるが、四捨五入すれば十割だ。大変まことに残念ながら強姦魔に更生の余地はない。

　それらしい台詞でれーちゃんを黙らせることのできたおにーさんは、とても心が落ち着いたことだろう。ああよかった。殺されなくて。ただ捕まるだけで本当によかったと、思っていたことだろう。

　これで完全に沈ちん黙もくさせた。終わった探偵小説など世間様はすぐに忘れる。犯人が罪を認めようが認めまいが、大悪党が数年不自由になっただけで許されるだとか、そんなエンタメ性に乏とぼしいことはどうでもいい。これはこれでおにーさんにとっての幸福な結末だと、れーちゃんに感謝の念すら抱く。結局は死んだのだが。

　名探偵に事件を暴かれた後の犯人の、その先のことなんて誰も興味を抱かない。逮たい捕ほしたとして、それで裁けるかどうかなんて名探偵は保証しない。証しよう拠こが不十分だろうとも、自白が覆されようとも、解決さえすればそれでいい。名探偵の目的は逮捕であって断罪ではない。一度発生した強姦魔を消すことなどできやしない。癌がん細胞は取り除いてしまわないと増えるだけだ。倫理的な問題で犯罪者は殺せないから改心しろとか、そんなこと言われても彼は犯したかったから犯したというだけだった。

　名探偵は殺さないが、れーちゃんには強姦魔を殺す権利があった。「刑法39条・心神喪そう失しつ者の行為は、罰しない」。人が人に対する殺害権を堂々と取得できるほどに、彼女とおにーさんは無む茶ちやをしている。同級生を犯させる。捻ねじ曲まがった推理で強姦魔を擁よう護ごする。そんなものが大々的に放送されているので、おりこうさんにしていれば三年待たずとも人殺しの過去は洗われる。それは私たちもであった。たった一つ、あともう一つだけ彼女に論理があれば、おにーさんはれーちゃんによって殺されていたのかもしれない。

　いや、あったからこそ、おにーさんは死んでいるのか。その論理が、見当たらないというだけだ。誰も裁かれていないのだから、この殺人は完全犯罪となっている。殺人にしても自殺にしても、偽装がいいかげんだった。れーちゃんがもう少し丁寧に自分の殺人に見せかけてくれればすっきり終わったことだろう。そのいいかげんな偽装のせいで、もう一人、見えない殺人鬼がいるとしか考えられない状況なのだ。でも、誰が。強姦魔を殺してくれたというならば、ありがたいことではあるけれど。

　それでもやっぱり、誰がおにーさんを殺したのだろう。不可視の殺人鬼はどこにいる。

　れーちゃんを裁いていいわけもなく、彼女は日常へと戻っていった。混乱が冷めたころ、彼女はなにかを割り切った。そして、一言たりとも謝らなかったという。それがせんせいの教えであるとばかりに、頑なに謝罪を拒んだ。

　彼女は何な故ぜかあの強姦魔のことを愛していた。欲しくて欲しくて堪らないのに、手に入らないばかりか、彼は目の前で死んでしまった。

　幸せになるために罪を犯した。着飾って、仮面の裏で嘲けて笑っていた。背せ伸のびして見下した。だから欲しいものを得るどころか彼女はすべてを失った。演技していた彼女が欲しいものを得たとしても、それを得たのはれーちゃんではないだろう。満たされたのは一いつ瞬しゆんで、地面にかかとを触れさせれば、掴んでいたものはなにもなかった。

　彼女のやったことは、まさに馬鹿みたいな叙述トリックだった。綺麗なものを一気に見たいという乙女的願望でしかない。視点をずらすことに精せい一いつ杯ぱいで、一番大切なはずのもともとの居場所が、ないがしろになっていた。

　幸せは探すものではない。探さないと得られない幸せなんか、それは無理して幸せだと思いこんでいる別のなにかでしかない。だからそう、結局の所、自分の身長を伸ばさなければなにも変わらない。そういう意味で、れーちゃんはきっと間違っていた。奇を衒てらうだけのせつな的な愛情表現なんて、言葉遊びで説教する大人みたいに誰の心にも届かない。

　犯罪をして、それを嘘だと言ってしまえば、略奪したはずのものさえ消えてしまう。視点を変え続ける覚かく悟ごがないなら背伸びなんてしてはいけない。少しでもせんせいを手に入れるとするならば、少しでもせんせいを掴んでいられるように、せめて自分が疲れるまでは、この背伸びを続けようという、決意があったのだ。

　れーちゃんはそのうち悪い笑みを浮うかべるようになった。将来有望な悪党である。逮捕できない、というのも歯がゆいものだ。

　そんな彼女だからこそ、あの場で彼を殺すことは難しい。彼女の弁をシンプルに纏めてしまえば、おにーさんを服従させたかったのであって、殺したかったわけではない。殺しは脅おどしであって、使うつもりはなかったらしい。

　自分が殺したという証言もあっさりと覆している。それを覆したり、覆さなかったりしている。気が動転していただけだとされれば、れーちゃんも立派な被害者だった。犯人を見ているはずなのに、覚えていないの一点張り。彼女の持っていた凶器の形状と、おにーさんの刺し傷に相違が見られたことで、物的証拠に乏しくなったことは最悪だった。これでは誰も殺せない。まったくなんなんだろう。

　やっぱり他ほかに犯人がいて、そいつが逃にげるための時間稼かせぎでも、したかったのだろうか。

　登場さえしていなかった人物による外部犯って、それでいいのか。殺人事件が起きるのも遅おそいし、犯人も余よ所そ者だし、いいのかよ。これは徹頭徹尾、ミステリではないということか。

　私を含めて、強姦の被害者たちは本土の学園に通っている。被害者たちの心的外傷は癒えていない（はず）。すぐそばで強姦魔が死んだという事実が、少しでも彼女たちの安心に繋がればよいのだが。

　とってつけたみたいな救済だけど。




　気持ちの悪い撫でまわしが柔やわ肉にくを食い散らす。体中をくまなく這はう。制服の中に続々と節足動物が潜ひそんできた。抵てい抗こうしてはいけない。むしろ媚びなければならない。もっと興奮してもらうために喘がなければならない。はやく挿入してもらうために啼かなければならない。むこうの機き嫌げんを損ねてはなにをされるか分かったものじゃないからだ。どうか殺さないでと、だから犯させる。死ぬぐらいなら身体を差し出してしまう。

　生物としての宿命が理性を殺したときに、人の心は砕かれた。怖こわいのが嫌いやなら感じてしまえばいいんじゃないかなと、三角ネクタイがだらしなくぶらさげる。放流された無数の関節ががさごそと練り歩いて豊乳を探り当てた。搾乳めいた力で握り潰す。スカートが落ちないように掴みながら、膝ひざ立ちした。豊麗の突端が上を向く。下には毒々しい棘があった。そこにそのまま腰こしを合わせるだけ。ああそれだけでわたしは生きていられるんだ、そんなことさえ思わせながら、ゆっくりと腰を下ろしていく。あとは排泄されるまで辛抱すればいい。それだけでいいんだと、自分の心を殺し続けた。

　弱者は殺される前に殺されるだけの罪があるのだと勘かん違ちがいをする。脳味噌の大きさとか、思考能力とか感情とか、そんなの全部関係なしに、力の強い者を許し、首を垂たれ、諦念を得てしまう。圧あつ倒とう的てきな理不尽を前にすると、生物は勝手に咎とがを負う。自分が悪いから自分は殺されるのだと思いこむ。

　牙に刺されてはらわたを抉られようとも、自分が食われるのは自分に食われるだけの罪があるからだと結論づけて、考えることを止めてしまう。体を分割されながらライオンに向かって謝罪し、媚びへつらって、意識が消える最後の最後まで、自分なんかを食べてお腹を壊こわしたりしないだろうかなんて、ライオンの心配をしてしまう。

　毒色の棘を突き刺され、意思とは関係のないところまで持ち上げられても、自分なんかを犯して気持ちいいのだろうかと、支配された脳味噌がそんな思いを紡ぎだす。生きとし生けるものの宿命として頭を下げてしまう。

　屈くつ辱じよくの念すら抱けずに。犯されながらも強姦魔に気を遣う。

　強姦は体を壊して心を消す。生の実感を消す。死人の人生は強姦後も続いていて、恐きよう怖ふが刻まれたままで殺されたのに生きていて、強姦された少女はバラバラになったシマウマとして続いていく。強姦を隠いん蔽ぺいするのは加害者でなく被害者であり、罪の意識もまた被害者にあり、なにもわるくないのに身を隠して、独房にぶちこまれたかのごとく暮らしているのは、やはり加害者ではなく被害者である。

　酷ひどい話だ。こんなのを宙ぶらりんのままにするのはいけないことだ。

「ああ元気だったかな、れーちゃん。そろそろ解決編を語りたくてうずうずしているんじゃないの？」

「なにを言っているのかさっぱりですね、ことこ。わたしは愛するせんせいを手に入れることができずに悲しみに暮れているというのに、そんな傷口を抉るような真似をよくできたものです」

「れーちゃん的にはすっきり終わってるんだろうけれども、まだ終わってないよ。事件をそのままにするってれーちゃんらしくないね」

「言ってることが矛盾してます。わたしは本気で失しつ恋れんしたんです。これは嘘じゃない」

　れーちゃんが普ふ通つうに失恋しているから、困っているのである。事件後、彼女が心を失ったのは演技ではない（と思う）。最愛の彼が死んでしまっていた。失恋していた。もう二度と恋こいなんてしませんから、わたしは一生一人で生きていきますから、せんせいの血は全部わたしが吸ったんだから、などと、怖いことを言っていた。彼女的には「せんせいを殺したし、殺してない」。とても矛盾だ。やめてくれ。

「立ち直ったからこそ言うけれど、犯人知ってて黙ってるのって犯罪だよ」

「はあ、わたし犯人知りませんし。覚えてないですし。ほらあまりの衝撃のせいで。誰か知らない人がせんせい殺して去ってしまったんじゃないですか？　知りたくもないです」

　そんなわけあるか。れーちゃんは殺人権を獲得した。それで殺していないからには、彼女には殺意がなかった。おにーさんのことを愛していたことは真実みたいだ。ずっと独り身だし、失恋した女の子みたいな行動してるし、髪かみの毛切ったし、ちょっと綺麗になってるし。殺意がないからおにーさんが殺されることも認めやしないはずだった。だけどおにーさんは殺されている。なのにれーちゃんは黙っている。

「……せんせいは、わたしのですから。たとえ死んだとしても、誰にもあげません」

　解決させないことで、永遠に彼との物語の中で暮らすつもりか。意味分かんない。

「れーちゃんはそれで幸せかな」

「まさか。わるいことした人は幸せになれないそうですよ。未亡人はつらいものです」

　それはそれで好みの展開ではあるのかもしれませんと、れーちゃんはそう呟く。

　れーちゃんが去ってしまう。入れ替わるようにして、せーいちが到とう着ちやくした。手招きする。さっさと来い。ちなみに場所は図書館の、すみっこの方の自販機が置いてあるエリアだった。逢引きスペース。

「比良坂、髪の毛切ったのか。あれぐらいがいいのかもな」

「余所の娘褒めるとかどうなのかな」

「いやいやいやいや、琴子ぐらいになったから、いいんじゃないかって、そういう」

　失ったものは多いけれど、手にしたものがあるから大丈夫なんて、それっぽいシナリオに私は癒されていた。正面からはこわいので、せーいちにはずっと後ろにいてもらっている。後ろから包んでもらっている。余計な話になってしまうので省略させてもらうが、せーいちとの恋れん愛あいは嘘みたいなものだった。だけど、嘘でもいいやと思ったから、一緒にいることにした。安っぽい恋愛オチ、お似合いだろう。

「ほら、こわいから、もっと優やさしく」

「……ご、ごめん」

　仲直りしたからにはだだ甘えだ。これぞ幼おさな馴な染じみ特権。恋こい人びと特権。

　ともあれ、問題はれーちゃんのことである。

「なんでれーちゃんってとぼけるのかな」

「……それは、とぼける意味なんてないからじゃないか？」

「意味がない。……意味がない？」

　とぼけることにはなんの意味もないのか？　軽く返されたようで、引っ掛かるものがある。意味がないというフレーズに、どこか重大な意味が隠されているような。意味がない、意味不明、それはまるで、恋こい心ごころみたいに無茶苦茶なものであってして……？

　乙女心か。死んだとしても誰だれにもあげない、これはわたしのものだ、――そんなことに理屈はない。恋心に塞がれた密室殺人事件を、真ま面じ目めに推理するだけ馬鹿なのか。もっとこう、れーちゃん的な道筋じゃないと解けないのか。独占したがる。嫉妬している。それはいったい誰に対してだ。強姦魔を殺したという真犯人に対して、れーちゃんは嫉妬しているのか。嫉妬って、なんでだ。真犯人と強姦魔がやんごとなき仲だったりするのか。

　おにーさんに恋人なんていたっけか。彼が本土にいたときの交友関係なんて知らないけれど（なちは知ってるかも）、そんなものれーちゃんだって知らないことである。

「……推理中？　琴子、どこかでその台詞を聞いているだろ？　確実に知っていることがある。あいつには恋人というものがいたことにされている」

「ええっと」

　――おねーちゃんは、こいびとにころされたんです！

　……なんだこれ。猛烈に違和感を覚えた。どこかずれている。なにかおかしい。あとなんでせーいちは知ったような口ぶりを。この事件に関係があるのか。

　好きだから殺した。愛を永遠にするために殺した。そんな少女の主張は当然棄却されるべきものだけれど、れーちゃんがこれを真とするならば、れーちゃんはれーちゃんのせんせいを殺すべきなのではなかったか。だから自分が殺したことにしようとしたのか。そうすることで誰かから愛を奪うばおうとしたのか。誰かって、れーちゃんのおねーさんか？

「なんだろ、もう少しで、解けそうだな……？」

　おねーさんは中学三年生の時点で自殺している。れーちゃんが、姉がおにーさんに殺されたと言ったのは、死ぬ直前の姉の部屋に彼がいたからだった。……結局これは、なんでいたんだろう。せーいちに訊けば教えてくれるんだろうかと思い、訊けば、教えてくれた。

「あいつは非処女を記き憶おくしない。比良坂の姉のことを覚えていなかったということは、比良坂の姉がもともと非処女だったから。処女時点の記憶すらないのは、水みず沢さわと同じように犯したやつがまったく知らない他人だったから。ならばやつには比良坂家に行く用事がない。だけど行っている。比良坂家にて、比良坂妹と遭遇していることから確かだろう。当時としては一応守備範はん囲い外がいだったはずなので、比良坂妹と出会ったのは偶ぐう然ぜんだろうが」

「……妙みように詳くわしいのね、きみは。じゃあなんでれーちゃんの家におにーさんがいたのさ」

「なら用事があったのは、あいつ側にではなくて比良坂の姉側にだろ。別れる前に、用事が、あったんだよ。比良坂の姉の方からあいつに恋こい心ごころを抱いていたとか、そういうの」

「……れーちゃんみたいに？」

「非処女でもあいつを呼び出すことは可能だった。でもあいつは比良坂の姉のことを知覚できなかった」

　何故非処女だったのだろう。何故呼び出したのだろう。……これもなんか知ってるな。

　――どうせ犯されるならば、せめてあなたに犯されたかった。

　……ヒントはこれかよ。せーいちには言いづらいか。ヤリ小屋なんてものがあったんだ。強姦魔が一人だというのが思いこみだ。強姦魔が愛されないというのも思いこみだった。現にれーちゃんが何故か惚ほれてしまっている。

　れーちゃんのおねーさんはおにーさんを呼び出すも、非処女であったためにスルーされてしまう。強姦のトラウマが癒されずに命を絶つに至った。……あのおにーさんの特性的に仕方ないにしてもとんでもない話だ。胸糞悪すぎる。れーちゃんが非処女であった場合、そういう話になったのだろうか。こわい。

　これでれーちゃんがおにーさんとおねーさんを恋人扱あつかいしたのも頷ける。私は普通に覚えていないのだが、姉も、妹みたいな性格だったのだ。訳の分からない行動をする。サイコロサイコロ言っていたが、サイコロのように予期せぬ動きをしていたのは、むしろれーちゃんだった。あれのどこが論理か。そんな姉を見て育った妹がこれである。

　れーちゃんみたいな性格の姉であるとすると、その姉が自殺することはおかしい。輪りん姦かんされたバージョンのれーちゃんだと考えてみると分かりやすいかもしれない。リストカットはキャラ的にしそうであるが、現実に、ナイフで胸を一突きすることが難しいように、剃かみ刀そりの刃なんかで自殺することも難しいのは周知の通り。れーちゃんの行動も気になる。彼女は、自分に姉の血を塗ぬりたくっている。まるで偽ぎ装そう工作みたいなことをして、誰しもがれーちゃんが犯人であるのだと思ってしまったのだ。

　おねーさんを殺したのはれーちゃんでいいのか。当時の彼女は四歳さいだ。中学一年生になって人一人殺せなかった彼女が、うっかりでも殺すことができるのか。だったらおねーさんは誰が殺した。だから自殺したことになったんじゃないか。

　なんだこれ既視感にも程ほどがある。比良坂姉殺人事件と強ごう姦かん魔ま殺人事件が、ほとんど一緒だ。同一犯、両方ともれーちゃんが犯人だった？

　思えばれーちゃんは四歳のころから殺人が許可されていた。殺したにもかかわらず許されていた。彼女が純じゆん粋すいに殺人鬼で、殺したいから殺しただけだったというのもなかなか愉快な話になるが、ロマンチックじゃない。

「殺人鬼の資格を持った少女、ねえ。それはそれで、れーちゃんには英雄としての素養があるかもね。彼女曰く、われわれは推理小説の登場人物らしいのだけれども、小説的なリアリティに基もとづけば殺人鬼とはかっこいいものだよ。忌いむべきはずの存在に憧れすら抱く。強姦魔とは大違ちがい」

「分からんでもないけれど、変だよな。強姦は駄だ目めなのに殺人はいい。罪が重いのは殺人の方なのに強姦ばかりが嫌悪されている。十八歳以下の人間の性表現は禁じられているのに十八歳以下の殺人は禁じられない。少年誌等でも子供が殺される。赤ん坊を破裂させようが兵器でどれだけ虐殺しようが販売禁止とはならない。それなのにフィクションであっても物語のキャラクターであっても十八歳以上でなければ犯すことは許されない。殺してもいいけど犯しては駄目」

　幼女に対する殺害描びよう写しやはいいのに、性描写は許されない。逆ではない。殺人の方が重罪、つまり殺人の方が起きてはいけないことと、定義されてる。十八歳以下を犯してはいけない。でも殺人はいい。殺人鬼というキャラクターの存在は許されるのに強姦魔というキャラクターの存在が許されないのは何故？　殺人鬼はダークヒーローとして好まれる。何な故ぜ強姦魔はヒーローでないのか。同じ悪性として強姦魔がどうして英雄視されないのか、という問題に、答えを用意するならば。

「それは、人間にとって強姦があまりにも有害だからでしょう。戦争はどうしてもあるけれども、だけど使ってはいけない兵器があるよ。人間関係を全部壊す強姦が、人間として許されるはずがない」

「思えば不思議な島だったなあ。世間様に大々的に変態の住まう島と宣伝されていたが、実にその通りだ。あんな島があるとはまったく信じられない」

　まったく、おかしいのはれーちゃんだけじゃない。ブルーレイレコーダーで口封じされるなちもおかしいし、ヤリ小屋なるもので初等部の娘が無残にも輪姦されてしまうし、ちょっとおかしいんじゃないのかと調べてみれば、学園長先生の不法投棄・脱税疑ぎ惑わくに始まり（これは完全にとばっちりだったそうだが）、島の住民もそろっておまわりさんの御厄介になっているではないか。犯罪者ばかりだ。いくられーちゃんのためだからとはいって、強姦を島ぐるみで隠いん匿とくしようなんてどうなんだ。強姦魔が暴れてるのに止めずに野放しってどういうことだ。

　他ならぬ強姦である。人間の心がそれを許すわけがない。人間に強姦を許容する心なんてありやしない。どこにも。それこそ、強姦魔のようなものならば強姦に関わることができ、強姦を排除しないのだろうけれども、さてどうして島の皆みな様さまが、強姦魔の暴走を無視していたのだろう、無視できていたのだろう。

　強姦に島の皆さまは気づかなかったという可能性はゼロ。れーちゃんが言いふらしてたのだ。ペースがあまりに早かったために間に合わなかったというのも、ない。おにーさんは日を空けて強姦していた。おにーさんを強姦魔扱あつかいするとれーちゃんの心が壊れてしまうからそうするわけにはいかない、というのが大義名分みたいだったけれども、他の娘が強姦されることを許容できる理り屈くつにはならないどころかそれでは正反対だ。

「人は強姦を認めない。強姦を認めてしまうのは悪魔だけ」

「なんじゃそら、せーいち。それって、そういうこと」

　それが大前提ならば、全員悪魔だったことになる。全員強姦魔と同じ理屈で動いていたことになる。島ぐるみで、悪魔的所業が行われていたことになるんじゃないのか。

　れーちゃんの行動を振ふり返ってみる。彼女はここまでなにをしてきたのか。なにを目的としていたのか。前文芸部顧こ問もんを無む理り矢や理りなセクハラ疑惑で追い出してまで、れーちゃんはおにーさんを島に戻した（そのせいでおにーさんをセクハラ疑惑で追放という手段が選べなくなっていたのだが）。れーちゃんは四歳の時におにーさんに一目惚れしたことになる。おにーさんを愛しており、おにーさんを独占するために名めい探たん偵ていを演じ、叙じよ述じゆつトリックを布石とし、物理トリックを挑むことで強姦の罪を消し去ろうとした、というのが表向きのものだったろう。目的とはおにーさんの生殺与奪権をいただいて、まるで強姦のように未来永劫、心を奪ってしまうことか。

　不思議なことは多々ある。なんでそんな方法選んだ？　なんで普通に告白しなかった？　なんでぱんつ見せたりした？　叙述トリックとか馬ば鹿かげた推理をした意味はなんだ？　野球のことはいいとしてなんでバスケをした？　その無む駄だに長い会話文とは、なんのためだった？　れーちゃんのやったことはだいたいが頁ページ数稼かせぎとしか思えない。事実として頁稼ぎだ。彼女の行動に意味なんてどこにもなかったのだ。だけどやはり目的があった。

　強ごう姦かんとはあまりにもセンセーショナルな事件だった。せんせいだけに。……いや、あの、えっと、異常なまでに騒さわがれすぎることが問題だったのだ。強姦よりも殺人の方がまだマシだった。強姦などはあってはならなかった。自殺ならばもっとよかった。れーちゃんがやったような島の宣伝みたいなことはされたくなかった。れーちゃんのおねーさんはれーちゃんのような性格だった。だからおねーさんにされた強姦をなかったことにして、自殺に変換することで黙らせた。島の皆様はれーちゃんに殺人の罪を押おしつけて有耶無耶にした。四歳の彼女は馬鹿正直に姉が恋人に殺されたのだと主張した（それはせんせいを呼び戻したかったからか）。島ぐるみで偽装しておねーさんを自殺したことにした。さて生きているのか、死んでいるのか、私たちにもそれらしい嘘を吐ついて、その存在を抹消したのだとして、もし、生きているのだとしたら。

「するとなると、あの場にもう一人登場できる人物がいる。静止した舞ぶ台たいにまだ動ける影がある。そのものにも殺人鬼の資格があるし、殺意があったとしても不思議ではなかった。強姦疲れで倒たおれているあの瞬しゆん間かんであるならば、虫を潰すみたいにあっさりと強姦魔は殺されてしまう」

　れーちゃんだけは答えを知っていた。中学一年生にもなって、まともな思考ができるようになり、この偽装工作の異常さを悟ってしまう。罪を有耶無耶にして島の外に出さないシステムに反逆しようと企んだ。前文芸部員顧問のセクハラ疑惑もまるで外に出なかった（それは偽事件だけど）。強姦事件が偽装工作によって消されてしまう。だからおにーさんに犯させる段階となったときには余所者である学園長先生に通報させた。

　バラされたために、島の罪は解体されていくことになる。ならばおねーさんはどうなる。

　仮におねーさんが生存していたとなると、二十代前半になる。死んだことにされた彼女が殺されておらず、この犯罪者だらけの島で生かされ、強姦を許容できてしまうような場所で黙らされていたということは、……壮そう絶ぜつに胸糞悪いことになっている気がする。彼女の存在が警察側にバレていないことからして、島の皆様は捜査される前におねーさんを解放したのだろう。そうしてノーマークだった彼女はまんまと逃げてしまった。彼女も捕まるわけにはいかない。やることがあったのだから。

　ならばこれは名探偵ならぬ冥探偵による復活の儀式だった。それは黄泉路と繋ぐ推理にて、現世と冥界を逆転させるもの。きっとれーちゃんは姉のことが大好きだったのだ。死んだという事実を覆すほどに。死者を蘇よみがえらせようとするほどに。そのおかげで、島の皆みな様の罪はすべて暴かれ、平和になり、こうしておねーさんが外を歩けるようになった。

　島の解体後、れーちゃんが時間稼ぎしていたことから考えるに、おにーさんとおねーさんを接せつ触しよくさせたかったのだろう。れーちゃんはおにーさんに敗北して膝を折っていた。そこで唯ゆい一いつ動けるのはおねーさんだけだった。だからもう一人の殺人許可証を持つおねーさんによって、ありえなかった最後の一いち撃げきは成立し、強姦魔は死ぬことになるのだ。

　……あれ？

「……そう簡単には復活しないか。死んでなかった説が正しいのだとすると、おねーさんが死んだことにされたのって、おにーさんが四歳のれーちゃんと初対面する以前の話になるよね。何故自殺したことにされたのかとすれば、それは強姦されたおねーさんがおにーさんに救いを求めたからであって、強姦されたことを人にバラされたくなかったからこそ、おねーさんは島の皆に死んだことにされたんだから」

「あ？　なにか変か？」

「おにーさんがおねーさんの血まみれ死体を見てることになるじゃないのさ。おねーさんの自殺は、おにーさんに対する偽装だったんだ。その場でれーちゃんと会ったのかどうかはどっちでもいいけれども、いくら非処女が知覚できないおにーさんであっても死体を見み逃のがすってとんでもないことだよ。そんな重大な事件、無視できたの？」

「できたんだろ？　あいつは比良坂の姉が死んだことを覚えていなかったんだ」

「まあ、あのおにーさんなら、できたかもしれないかな……？　やれるかやれないかしか頭にないのかしらね」

「そうじゃなくて、普通に見破ったんだろ。子供に対する偽装に大人は騙だまされない。だけどその時中学三年生とはしても、あいつは仮にもお医者様だからな。子供のころから医者目指してたなら、それが生きているか死んでいるかぐらい」

「……なにって？」

「だから、あいつは非処女の死んだふりを見て、まったく興味もなくその場を去ったのだとしたら、そんな昔のこと記憶に残ってる方が変だろ。比良坂の姉が処女だったら、犯して逃げたという話がしっくりくるが、非処女だったのならば、どうでもよさげに一行たりとも描写せずに省略されるだけだ。だから覚えていなかった。比良坂の姉のことなんて、覚えていられるわけがなかった。あれ、犯したっけな、ぐらいにしか印象が残らなかった」

　違う違う。そこじゃない。なんだよそれ。医者？　おにーさんが医者ってなんの話だ。彼かれは先生なんだろう。いまさら急に設定変へん更こうされてもそんなのはトリックじゃなくてただの嘘だ。

「なに？　おにーさんが、医者？　あれって教師なんじゃなかったの？」

「いや教師って、授業してないから。あいつは文芸部員という教え子を犯したかったのであってして、クラス担任なんかしてたらそっちも全員犯される。あいつの教え子は、文芸部だけだった」

「だから、だからなんで医者が文芸部顧問やってたのさ。いくら代理とはしても」

「保健のお兄さんだからだろ？　保健医だよ。部活の顧問ぐらいにはなる」

　……保健室に常勤している保健医なんてものはフィクションの存在である。分かりやすさを優先したための嘘であるが、そんな嘘が現実で通るわけがない。保健医は保健室にはいない。病院にいる。いわゆる保健室のせんせいとは、擁護教諭のことだ。

「でもあいつ、自分で自分のこと保健医だって言ってたぞ」

「つまり存在自体が嘘っぱちなんだろうか……？」

　だったらフィクションの存在だ。せんせいではあるが実の所せんせいではない。まるでれーちゃんの主張みたい。

　子供からすれば医者のせんせいか。授業してないしずっと保健室で寝ねてるのにあれをきちんちんとした、……じゃなくて、きちんとした教師だと思っていた私も私である。

　男性の養護教諭とは極めてレアなものだ。なにせ思春期の女の子の身体測定をする職業なのだから、男性であるとそれはもう問題があったりする。こんな辺へん鄙ぴな島だからこそ、その問題のあるおにーさんしか用意できなかったのだろう（なんて言ってしまうと、他の男性養護教諭に無茶苦茶失礼な気がするが）。あいつ、身体測定がしたいがために狭き門を潜り抜けたんじゃないだろうな。中学生目当ての保健のお兄さんって、つくづく設定が……。

「……待った。自殺の偽装を見破ったからこそ、おにーさんがおねーさんのことをすっかり忘れているのだとしようじゃないの。でもれーちゃんにとってはどうだ。自殺は強姦後じゃなくなった。よくよく順番を考えてみれば、強姦前の自殺であるとすれば、おねーさんの偽装死体の前でれーちゃんがわんわん泣いているところにおにーさんが来た、になる。おにーさんとれーちゃんがそこで初対面し、会話したことだけは事実なんでしょう。死体を前にして普通に話すのは、おにーさんのキャラ設定的にはおかしくないけれども、そんなことをれーちゃんが知っていたのはおかしいよ。まずれーちゃんがおにーさんを訝しがるべきじゃないのかな。そして結論付けるべきじゃないのかな。だってあの娘はおにーさんを犯人であることにしようとしたんだよ。そんな嘘、おにーさんが認めるはずがない。だけどれーちゃんにはおにーさんが嘘を嘘だと見抜けないという確信があった。いくらなんでも当時のれーちゃんがおにーさんの性格を看破しているのは変じゃないかな。偽装死体だって相当なインパクトがあるはずだと、れーちゃんは普通思うよね。非処女だから無視できたのだ、ということを、四歳時点のれーちゃんが知っているとなると、島民の誰かしらに教えてもらっているのだとすると、おかしいことになる」

「あさぎと琴子への強姦を比良坂が防いだことか。その時、比良坂はあいつが非処女を犯おかせないと知らなかったからだとされていたが、知っていたのに防いだのは不可思議、ということ。それはただ単に捕つかまえる時期が早かっただけのことだ。事件にするには一人の強姦でも事足りるがやはり目的は全員だったんだ。あさぎの時は学園長先生がいたから、琴子の時は神父様がいたから。比良坂は根本的なところであたまがわるいやつだが、基本的には計算があってのことで、馬鹿のふりをしていただけ。全部が全部知った上での演技だったというだけ。結果はともかくな」

「どうだか。まだ問題はあるんだよ。そもそもれーちゃんはおにーさんのことを殺したくなかったのに殺させたのは何故？　れーちゃんって、……一体なにがしたかったの？」

「俺おれは全然知らないし、琴子のこれまでの推理が正しかったと仮定するならばのことだが、比良坂の姉は封印されて輪姦され続けていたのだとして、逃げ出すことができたとして、一番最初に会いたいのは誰だと思う。それは愛するせんせいに決まっている。強姦された比良坂みたいなものなんだから。だから比良坂は、見せつけようとしたんだ」

「……なんだって？」

「比良坂はあいつが心を折って従うようになると思っていた。比良坂のものにできたと思っていた。勝ったつもりだった。だから比良坂は、見せつけるためにわざわざ姉を救ったんだ。あいつに関わる女の人なんて、全員徹底的に――、壊してやろうとして」

　――殺すために、蘇らせた。壊すために修復した。それはそれは、複雑で無茶苦茶だ。

「だけど実際、比良坂は負けてしまっていた。喋しやべることも動くこともできずに、挫折した。姉は姉で、あいつが比良坂に盗られたものだと誤認した。だから姉はあいつを殺した。比良坂は止められなかった。どうしたらいいのか頭がまったく回らなかったことだろう。姉はあいつを自分のものにするためにあいつを殺してしまった」

　――こいびとがせんせいを殺したのだとしたら、それはおねーちゃんじゃない。わたしが殺したんです。でもわたしは殺してません、ということ。ならこんなの完全犯罪にしてしまえばいいとして、だかられーちゃんは名探偵を止めて、事件を曖あい昧まいのままで放置しておいた。

「比良坂のやったことは、筋が通っていない。それもそのはず、比良坂はだいたい失敗してたんだから。ミステリなんて現実でそうそう上う手まく行くはずがない。もともと南みなみ五ご坂さか島とうの罪を暴くつもりさえもなかったろう。たまたまそうなっただけだ」

「どうしてそんなことが分かるのさ。覆すみたいだけど、私はれーちゃんに殺意があった説に一票入れようかな。殺人許可証の取得、強ごう姦かん被ひ害がい者しやの会による集団攻こう撃げき、最後のおねーさんによる一撃。あのおにーさんはこの手段じゃないと殺せなかったんじゃないの？」

「殺意があったなら比良坂があいつを刺さして終わりだろ。なんで刺さなかったんだよ。殺す気がなかったことはこれで証明できたんだろ」

「私たちが考えつくようなことを、おまわりさんが考えつかないとは、思わないね。おねーさんが生きていることまで、きちんと読まれてたりして」

　姉が生存しているかもしれない。だから比良坂れいは殺していなかったのかもしれない。

「あたかももう一人、不可視の殺人鬼がいたような、って、まるで偽装工作じゃないの。せーいち、れーちゃんのこと庇かばってないかな。おねーさんが生き返ったことにして、れーちゃんの殺人を隠かくしているんじゃないの？　あの娘、殺人許可証を取った上に更さらに安全を強固にしようと、いるはずもないおねーさんの幽霊を呼び起こそうとしたのじゃなくて？　せーいちもさ、おねーさんが生きていたなんて発想、普通しないよね。いや、おねーさんは生きていたけれど、それでもおにーさんを殺したのはれーちゃんだったり」

「……凶きよう器きが違ったのは」

「一突きならば刃はの幅が足りなかったんだっけ。本当に一突きだったのかな。ぐいぃって傷口広げたらいいじゃないのさ。そうじゃなくとも、れーちゃんが心神喪失してたから凶器消失だと思われたんだ。彼かの女じよが全然余よ裕ゆうで、動き回ることができたのならば凶器を隠す暇ひまなんていくらでもあった。あの娘こ、嘘うそ吐つきだよ」

「琴子、あの場で音だけは聞こえてたんだろ……？」

「あーそういう音が聞こえたかもー」

「ずる。それでも俺は比良坂に愛情があった説に一票を入れるからな。だいたい文芸部全員強姦事件をバラすぞと脅して、あいつが逃げなかったら、比良坂はどうするつもりだったんだ。島から泳いで逃れてしまうとか予想できたのか。通報はされてしまうんだ。逃げ場があるとしたら比良坂家だけ。一生あいつは比良坂家から出ることもできずに暮らす、というのが本命だとするのが普通。予想外に逃げられてしまったからこそ、手が届かなくなってしまい、あれはわたしのせんせいなのだと世界に分からせるために、インタビューに答えたんだ。戻もどって来たことは嬉うれしい誤算だったが、もう一度論理を組む時間を稼ぐために余計なことをした。俺たち全員でリンチしようという計画を持ちだしたのは比良坂だが、あいつは人は人を殺せないことなんて分かっていた。最終的にやったのも告白だ。姉が生き返ったことが嬉しくない誤算だったんだ」

「予想できたのかどうかとすれば最後だって予想できるわけないじゃないのさ。なんでれーちゃんはおにーさんがいざとなれば非処女でも犯せるって知ってたんだよ。知ってるわけないじゃないか。つまりれーちゃんは、最後の戦いでおにーさんを行動不能にする算段なんてできていなかったの。おにーさんがたまたま非処女でも犯せたからああなっただけ。だいたいおにーさんが逃げずに服従したのなら尚更殺しやすいじゃないのさ。逃げてしまったからこそ世界中から居場所を失くすためにインタビューしたんでしょう。殺す気満々だ。戻って来たから準備を整えるために時間を稼いで、殺そうとしたけど殺せなくて、姉のことはれーちゃんとしても狙ねらったことじゃなかったんだろうけれども、耐えて忍んだ根性の結果だよ。もしくはれーちゃんの偽装」

「……島はもう解体されたんだ。外の大人に比良坂の偽装は通じない。比良坂の姉は生きている」

「どっちでもいいや。そうしてれーちゃんは殺すことに成功したんだ。おねーさんが生きていることも黙っているのは、誰も、罪なんて持ってないようにするために」

「あいつを殺したのがこいびとであるのが許せないから黙ってるんだよ」

「……さっきからせーいちはなんなのさ。女の子っぽい考えしてさ。きみすごいかわいいよ。せーいちの方が私より女の子だよ。自信なくすなあ、なんかきみさ、おにーさんのことちょくちょく助けようとしてなかった？　まあかわいい。かわいい。きみ、れーちゃんのことも、好きだろ？」

「……べ、別に俺は、あいつのことを助けようとなんてしていなかったんだから！」

「ほんとかしらね」

「それに、俺は、お前のことが、一番、好きだから……」

「……あ、ありがとう。……じゃなくて、そういう意味じゃなくて、せーいちは犯罪者が大好きなんだよ。悪魔崇拝してしまうんだよね。庇わずにはいられない。きみも相当だ。せーいちさ、バスケの試合の時になんかごにょごにょおにーさんに話していたけれど、その時点でここまでの展開を読めていたんじゃないの？　きみならば分かる位置に立っていたんじゃないの？　おにーさんを殺す集まりにせーいちは参加していた。でも手加減してたよね。それは何故か、動けない理由が欲ほしかったから。動けるのに動けないことにしたかったからだ。あの場で、せーいちが動けたのだとしたら、どうなる。あら、凶器も隠せるし、おねーさんの隠れ場所も用意することができるじゃないの」

「そんなテキトウな。だいたい、俺が動けたらあいつを殺させたりなんてしない」

「わあ、告白した！」

「……い、いや、そうじゃなくて、そうじゃなくて！」

「そうだね、せーいちはみんなを止めるために殺す会に混ざったのだからね。止めようとしたら、おにーさんにぶん殴られたんだっけ。私、そのときずうっときみのこと、見てた」

「見られてた……」

「今、愛が試ためされるときだね、せーいち。そういえば島の事情を知らないおまわりさんは、もしかしたらおねーさん生存を思いつけなかったのかもしれないや。私にわざわざおねーさん生存話をしたからには、実はそれが単なる作り話で、私経由で沢渡警部殿に伝わることを期待したのかもしれない。そうしたら、れーちゃんの偽装に手を貸すことができるから。それとも、おねーさん生存話をしたのは、ただ単に私に隠し事ができなかっただけなのかもしれない。犯罪者か、私か、さてせーいちは、どっちのことが大事だろ？」

「……琴子だよ」

「じゃあおねーさんの隠し場所教えて欲しいかな。どこに匿かくまったの？　隠してるとしたら、きみだろ。あえて言わなかったんだけれども、れーちゃんのおねーさんがおにーさん殺すついでにれーちゃんを殺さなかったのはなんでかな。恋人殺すぐらいなら一いつ緒しよにいた恋敵ぐらい殺すでしょう。でも殺さなかった。ところでバスケの試合でせーいちはおにーさんに殴られても割とあっさり回復してたみたいだね、せーいち？　割とすぐに動けるようになったんだね？」

「……そんなに比良坂のことを殺人鬼にしたがって。そんなに比良坂のこと殺したいのか。琴子の正当防衛主義も相当だ」

「れーちゃんが死ぬことがみんなの希望になると思うよ。殺す権利のあるおねーさんが生存しているのだとしたら、それはれーちゃんの居場所ぐらい教えてあげるよ。あとね、みんな大好きじゃ嫌われるね、せーいちさ。きみはこんな私のことも愛しているのだろうけれども、こんな私だからこそ愛しているのでしょう。まったく、あの娘も守りたい、あの娘も守りたいじゃあ、欲張りだ。恋愛なんて、もっとこじんまりとやればいいのに」

　これで本当に推理終しゆう了りよう。私とせーいち、二人の探たん偵ていごっこで導いた二つの答えがある。どちらが正解だったのか。せっかく犯人がいることだしれーちゃんに問いてみようではないか。

　殺意と愛情って同じ容器に入れられますよね、とかどうとか、言われた。そんなの二人とも正解といいますか、二人とも間ま違ちがってないといいますかとか言われた。解なしであって、すべてが答えで、それでいて、女の子であるということに矛む盾じゆんしない。自分の好きなように解かい釈しやくし、それが答えであってすべてが正しい。

　あんがいそれは、実に名探偵っぽいのかもしれないのだと、思ったのであった。（了）。




「……いやいや、（了）、じゃなくてですね。そんなのになると思ったら大おお間ま違ちがいですよせんせい。おねーちゃんは死んだって言ってるじゃないですか。なにをまた復活させようだなんてしてるんです」

「えー」

　あっぶねえ夢落ちだったわー死ななくてよかったわー。……じゃなくて。なんだよこれで本当に推理終了じゃないのかよ。子供心を読み解くことにかけておおよそ世界随ずい一いちの僕ぼくが懸けん命めいになって被ひ害がい者しやたちの後日談を想像してやったのである。せっかくの僕の提案である。こうすれば綺き麗れいに終われるんじゃないのかなというのを考えてあげたのに駄だ目め出だしされた。しかも比良坂さんの回収しなかった伏ふく線せんまで拾ってやったのだ。比良坂オチより僕のオチのほうが丁寧なのにこれを却下するってどういうことだ。

「おねーちゃんが生き返るわけがないじゃないですか。馬鹿ですかせんせい。脈絡もなく蘇生しましたーなんて通りません。突然すぎるんですよ。伏線足りてないんですよ。これが結末なんてわたし気に入りませんよ。まったくそういうの困ります」

「お前他人の評価には妙に厳しいんだな……」

　自分はどうなんだ。

「あのな、僕視点で比良坂姉を知覚することはできないんだぞ。比良坂姉生存説に信しん憑ぴよう性せいを持たせろったって伏線を張る方法自体が存在しない。これが僕にできる精せい一いつ杯ぱいで最善だろうに」

「なんですそのメタ発言」

「お前なんか厳しいな……」

「厳しいって。わたしの叙述トリック云うん々ぬんは演技でしたけどせんせい素で言ってますよね」

「なんでこいつこんなに厳しいの……？」

「知覚できないにしたってそれはそれでやりようぐらいあったはず。普ふ段だんからこんな事態になると想定しておけば土壇場で困らずに済んだのに」

「どこの誰がこんな事態を想定できるんだよ」

「わたしです」

「そうですね」

　バスケも叙述トリックも入れ替わりトリックもいつかやってやろうとしっかり考えておいたのか。こいつは日常的にそんなことばっかり考えているのか。真面目に勉強しろ。

「お前の当たり判定が分からんわ。こっちは命捨ててまで比良坂さんに絶望の中でもちょっとした幸福が見つけられるんじゃないかな、というとても綺麗なエンディングにしてあげるつもりだったんだぞ。覆すなんて信じられない」

「わたしだってせんせいの当たり判定分かんないですよ。わたしは殺人鬼になってまでせんせいと一緒に暮らせるから幸せだ、ああよかったねみたいなエンディングにしてあげようとしていたじゃないですか。覆すなんて信じられない」

「我儘放題か。この中学生め、現代エンタメは犯人に罰ばつを与あたえるという一般的な常識を忘れさせたらしい。倫理なんたるかを教えられていないのか。だから小説なんか読むと心が狭せまくなると言ったんだ」

「犯人に言われたくはないですよ。ふんだ。比良坂れいの十戒を知らないらしいですね」

　参考、比良坂れいの十戒。１．犯人はヒロインの過去と密接に関かかわっていなければならない。２．魔術の行使は推すい奨しようするが異能バトルになるならなるで先に言わねばならない。３．男性を二人以上登場させても構わないが触ふれていいのは一人までにしなければならない。４．報われなくても構わないが事件とは関係ないところで恋こいの話をしなければならない。５．性的指向をネタにしなければならない。６．時刻表をトリックとして用いてはならない。７．戦国時代などの過去あるいは近未来を主な舞台にしてはならない。８．なんらかの形で時間の混乱または空間の逆転を挿入しなければならない。９．人が死なないことが望ましいがそれが悲しい理由であってはならない。10．太田が悪い。

「裁かれない罪とかはどうでもいい。おねーちゃんは穏やかに死んだんだ」

「僕としては比良坂姉生存説を覆すつもりはないからな」

「ならわたしは死んだおねーちゃんの分も合わせて姉死亡説に二票入れますね」

　報われない。

「お前演技ばっかだったからそろそろ本心で語れよ。なんで比良坂姉を他殺に見せかけた。正解は」

「恋人に殺されたことにしたほうが幸せそうだったから」

　報われない……。

「これってもう比良坂姉が登場する流れだろ……。この腐れ妹刺し殺ころしてやらないとおねーちゃん成仏できねえよ……」

「生きてようが死んでようがことこのおにーさんのほうが早そうです。どうするんですか。せんせいは動けない。相手は銃、リボルバー、スミスアンドなんとか、弾は五発で一発目が空砲なんでしたっけ？　知らないですけど」

「無駄話のおかげで寝返りぐらいは可能になった。がんばればなんとか全弾避けられる」

「せんせいってときどきそういう無む茶ちやな身体能力を発揮しますよね」

「沢渡兄ったって悪意バリバリに射殺なんてしたらもうとっくにクビになってるはずであって、正当性のある方法を用いてくるはず。ならばやつの狙いは僕のちんちんであり、そうと分かれば話は簡単だ。比良坂さんに一肌脱ぬいでもらえば、銃弾の硬度よりも僕の硬度のほうが上回り」

「はいはい」

　流された。

「なんだよ理論的だろ。ほらほらお前の大好きな。ちょっと前のお前のキャラならこの時点で全ぜん裸らになっとるわ」

「どこが理論的。理論でどうにかなるんだったらもうどうにかなってます。ちょっと前ったってそれでもなんとかぱんつ見せるぐらいですよ。こんなところで肌晒せるか」

「大人理論舐めんな。成人しなきゃ分かんねーだろうが大人の世界では圧あつ倒とう的てきな戦力差があっても最後には学のあるやつが勝つんだぞ」

「また大人になったら分かるよとか言う。じゃあ『劇場版　ゴジラＶＳ名探偵コナン』みたいな映画があったとしてもコナンが勝てるんですか？」

「両足にキック力増強シューズをはめて二百万、ターボエンジン付きスケートボードに乗りながらならば四百万、いつもの三倍の回転を加えてサッカーボールを蹴ると千二百万パワーとなってゴジラの一千万パワーぐらい軽く越えるわ」

「へー」

　理論的だったのに流された。

「もう誰だれに殺されるかが違うだけです。一般論としてですね、犯人がおねーちゃんとか論外ですよ。だったらわたしがせんせい殺したほうが納なつ得とくできますよ。わたしはですね、どうせ死ぬならきちんとミステリに死んでもらいたいと言っているのです」

「お前僕のこと嫌きらいだろ」

　デコピンされた。

「謝あやまれ」

「……死亡確定させなくたっていいだろうさ。沢渡兄はなんとかするとして、おまわりさんに捕まったとしても死ぬまで檻の中ってそんなわけがない。オチとしてお前そういうの好きだよな。比良坂十戒に照らし合わせても通るように思える」

「待ってます、わたし、待ってますから！　――みたいなパターンですか。嫌いやですねそんなの。ちなみにそれって10に接触してますよ。待ち時間なんてとっくに払い済みですからね。三年もすればわたし普ふ通つうに高校生です。新しい恋だってするかもしれませんし、せんせいだってわたしのことを忘れます」

「ドライだなあ」

「諦てい念ねんです。だからこそ永遠にしたいと思いもします」

　たとえ友達全員を殺してでも、善意を踏ふみにじってでも、相手が不幸になろうとも、自分だけ幸せならそれでいいや――、そんな無理は道理が押し出だす。道理にひたすら蹴飛ばされて、けれどももう彼女は泣きやんだ。どうしようもないからこそ目を擦こすって強がった。

　それはとても危あやういけれども、犯せなかったことが惜しまれるぐらいに、晴々しい姿だ。

「……比良坂さん。いや、れーちゃん」

「……どうしたんですせんせい」

「子供扱あつかいして悪かった」

「別にいいですけどね」

「もう教え子でもなんでもない。僕はきみと隣同士でありたい」

「そうなんですか」

「せんせいではなく名前で呼んではくれないか」

「……ぇえ？」

「どうしたんだ」

「そう、そうですかねー、わ、わたしは、せ、せんせいのままでいいと思いますけどねー？」

「いやそこをなんとか」

「いやいやいや」

「あ？」

「ああ？」

「あァ？」

「あァアア？」

「――ははあん」

「な、なんです」

「なるほどなるほどな、さてはお前」

「なるほどなんですか」

「僕の名前を忘れただろ……？」

「……あはははは」

「なんだよ」

「違いますから！　名前ぐらい覚えてますというかそんな重大な伏線、回収すべきところはここではないというだけですからね！　これまで伏ふせられてきたんです、まだまだ明かすには早い！　ここぞというときに！」

　なんだそういうことだったのか。てっきり忘れられたのかと思った。楽しみだな。もう時間ないんだけどいつ明かされるんだろ？

「――真ま面じ目めに今後の方針を立てましょうか。姉生存死亡問わず、どちらにせよことこ兄による時間制限ありの状態でせんせいの逃走は絶望的。姉による刺殺、ことこ兄によるうっかり銃殺、あるいは逮たい捕ほされるという選せん択たく肢しはわたしとしてはタブー。残された手立ては、せんせいが自殺するか、わたしが殺すかの二択です」

「――はっ」

「おっと」

「三択だろ？」

「さ、三択ですって……？　ここに来てまだ傍ぼう点てん付けるレベルの選択肢が……？　そ、それはいったい、まだ回収されていない伏線があるとでも……?!」

「僕の名前」

「しつこい！　いい加減にしろ！　だからそれは明かすにはまだ早いと言っている！」

　怒おこられた。

「でもそろそろ使わないと時間が」

「人生まだまだこれからですからね！」

「僕にはあんまり時間がですね」

「わたしはまだ先が長いんです！」

　そんなに怒らなくても。

「まったくもう、じゃあ僕の名前じゃなくてもいいよ。お前さ、ミス研部隊を全員参加させたように見せかけて一人ぐらい待機させておかなかったのか？　あれだけ大人数ならば僕だって全員参加しているように勘かん違ちがいぐらいする。この場面で一人動けるというだけで結構ミステリアスに殺せるだろうが」

「馬鹿じゃないですかせんせい。そんな手を使っていいわけがないんですよ」

「え、そうなの？　それはごめん」

「それって要するに六枚のとんかつじゃないですか。使ったトリックを作中に二度も使うなんて信じられない」

「謝り損だった」

「とりあえず二択で考えていきましょうよ。せんせい、お互い間違っているところはありました。けれどわたしたちが協力すればもしかしたら最適なエンディングというものに到達するかもしれません。なにかこうミステリアスな動機でも手段でもなんでもいいですがそういうのありきで自殺できますかね。六メートルぐらい垂直にジャンプして頭から落ちるとか」

「馬鹿かお前」

「協力するって言ったのにいきなり馬鹿とはなんですか！　六メートルなんて冗じよう談だんで！」

「そんな体力残ってるなら逃げとるわ」

「ジャンプはできるんですね」

「なんだ、たとえば僕は高血圧だから、お前を犯せなかったことによるストレスが脳に深刻なダメージを与えてそのまま死んだとかはどうだよ。れーちゃんの十戒判定は」

「セーフ。それをやれるんならいいですけど。ジャンプじゃなくていいので我わが人生に一片ぺんの悔いもなしとか言って自殺できませんか。倫理判定は」

「アウト。それだと入れ替わりトリックとそう変わらん。あれだけ犯して回って楽しんで楽しんであー幸せもう死んでもいいやー自殺しよーばいばーいってそれでいいのか。だったらミス研部員らとの戦せん闘とう中に蹴り上げたナイフが落下してきてたまたま僕の頭に刺さって死亡ぐらいのあっけなさが欲しい」

「わたしそういう思い出を抱かかえて生きていくの嫌です」

「やっぱり僕の自殺には無理があるんだ。……それを本人に言わせるってどうだよ。あれも嫌これも嫌ならもう一択しかなかろう」

「そうですかね」

　おっと。

「まさか僕の名前を」

「違ちがう」

　即答。

「今までのがすべてわたしの推理だったとしたら」

「どういうことだ」

「せんせいが本当にまだ中学生だったとしたら？」

「どういうことだ……」

　傍点はギャグ用ではないんだぞ。

「こうしてあーだこーだとくっちゃべっているのは高校入学のために本土から出ようとするせんせいを止めようとする四歳さい時点のわたしの推理だったとしたら。おねーちゃんを救わねばこのような未来になる。だからせんせいは強ごう姦かん魔ま化することなど諦あきらめてわたしとずっと一緒にいろ。冒頭からここまですべてが四歳のわたしの会話文の中だった。よく見なさい表紙の右上の辺りにある記号みたいなもの、これはシミとかじゃなくて始め鉤括弧が書かれているのです。もう数頁ページもすれば終わり鉤括弧で括られる。表紙からここまで会話文?!　舞ぶ台たいは一転してせんせいとわたしがはじめて出会った場所へと移り、そうして運命を変えることのできたわたしたちはそれはそれは幸せに」

「へー、なるほどなー」

「えへへー、すごいでしょー。……いや、なんでもありません。続きまして」

「おっと」

「ここまで全部がわるいうわさの内容だったら？」

「おお」

「せんせいにはわるいうわさがあるとは冒頭よりですが、実は舞台は南五坂島という架空の島なんかではなくこの事件よりなんらかの手段で生存したせんせいの新たな潜伏先であり、こんな尾ひれも背ひれもついたうわさ話をわたしですらないどっかの誰かが、こんな話があるんだよ、えー嘘うそだー、こんな事件ニュースになってないよー、だってド田舎いなかの島くんだりなんだからそれはニュースにもならないよー、とかどうとか語っているだけ。現実はうわさ話通りではなくもう少し容易であり、せんせいも島から離脱することができ、うわさ好きのどっかの女の子がオーバーに語ってしまうことで」

「次」

「わたしとおねーちゃんが入れ替わっていたとしたら？」

「期待」

「わたしが他の娘より成長が遅おそいとは見た限りのことですが、元来比良坂家は身体的成長が遅い家系であり、中学三年生時点と二十代時点でさしたる変化がないどころかまだまだ全然小学生とすら見えるぐらいだった。だからこそ実はわたしは比良坂れいではなくその姉たる比良坂世せ界かいであり、死んだのは姉ではなく妹だったのです。目的は分かるでしょう。あなたに愛されるためです。姉は輪りん姦かんされて処女でなくなっている。処女でなくなればせんせいは愛してはくれない。だからわたしは姉ではなく妹になろう。そのために妹には死んでもらう。せんせいは外見だけでは処女か非処女か判断できないのだしね。さようなられーちゃん、わたしの処女性のためにあなたは死んでね？」

「てめーコラ非処女なのかよこの僕をまんまと騙しやがったな！」

「嘘です嘘です！　なんでこんなのだけ信じるんですかあ！」

　なんだよ嘘かよ。

「け、つまんねー嘘吐きやがって、次だ次」

「ここまでわたしが筋トレしていただけだとしたら？」

「ウケ狙いも露骨すぎるとなあ……」

「運動をしたことのないわたしがせんせいを殺すことは困難でした。なにせ人を刺す練習なんてできないがために、まさかわたしの力ではそもそも刺せないことなんて知るわけがなかった。肋骨が邪じや魔まとかそれ以前の問題としてナイフを刺そうとしても力が足らずに滑すべってしまう。実は何回も刺しているのですが何気に強きよう靭じんな体力であるせんせいにとっては蚊が止まる以下の衝しよう撃げきであり、不ま味ずいこれでは殺せないと判断したわたしは筋トレを始めることにしました。バスケ勝負も体力作りの一環であり、今もなおこうして握力を鍛えるために陰かげながらグーパーグーパーと手を」

「次」

「パス」

　パスってなんだ。

「せんせいのターンです」

「……ほほう、上手いな」

「なにが」

　表面的にはネタが尽きたのでどうしようもなく僕ぼくに順番を譲ったように見える。しかし、どういうことだろう。まだ手が残っているはずだ。ならばこれは罠わなか？　なにせ比良坂れーちゃんの手には僕の名前という最大の伏線が握にぎられている。ここでもまだ使う機会ではないとするのか。いったいどんな取り返しのつかないタイミングを思い描き、使うことを渋っているのだ……！

「せんせいもしかしてあれですか。同じネタを何度も使うことでわたしを苛立たせてその怒りによって強化されたわたしの筋力があなたの心臓を突き破ることを期待しているんですか？」

「何な故ぜ僕が自らの死を渇望しているみたいなことなっているのか。僕は生きることにすら飽あきた不老不死者か。そもそもとして僕は自分の死なぞ望んではいないぞ」

「そんなことないです。あなたは自らの死を望んでいる」

「なんて自信満々にテキトウな発言をしたものか。さてはそろそろ喋り疲つかれたな。ちなみに僕の主張としては乙女おとめチックに死ぬぐらいならゴミみたいに死んだほうがマシだということでして、おまわりさんに捕まって数年我が慢まんというのが現状ベスト」

「そんなゴミみたいな人生送るなら乙女チックにここで死ね。……そんなゴミみたいな人生送るなら乙女チックにここで死ね？」

「二度も言わなくとも」

「……い、いえ、なにか、とても馬ば鹿かげた解決策を閃ひらめいたような」

　しかし時間切れだ。

　少女が襲おそわれる前に都合よく警察が登場できるなんて都合のいい話であって、正義が勝つのは最後だけ、全員死んでもなお登場に遅おくれるものだ。

　人は人を殺せない。それは倫理観に縛られるからだ。犯罪者に拳銃を向ける覚かく悟ごがなくてどうする。むこうは平気で凶器を振ふるうだろう。殺せないからと馬鹿みたいな推理に逃にげて誤ご魔ま化かしているから僕みたいなのに必殺の機会を与える。れーちゃんなりの倫理があるから僕を殺すことはできなかった。僕としても倫理があるから自殺するわけにはいかなかった――、というのはまったくの嘘であって――、倫理なんてクソ食らえだ。他人の痛みなんて分かりません。犯罪者が最後に勝って幸せに暮らしました、やっぱり正直者が馬鹿なんですね。善人が犯されて、犯した悪人が美お味いしいところだけ奪うばって逃げ去ってしまう。この結末のどこが悪いのかが僕にはまったく理解できない。どこもかしこも悪くてどこが悪い。

「ここまで僕の時間稼ぎだとしたら？」

　僕が動けなかったのもさっきまでのこと、寝返り可能まで回復できたのだから逃走不可にしてもれーちゃん一人犯すぐらいはできるようになる。小娘が馬乗りしているのならば僕はあばれ馬のように振り落とそう。関節という関節が曲がらないけれども転がって彼女の上に被さることぐらいはできた。相変わらず潰せそうなぐらいに細い身体だ。なまじ不自由であるために不器用な密着の仕方だった。拘こう束そくもなにもなく自重で潰つぶしているだけだった。彼女は肺の空気を一気に吹ふき出す。余よ程ほど重いのだろう。

　そんな杜ず撰さんなやり方のせいか、……身体を重ねた瞬しゆん間かんに生き別れた双ふた子ごに再会したかのような感情が湧わきあがって、死んでもいいぐらいの幸福に包まれたがために、恋こい人びとに首を絞しめてもらいたくなった。能力の最大値に達し、それでもなお限界を突破し続けた僕のちんちんは更なる覚醒を遂げ、その硬度を取り戻す。同時に身体能力は完全に復帰――否、この脈動は、全盛期よりも遥かに上回っている。

　たとえこれが死の間際に訪れる錯さつ覚かくであろうとも、れーちゃんが首に手を回しているだけであろうとも、彼女の輪郭と完全に重なったことで、僕は自分という枠を外した。自分が自分でなくなったことによる全能感のまま、痛みを無視して膝ひざ立ちし、彼女のぱんつに手を伸のばして――。

「――げほっ、げほ。……わた、わたしの番ですね、必殺の解決策。なんでこんなことしてたのかってお喋りしたかったからですよ。……今のわたしはさっきまでのわたしとは違います。ほらきれいにもなったでしょう。それはあなたのことをきっぱりと諦めたからです。それでもちょっとだけ未練があるからです。あと、別れ際だからです。もう今後一生、あなたと会うことがないからです。つまり錯覚、燃える場景補正、恋れん愛あいみたいなもの、この状じよう況きよう下、あなたが命を賭してでもわたしを犯おかそうとすることなんて自明の理。――ああ、恋人に締しめ殺されるぐらいの恋愛をしてみたい。わたしのはじめて、これ以上の場面がありますか」

「屁へ理り屈くつさんめ。ここまで狙ってたなら感服してやる」

「限界突破なんて乙女チックな勘違い。あなたはもうたつことすらできやしないはずだった。ただここで犯さねば死ぬほど後こう悔かいするからと身体が暴走している。だって逃げないじゃないですか。自分が一番大事だというあなたが、逃げることもせずにわたしを犯そうとしている。何な故ぜならばそれしかできないから。それにしか力が出ないと分かっているから。性欲なんかが凌りよう駕ができてしまうぐらいに生命活動が弱まっているから」

「テクノブレイクって都市伝説だろ」

「……てくのぶれいく。えっと、腹上死があるなら腹上殺人事件ぐらいあるでしょう。あなたが性せい行こう為い中に死ぬというならば、せんせい曰く倫理的にも正しいゴミみたいな死にかたで、わたし的にもとても真っ当な死にかたで、ゆえにこれが二人で導いたとても正しいエンディング、この下なし――、では、己おのれの処女を賭して、最後の決戦といきましょう。これが本当に本当の、最後の事件」

「最後のって、隠してることは」

「悪党は生き返ったりしません。隠すものなどなにもない。だって、探偵小説読んだのに何故かバリツ使えるようになりませんでしたし、あなたの名前なんて知りませんから」

「ならばもう言葉もない」

　――なにか劇的なことが起きたとき、たとえば姉が死んでしまった日には、もう目を閉じて眠ねむってしまったほうがいい。芸術に触れるなどもっての外ほか、人にも一切会うべきでない。触れたなにかはそのままスイッチとなって、その人を見るだけで姉のことを思い出すようになる。だから妹は姉の部屋に入るたびに、姉の恋人と思わしき人物を思い出してしまった。

　それを恋だと誤解もしよう。誤解であるとも思ったろう。己の心を確かく認にんするためにとにかく回り道をした。通るべきところをこわいからと通らずに、通らなくてもいいところを分からないからとわざわざ通った。それでここまで向き合ってしまった相手だ。

　これを恋だと誤解もしよう。今更になって、彼女を真っ当に愛せなかったことを惜しんでしまった。更こう生せいの余地がないのならばさっさとこの首を落とせ。彼女に与えられるものがないのならば呼吸をする価値もない。十三歳の恋こい心ごころみたいに消えろ。

「ならばわたしを犯して死んでしまえ」


（了）









あとがき







　私は音楽を聞いたことがありませんがチケットを頂いただいたので、とあるバンドのライブへと行ってきました。まったく期待していませんでしたし、実際、ただうるさいだけの音でした。それがひどいものです。素人目にも作法を守っていないのが分かります。端たん的てきに言ってしまえばへたくそで、勢いきおいだけでなんとかしようとしていて、全然すごくありません。叫んでいるだけ、暴れているだけ、誰にでもできることで、歌詞なんかとりあえず桜さくら舞まい散らせとけばいいんだろみたいな素人考えよりも浅はかで、会場を一歩出るまでもなくその場ですぐに忘れてしまいそうな歌でした。それでも、そのお行ぎよう儀ぎの悪いライブは勢いしかないからこそ、誰よりも、大きな音が出せていたのです。ゴミみたいな雑音に心動かされ、この大きさこそ、これこそがエンタメで、娯ご楽らくとはかくあるべきなのだ――、と思っていた時期に書いたものになるので、本作におけるなにかしらの情じよう勢せいは２０１３年時点において最新ではありません。あしからず。




　さて、本作は２０１１年頃にネット小説として投とう稿こうされたものを土台にしています。理由は多々あるでしょうが、ここ最近ネット小説が頻ひん繁ぱんに出版されています。その内の小さな理由の一つとして感かん想そうがあるでしょう。ネット小説における読み手は原げん稿こう用よう紙し換かん算さん20枚程てい度どの文章に逐ちく一いち感想を書いてくれます。無む情じようだったり理り不ふ尽じんだったり妙みように甘かったり、読み手が入れ替わったりする中で、どうすればどうなるのかを学んでいくことは、為ためになったりならなかったりします。書き手と読み手が隣となり同士にいて、手を繋つないでいるというスタイルはいかにも現代らしくていいですね。私がライトノベルという形けい態たいを選び、題だい意いから一いち目もく瞭りよう然ぜんですが日常の謎をジャンルとし、わりと新しめの作品を元ネタに用いたりしたのは、若い人がより手に取りやすいものを意識したためであります。中学生を主役においたのは、特にその世代の読者に読んでもらいたいからであり、そういった多感な時期にこういった小説（ミステリ）に興味を持ってもらいたいという願いのあらわれです。恋れん愛あい要よう素そをちょっとだけ盛大に描いたことも、女性の方、特に女子中学生が手に取りやすいようにしたかったからです。




　なにが言いたいかとすれば特に女子中学生に読んでもらいたいですね。私は特に女子中学生に読んでもらいたいと思います。


二〇一三年三月　米よね倉くらあきら


















◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８




（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部




米倉あきら先生／和遥キナ先生
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